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　広がっていたのは、壮そう絶ぜつな光景だった。

　メインストリートの中央には、横転した列車が陸に漂ひよう着ちやくした海かい獣じゆうのようにのっそりと横たわっている。周りには数多あまたの血みどろの人の体。その大半は、どう控ひかえめに見ても絶命をしていた。あるいは、もう間もなく絶命しようとしている。

　そこは、つい今しがたまで人で賑にぎわっていた昼下がりの平和な繁はん華か街がいのはずだった──少なくともその列車事故が起きるまでは。

　列車からわずかに離れた場所には、ひとりの少女が地面に倒れていた。干え支とを一周したかどうかというほどの年ねん齢れいだ。あどけない顔は泥どろにまみれている。意識を失っているが、この惨さん劇げきの中で奇き跡せき的てきにも無傷だった。

　少女は手を繫つないでいる。その腕の先には──体はない。彼女が手に手を取っているのは、二の腕のところで切断されている誰だれかの腕だ。

　少女のすぐ隣となりには、今にも息を引き取ろうとしているひとりの婦人がいた。婦人の腕の中には、先の少女と同じくらいの年の少年がいる。事故のせいだろうか、その体はずたずたに切り裂さかれ、左腕を失っている。血の気が抜けきった彼の顔は果てしなく灰色に近い。

「お願い……この子を……この子を助けて……」

　変わり果てた少年を抱だく婦人は、目の前に立っている鷲わし鼻ばなの老人の足にすがっていた。彼女にしても腹からおびただしい量の血を流していて、まさに死の淵ふちにいる様子だったが、自分の負傷などは気にも留めず、絶望的な眼まな差ざしでただひたすらに老人に懇こん願がんをしている。

　鷲鼻の老人はその場で立ち尽くし、きつく目を閉じてただ首を横に振るばかりであった。強く嚙かみ締しめたその薄い唇くちびるには血が滲にじんでいる。

　老人のズボンの裾すそを握にぎる婦人の手が、力なく地面に落ちた。

　どうしようもない諦あきらめと、肉の焼けこげる臭においが、辺りを無む慈じ悲ひに包んでいた。
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　月曜日。クラブ『メトロ』のフロアはウィークデイにも関わらず派手に盛り上がっていた。客の入りは上々。チェンライ王国ケラジヤンの中心部、中環区セントラル──夜行性のこの街は夜になると路地裏の隅すみ々ずみまでくまなく盛り場に変わり、野良犬さえもご機き嫌げんになる。

　夜の十一時をまわったフロアの熱気は上がり続けていた。部屋の隅にあるスピーカーから放たれるリズムがミゾオチを刺激し、そのミゾオチの刺激に突き動かされるように、客が体を弾はずませる。常とこ夏なつのチェンライ王国、フロアで踊る客の肌はだの露ろ出しゆつは常に多い。女たちはその褐かつ色しよくの胸元をちらつかせて男を挑ちよう発はつしている。

　ケイは狭いＤＪブースの中でレコードを回していた。年の頃ころは二十五、ハンチングとあご髭ひげがトレードマークの、『メトロ』の人気お抱かかえＤＪだ。『これが俺おれのポリシーだ』といわんばかりに、使うテクニックはカットイン一辺倒。かける音楽はソウル一辺倒。その卓越した技術は、どんな曲同士であってもその繫つなぎ目を感じさせない。

　フロアは上がりに上がっている。だが、蒸し上がる熱気の中、ケイの調子は乗っていない。手元にあるはずのものが今はない──その不在がケイをどうしようもなくいらだたせる。




　プレイを終えたケイはブースから降り、フロア隅のカウンターで薄いジントニックを飲んでいた。時計に目をやる。十一時半──もうそろそろ待ち合わせている男がやって来てもいい頃だ。できることなら会いたくはないが、今夜に限っていえば事情が違う。一ヶ月溜たまっていたうっぷんを晴らす時が近づいていることを考えると、ケイの顔は自然とほころんだ。

「やあケイくん。随ずい分ぶんとにやけているね、結構結構。笑顔は幸せを引きつけるっていうから、もっとにやけた方が良いよ。でもあんまりひどいと半径五メートルに人がよりつかなくなっちゃうけど、っていうか既すでに周りに僕しかいないけど」

　囁ささやきかけるような口調だったが、この騒そう音おんの中でもその声はなぜかケイの体の奥おくまでしみ込んできた。曇くもり気も邪じや気きもない透すき通った声には、妙みような不気味さがある。不ふ吉きつな声色に、ケイは思わず身構えた。

　ジンノ・リョウイチ。これだけの熱気の中にも関わらず、いつも通り黒いスーツを身にまとっている。その上長い髪かみなので、普ふ通つうであれば見ているだけで暑苦しいはずだが、いたって涼すずしげな印象を与える男だ。汗かん腺せんが存在していないのではないかと思えるほどに、全身くまなくサラリとしている。年ねん齢れいは──二十前半にも見えるし、四十代と言われればそうとも思える。瘦そう軀くと青白い顔が不健康さを物語っていた。

　ケイはジントニックを一気に呷あおってあごでフロアの出口を指し、椅い子すを立った。

　脈を打つこのフロアは踊るための場所だ。話をするには、あまりに適さない。




「今日のお仕事はもう終わりかい？　ケイくん」

　クラブ『メトロ』の向かいにあるソイ一九七屋台通り。ジンノは通りの中央におざなりに置かれているテーブル席に着くなり姿勢を崩くずした。長く伸ばされた髪かみの間から、うすら笑いを浮かべた口元が覗のぞいている。ケイはジンノを見やったが、その瞳ひとみは髪に隠かくれて見えない。

　テーブルに肘ひじをついたら、座りの悪いステンレスのテーブルがガタリと音を立てた。

　チェンライ王国ケラジヤン随一の摩ま天てん楼ろうを有する中環区セントラルでも、東の外れであるここハルビンタウンまで来ると、やたらと騒さわがしくて油にまみれた屋台通りがひしめくダウンタウンの色が強くなる。

　ケイはジンノから目を外して言った。「今日はもうこれで終わりさ」

「そいつは結構。それにしてもキミはあんな騒そう々ぞうしい場所に一晩中いて、よく普ふ通つうでいられるね。僕だったら一日でダメになるよ」

「あんた自分がダメじゃないと思ってるのか？」

「タッハッハ！　相変わらずだねぇ。ま、僕も相変わらずあの場所には慣れないけどさ」

　冗じよう談だんを言ったつもりはなかったが、ジンノは手を叩たたいて笑った。調子の狂う男だ。無む駄だ話ばなしが好きなところも、ジンノが苦手な一因だった。

　通りの端から端まで並べられた油まみれのテーブル席は、九割方埋まっていた。この時間にしてはなかなかの盛せい況きようだ。道の所々に設置されている旧式テレビにはムエタイの試合が流れていて、ビール瓶びんを片手に盛り上がっている客が場を賑にぎわせている。贔屓ひいきのボクサーの打撃がヒットするたびに歓かん声せいが辺りを包んだ。騒がしいという意味では、ここも十分騒がしい。

「なんにでも慣れるもんさ。それに、居続けてみれば悪くないってことにも気付く」

「いやぁ、僕は遠えん慮りよしておくよ」

「あんた、『メトロ』のオーナーだろ」

「ああ、そうだったっけ。すっかり忘れてたよ」

　ジンノは手を振った。『メトロ』など自分の所有する店の『もののうち』に入らないらしい。

　屋台の親父がステンレスのボロテーブルにエクビンの・姿パ焼オきとスパゲティ・キーマオをぞんざいに並べ、スイートチリソースとパルメザンチーズを二本ずつ置いていった。ジンノはパルメザンチーズを二本手に取って軽快に振る。チーズを手にしたジンノはめっぽうご機き嫌げんの様子だ。

「ねえ、よくスパゲティを頼たのむとパルメザンチーズとスイートチリソースを置いてくお店ってあるじゃない？　この屋台もそうだけどさ。あれって客を試していると思うんだよね。なんていうのかね、『パルメザンチーズとスイートチリソースを置きました。あなたのお好みに合わせておかけください。アクセントに少し使うもよし、下品なほどかけまくるもよし』って感じに。僕たちはお店に試されているんだよ。そう思わないかい？」

　言いながら、ジンノは大量のパルメザンチーズをスパゲティにかけ始めた。どれだけかけるのかと見ていると、まるまる一本全部使いきった。スパゲティ・キーマオがカルボナーラのような色合いにクラスチェンジしている。

「実は僕、パルメザンチーズが大好きなんだよね。まあ隠かくすことでもないんだけどさ。隠してないし。こうやってボンって出されると、ついついガバってかけたくなっちゃうんだよ。一本使いきるくらいに。でもそれってインテリジェンスにかけるでしょ？」

「この辺りの屋台は全部あんたの息がかかってるんだろ？　だったら一本使い切ろうが下品だろうが我が物顔で振る舞えるだろう」

「まさか。僕はただ土地とお金を貸しているだけだよ。いやぁ、しかし汚い屋台通りだね。飲食店街というよりゴミ捨て場だ。ぬめった排はい水すい溝こうに全身詰つまっちゃった気分になるね。しかしまあこういう雑多な飯店ストリートってのも、それはそれでなかなかオツなものだよ。ところで『乙女おとめ』って『乙オツ』な『女』で乙女だよね。すごい言葉だと思わない？　だって『オツな女』って言葉で想像する女の子と『乙女』ってある意味真逆だもの」

　ケイは無意識のうちにため息をついていた。

「おやおやため息ですか。こういうくだらないことをどう楽しむかで人生変わってくるよ？　人生楽しまなきゃ。まあいいや、本題に入ろうか。キミから頼まれていた例のやつ。いや、なかなか苦労したよ。この僕の情報網をもってしても死にものぐるいだったね。ひょっとしたら僕の部下が何人か死んじゃったかも──死んでないけどさ。だけど王族全員のヘソのごまだろうとドーナツの中心だろうと美少女アイドルの恥ずかしい黒歴史だろうと、欲しいものは必ず最後に僕のところに転がり込んでくる──で、何の話だっけ？」

「本題だよ。手に入った情報とやらが早く欲しいんだけどな」

「ああ本題ね。そうそう本題。これが本題」

　ジンノは一枚の写真とメモを胸元から取り出し、テーブルに置いた。写真には三十歳代半ばと思おぼしき男が写っている。

「グェン・モー。ここから少し離れたマンションに住んでる。笑ってしまうことに、僕が所有するマンションにお住まいだ」

　ケイは真顔で男の写真に見入る。瘦やせた、オールバックの男だ。カマキリのような顔立ちをしている。間違っても善人には見えない。ケイは試しに写真を逆さまにしてみたが、グェン・モーの悪人面は変わらなかった。

「こいつが俺おれのカマを盗んだ、ってわけだ」

　ケイの台詞せりふに、ジンノは「さあね」と答えた。「グェンがキミのカマを盗んだかどうか、それはわからないな。言えるのは、このグェンがキミのカマをもっている、ってことだけ」

　カマ──ケイはカマを取り戻す自分を想像し、胸の奥にフツフツとわき上がるものを感じた。カマをなくして一ヶ月。狩りができない状態が続き過ぎてカラカラに乾いていたが、それも終わりだ。グェンを捕つかえてカマを取り戻し、この乾かわきを終わらせてやるとしよう。

　メモにはグェンの住所が記されていた。

「情報料はいくらだ？」

「ただで構わないさ。キミには早く復帰してもらわないと困るからね。カマがなければ商売上がったりだろう？」

　まったくもってその通りである。ケイはジンノから渡された写真とメモをジーンズのポケットに押し込み、立ち上がった。一刻も早くカマの元へと走りだしたい気分だ。

「なんだい、もう少し話し込んでもいいんじゃないかい。久しぶりに会ったわけだし。ねえケイくん？　仲良く昔話でもしようよ」

「それは今度会った時だな」

「相変わらずツレナイね。まあいいや、情報料代わりにここのお代はキミに任せるよ？」

　もとよりそのつもりだよ、とケイはレシートをひらつかせて店員を呼んだ。

　ジンノはスパゲティ・キーマオそっちのけでパルメザンチーズを一気飲みしている。見ているだけで喉のどが渇かわきそうな光景だ。

　ケイは眉まゆをひそめながら目をそらして辺りを眺ながめる。さっきまでテレビ観戦に熱を入れていたギャラリーは、ピンでとめられたように大人しくなっていた。理由はテレビのようだ。通りのモニタは、ムエタイの試合からニュース映像に替わっている。

『──昨夜未明、モレッティ区の繁はん華か街がい、ノチェ・ブエナタウンの路地で男性の遺体が発見されました。遺体の首には指を強く刺し込んだような五つの穴があけられており、関係者の話では、男性の死因は凄すさまじい握あく力りよくによる窒ちつ息そく死しの可能性が濃厚であるとのことです。事件のあった現場には被害者が使用したと思われる銃と弾丸があり、装そう塡てんされていた弾たまは全弾発砲済みとの情報が入っています。警察はこの一件を、今月モレッティ区で発生した二つの殺人事件と同一犯による犯行として周辺での聞き込みを進めています──』

　モレッティ区ノチェ・ブエナタウン──ケイはグェンの住所を再び見やった。ビンゴだ。

　ケイは顔を曇くもらせる。このチェンライ王国ケラジヤンにはいくつかの区があり、その区の中にいくつものタウンがあるが──

「チェンライ一の無法地帯、ノチェ・ブエナにご用事とは、これまた随ずい分ぶん日頃の行いが悪いねえ。お気をつけて[image: 黒ハート]」とジンノは愉ゆ快かいそうに手を振った。

「それにしても最近続くねぇ、ノチェ・ブエナのトンデモ事件。まったく、素手で人を殺しちゃうなんて驚きよう愕がくだね」

　素手で人を殺害する猟りよう奇き殺人、一連の事件がそんな風に騒さわがれていることはケイも耳にしていた。殺人鬼の通り名はノチェ・ブエナの悪あく魔ま。だが、そう称しようされるのは人間業とは思えない怪かい力りきのせいだけではない。どれだけ肉体を損傷しようが、何事もなかったかのようにすぐに復元をする──そんな噂うわさも手伝って、悪魔の呼び名が与えられている。

　不死の体。いわゆるアンデッドである。

「都市伝説だろ」

　ケイは興味無さげに応えてみせた。ジンノの顔は相変わらず笑っている。

「確かに都市伝説チックだけど、でも三件の事件の被害者は全員銃を持ってて、しかも発はつ砲ぽうしてるにも関わらず殺されちゃってるわけでしょ。全ぜん弾だん使い切ってるなら一発くらい当たっても良いはずなのに、犯人側の負傷を示すような証しよう拠こは何も出てこない──アンデッド説が湧わいて出てくるネタは揃そろってるんじゃない？　いや、でも便利そうだよね、人なんて殺してないで地雷撤てつ去きよのアルバイトでもすれば良いのに。どう思う？」

「アンデッドなんているわけない」ケイは鼻で笑う。「非科学的にもほどがある」

「タッハッハ！　そいつは傑けつ作さくだよ。キミだって非科学極まる存在だって言うのに！」

　ジンノは手を叩たたいて笑い、肩をすくめてみせた。

「──ねえ、死神のケイくん[image: 黒ハート]」




　　　　＊




　夜のチェンライ王国ケラジヤンはいたる地域がネオンで輝かがやいている。国土の狭いこの国では野山として遊ばせておける土地などあまりない。ここから遠い東、スシとテリヤキとフジヤマで有名な某ぼう国こく──その国内第二の規模を誇る、タコヤキとオワライとトラが大好物な県プロヴアンスと同じ程度の広さしかないのだ。チェンライ中心部ともなれば、その某ぼう国こく第一の規模の街を走る環かん状じよう線せんの枠わくで事足りる。

　ノチェ・ブエナの街はいつも通りに柄がらの悪い連中が騒さわいでいた。ストリートには一ダースほどのモヒカン男が笑いながら酒さか瓶びんを振り回してご機き嫌げんな調子で叫んでいる。ヒップホップミュージックを爆音で鳴らしながら大通りを駆かけ抜けるバイオレットの高級車には、総勢二十人ほどのサーカス団のような恰かつ好こうをした若者がところ狭しと乗り入れて、奇声と突とつ撃げきラッパを交互に放っていた。道の先を見れば四ビートのリズムに激しく腰をくねらせる女たちと、その腰の動きに口笛を鳴らす男たち。この街の夜は、毎日が理由も無しに呆あきれるほどの酒池肉林だ。

　地図に記された場所には、闇やみの中で青光りするマンションが建っていた。ケイは狂きよう喜きにも似た街の騒さわぎをやり過ごし、マンションを見上げる。ノチェ・ブエナの繁はん華か街がい近くにある、七階建ての古びたマンションだ。表通りからやや奥に入ったせいもあって、付近の雰ふん囲い気きは幾分落ち着いている、あるいは辛しん気きくさくなっていると言っても良いだろう。いくつかの窓からは光が差しているが、それがなければ廃ビルと思えるほどに荒すさんでいた。生ゴミに溢あふれた通りによく馴な染じんでいる。

　このマンションの六階に住む男が死神ケイのカマを所有している──ケイはグェンの写真に目をやった。カマキリのようなオールバックの男だ。

　ジンノから受け取った鍵かぎでエントランスの重いドアを開けてマンションの中へと入り、エレベータで六階へと向かう。階が上がるにつれ、ケイの気分も高ぶってきた。やっとカマを取り戻すことができる──その思いがケイを激しく高こう揚ようさせた。心音が徐じよ々じよに強さを増す。魂たましいを狩る時にも似た快感が全身を包んでいる。やっとここまで辿たどり着いたのだ。興奮せずにはいられなかった。




　部屋の間取りは２ＬＤＫ。玄げん関かんのすぐ向こうには、三メートルの巨人が暴れまわれるほどのリビングが広がっている。家主の性格のせいか、部屋は外観ほど廃すたれてはいない。場の静せい寂じやくと反比例するかのように、ケイの心臓は高鳴りを強めていた。自分の体から激しいドラム音が鳴っているのが手に取るようにわかる。

　ケイは部屋の中へと土足で入り、物色を始めた。広さの割には何もない部屋だ。ダイニングのソファのまわりにキッチンの食器戸と棚だな、ベッドルームのデスクとクローゼット、目につくところをかき回すように探した。

　二十分ほど探し続けた。クローゼットの戸を外し、洗せん濯たく機きの中を確認し、ベランダを見て、キッチンの収納扉とびらをチェックし、ベッドのマットレスをひっくり返した。

　しかし、カマは見あたらない。持ち歩いているか──まさか。そんなはずはない。あんなかさばるものを持って歩いてふらつきはしないだろうし、第一、目立って仕方がない。おまけにあのカマは死神にしか使えないのだ。グェンが死神でもない限り、携帯する意味は皆かい無む。死神の自分でさえ持ち歩くのは魂たましい狩りの仕事がある時だけである。この部屋にないとすれば、別のどこかに隠かくしてあるのだろうか。

　もうこの部屋にいても仕方がなさそうだ──

　苛いら立だち交じりに顔を上げたその時、ケイは思わず息をのんだ。

　目に飛び込んできたのは、リビングのテーブルに置かれた一つの球体だった。それはまるで意思を持っているかのようにテーブル上を転がってきて、ケイの目の前で止まる。

　見逃していたことが不思議に思えるほど、その球体は艶つややかな光を放っていた。

「これは──」

　緑色の球。作り物のガラス玉とは明らかに異なる、どうしようもないほど魅み力りよく的てきな輝きをもつ球だ。その球を覗のぞき込むと、ケイの意識は球の中に吸い込まれそうになった。

　球に魅み了りようされてか、あるいはカマを見つけ出すことができなかった腹いせか、ケイは無意識にその緑の球をポケットに入れた。

　と──玄関から音がした。ケイは一いつ瞬しゆん体をこわばらせ、とっさに反応する。

　振り向くと男が立っていた。カマキリのような悪人顔。瘦そう軀くの男──グェン・モーだ。

　グェンはケイを見るや、すぐさま外へと走りだした。

「待てこのカマキリ！」

　ケイは追いかける。グェンは真っ直ぐに伸びる廊ろう下かを一直線に走る。

「俺おれのカマを返せ！」

　ケイの頭には完全に血がのぼっていた。

　先は行き止まりだ。横にそれる階段はない。確実に捕つかまえろ。

　袋ふくろ小こう路じの端が近づいてきた。この直線ではどうあがいても逃げることはできない。

　だがその時、グェンはこつ然と姿を消した。

「何!?」

　目の前にいたはずのグェンがいない。一いつ瞬しゆん足を止めそうになったが、どこに消えたかはすぐにわかった。ケイの視線の先には開かれた窓がある。グェンはその窓から外へと飛び出したのだ。ケイは勢いに任せて真っ直ぐ窓に向かって走り込み、脊せき髄ずい反射的に頭から飛び込んだ。

　なりふり構っている場合ではない、死神の肉体なら六階から飛び降りたくらいで死ぬものか。それに、グェンを下した敷じきにすれば大した怪け我がにはならない──

　しかし、グェンを下敷きにすることは叶かなわなかった。

[image: ]

　グェンは飛び込んだ窓のサッシに手をかけて壁かべに張りついていた。飛び降りたのはケイひとり。後は重力に任せて落ちるだけ──そんな空中で、ケイはグェンの姿を見た。グェンの目は真っ直ぐにケイを見詰めていた。哀あわれむような視線がケイに突き刺さる。

「──勘かん弁べんしてよ」

　体が真っ直ぐに落ちていった。二十メートル下の地面が近づいてくる。

　地面と衝しよう突とつする直前、サイドカー付きの二輪車モートアーサイが視界右からやってきて、ケイはそのサイドカーに見事に突っ込んだ。サイドカーにどっさりと積まれていたピンポン球サイズのカラフルな菓子が辺りに散らばり、宙を虹にじ色いろに染める。モートァーサイはケイを受け止めた衝しよう撃げきで制せい御ぎよを失い、ストリートのポリバケツに見事に突っ込んだ。

　弾はじけとんだ菓子が、甘い香りを辺り一帯に放つ。

　サイドカーで意識を失いつつある中、モートァーサイの運転手が振り向いて声をかけてきた。

「やあケイくん、奇き遇ぐうだね」

　聞いたことのある声だ、と思った瞬しゆん間かん、ケイの意識は飛んだ。




　　　　＊




「いててて──トウア、頼たのむからもう少し優しくやってくれ」

　サイドカーに突っ込んだケイはしばらくしてから目を覚ました。体のいたる所に擦すり傷きずができていたが、大きな怪け我がはなかった。トウアのサイドカーに大量に詰つまっていた菓子がクッションになったせいで、大事にはいたらなかったらしい。

　今、ケイはクラブ『メトロ』のスタッフルームでトウアに擦り傷を消毒してもらっている。

　トウアは『メトロ』のある雑居マンションの七階に住んでいる、ルアンピー・ジュニアハイスクールに通う少年だ。体つきは華きや奢しやで、顔には幼さが目立つ。普ふ段だんはモートァーサイで菓子を売るバイトをしているが、クラブのイベントや週に一度のフロアの大おお掃そう除じの時には、『メトロ』の仕事を手伝っている。ケイはトウアを弟分だと思っているが、トウアがどう思っているかは分からない。聞いたら聞いたで素っ気ない応えが返ってくるのだろう──今、背中を消毒している、そのぞんざいな手つきと同じような、無機質な応えが。

　トウアに背中を向けた姿勢で、ケイは誰だれに聞かせるでもなく呟つぶやいた。

「畜ちく生しよう、あのカマキリ野や郎ろう。今度あったらただじゃおけないな」

「ケイくん、『今度あったらただじゃおかない』って『三さん下した』の台詞せりふだっけ。とするとケイくんは『三下』──」

「言うな」

「絆ばん創そう膏こう、張り終わったよ」

　サンキュウ、とケイは言い、辺りを見回してシャツとジーンズを探したが、見あたらない。

「ケイくんの服ならあの袋ふくろに入れておいたよ。ルークチュップまみれになっていたから」

　トウアはソファ脇わきにある布袋を指差した。

　ソファ脇の袋の中の中には、べたついている服が丸まっていた。テーブルの上には、ケイがサイドカーに突っ込んだ時に潰つぶしたと思われるルークチュップがバケツ一杯に盛られている。

　ココナッツ餡あんを豆の皮で包んだ色鮮あざやかな小振りのそのスイーツは、本来であればバナナやマンゴー、マンゴスチンにローズアップル、その他フルーツを模した、見た目にも楽しい菓子だが、バケツの中のそれは悲しく潰れている。寒天のコーティングも薄汚れているせいで、売りであるはずのプラスチックのオモチャのような光こう沢たく感かんも見る影はない。

　ケイは舌打ちをして袋を放り投げ、ソファに体重を委ゆだねて天井を見た。『メトロ』のフロアから響ひびいてくるリズムが傷口に響く。フロアのビートが自分をあざ笑っているようで腹が立った。

　ケイの苛いら立だちをよそに、トウアはバケツを指差した。

「ルークチュップ代、しめて五千ユノだよ、ケイくん」

　ケイはトウアに財布を渡した。「釣つりはいらない」

　トウアはケイの財布の中身を確認する。「足りないよ。ケイくん、全然足りない」

「つけといてくれ」

「お金を払はらわないのはよくないこと、違うかな」

「あのなトウア。確かに金を払わないのは良くないことだ。ただ、誰だれしも金銭的な事情ってのがある。それをふまえて臨機応変にやるのが、心ある行為ってもんだ」

　トウアは「そうなんだ、なるほど」と頷うなずく。「──でも、僕には心がないからね」

　ケイは目元に手を当てて、大きく嘆たん息そくをした。

「心がないからって、心ない行為が許されるわけじゃない」

「わからないよ、ケイくん」

　カマを失った上に、ルークチュップまみれになり、おまけにトウアはいつもの調子──ケイはソファの上で全身の力を抜いた。「──まったく、踏ふんだり蹴けったりだ」

「僕も毎日学校で踏んだり蹴ったりされているよ」

　ケイは再びため息交じりのあきれ声で、少しはやり返して良いんだぞ、と言うと、トウアは首を横に振った。

「暴力はいけないこと、だよね。いけないことは、しちゃダメなんじゃないかな」

「いけないことだろうが何だろうが、人には引けない時があるんだよ」

「でも僕もケイくんも人じゃないよね」

「言葉のあやだ」ケイの声は投げやりだった。「人外さんにも引けない時があるんだよ」

　この街には人外がいる──自分が人の彼ひ岸がん側の類たぐいでなければとても信じる事はできないだろうが、それは確実に存在している。人間と同じように堅けん実じつで地味な社会生活を営みながら、お互いに関わり合うことなくひっそりと生きているのだ──そう、この自分のように。

「ところで、カマキリさんの部屋にはケイくんのカマはなくて、そのカマキリさんもどこかに逃げちゃったんだよね。それで、ケイくんはカマがなくて困ってる」

　その通りである。

「僕もカマを探すのを手伝うよ。きっとそれって、良いことだよね」

　トウアの言葉に、ケイが「気持ちだけもらっておく」と言うと、トウアは「どうしてかな」と返してきた。どうしてもだよ、とケイは呟つぶやいた。

　中学生の手を借りるのは死神のプライドが許さない──そんな気持ちもある。だがそれ以上に、自分のカマを自分の手で取り戻さないことには気が済まなかった。

　ケイは舌打ちをした。カマを取り返せなかった苛いら立だちと、カマキリにしてやられたことに対する怒りで一いつ杯ぱいだった。今頃あのカマキリは何をしているのか、まんまと罠わなにハマった自分を莫ば迦かにして笑っているのか──そんなことを考えてケイはもう一度舌打ちをする。

「──まったく、勘かん弁べんしてよ」

　ケイの呟つぶやきは、夜の闇やみに溶とけて消えた。




　　　　◆◆◆




　ルアンピー・ジュニアハイスクールの昼休み。

　晴天の空の下、トウアは校舎裏にあるゴミ捨て場を漁あさっていた。制服のワイシャツは灰とゴミですすけていて、手は飲み残しのジュースや残飯で湿っている。割れたガラスで手を怪け我がしているが、トウアは構わずゴミ捨て場を素手で掘ほり返す。いつもならこの辺りにあるはずだが、今日はなかなか見付からない。捨て場所を変えたのかもしれない。

　散々探した挙げ句、トウアはゴミ捨て場の隅すみの一番下からそれを引っ張りだした。

「──あった、僕のズボン」

　トウアのズボンは水に浸ひたしたようにずぶ濡ぬれだった。




　教室に入るなり、四人の少年がトウアを囲んだ。クラスメイトのイー、アル、カン、フーだ。

「アッハッハ！　おい、トウア。お前なんで下半身短パンなんだよ。ひょっとしてクソでも漏もらしちゃったぁ？　おーい、みんなぁ、トウアがクソ漏らしたってよ！」

　狐きつねのような顔に似合ったカン高いイーの一声をきっかけに、教室中が笑いの渦うずに包まれた。

「僕は漏らしていないよ」

「じゃあなんで下半身だけ短パンなんだぁ？　しかもズボンずぶ濡れだしよぉ」

　クラス中に失笑が響ひびく。トウアをかばおうとするものや、四人を止めようとするものはいない。見慣れたいつもの光景だ。トウアは淡たん々たんとした様子で口を開いた。

「ズボンが濡れているのはゴミ捨て場で水を吸っていたからで、僕が短パンなのはズボンが濡れているからだよ」

「わかってないなぁ」長髪の少年、フーがトウアとカンの元までやって来る。「僕たちはね、トウアが超絶異臭を放ってる、ってことを教えてあげてるんだよ、クンクン──ってクサッ！」

　フーのオーバーなリアクションに対して、クラス中が爆ばく発はつしたように笑いだした。

　トウアがフーを無視して席につくと、「おーい何とか言えよほらぁ！」と、カンが手近な椅い子すを蹴けり飛ばした。その椅子に座っていたマナは自分の机を倒して床ゆかに伏ふす。

「きゃッ……」

　マナの机の上に置いてあった牛乳瓶びんが地面にみるみると染みを作っていった。イーは舌打ちをしてマナを睨にらみつける。

「ちょっとちょっとー何やってんのマナナンガル。ほんとトロ臭くさいわぁこの女ぁ」

「あ、ご、ご、ご、ごめんなさい……」

　マナはその大きな瞳ひとみを潤うるませながら、慌あわただしく教室の後ろから雑ぞう巾ぎんを取って来て、床ゆかの牛乳を拭ふいた。マナの長い髪が地面の牛乳に浸っている。

　クラスメイトたちの冷ややかな視線を浴びながら、マナは雑巾で床を拭いていた。トウアは教室の後ろにある雑巾を手にしてマナの隣となりにしゃがみ込み、黙もく々もくと乾拭きを始めた。

「あ、ありがとう……トウアくん」

　と、床にかがんで乾拭きをするトウアの頭に白い液体が降ってくる。見上げると、牛乳瓶びんの残りをトウアの頭にたらしているアルの姿が目に入った。

「牛乳飲んで大きくなぁーれ[image: 黒ハート]」

　せせら笑う声がする。笑い声と冷やかしなど意に介かいさない様子で、トウアは立ち上がってアルの方を向いた。

「人の牛乳をこぼすのは良くないこと、違うかな」

「へえ、僕が牛乳をこぼしたんだぁ、ってことは僕が悪者なんだぁ、へえ、そうかそうか。でも僕は優しいから許すよ。そう、友達とは仲良くしないといけないよなぁ、マイフレンド」

　アルはクックックと笑いながらクラス全体に響ひびくように言った。

「おーいみんな。マイフレンドとサッカーしにいこうぜ」

　さーんせーい、と三人の少年が立ち上がった。




「しっかし不思議だよなぁ。いくら殴なぐってもちっとも効いてねえし」

　校舎裏のゴミ捨て場近くの人気のない場所に、イーの声が響き渡る。

　トウアは立ち上がっては腹を殴られ、また立ち上がっては腹を殴なぐられていた。小こ柄がらなトウアは蹴けりつけられるたびによろけ、ボールのように四人の少年の間を往来している。

　しかしトウアは言葉を発しない。

「良いんじゃない？　いくら蹴り倒しても騒さわがないから、便利でしょ」

　アルがトウアの腹に蹴りをくわえる。イーが続くようにして腹を殴りつける。トウアの表情は変わらない。パスを受けたカンがトウアの髪をつかみ、腹を蹴る。

　壁かべにもたれかかった姿勢で、トウアは四人の少年を見上げた。冷やしたナイフのような目つきだった。トウアは制服をはたいて立ち上がる。

「──僕の何が気に入らないのかな」

　トウアの言葉に少年たちは互いを見合わせた。

「おいおい、何が気に入らないんだ、だってよ」「目つき？」「反はん抗こう的てきな目つきがもう逆げき鱗りんに触ふれちゃうよね」「やっぱビィビィ泣き叫んでもらわないと張り合いがないんだよなぁ、なんか」

　イーの蹴けりがトウアのミゾオチに刺さる。

　壁かべに叩たたき付けられたトウアは、再び四人の少年に冷めきった視線を向けた。

「──僕は謝らなきゃいけないようなことはしていない、違うかな」

「あのねぇ、俺おれたちをイラっとさせた瞬しゆん間かんで、もうそれは悪いことなの、罪なの、悪なの、謝らなきゃいけないの。どうしてわからないかねぇー」

　アルがトウアの胸ぐらをつかみ、トウアを立ち上がらせる。

　その時、校舎裏の隅すみから少女の声が響ひびいた。震ふるえた声だ。

「セ、センセーイ！　こっちですッ……」

　瞳ひとみの大きな、小動物のような愛あい嬌きようのある顔立ち──床ゆかの牛乳で髪を湿しめらせていた少女、マナだった。右手を大きく振って、人を呼ぶサインを送っている。

「なんか変な奴やつがやって来たぜ」「来ちゃったかぁ」「萎なえるなぁ、そういうの」

　少女の声を聞くと、少年たちはトウアの背中を叩いて仰ぎよう々ぎようしく声を出す。

「なあ、トウアくん、今日のお昼休みは楽しかったな。また一いつ緒しよに遊ぼうよ、ねぇ？」

　四人の少年はマナの脇わきを通り過ぎて去っていった。

　少年たちは去り際にマナに向かって言葉を吐はいた。

「マナナンガルって、いっつも同じ服だよな、真っ黒の服」「それしか持ってないんじゃない？」「いつもキョドってるし」「マナナンガルだし」「リアルマナナンガル捕ほ獲かくした！　ってテレビ局に売れるかもね」「『ゴミは持ち込まないでください』って言われちゃうから」「だよね」

　少年たちの笑い声を背中で受けたマナは、唇くちびるを嚙かみしめてトウアのところまで走った。

　トウアの目の前でしゃがみ、おどおどとした様子でハンカチを差し出した。

「……大だい丈じよう夫ぶだった？　トウアくん」

「──泣き叫ぶ……どんな感じなのかな」

　トウアは誰だれに聞かせるでもなく、そう呟つぶやいた。




　それから二人は裏庭の隅にある青いプラスチックのベンチに、隣となり同士に座った。トウアは空を見る。やたらと大きな空だった。

「トウアくん……ワイシャツが汚れちゃってるね……」

　マナがたどたどしい仕草でトウアのシャツをはたいた。

「ん、そうだね」

「ひどいよね……」

「何がかな」

「な、何がって……」マナは言う。「だって、何もしてないのに、気に入らないってだけで殴なぐるんだよ？　そんなのヒドいよ」

「そうか、ひどいのか。なるほど」

「ズ、ズボンを隠かくしたのもあの人たちだよね」

「人を疑うのは良くないこと、だよね」

「そ、そうだけど……」

「ねえマナ。僕に関わらない方が良いんじゃないかな。僕って『いじめられている』ってやつなんだろう？　僕と一いつ緒しよにいるとキミも巻まき添ぞえをくうよ。それって嫌いやなこと、だよね」

「そ、そんな……そんなこと言わないで……」

　会話が止まった。トウアは再び空を見上げる。

「……ト、ト、トウアくん、お昼ご飯まだだよね……そう言えば今日、お弁当を作り過ぎちゃったんだけど……」

「そうなんだ。今度からは食べられるだけ持ってきた方が良いね」

「そ、そうだね、い、いやそうじゃなくて……い、い、い、一緒に食べませんかッ……」

　消え入りそうな声で──しかし勢い良く、マナはトウアに弁当を差し出した。マナの耳は真っ赤だった。トウアはさし出された弁当を睨にらみつけるような目つきで眺ながめる。

「どうして僕がお弁当をもらうのかな」

「え？　そ、それは……ほら、さっき牛乳を一緒に拭ふいてくれたから……とか」

　強く目をつむったまま、マナはもう一歩深く弁当を突きだした。弁当箱の中には白米と春巻きルンピアと青パパイヤのサラダソムタムが入っている。トウアは「なら、もらうよ」と箸はしでルンピアをつまみあげ、口に放り込んだ。

「ど、どう……？　わたし、すごくがんばって作った……」

「うん、まずくもなくて、おいしくもなくて、すごくふつう」

「そんな……」

「噓うそはつくのは良くないこと、違うかな」

「じゃあ……何か感じない？　な、なんか、こう……『ビビッ』とした感じとか、『ズバッ』とした感じとか、『ワフッ』とした感じとか……」

　トウアは首を横に振った。「わからない。何も感じないよ」

「そう……そうだよね。わたし、魔ま法ほうダメだから──」

「何がダメなのかな」

「な、なんでもない、です……こっちの話だよ」

　トウアはそのまま黙もく々もくと弁当を食べた。「うん、すごく、ふつう」と何度も呟つぶやきながら。




　授業終わりを告げるチャイムが鳴り、放課後。トウアは濡ぬれたズボンを手に、短パンのまま家路に向かった。

　帰り道、キルケニー大通りを越えた先の路地で一人の子供が視界に入った。六歳くらいだろうか。子供はボールを追いかけて路地に走り込んでいく。子供は路地の途と中ちゆうでつまずき、起き上がると声を出して泣き始めた。子供の膝ひざからは血が滲にじんでいる。

「うぁぁぁん」

　──転んで泣いている子供に対しては『いたいのいたいの飛んでけ』だったかな──

　トウアが子供に向かってとぼとぼと歩いていると、頭上から、何かが外れたような音が鳴る。上を見ると、古びた看板が落ちてきそうなほどにぐらついていた。

　次の瞬しゆん間かん、その看板はもう一度大きな音を鳴らして、地面へと一直線に落ちていく。

　看板の落下──看板の真下には子供がいる。このままいけば子供の頭に看板が直ちよく撃げきするだろう。そうすれば子供は命を落としてしまうかもしれない。

　看板の落下に気付いた子供は、これ以上ないほどに叫んだ。「うぁぁぁ!!」

　トウアは鞄かばんを放り投げ、叫ぶ子供に飛び込む。それと同時に豪ごう快かいな破は壊かい音おんが鳴り響ひびいた。

　看板が地面と衝しよう突とつし、ガラスやプラスチックが辺りに散乱する。

　トウアは子供を抱だきかかえるようにして地面を滑すべり、壁に激げき突とつした。

　子供は何が起きたかわからないといった顔をトウアに向けた。必死に呼吸を整えている。

「……ぼ、ぼく、助かったの……？」

　子供の震ふるえは止まらなかった。唇くちびると足をがたつかせて、トウアにキツくしがみついている。

「みたいだね」

「あ、あ、あ、ありが……ひっ！」

　子供はトウアにお礼を言いかけ、言葉を詰つまらせた。

　トウアの右足は、膝から下がもげていた。降ってきた看板がトウアの足を切断していたのだった。トウアの足からはゆっくりと血が流れている。

「い、い、い、い、い……う、うぁぁぁ！」

　子供はこの世のものではない何かを見てしまったかのように、四よつん這ばいのまま逃げ去った。

「やれやれ」トウアは尻しりを地面についたまま携帯電話を手に取り、リダイヤルを押す。

「もしもし、博士。足がもげちゃったんだけど、来てもらえるかな」
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「まったく、少しは体をいたわれ」

　タントラ博士の研究所。博士は負傷したトウアを手術台に寝ねかしつけて、老眼鏡のブリッジを中指であげながら患かん部ぶを観察した。前のめりになる博士の姿は、どこかモグラを思わせた。ずんぐりとした体型と、顔の真ん中に構える鷲わし鼻ばなのせいだろう。

　研究所とは言っても、ここはとあるマンションの一階の大部屋で、手術台のほかに実験機材らしきものはほとんどない。強しいてあげるとすれば、部屋の隅すみで低くうなっている無機質な業務用冷蔵庫が、手術台以外の唯ゆい一いつの機材だ。質素な室内で目につくものと言えば、手術台と冷蔵庫を抜かせば、割れたままの窓ガラスくらいである。

　トウアの右足はちぎり取ったようにいびつな切断面を曝さらしており、痛々しく骨がむきだしになっている。博士は早速右足接合のための準備を始めた。切断面を消毒し、肉体の復元に必要な素材──水素、酸素、炭素、窒ちつ素そそれぞれの分子が入った瓶びんを冷蔵庫から取り出し、術陣の周りに配置する。最後に、千切れた足をトウアの体に繫つなぎ合あわせるように置いた。

「でも博士。危ない目に遭あいそうになっている子供を助けるのは良いこと、だよね」

「それにしても限度ってもんがある。お前の力じゃどうにもならんものだって存在する。それだけは覚えておけ。そうしないと、いつか死んじまうぞ」

「限度なんてわからないよ」

　これから覚えれば良いさ、とタントラ博士はトウアに背中を向けたまま呟つぶやいた。

「博士、なんで僕を作ったのかな」

　博士はほんの少しだけ肩を落とした。

「トウア、お前はわしの孫だぞ。わしが一から作ったみたいな言い方はするんじゃない。お前には父さんも母さんもいたんだ」

「でも、博士が僕の肉体を作ったんだよね。だから僕は人造人間、違うかな」

「──生まれてこなけりゃ良かったと思ってるのか？」

「思ってないよ。生まれて良かったとも思わないけど」

　フゥ、と嘆たん息そくを漏もらす博士。「……誰だれだって、生きてる意味なんてわかっちゃいないさ。自分で見つけるもんだ。そうだな、お前も考えてみると良い」

　博士はバーナーに火をともし、ふいごを手にする。トウアの傷口にふいごで空気を吹きかけると、瓶びん詰づめの分子が宙を舞い、トウアの足を形作っていく。足の切断面は徐じよ々じよに繫つなぎ合あわさっていき、欠損した肉体がゆっくりと補完されていった。

「博士、足がもげたら痛いんだよね」

「ああ」

「痛いってどんな感じかな」

「嫌いやな感じだよ。わしは足がもげたことはないが、まあ死ぬほど痛いだろうな」

「泣き叫ぶほど？」

「ああ、たぶんな」

「泣き叫ぶほど、か──」

　トウアは昼間のことを思い出した。

「──今日、女の子にお弁当をもらったよ。マナって名前のクラスメイトなんだ。お弁当をもらって食べたんだけど、何も感じなかった。美お味いしくもないし、まずくもないし、甘くもないし、辛からくもないし。何も感じなかった。『ふつうだ』って伝えたら、泣きだしそうな顔をしていたよ。女の子を泣かせるのはいけないこと、だよね」

　トウアはタントラ博士の言葉を待ったが、返事はなかった。博士は黙もく々もくと治ち療りようをしていた。トウアはそのまま言葉を続けることにした。

「ねえ博士。僕はなんて言うのが良かったのかな」

「弁当を作ってくれたんだ。『美お味いしい』って言ってやれ。それが一番喜ぶ」

「でも、マナを騙だますことになるよね。それは間違ってるんじゃないかな」

　博士は少しだけ目を伏ふせた。「なあトウア、世の中には優しい噓うそってもんが存在するんだ。人を喜ばせてみんなが幸せになる、素敵な噓ってもんがな。噓をつけば良いってものでもないが、全部本当のことを言えば良いってものでもない。杓しやく子し定じよう規ぎに考えなくて良いんだ」

「『美味しい』ってマナに噓を言うのも、優しい噓なのかな」

「そうだ。噓の全部が全部悪いわけじゃない──よし、完了だ」

　博士はトウアの右みぎ膝ひざを叩たたく。トウアの足はすっかり元に戻っていた。

「立てるか、トウア」

　トウアは手術台から起き上がり、靴くつを履はいて地面に立つ。何度か飛とび跳はねて具合を確かめる。博士に軽く頷うなずいて、問題がないことを告げた。

「でも、やっぱり噓はついちゃいけないんじゃないかな」

「そうだな、それも一つの選せん択たく肢しだな。でも噓をつかないで生きていくのはなかなか大変だぞ。世間は少数派に厳しいからな」

　博士の言葉はどこか独り言のように聞こえた。

「少数派だから、みんなは僕をいじめるのかな」

「そうだな」博士は立ち上がって腰を伸ばした。「それも少しはあるかもしれん。いじめる側にしてみれば、いじめる理由なんて何でも良いからな。噓をつかないというのは、あるいはそのいじめっ子連中と真っ正面からぶつかっていかなけりゃならんということだ。いじめっ子に立ち向かう強い心を持ってな」

「噓をつかない心ある少数派の人たちは、きっと大変なんだね」

　博士は呆あきれたように「人ごとみたいに言う奴やつがあるか」といなした。

「僕は心がないからね」

　大きくため息をつく博士をよそに、トウアは割れた窓ガラスを眺ながめて、口を開いた。

「泥どろ棒ぼうさんも少数派を狙ねらうのかな」

　一ヶ月ほど前、このタントラ博士の研究所に泥棒が押し入った。ろくに盗むものはなかったし、そもそも物自体がろくになかったのだが、それでも盗まれて都合の悪いものの一つくらい、この研究所に限らずどこにでもある。

「少数派は関係ない。不用心だっただけだ」と博士は呟つぶやき、黙々と片付けに取りかかった。

「ねえ博士、『優しい』ってどんな感じなのかな」

「そうだな、いい感じだよ。誰だれかのことを思いやって、その人のために何かをして、同じように何かをしてもらう。実に満ち足りた気持ちになる。天気の良い日に家族を連れて公園で日向ひなたぼっこでもしているような気分だ。何とも言えない、いい感じだ」

　いい感じ──頭ではわかるが、体ではわからない。心があればそれを感じられるのだろう。片付けをするタントラ博士の背中を見ながら、トウアはそんなことを考えていた。
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「ちゃんとレシピ通りに作ったはずなのに……」

　マジョリーナ家の屋や敷しきの広いキッチンで、マナは魔ま術じゆつ鍋なべを前にして首をかしげた。手元の分厚い魔導書グリモワールに目をやり、魔法弁当を作る過程を頭の中で振り返る。

　今日、トウアに食べさせた弁当は会心の出来だった。特製スープで炊たき込んだ白米に、同じく特製スープを練ねり込んだルンピア。ソムタムのドレッシングにもスープを混ぜた。効かないはずはない、そう思った。料理を作っている最中から手応えをビシビシと感じていた。しかし、かすりもしなかった。弁当を食べたトウアの感想は『すごくふつう』。

『スゴクフ痛』、『スゴクフＴＷＯ』、『スゴクフ通』……マナは『すごくふつう』が別の意味を持たないかを考えてみたが、どう考えても『凄すごく普ふ通つう』だった。それ以外にあり得なかった。あまりにも絶望的な反応。マナの才能がないことを如によ実じつに表している。

「冥めい土どトカゲの尻しつ尾ぽの量は正しいし、ヒキワライガエルの足の干物も水で戻したし、贖しよく罪ざい羊ひつじの睾こう丸がんもちゃんとすり潰つぶしたし、髪の毛だってもちろん入れたし、恋なすびも入れたのに──」

　敗因がまったくわからない。だが、作らないことには始まらない。リベンジを果たすため、マナは料理を始めた。幸い材料はまだ少しだけ残っている。今度の弁当は効くだろうか──自信はまるでなかった。自分には才能がないのだから。

　手持ちの魔ま術じゆつ材料はあと一、二回で底をつきそうだ。これがなくなったら、次にチャレンジできるのはしばらく先だろう。材料費を貯めるのに数ヶ月はかかる。次は必ず成功させなくてはならない。三年前のあの日からトウアのことがずっと気になっている。何としてでも彼の心を奪うばわないことには夜もろくに眠れない。そのことで頭が一杯だった。

　と、誰だれかの足音が後ろから聞こえた。振り向くと金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女がそこにいた。近寄りがたいほどに整った顔の、氷の姫君──ベアトリだ。

「ベ、ベアトリお嬢じよう様……」

「ちょっと、あんたまた何か作ってんの？」

「あ、その……あの……」

　たじろぐマナをよそに、ベアトリはマナの手元にある本に目を落とす。開かれていたページのタイトルには、こう書かれていた。

『異性の心を奪う魔術』

「キャッハッハ！　キャッハッハ！」

「す、す、すみません。試しに作ってるだけです……」

　ベアトリは腹を抱かかえて笑っていた。マナの声が届いている様子はない。

「キャッハッハ……ハー、笑った笑った。あんたも恋とかしちゃうんだぁ。あんたみたいな残念な子って、もう最初っから恋愛とか諦あきめてるのかと思ってたのに。うわぁ、なんか報われないって可哀かわい想そう。ダメな子なのに人なんて好きになっちゃって超可哀想。愛されない体質なのに愛されたがってるって、わたしだったら死ぬわ、間違いなく、絶望で」

　言いたい放題である。マナは涙目になっているのを悟さとられないように、うつむいた。

「で、素だと相手にもされないから魔ま術じゆつに頼たよろうってわけね、クッフッフ！　アーおかし。久々に『タハッ[image: 黒ハート]』ってキちゃった。でも、その手も諦めた方が良いんじゃない？　絶望を味わうだけよ、色々と。どうせあんたの腕じゃその魔術は使えないだろうしね。ページ右上を見なさいよ。ドクロマーク六つよ？　上位魔術よ？　ハイレベルよ？　難しいのよ？」

「失敗するかどうかなんて……そんなの、わからないです……」

「わかるよ。わかるね。まるわかり。だってあんた成功したことあるの？　魔術」

　ベアトリの言う通り、マナは一度も魔術を成功させたことがなかった。やるだけ無む駄だなのかもしれない──マナは肩を落としてさらにうつむいた。

「ま、逆に嫌きらわれないようにしなさいな。そうね、最初に野の良ら犬いぬに喰くわせることをオススメするわ。腹を壊こわす程度ですめば良いけど。あ、うちの猫に喰わせたらタダじゃおかないわよ。そんなことよりわたしキッチン使うから、ちょっとどいてくんない？　ちょっとっていうか、すごくどいてくんない？　今」

「あ、ち、ちょっと待ってもらえますか、すぐに……」

「だ、か、ら、たった今邪じや魔まなんだけどぉー」

　ベアトリはマナの魔ま術じゆつ鍋なべをシンクに向けてひっくり返す。派手な音がキッチンに響ひびいた。素焼きの魔術鍋には無残にヒビが入っている。もう使えなさそうだ。

「あーらごめんなさい。でもこれで終わりにできるわね。チャッチャと片付けてちょうだい」

　少しずつ貯めた金で手に入れた貴重な材料がシンクに流れていく様子を、唇くちびるを嚙かみしめて涙をこらえながら見ていた。これだけの材料を用意するのにどれだけの苦労があったかを思い出して、悔くやしくなった。鍋にしても同じだ。自分専用の魔術鍋を壊されて、マナは思わずベアトリを睨にらんだ。

「何？　歯向かおうっての。あんたこの家での立場ってもんをわかってないみたいね。わたしは貴族魔ま女じよのお嬢じよう様。あんたはうちの使用人。どっちが上かなんて明白よ。優先順位ってもんがあるでしょうに。それから極楽トンボの羽を買ってきてね。もうきれちゃってるから」

　マナは下を向いて震ふるえていた。

「ねえちょっと返事が聞こえないんだけど、使用人。それとも野良魔女に成り果てて『ヤーコプ団』に狩かられたい？」

「……いってきます、お嬢じよう様」

　肩を落としたままの姿勢で、マナはキッチンを後にする。




　街は夕日に染まっていた。ビルの窓がオレンジ色の光を反射している。

　マナはいきつけの材料屋があるハルビンタウンへと向かう。生活臭のする屋台が数多く店を構えている雑多なダウンタウンだ。

　材料屋の名前は『琨コン崙ロン堂どう』。生活臭のする路地の片かた隅すみにある、すすけた、黒い屋根の小さな店。東西の魔術道具と材料が揃そろっていて、大たい抵ていのものは手に入る。魔ま女じよ以外の客が入ってくることはほとんどなく、仮に一般人が入り込んできたとしても、薄暗い店内に陳ちん列れつされた謎なぞの品物の雰ふん囲い気きに圧倒されて、すぐに退散をしてしまう。真人間除けのお香こうが焚たいてあるせいもあって、普ふ通つうの人間は基本的に近寄らない。

　マナが『琨崙堂』のある路地に入ろうとすると、目の前をモートァーサイに乗った一人の少年が横ぎっていった。

「トウアくんだ……！」

　偶ぐう然ぜんの遭そう遇ぐうに、マナの心臓は蹴けり飛ばされたように跳はね、思わず身を隠かくす。運命的なものを感じた。どこに行くのだろう、トウアの家はこの辺りなのだろうか──気になって仕方ない。

　トウアのモートァーサイはステラ大通りの途と中ちゆうで停まった。モートァーサイを壁かべに寄せるトウア。マナは脈を打つ心臓を押さえつけながら、トウアの挙動を陰かげから見み詰つめる。

　トウアは通りに面したビルの地下に潜もぐっていった。階段の脇わきには『メトロ』と記された看板が置いてある。クラブのようだ。時間が早いせいか、まだ営業はしていないみたいだ。

　マナは階段まで小走りで向かった。トウアは階段の奥にある扉とびらを開け、店内へと入っていく。あの店になんの用だろうか──ぼんやりと考えていると、肩を摑つかまれた。とっさの出来事に声が出ない。振り返ると三人の男が立っていた。

「ヒュウウウイ！　奇き遇ぐうじゃん!?」

　中肉中背の、二十歳前後の男たち。一見してガラの悪い雰囲気だ。リーダー格と思おぼしき男の髪は金色に染まりあがっている。目はケミカルドラッグでもキめたかのように虚うつろだ。知らない顔だった。嫌いやな予感がする。マナは身の危険を感じた。

「どちら様ですか……」

　マナは身構えた。じりじりと逃げ場をふさがれている。

「どちら様ってそりゃないじゃない。俺おれ様たちだよ、俺様たち」

「……人違い、だと思います……」

「んなわけないじゃん。人違わないじゃん!?」

　金髪の男がマナの両腕を摑み、マナを壁に押しつけた。金髪はマナに手の甲を向ける。そこには三日月の入いれ墨ずみが記されていた。

「正義の味方『ヤーコプ団』、ただいま参上Ｄｅａｔｈデス！」

　──魔ま女じよ狩がり集団『ヤーコプ団』──

　怖い。マナは震える。声が出ない。震ふるえが止まらない。捕とらえられたら一巻の終わりだ。はりつけにされ、炭になるまで火であぶり尽くされる。まさに魔女狩りだ。

「あっ、あっ、あっ……」

「おー、いいじゃん大人しくって。さあて、じゃあちょっくら始めちゃおうか」

　後ろに構えていた男たちがマナの両りよう脇わきに立ち、顔を近づけてくる。なめまわすようにマナを眺ながめた後、彼女のスカートをまくりあげた。

　マナは男たちを振りきって逃げようとする。だが、足をかけられて地面に転げた。マナは尻しり餅もちをつきながら、水と油で汚れた地面を這はいつくばってあとずさった。服は泥だらけだ。

　三人の男はニヤけながらマナの耳の穴に吐と息いきを吹きかける。

「こんなところで野の良ら魔ま女じよしちゃってるのってダメだよねぇ。狩られちゃうぜ？　俺おれらに」

「た、助け……」

　マナが言いかけたところで、口を押さえつけられた。

「あんまし声出されると、お兄さんたち困っちゃうじゃん？　キミらはさ、狩かられてナンボなんだぜ？　こんがり焼きになってナンボ。わかる？　だって野良魔女って存在自体が罪だし。ほら、野良犬だっていつ襲おそってくるかわからないでしょ？　野良魔女なんて犬よりもっと危険」

　怖い。マナは震えていた。膝ひざがガクガクと笑っている。涙が滲にじんできた。目の前が見えない。見えないが、もう一人やってきたようだ。四人の男。逃げられない。このままあぶられてしまうのだろうか。瞬まばたきをすると涙がこぼれおちて、視界がクリアになった。目の前には──

　目の前には、トウアがいた。

「マナ、何をしているのかな」

　トウアの声に、三人の男が振り返る。

「なんだぁ、てめえは」

　とてつもない安あん堵どがマナに訪れた。安心を感じたせいか、胸元が痙けい攣れんしだす。押さえつけられていた口は既すでに解放されていたが、声が出ない。涙が溢あふれ出してきた。

「泣いている──ということは悲しいんだね」

　三人の男たちのことを、まるで存在すらしていないかのように無視して、トウアはマナに声をかけた。言葉だけ聞けば茶化しているようにも聞こえるが、トウアの眼には冗じよう談だんの色は見えなかった。

「こいつは随すい分ぶんとすっトボケたやつじゃん？　この子は俺たちと遊んでもらえてうれしくてヒクヒク泣いてんの。わかる？　おわかりちゃん？」

「違うよ」トウアは言う。「嬉うれしい時には笑うんだ。だからマナは嬉しいんじゃない」

「ヒュウウウイ！　傑けつ作さくだなそりゃ。でもお前の相手すんの面めん倒どうだからとっとと消えな。そうしないと、怪け我がするぜ」

「『怪我するぜ』。その台詞せりふ、『三さん下した』の台詞だね。ケイくんがそう言ってたよ」

「てめえ喧けん嘩か売ってんのか？」

「『喧嘩売ってんのか』って、その台詞も聞いたことがあるよ。『ザコキャラ』の台詞……だったかな。キミたちは『ザコキャラ』で合ってる？」

　金きん髪ぱつの目から笑いが消えた。「……いい度胸だ」

　ナイフを取り出し、トウアへとにじり寄る金髪。トウアはナイフを取り出す。

「へえ、面白いじゃん。かかってこいよ」

　と、いう金髪の台詞を無視して、トウアは自分の左腕にナイフを深々と突き立てて、そのまま強く引いた。腕からは血がしたたっている。トウアの表情は変わらない。
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「な……！　何やってんだてめえ！」

「ナイフを刺したんだよ」

「じ、自分に刺してるじゃねえか！」

　男たちはナイフを自分に刺して顔色一つ変えないトウアにひるむ。

「ビビるな！」

　金髪が声をあげる。男たちがナイフを構え、戦せん闘とう体勢に入る。

　と、そこで手を叩たたく音がトウアの後ろから響ひびいてきた。そこには一人の男が立っていた。薄汚れたブルージーンズにカーキーのシャツ、茶色のハンチングにあご髭ひげの青年だ。青年はトウアの肩に手を置いて、三人の男をねめつける。

「やめておけよ。こいつを殴なぐっても徒労に終わるぜ」

「やあケイくん」

「トウア、こいつらをさっさと片付けてフロアの掃そう除じをするぞ」

「ところでケイくん。『マンガで見たようなこと』って現実に起こるんだね」

「かなりレアだ。心して見ておけ」ケイと呼ばれる青年は言った。

「『心する』って、具体的に何をどうやるのかな」

　ケイはわずかに目を伏せ、ため息をつく。

「心するってのはな、真っ直ぐ標的を睨にらみつけるんだ。目を逸そらさずにな」

「……てめえら」

　金きん髪ぱつは続けるべき言葉がわからないといった具合にそこで言葉を止め、ナイフを手にケイに襲おそいかかった。

　向かってくる金髪に、ケイは蹴りをくりだした。蹴けりは金髪の構えるナイフを蹴り落とす。その次の瞬しゆん間かんに放った蹴りは、金髪の顔面をとらえた。金髪は顔面に蹴りを受けて壁かべに吹き飛ぶ。頭を打ったのか、金髪は白目をむいている。

　壁にもたれてぐったりとしている金髪に、二人の男が駆かけつける。男たちが頰ほおを叩いても金髪は眼を覚ます様子はない。二人は舌打ちをして、金髪を担いで去った。

「さすがに『覚えてろよ』って台詞せりふは聞けなかったな」ケイは呟つぶやいた。「それで完かん璧ぺきだったんだけどよ」

「それをいうのは、『咬かませ犬』だっけ」

　トウアは言いながらマナのそばに寄る。マナは緊きん張ちようから解放されて、その場にしゃがみこんだ。どっと疲れがやって来た。自分が泣いていると気付いたのは、しばらくしてからだった。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　ケイはマナの肩に手をやる。

「……ヒッ……ありが……ンヒッ……ありがとうございます」

　マナはやっとのことで礼を言った。実際、二人に聞こえたかどうかわからないほど、小さく消え入りそうな声だった。




『メトロ』のスタッフルームで冷たい飲み物をもらうと、気分がいくらか落ちついた。気分が落ちつくと、トウアの腕が気になった。トウアは今、事務室で治ち療りようを受けている。

「なるほどね」ケイは言う。「街を歩いていたら見知らぬ男たちに襲われたってわけだ」

　マナは連中が『ヤーコプ団』であることは黙だまっていた。彼らに襲われたと告げることは、自分が魔ま女じよだとカミングアウトすることに等しい。もちろん、普ふ通つうの人間は『ヤーコプ団』など知りはしない。この街に魔女のコミュニティがある事など知る由よしもない。しかし、だとしても彼らの正体は伝えない方が良いと思った。それがマナにできる唯ゆい一いつの自衛だった。

「でも、なんでこんなところにいたんだ？　ここの治安が悪いのは知ってるだろう」

「あ、主あるじから命令を受けて買い物に来ていたんですけど、トウアくんをたまたま見つけて、どこに行くのかなって少し気になって……あの、その、彼の後を……わたし、トウアくんのクラスメイトなんです。それで……ちょっとだけなんですけど、ちょっとだけトウアくんの後を追いかけてみたら、突とつ然ぜんあの人たちが……」

　マナは目を伏せて、言葉をつまらせながら言った。

「ト……トウアくん……病気か何かなんですか？」

「なんでそう思う？」

「自分で腕を刺して……普通、そんなことしません」

「本人に聞けばいい」ケイはコーヒーを一口飲んだ。「俺おれが言うことじゃない」

　確かにその通りだろう。自分で聞けばいい。しかし、いきなり真正面からトウアと向き合うことは、マナにはできなかった。まるで体中の痛覚が、それどころか感情さえもなくなってしまっているかのような、そんな肉体──そのことを問うだけの勇気がなかった。

「お弁当も効かないみたいだし……」

「お弁当も効かない？」

「こ……こっちの話です」マナは苦笑いをする。「──美お味いしいって言ってもらえなくて。『すごくふつう』って言われちゃいました。たぶん、わたしトウアくんに嫌きらわれてるんです」

　ケイはため息をついて、少しだけ笑った。「勘かん違ちがいするなよ。少なくともあいつはキミのことを好きになろうとしてる」

　ケイの言葉に、マナはビクリと反応する。ぐらぐらと煮に立たつ鍋なべの中に放り込まれたような気分になった。

「──と、思う。今は何も感じていないかもしれない。でも、感じたいとは思ってる。それは確実だ。頑がん張ばってみる価値はあるかもな。キミにその気がある限り」

　マナは黙だまってうつむく。しばらくの沈ちん黙もくの後、ケイが口を開いた。

「なあ、あいつのどこが気に入ったんだ？」

「き、き、気に入ったっていうか……」マナは手をばたつかせて耳を真っ赤にし、それから自分に言い聞かせるように言った。「──わたし、マナナンガルって呼ばれてるんです……」

「マナナンガル？　なんだそれは」

「マナナンガル。海の向こうの東の国の魔女……じゃなくて、妖よう怪かいです。コウモリみたいな翼つばさが生えてて、夜になると下半身を切り離して上半身だけになって人を襲おそって血を吸うんです。わたしがその妖怪に似てるって……名前もマナだし……わたし、いじめられてるんです。実はトウアくんも──あの、その……」

「知ってるさ。トウアもいじめられてるんだろ？」

　マナは頷うなずいた。

「──三年前にブラーマで起きた列車事故、憶おぼえていますか」

「ああ、忘れるわけがないさ」

　ケイの言葉は幾いく分ぶん強い口調だった。我に返ったようにケイは首を横に振る。「でかい事故だったからな。そうそう忘れない」

　確かにマナにとっても忘れられない事故だった。マナはうつむいて言葉を続けた。

「実はわたし、トウアくんに命を助けられたんです、三年前のあの事故で」




　チェンライ王国ケラジヤンを南北に真っ直ぐ走る、この国唯ゆい一いつの国営鉄道。三年前、その路線を走る特急列車『チェンライ・エクスプレス』が大規模な列車事故を起こした。事故が起きたのはラバット駅から北に三十キロの場所、国境を越えた先にあるブラーマの街。死者百名、行方不明者五十名、負傷者は二百名を越す、列車事故としては未み曾ぞ有うの大だい惨さん事じ。

　その日ラバット駅を出た特急列車は、二十分後にブラーマの駅に停止するはずだった。しかし列車は駅付近で脱だつ線せんをし、線路を外れて街に向かって暴走。人で賑にぎわうメインストリートを血の赤一色に染めながら一キロあまりも進み、そこでようやく停止をするにいたった。信号機故障、列車の整備不備、作為的な謀ぼう略りやく、その他諸もろ々もろ噂うわさは立っているが、三年を経た今でも事故の真相は闇やみに包まれたままだ。

「──わたし、あの列車に乗っていたんです。お母さんと二人で。トウアくんとは列車の中で知り合いました。窓の景色がきれいだったから、もっと外が良く見える場所を探そうってトウアくんがわたしを誘さそって、それで二人で一いつ緒しよに列車の中を見て回ってたんです。その時に突とつ然ぜんガタンッ！　って強い衝しよう撃げきがして──」

「列車事故が起きたってわけだ」

　そうです、とマナは呟つぶやく。

「──衝撃で窓の外に放り出されそうになったところを、トウアくんが必死に助けようとしてくれたんです。割れた窓から身を乗り出して、わたしの手を握にぎって。トウアくんはガラスが体に刺さって血だらけで、でもわたしを決して離さないでくれて。そのあと、もっと強い衝撃が来て二人とも列車の外に放り出されて……気がついたら病院のベッドの上でした」

　マナが意識を失っている間に列車はブラーマの駅を破は壊かいし、大量の人を殺しながらメインストリートを踊おどるように走り抜け、ようやく止まった──平和な午後の街を地じ獄ごく絵図に変えて。

　マナは当時を思い出したせいで、涙ぐんでいた。鼻をすすりながら言葉を続ける。

「……お母さんは死んじゃって、わたし一人だけ助かって、無我夢中でいろんな人の家に行きました。でも厄やつ介かい者ものが来たという顔をされちゃって。正直、あの時お母さんと一緒に死んでしまえば良かったのにって思いました。でもそのたびに、列車の中で必死にわたしを助けようとしたトウアくんの顔が思い浮かんで……せっかくもらった命を粗そ末まつにすると罰ばちが当たると思って。会えるかどうかわからなかったし、生きてるかどうかもわからなかったけど、いつかトウアくんに会ったらお礼を言おうって思っていたんです」

「──トウアとその話はできたのか？」

　マナは目を閉じて首を勢いよく横に振った。

「……今年の春、クラスにトウアくんがいて、ビックリしました。神様って本当にいるんだって思いました。その頃ころあんまり幸せじゃなかったけど、そんなの全部吹き飛ぶくらいに嬉うれしかったんです。なんていうか、トウアくんと一いつ緒しよにいられれば、クラスのみんなに莫ば迦かにされても、意地悪をされても、やり過ごせるような気がして──たぶん、自分を助けに来てくれた王子様みたいに思ったんです。だけど……トウアくんはすっかり雰ふん囲い気きが変わってて、ひょっとしたらあの時の事故が原因で傷を負っているような気がして、なんとなく近寄りがたい感じで……だからまだお礼も言えてないんです。でも──」

　マナは自分の気持ちが落ち込んでいるのを感じて口をつぐんだ。だが、すぐに顔を上げて熱っぽく言葉を続けた。

「雰囲気は変わってしまったけれど、でもクラスのいじめっ子がわたしをからかってても、トウアくんはわたしのことを笑わないで助けてくれるんです。お弁当は気に入ってもらえないけど、トウアくんに喜んでもらいたくて」

　言い切ると、自分の目元が潤うるんでいることに気付いた。思いの丈たけを込めた言葉だった。

「ハートに火が点ついたってわけか、青春だな」

　マナは顔を落として耳を赤らめた。

「でもわたし、マナナンガルだし、おどおどしてるし──」

　そんなことはないさ、と言いながらケイは立ち上がり、スタッフルームの棚たなから一枚のシャツとハーフパンツを取り出して、マナに向かって投げた。

「さっきの金きん髪ぱつ連中に追いかけ回されたせいで、洋服が泥どろだらけだぜ」

　マナは自分の服に目をやる。確かに酷ひどく汚れていた。黒い服が油で鈍にぶく光っている。

「イベントの余り物だ。気に入らないだろうけど、そいつに着替えろ。服が変われば気分もパリッとするだろ。汚れた服はソファの隣となりに転がってる袋に入れてもって帰れ」

　マナがソファ脇わきの袋を手にすると、中には妙にべたついたシャツとジーンズが入っていた。

「ああ」ケイは苦笑いを向けた。「悪いな。ルークチュップの山に突っ込んだんだ。その汚れた服は椅い子すの上にかけておいてくれればいい。着替えが終わったら声をかけてくれ」

　ケイはそれだけ言うとスタッフルームのドアに向かった。ドアノブに手をかけ、言う。

「キミはマナナンガルじゃない。単なるチャーミングな女の子だ。自信を持てばいいさ」

　赤くなっていたマナの耳は、ケイの言葉でさらに赤くなり、目元もさらに潤んだ。




　マナが服を着替えてしばらくした後、スタッフルームにトウアが帰ってきた。左腕全体を包むように包帯が巻かれている。随ずい分ぶんと仰ぎよう々ぎようしいが、確かにかなりの怪け我がだったはずだ。

「トウアくん、腕は大だい丈じよう夫ぶ？」

「別に痛くもないし動かせないこともないよ。動きが鈍にぶいけどね」

　トウアはまるでロボットのアームのような手つきで自分の左腕を動かした。腕の包帯はわずかに血で染まっている。だが、あれだけの傷を負ったにしては少ない出血に思える。

　ケイがマナに視線を向けた。「マナ。話を戻すけど、あいつらに襲おそわれる心当たりは？」

「……わかりません」

　そうか、とケイは言った。「なんにしても騎士ナイトにはもう少し働いてもらう必要はありそうだな。おいトウア。彼女を家まで送っていけ」

　マナはドキリとする。不意にやって来た二人きりになるチャンスに、尻しり込ごみをしている自分がいた。

「いいのかな。これからフロアの掃そう除じだよ」

「良いんだよ。俺おれ権限で許可する。送ってやれ」

「わかった。マナ、送っていくよ」

「え、でも……」

「送って行ってもらえよ」

　ケイの言葉に、マナは小さく「はい」と応えた。




「しっかり摑つかまってて」マナがモートァーサイの後ろに乗ると、トウアが言った。

「えっ、摑まるって──か、体を密着させるの？」

「うん。サイドカーが空いてればそっちに乗ってもらうんだけど、今は荷物を積んでいるから、僕の後ろにしがみついて」

　マナは両手を真っ直ぐ伸ばしてトウアの腰にしがみつく。自分の体がガチガチに固まっているのがよくわかった。

　トウアは一度後ろを振り返り、マナがしっかりと乗っていることを確認すると、モートァーサイのエンジンをかけて走りだした。随分とゆっくりとしたスピードで道を進む。スローな速度の理由はすぐにわかった。サイドカーに積んでいるルークチュップだ。トウアは道みち端ばたで手をあげている人を見かけてはその脇わきに停まり、客の差し出す皿にルークチュップを盛っていた。

　静かなエンジン音を立てて進むモートァーサイ。沈ちん黙もくがバイクの騒そう音おんにかき消されず、そのまま沈黙として二人の間に存在していた。対するトウアは客を相手にする時以外は、まるで沈黙の気まずさを感じていないかのように黙だまり込んでいる。マナは耐たえきれずに言葉を発しようとするが、何を言っていいかもわからずにいた。

「トウアくん……」

　マナは恐おそる恐おそる口を開いた。

「トウアくん……ルークチュップを売るアルバイトしてるんだね」

「そうだよ」

「トウアくん……どうしてハルビンなんかにいたの？」

「『メトロ』の上に住んでるからね。今日は『メトロ』の掃そう除じを手伝うことになっているんだ」

「大変だね」

「別にそうでもないよ」

　会話が終了してしまった。マナは次の言葉を必死に考える。

「トウアくん……ありがとう」

「どういたしまして」

「ねえ……なんで自分の腕を傷つけたの？」

「ああすれば『三さん下した』はびっくりするらしいからね」

「わたしもびっくりしたよ」

「ならマナも『三下』だ」

「う、うん……」

「でもマナは『とっとと失うせろ』も『喧けん嘩か売ってんのか』も言わなかったから『三下』じゃないね」

　そうだね、とマナは力なく笑った。話がとぎれてしまった。考えろ、彼と何か楽しい会話をするんだ。何かあるはずだ。でも何も思い浮かばない。頭が真っ白だ。焦あせれば焦るほど何も思い浮かばない。

　沈ちん黙もくを破ったのはトウアだった。

「ねえマナ、聞きたいことがあるんだ。マナはなんで生きてるのかな」

「な、なんでって……」

　せっかく質問がやって来たのだ、気の聞いた答えを考えろ、とマナは頭を最高速で回転させる。しかし何も思い浮かばない。ひねり出そうとすればするほど頭が真っ白になっていった。

　それにしても、考えようによってはヒドい質問だ。『キミは生きてる価値がないのになんで生きてるの？』と聞かれているような気がする。いや、トウアはそんなつもりで聞いたわけではないはずだ──マナは勢い良く頭を振る。

「みんな、自分がなんで生きてるのか考えたことがあるんだよね。博士が言ってたよ。僕も考えてみたけど、答えが出なかったんだ」

「なんで生きてる……わかんない。でもたぶん『これがしたいなぁ』って言うのがあって、それをするために生きてる気がする……かも」

「マナも何かしたいことがあるのかな」

「そ、そ、それは、あるけど……」

　誰だれにも邪じや魔まされずにトウアと昼ご飯を食べて、自分の作った料理を美お味いしいと言ってもらうこと──それがマナの思いだ。だが、マナにはそれを口にする勇気はなかった。




　マナとトウアの乗るモートァーサイはノチェ・ブエナの路地をかける。夜になれば奇き声せいとミュージックで溢あふれ返るこの街も、夕刻の今はまだ大人しい。厄やつ介かいな事が起きる前に早く街を越えてしまいたい──マナがそんな事を考えていた矢先。

「おい、そこのモーサイ、ちょっと止まって待ってろ！」

　雑居ビルの上から声が飛んで来た。

　ビルの三階から降りてきたのは毛深い男だった。モミアゲとあご髭ひげが繫つながっている。ピンクのジャケットの下には青いタンクトップと、そこからはみ出す胸毛。巨大な肉体を前に、マナは思わずトウアにしがみついて陰かげに隠かくれた。荒あらくれた肉食系動物を思わせる男だ。

「なんだよ、肉売りモーサイだと思ってきてみたら、菓子売りじゃねえか」

　毛むくじゃら男はモートァーサイのサイドカーにたんまりと積まれているルークチュップを見て、人差し指で胸毛をねじりながら舌打ちをした。

「しかもどいつもこいつもひしゃげてやがる。間違って菓子の上に女を乗せたかァ？」

「女の子じゃなくて、死神が降って来たんだよ」

　毛むくじゃらはトウアの言葉を一笑に付し、鍋なべをサイドカーに置く。ドクロのマークが入った、ヘルメットのような形の鍋だ。

「ま、何でも良いさ。坊主、こちとら腹が減ってんだ。満タンによこせ」

　トウアがドクロ鍋一杯にルークチュップを詰つめて手渡すと、毛むくじゃらはそれを飲むようにして一気に平らげ、ポケットから金をだしてサイドカーの中に放り込んだ。

「ありがとう、おじさん」

「おじさんだぁ？」食事を終えて背を向けていた毛むくじゃらは、その言葉に反応して振り返った。「いいか坊主、俺おれはおじさんじゃねえ、それから俺は甘いもんとガキが嫌きらいだ。憶おぼえとけ！」

　鍋をサイドカーに叩たたきつけてすごむ毛むくじゃら。

「わかったよ、おじさん」

「ト、トウアくん、そんなこと言っちゃ……」

　マナはトウアの服の裾すそを引いてストップのサインを送るが、まるで気づいていない様子だった。トウアの『おじさん』発言に、毛むくじゃらは諦あきらめたように両手をあげる。

「ああ、わかったわかった。俺はおじさんだよ。ぶっちぎりに完かん璧ぺきなおじさんだ。だけどな、俺は待ち人来きたらずでちょいとばかし苛いら立だってる」

　言うとトウアの頭にドクロ鍋を被かぶせて胸ぐらをつかんで持ちあげ、ゴミ捨て場に向かって放り投げた。トウアは派手な音を立ててポリバケツに突き刺さる。

「トッ、トウアくんッ！」

　マナはトウアの元へと走って行く。かなり見事にゴミ箱にハマったような気がする。大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　そんなマナの心配をよそに、トウアはポリバケツからゆっくりと這はい出して鍋なべを掲かかげた。

「おじさん、鍋を忘れているよ」

「てめえにくれてやる。煮るなり焼くなり捨てるなり好きにしやがれ」

　吐はき捨てて、毛むくじゃらは軽く手をはたき、ポケットに手を突っ込んだ姿勢で肩を怒いからせてビルへと戻っていった。

「この鍋、どうしようかな」

　トウアはまじまじと鍋を見み詰つめている。見るからに禍まが々まがしい鍋だ。手にしているだけで悪あく魔まが寄ってきそうな雰ふん囲い気きである。少しだけ考えるような仕草をした後、トウアは何事も無かったかのように「ものを粗そ末まつにするのはよくないこと、だよね」とドクロ鍋をサイドカーの棚たなに仕し舞まった。




　マナの家──正確にはマジョリーナの屋や敷しき──はホルステン区の住宅街にある。高級住宅街として知られるこの区では、誰だれも彼もが運転手付きの外国車を保有しているため、モートァーサイなどほとんど見かけない。区の中心には西方の国の貴族宮きゆう殿でんを思わせる広場があり、年中トロピカルな花が花か壇だんを彩いろどっている。

『いつかはホルステン』──つまり、いつかはホルステン区に住みたい──そんなコピーがある区だが、実際にこの区に居を構える前に、大たい抵ていの人間はその命を終えてしまう。

　そんな土地柄なので見渡せば大きな屋敷ばかりだが、マジョリーナ邸ていはその中でも群を抜いて大きい。

　モートァーサイを降りたマナは、トウアに向き合った。

「トウアくん、ありがとう」

「どういたしまして。お屋敷に住んでるんだね。お嬢じよう様だ」

「いや、その……」

　マナは口をつぐむ。使用人だとは言えなかった。

「……あの……その……トウアくん……お茶でも飲んでいかないっ!?」

　世界最大の滝たき壺つぼにむき身で飛び込むような決死の覚かく悟ごで、マナはそう言った。思わず語尾が強くなり、声が裏返る。言った後に青ざめた。勝手に屋敷に人を連れ込んだりしたらベアトリが怒り散らすだろう。自分はなんてことを言ってしまったのだ。喉のどがゴクリとばかでかい音をたてる。『ゴゴウ』とものすごい音を立てて血の気が引いた。舌の先がミイラみたいにカラカラに乾かわいている。答えが返ってくるのが怖こわい。マナは拳を握にぎり締しめる。

「いらないよ。喉は乾いていないし、仕事中だし」

　バッサリだった。が、ある意味においては助かった。マナは人知れず胸をなで下ろす。

「そ、そうだよね……じゃあまた明日──」

　マナが言いかけたところで、後ろから声がした。

「あらマナちゃん。こんなところで何を？」

　振り返ると、そこに立っていたのはマジョリーナ夫人だった。マナは背筋を伸ばす。

「マ、マジョリーナ夫人。あの、その……」

　ドギマギと両手をばたつかせるマナをよそに、マジョリーナ夫人はサイドカーのルークチュップを眺ながめ、手を合わせて目を輝かがやかせた。「まあ、美お味いしそうなお菓子！　しかも随すい分ぶんと可愛かわいらしい形ね。坊や、お一つ頂いてよろしい？」

　どうぞ、とトウアは一ひと粒つぶ差し出した。マジョリーナ夫人は恍こう惚こつの表情でそれを食はむ。

「んん！　美味しいわね。週末のパーティに持っていきたいから、山盛りいただけるかしら。マナちゃん、お菓子はダイニングに持って来てね」

　お釣つりはいらないわ、とマジョリーナ夫人はトウアに札を渡して、さて紅茶の用意をしなくちゃと浮き足立って屋や敷しきへと足を向けた。

　トウアは札を広げた。ルークチュップを買うにしては莫ば迦かに高い札だ。真面目に盛るとしたら相当なサイズの器が必要な金額だった。サイドカーに積んでいる紙器が全部無くなってしまうだろう。

「こんなにもらってどうしようかな──あ、そうだ」

　トウアは言いながらサイドカーの棚たなから例のドクロ鍋なべを取り出して、それに山盛り一杯ルークチュップを詰つめた。

「これなら沢たく山さん入るよ」

「そうだね……ちょっとだけ不ふ吉きつな気もするけど……」

　トウアは黙もく々もくとルークチュップを詰める。詰め終わると、トウアは鍋を抱かかえてマジョリーナ家の屋敷玄げん関かんへと向かった。一人ですたすたと進んで行くトウアの後を、マナが追いかける。

　このまま屋敷の中に招き入れられれば一番良いけれど、やはり自分の立場ではそれも気が引ける。それにもし許可が下りてもマジョリーナ夫人に気を使う。ベアトリにいじられて情けない姿を見せてしまうかもしれない。それならいっそのこと外で会った方が良い。マナの頭の中ではそんな想いがぐるぐると巡めぐっていた。気付いたら口を開いていた。

「ト、ト、トウアくん……あのね、き、金曜日なんだけど、中環公園セントラルパークに行かないっ!?」

　また裏返った、とマナは耳を赤くした。対するトウアは、マナのそんな様子など気にも留めずに、冷ややかな言葉を返した。

「別に良いけど、何をするのかな」

　マナは「な、何するのか、よくわかんないけど……」と言うのが精一杯だった。

　結局、待ち合わせ場所は中環公園から歩いて少し離れた電波塔とうにした。この屋敷とトウアの住む部屋の中間だ。ここを指定したのは、それなりにわけがある。

　鍋なべを玄げん関かんで受け取ると、「それじゃあまた明日学校で」とだけ言ってトウアは去っていった。マナはその背中が見えなくなるまで彼を見ていたが、一度も振り返らなかった。トウアの姿が見えなくなった頃ころ、大事なことを思い出した。

「……いけない、ベアトリお嬢じよう様のお使い、忘れてた！」




「あんた何やってんのよ。買い物行って買わずに帰ってくるなんて、使えないにもほどがあるわね。パパに言って首にしてやろうかしら」

　ルークチュップの入ったドクロ鍋をダイニングのテーブルに置いた後、マナはベアトリに呼び出されて小言を食らった。ベアトリから軽い罵ば倒とうを浴びせられたマナは「すみません……」とただひたすら小さくなって頭を下げていた。ベアトリは腕を組んでマナを睨にらみつける。

「いい？　金曜日はサバトなのよ。パーティなの。知ってるでしょ？　素敵な男の子たちも来るの。パーティでわたしの魅力を最大限に引き出す必要があるの。そのためには極楽トンボの尻尾しつぽがマストなの。今から買いに行きなさい」

「わ、わかりました……」

　マナは泣きそうになりながら屋や敷しきを出ようとする。ベアトリはマナを呼び止めた。

「ちょっと待ちなさいよ。あんたそんな抜けた恰かつ好こうでこの屋敷を出ようって言うの？　この高貴なお家から短パンＴシャツで？　しかも背中の文字が『行こうぜ、天国にゴー・トウー・ヘブン』？　恥ずかしいったらありゃしない！　お隣となりさんとお向かいさんに見られたらもうわたし生きてられない。ちゃんと魔ま女じよ服ふく着ていきなさいな」

「でも……服、汚れちゃってるんです」

　袋の中の汚れた魔女服を眺ながめて、ベアトリは「ああんもう！」と頭を押さえた。

「明日絶対に買ってきなさいよ!?　ミスったらただじゃおかないからね。その汚い服、早く洗せん濯たくしなさい！」フン、と鼻を鳴らして去って行くベアトリ。

　汚れた魔女服を袋から取り出して洗濯場に持っていこうとすると、服に妙みような違和感があるのに気付いて、マナはポケットの中に手を入れた。

　中からは緑色の球が出て来た。吸い込まれそうな魅み力りよく的てきな輝かがやきを放つ球だ。

「奇き麗れい……」

　どこかで袋にまぎれ込んだのだろう。あるいは、ケイから借りた袋に元から袋に入っていたのだろうか。今度ケイにこの緑色の球を知っているか聞いてみることにしよう。

　マナはまじまじと球を見る。美しい球だ。

　宝石のような輝きを持つその球を手にしていることが嬉うれしくて、マナの心は少しだけ上向いた。嫌いやなこともやり過ごせそうな気がした。

　マナはそれをポケットに入れて握にぎり締しめ、魔女服を持って部屋を出た。




　　　　◆◆◆




「ただいま」

　トウアのやつはうまくやっているだろうか──などというケイの思いとは裏腹に、トウアはアッサリと『メトロ』に戻ってきた。テーブルに足を乗せた姿勢で雑誌を読んでいたケイは、トウアの姿を見て眉まゆをひそめた。

「なんだよ、お前もう帰ってきたのか？」

「仕事をさぼるのは良くないこと、だよね」

　ケイはため息をついた。「あのなぁ、くそ真面目に仕事に戻ってくるやつがあるか。少し彼女とお話でもしてこいって意味だったんだよ」

「それは良いことなのかな」

「良いことして来いって意味だったんだよ。何なら送り狼おおかみになっても良かったんだ」

「満月は今週末だよ」トウアは言う。「だから、僕が狼男でも今日は変身できない」

「ガチの狼になれとは言ってない。たとえ話だ」

「そう言えば、金曜日にマナと中環公園セントラルパークに行く約束をしたよ」

「ほう」ケイは驚おどろきの表情を見せる。「そいつはピースなデートだな」

「デートって何をするのかな」

「公園でのデートってのはな、ベンチに座って空を眺ながめてればハッピーにキマるもんだ。それで十分だ。そんなことより──」ケイはトウアに向き直った。「お前、あんまり自分を痛めつけるな。彼女が怖こわがる。普ふ通つうの人間は自分の腕にナイフなんて刺しはしない」

「でも、襲おそわれている女の子を助けるのは良いことだよね」

「だから、ほかにやり方があるだろう」

「わからないよ」

　ケイはフウとため息をついて、トウアの目の前まで歩いていき、彼の肩に手を置いた。

「お前にとっておきの決きめ台詞ぜりふを教えてやる。今度彼女を泣かす奴やつが出てきたら、そいつの胸ぐらを摑つかんで力一杯言え。『表おもてに出ろ』」

「もう既すでに表だったら？」

「それでも言え」

「じゃあ、『表に出ろ』って言うとどうなるのかな」

「袋ふくろだたきに遭あう。お前がな」

「ダメじゃないかな、それ」

「良いんだよ。それで良いんだ。袋だたきにされても、守るべきモノを恰かつ好こう良く守る。これで彼女もお前にぐっとくる」

「──そうなんだ。なら、恰かつ好こう良くキめないとね」

　そんなトウアの台詞せりふに、ケイは「そうだ」とぶっきらぼうに呟つぶやいた。

「ケイくん。ところで『ぐっとくる』って何がどこにどんな感じにくるのかな」

「ぐっと来るってのはな、こう──」ケイは拳こぶしを握にぎり締しめて、心臓を軽く叩たたいた。「グ、とくるんだ。きたらわかる、頭で理解しないで心で感じるんだ」

「でも、僕には心がないからわからないよ」

　トウアの台詞に、ケイは諦あきらめたようにソファに腰を下ろして、天てん井じようを眺ながめた。何と応えるべきか少しだけ考えたが、うまい言葉が思い浮かばなかったので、苦し紛れの言葉を自分に言い聞かせるように呟いた。

「──体で感じろ。心も体の一部だ。どっかで繫つながってる。そんなもんだ」

　言こと葉ば尻じりに苛いら立だちが混じっているのは、カマの事が頭をよぎったせいだろう。ケイはカマキリ顔の男、グェンにしてやられたことを思い出して舌打ちをした。

　明日、ジンノのところに行ってみよう。できる事なら関わりたくない男だが、そうする以外にカマの手がかりをつかむ方法は今のところなさそうだ。

　ケイはジンノのにやけ顔を思い出して、もう一度舌打ちをした。
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　どんなものにも貴き賤せんはある。職業にも、人間にも、そして魔ま女じよにも。少なくともマナはそう思っている。

　自分は低俗な魔女だ。魔ま術じゆつは使えない。何度チャレンジしても一向に成功しない。本当に自分は魔女なのか疑ってさえいる。一つ年上のベアトリはもう既すでにいくつかの高位魔術を使うことができる。しかも魔具を使わずに。同じ魔女でも自分とは天と地ほども違う。

　魔女として負けているだけではなく、何もかも完全に負けていた。ベアトリは金きん髪ばつ碧へき眼がんの美少女。艶つややかで張りのある髪と、まさに魔法でもかけたような白く美しい肌はだ。すらりとした手足に、年に似合わない女性らしい体つき。対する自分はいつもおどおどとしていて、自信が持てない使用人。勝てる要素が見あたらない。

　三年前、十二歳の身み空そらで孤こ児じになった自分を拾ってくれたのはベアトリの父、ジョルジオ・マジョリーナだった。知り合いのつてをいくつも必死になって当たって、ようやくこの屋敷で使用人として受け入れてもらうことができた。そのことに対してマナは感謝をしている。

　行くあてのない魔女のゆく末は悲ひ惨さんだ。大たい抵ていはあっという間に魔女狩り集団『ヤーコプ団』に見付かって一巻の終わり。自衛の魔術が使えないマナなど、一いつ瞬しゆんで始末されるだろう。だからこうして主あるじの言いつけを忠実に聞く使用人として、屋敷に置いてもらっている。




　マナはベアトリの命令を受けて、昨日買いそびれた極楽トンボの羽を買いに再びハルビンの街へと向かっていた。買って帰ればあのご機き嫌げん斜ななめなお嬢じよう様の気も少しは晴れるだろう。わがままなお姫様は、先日からずっとむくれているのだった。

『琨コン崙ロン堂どう』の中に客はいなかった。マナはベアトリから依い頼らいされた材料を探す。狭せまい店内には背の高い棚たなが並んでいて、隙すき間まなく商品が重なっていた。いつ来ても何がどこにあるのかわからない。散々探しまわった挙げ句、極楽トンボの羽が売りきれていることがわかった。

　まつ毛の長い老店主に声をかけてみると、「今度の入荷は明日」らしい。タイミングが悪いことこの上ない。「明日また来ます」と言い残して店を出たあと、ハルビン付近にあるほかの魔術材料ショップを当たることにした。




　　　　＊




　結局、極楽トンボの羽を手に入れたのは四軒目の魔術材料ショップだった。普ふ段だんなら足を運ばないようなうらぶれた路地にある店だが、このときばかりは救われたと思った。もし今日も羽を買えずじまいだったらベアトリに何をされるかわかったものではない。店を出る時にはどっと疲れ果てていた。

　もうすっかり辺りは暗くなっている。空を見上げると中環公園セントラルパークの巨大モニタ『ラジオビスタ』に流れているカクテルのＣＭが目に飛び込んできた。ＣＭに出ているのは、赤い目が特徴的な二十歳くらいの女性だった。名前は未菲ミイ・フエイ。白い肌はだ、長い銀髪、スレンダーな体。美人の代表選手のような姿だ。本職はモデルで、最近では街のポスターやテレビのＣＭでも見かけるようになった。近々写真集も出すらしい。

　マナは『ラジオビスタ』のＣＭに見入る。バニーガールに扮ふんする菲は、バーテンダーが冷蔵庫から缶のお酒を開けてカクテルグラスに注いでいるのを目撃する。こっそりお酒の味見をしてみると、そのあまりの美お味いしさに思わず友達ウサギを電話で月から呼び出して、店でパーティを開く。人間の客は追いだされ、店はウサギの客だらけ。最後にはお店を月までロケットで持っていって、月でパーティの続きをする──そんな内容のＣＭだ。菲の赤い目と白い肌がウサギを思わせるので、バニーガール役に抜ばつ擢てきされたのだろう。

「菲かぁ……あれだけ恰かつ好こう良くキラキラしてたら魔ま法ほうなんて使わなくても──」

　マナはショーウインドウの自分の姿を見る。飾り気のない少女がそこに映っていた。化け粧しようもアクセサリーも一切なし。服もプレーンな黒生地。地味過ぎて逆に目立つ姿が、悲しいほどに自己主張している。マナは自分の姿を見て、ため息をついた。




　　　　◆◆◆




　踊おどり疲れたと菲が言うので、シウは菲を連れて『メトロ』を出て外の風に当たることにした。

　深夜零れい時じの中環区セントラルは『まだ宵よいの口だ』といわんばかりに騒さわがしい。そこかしこでネオンが輝かがやいていて、大通りには人がひしめいている。常とこ夏なつの生温い夜風がシウの肌を舐なめた。

　シウが連れているのは、赤い目と白い肌が目を引く、モデルの未菲。身長は百七十と少しくらいといったところだろう。抜ばつ群ぐんのプロポーションを持つ体を、カジュアルな白のワンピースに包んでいる。一方のシウは長身瘦そう軀くの長ちよう髪はつ優やさ男おとこ。二人が並んで歩く姿は、夏の夜の街に華はなを添そえていた。道行く誰だれもが振り返っている。

「あー疲れちゃいました」

　菲は少し酔よった雰ふん囲い気きで歩道を歩く。人にぶつかっては、笑いながら「失礼！」と言って敬礼をした。随ずい分ぶんとご機き嫌げんな菲の後ろでは、シウが不安そうな顔をして菲を見守っている。

「なあ、菲、少し酔いすぎだ。これを飲みなよ」

　シウはふらつく菲の肩を抱だき、ペットボトルの水を渡す。菲はペットボトルを受け取って路地の壁かべにもたれかかり、水を一気に飲み干した。喉のどが気持ちいい音を立てている。

　クッハァ[image: 黒ハート]　と口を拭ぬぐい、空になったペットボトルをシウに突き出す。シウが手をのばしてそれを受け取ろうとすると、菲はシウの手を取り、引っ張った。

「わっ！」

　シウは菲を抱だきしめるような姿勢になる。菲は自分に覆おおい被かぶさってきているシウの後頭部に手をまわして彼の顔を自分の胸に沈め、その耳元に口を当てて──

「ゲフ」

　菲フエイはシウの耳にげっぷを吹き込むと、手を叩たたいて大笑いをした。

「……菲、ファンが見たら引くよ？」

「引いてもいいんです」

「なあ大だい丈じよう夫ぶかい？　少し飲んだだけでもその後に踊おどれば酔よいのまわりも早い」

　菲はどう見ても酔っていたが、「大丈夫ですよ」と立ち上がり、踊るようなステップで歩きだした。その足取りが妙に軽やかで絵になっている。菲が振り返るたびに長い銀髪が踊り、白いワンピースが優ゆう雅がに宙を舞まう。シウはカメラを鞄かばんから取り出し、彼女をフィルムにおさめた。

「とても魅み力りよく的てきだよ。うん、素敵だ」

「ゲフってするけど？」

「幸せなことに、げっぷの音はフィルムに写らない」

「ハハハ、でも今は仕事中じゃないんですよ、キミ」

「かもしれないけど、良いものは待ってくれない」

　菲が笑みながらシウの前に立つ。彼女がこうして小こ悪あく魔ま的ないたずら顔をする時は、だいたいは何かのおねだりをする時だ。

「……菲、何をお願いしたいんだ？」

　シウは先まわりして言った。

「違いますよ。なに？　キミはわたしをおねだりする甘い女だと思っていたんですか」

「いつも、『何が食べたい』とか『どこに行きたい』とかいろいろ言ってるだろ？」

「そうでしたっけ」

「そうだよ。そう過ぎる。そしてそういうのは恋人にやるもんだ」

「恋人だと、あんまりワガママ言ったら逃げちゃいます。ワガママが可愛かわいいなんて思うのは最初だけ。でも、キミは逃げません。仕事相手としてわたしを見ているんですから、ね[image: 黒ハート]」

　菲はシウにウインクをする。嫌いや味みのない自然な仕草だった。もし仮にウインクの天才がいるとしたら、彼女は間違いなくそれだ。

　先を歩く菲がシウを振り返って言った。

「さて、いこいの広場に行きますか」

　言うが早いか、菲はストリートにたむろする若者の間を軽やかに縫ぬって、一人足早に道を進んだ。向かう先は中環公園セントラルパーク。

　公園の入り口では十五歳くらいの少年ストリートミュージシャンがトランペットでジャズミュージックを吹いていた。適度にアドリブの効いたビバップ。なかなかに聞かせる演奏だったが、少年の周りにはリスナーがいない。人通りは多いが、人々は少年の脇わきを素通りするだけで、足を止めて聞くにまでは至らなかった。薄汚れた布の上にはおひねり入れのシルクハットが添そえられていたが、帽ぼう子しの中には一ユノも入っていない。

　少年の演奏が一区切りすると、菲フエイは少年に拍はく手しゆを送りながら、いたずらを思いついたようなシウに視線を送った。「それではあの少年のトランペットを借りて来ます」

　シウが引き止めるよりも早く、菲は「ブラボー！」と手を叩たたきながら少年の元へ向かう。

「お見事な演奏ですね少年くん。だけどキャッチーさが足りません。その証しよう拠こにほら」菲は両手を広げてぐるりと辺りを見回す。「人がいないです」

　少年はふてくされた顔になった。

「わかってるさ。そんなのわかってる。でも、人に足を止めてもらうのって難しいんだぜ？」

　ふむ、確かにその通り、と菲は頷うなずく。「お姉さんに貸してみてくださいな」

　菲は笑顔で少年から颯さつ爽そうとトランペットをひったくり、力任せに息を吹き込んだ。間の抜けた音が中環公園セントラルパークの入り口を満たす。

「レディースアンドジェントルメェン！　さあみなさんお立ち会い。お披ひ露ろ目めするのは前代未聞、超絶セクシーマジックショー！　ここにおわすはセクシーガール、遠目山越し笠かさのうち。御用とお急ぎないならば、よってらっしゃい見てらっしゃい！」

　菲は手を叩いてから再びトランペットを吹いた。辺りを歩いている若い男たちがにわかにザワついて、セクシーの言葉に誘さそわれて群がってくる。ギャラリーの何人かはモデルの未ミイ菲だと気付いている様子だ。客の数は徐じよ々じよに増えていく。例のごとく見事なウインクをシウに向けて決める菲。

「さてさて、ここに一枚のパンツがあります。タネもしかけもないパンツです」

　菲は後ろを向き、ワンピースをまくりあげて薄ピンクのパンツを見せた。ギャラリーは突とつ然ぜんのサービスショットに「ハラショー!!」と声をあげ、口笛を吹き鳴らした。

　菲の突然の暴走はいつものことだ。こうなってしまっては最後まで辿たどり着かなければ彼女は止まらない。だが、残念ながら悪ふざけをしている時の菲の顔が一番生き生きとしているのも事実だった。シウは頭を抱かかえて、仕方なくカメラを構えて見守ることにした。

　そんなシウの気持ちなどおかまいなしに、菲は盛り上がる男たちに挑ちよう発はつ的てきな視線を送る。

「今からこのパンツを脱ぎましょう！」

　男たちの野太い歓かん喜きの声があがる。手拍子が鳴なり響ひびく中、菲はジリジリとじらすようにワンピースの裾すそをまくりあげてパンツに手をかけ、ゆっくりと下におろしていった。観客は固唾かたずを飲んでその様に注目している。

　パンツが引き締まった健康的な太ふと腿ももを越える。左足をあげてパンツを脱ごうとすると、最前列の男たちはとたんに地面に這いつくばり、菲のワンピースの中を覗のぞこうと躍やつ起きになった。

　パンツを脱ぎ去り、それを高らかに掲かかげると、男たちのピースな口笛と拍手が飛び交う。

「さてみなさん！　今、わたしはパンツを履はいているでしょうか!?」

「履いてる！」「履いてない！」ギャラリーが野太い声を飛ばす。菲はじっくりと溜ための間を作り、厳かに口を開いた。「では、正解にいってみましょう！」

　ワンピースの裾すそを徐じよ々じよにめくりあげ、太ふと腿もものほとんどすべてを露ろ出しゆつした辺りで、一気に裾を持ちあげた。

　姿を現したのは──

　薄ピンクのパンツだった。

「ざーんねーん！」

　勝ち誇った菲フエイの顔。男たちはブーイングを飛ばしながらも「もう一枚！　もう一枚！」と声を揃そろえてはしゃぎながら手を叩たたいた。

　いつも通りの展開。彼女は時々手品を見せる。このパンツの手品も彼女のレパートリーのうちの一つだ。手の中にパンツを隠かくし持っている場合もあれば、パンツを二枚履はいている場合もある。ファインダー越しに見る彼女の笑顔は実に愉ゆ快かいそうだった。

　笑い交じりのブーイングが飛び交う中、菲は微笑ほほえみながらシルクハットの下に敷しいてあった大きな布を脇わきに抱かかえ、手を叩いて注目を集めた。

「余興、酔すい狂きようこれにて終了。ではこれより超絶即興マジックショーを始めましょう、さて、この布を使ってここにいる誰だれかさんを一いつ瞬しゆんのうちにウサギちゃんにしちゃいます。どなたかマジックの生いけ贄にえになりたい人はいますでしょうか？」

　菲は辺りを見回す。前に立っていたマッチョな男が手をあげた。

「おう、俺おれ俺！　俺がやってやるよ！」

　皆さん、勇気ある生け贄に拍はく手しゆ、と菲はマッチョに拍手を送った。脇を通りかかっただけで熱気がムンと襲おそってくるほどの筋肉体。白いタンクトップがパツンパツンに弾はじけている。下に履いているジーンズも、その筋肉のせいでタイツのように太腿にフィットしていた。おまけに全身ほんのりと汗ばんでいる。

　菲は筋肉男の首元に布をかけ、念を込めて、

「さぁてそれでは参りましょう！　ホーイ……コー……ローウ！」

　じっくりと溜ためた後、一気に布を取り除いた。

　と、筋肉男の服装は──

　それを見たギャラリーは大笑いをした。爆ばく笑しようの渦うずが辺りを包んでいる。今までよりもずっと大きな拍手、口笛、笑い声。

「アッハッハ！　こりゃひでえ！」「いいぞねえちゃん！」

　筋肉男の体は、バニーガールのコスチュームに包まれていた。肉がはみ出すほどに食い込んでいる網あみタイツに、体のシルエットが完かん璧ぺきにわかる、丸しっぽ付きのハイレグバニー服。ご丁てい寧ねいにハイヒールまで履いていた。ウサギの耳がないことが悔やまれる。

　筋肉男は自分のそのあられもない姿を見て、苦笑いをしながらもギャラリーと一いつ緒しよに菲に拍手を送った。確かに鮮あざやかなマジックだった。

「あら、あんまり可愛かわいくないバニーちゃんだから元に戻ってもらいましょう！」

　拍はく手しゆ喝かつ采さいと笑いの中、菲フエイはシルクハットに手を入れて筋肉男の着ていたタンクトップとジーンズを取り出そうとした──

　と、シルクハットの中から小さな爆ばく発はつ音おんが飛び出した。キャッ、と小さな悲鳴をあげて、菲は尻しり餅もちをつく。地面に落としたハットからはもうもうと煙が立っていた。菲は煙をあげる帽ぼう子しの中に手を入れ、筋肉男の服を取り出して広げてみる。

　服は黒こげの穴だらけになっていた。

「あっちゃー……」顔を引きつらせる菲。

　穴の開いた服を目にした筋肉男が、菲に向かって肩を怒いからせて歩いてくる。

　男の顔からは、さっきまでの笑顔は消え去っていた。場の空気も凍こおり付いている。

「あ、あの……ですね」

「……おい、これから俺おれは彼女と飯喰くいに行く予定なんだよ。あと五分で彼女がここに来る。それなのにこの有様だ。この恰かつ好こうで出迎えろと？　バニーガールでか？　ァん？」

「いやー……バニーガールと言いますか、バニーボーイ、っていうかバニーガイ……アハハ」

　頭をかきながら言う菲。筋肉男の剣けん幕まくに気け圧おされて、ジリジリとあとずさっている。

「ふざけるな！　てめえ！」

　筋肉男は鬼おにの形ぎよう相そう、ウサギの恰好で菲に襲おそいかかった。

　シウは素早く菲の手を取り、走り出す。

「待てこの野郎！」

　叫ぶ筋肉男。シウと菲は人の山を縫ぬうようにして中環公園セントラルパークを飛び出した。走りやすいようにとワンピースの裾すそをまくり上げてパンツをむき出しにしている菲の姿は、これぞまさに脱だつ兎と──否、単なる露ろ出しゆつ狂きようと言うべきか。二人は振り返りもしなかった。




　中環公園を飛び出して路地に入り、二人はそこで息をひそめた。人気のない路地なので、誰だれかが来ればすぐにわかる。しばらくしても誰も来ないと思うや、菲はもう堪こらえきれないといった調子でフツフツと笑いだした。

「クッフッフ！　あーおかしい！　ねえ、筋肉ちゃん怖こわかったですね」

「菲」シウは真顔で言った。「あんまり人をからかうもんじゃない」

　確かに少しやり過ぎましたね、と菲は笑った。「──でも、キミはわたしのパンツを見てもピクリとも反応しませんよね。これでもお尻の形には定評があるんですけど。乙女おとめの面目は丸まる潰つぶれです。つまんないです。ウサギちゃんはさみしいと死んでしまいます」

「パンツ見せ相手がいなくても死なないさ」

「死ぬんです。それより……」

　菲は改まった表情でシウを見み詰つめる。菲があまりに真っ直ぐ見詰めてくるので、シウはたじろいだ。菲は無言でにじり寄ってくる。じりじりと壁かべ際ぎわに寄せられる。シウが壁に背中をついたところで、菲フエイが口を開いた。

「ねえ、キミはわたしに隠かくしごとをしてますね、キャメラマンくん」

「隠しごと？」

「おや、とぼけてますね。でも無む駄だです。わたしにはわかります」

　菲の表情は相変わらず真しん剣けんそのものだった。

　隠し事。ないはずはない。誰だれだってある。あるに決まっている。普ふ通つうの人間なら、誰だって隠し事や秘密の一つや二つはある。そう──普通の人間にさえ、秘密はあるのだ。

「なら、僕が何を隠しているのか教えてくれよ」

　シウの言葉に、菲はヌフフと笑う。値踏みをしているような目つきだった。

「そこに寝てください」

「なぜ？」

「い・い・か・ら、早くぅ[image: 黒ハート]」

　シウが渋しぶ々しぶコンクリートの地面に仰あお向むけになると、菲はシウの顔をまたぐように立った。菲はワンピースの裾すそを持ち上げ、ゆっくりとパンツを脱ぎ、脱ぎたてのパンツをシウの頭に被かぶせる。下着の生暖かさが、シウの額に伝わってきた。

「──さて、わたしはパンツを履はいているでしょうか？　さあ、そこのお兄さん」

　菲は笑いながらワンピースを少しだけ持ち上げる。

[image: ]

　シウはその裾すその奥おくを見やり──ため息をついた。

　被せられたパンツを菲フエイに手渡しながら、呆あきれ声を出す。

「悪ふざけが過ぎるぞ」

　単なる冗じよう談だんですよ、と菲はパンツを受け取らずに掌てのひらをシウに見せ、二度振る──

　菲の手には剃刀かみそりが握にぎられていた。見事な手さばきだ。

「……なかなか良い手品じゃないか。でも、剃刀なんて何に使うんだ？　危ないから──」

　菲はシウの言葉には耳を貸さずに剃刀を自分の左手首にあてがい、優しく引いた。手首からにじみだした血が、シウの顔にしたたる。

「!?　おい、菲──」

「飲んでいいですよ、わたしの血」

　シウの腹に腰を下ろした菲は、自分の手首の血を指ですくい、シウの唇くちびるに運ぶ。

　指はシウの口の中をまさぐり、血液を舌に塗り込む。

　彼女は生暖かい吐と息いきを吹きかけながら、艶なまめかしい顔を向けてくる。挑ちよう発はつするような目。

「どうです、美お味いしいですか？」

　菲の長い髪がやわらかく頰ほおをくすぐった。

　彼女の左手首からは、しまりの緩ゆるい水道管から垂れる水すい滴てきのように、ゆっくりと血が滴したたっている。徐じよ々じよに地面が赤黒く染まっていく。

　口の中をくまなくなぞった指は、最後にシウの唇を縁ふち取どり、ゆっくりと離れる。

　指と唇は、離れがたいとでも言うかのように、糸を引いていた。

　ほのかな血の香かおりが辺りに広がっている。舌から、彼女の血の味が伝わってくる。

「……なあ、菲──」

　シウは目を閉じて呟つぶやいた。

　その時、シウの意識が飛んで──




　──再び意識を取り戻した時、シウは菲の上にのしかかって、血のしたたる彼女の手首にむさぼるように食いついていた。彼女のワンピースは引ひき裂さかれ、胸があらわになっている。

「ようやくわたしにムラっとキたみたいですね。これで乙女おとめの面目は保てました」

「菲……どうして」

　どうしてそれを知っているんだ──我に返ったシウは今の状じよう況きようを顧かえりみて、青ざめた。

　ひた隠かくしにしてきたことを、ものの見事に暴かれてしまった。完全に、してやられた。言葉が出てこなかった。菲はシウの心を見み透すかすように笑った。

「良い飲みっぷりでしたよ、吸きゆう血けつ鬼きくん」




　　　　◆◆◆




「良い飲みっぷりだねぇ。でも、やけ酒はほどほどにしておきなよ、ケイくん」

　ケイはタンブラーのブランデーを飲み干して、勢い良くテーブルに置いた。

　死神のカマを取り戻そうとして返り討ちに遭あったあの日から二日後の今日、ケイはジンノの部屋を訪れた。中環区セントラルの中心街、リオタウンにそびえる百八階建てのビルは、この辺りのどの建物よりも背が高い。九十四階のジンノの部屋からは、このチェンライ王国ケラジヤンが一望できる。

　眼下に広がるリオタウンはチェンライ王国の経済のメッカ。高層ビルの群れがこの一帯をきらびやかな摩ま天てん楼ろうに仕立て上げている。ビジネスビルとショッピングビルがひしめくビッグシティだが、ひとたび一本入った路地に目を向けてみれば、そこにあるのはエネルギッシュな熱気を放つ屋台や路上雑貨屋たち。まさに商売人の坩堝るつぼ、と言ったところだ。

「やけ酒じゃないさ」ケイはジンノの台詞せりふに応えながら口を拭ぬぐった。「酒をちびちび飲むのは性に合わない、それだけだ」

「まあ何でも良いよ。でも飲み過ぎには注意しなよ？　だってキミが死神のカマをなくしたのって、酔よっぱらってどこかに忘れてきちゃったから──でしょ？」

　その通りだった。ちょうど一ヶ月前、狩りを終えてご機き嫌げんになり、バーを何軒か梯子はしごした後、気付いたらストリートのゴミ捨て場で眠っていて、財布とカマをなくしていた。カマのなくし方としては最悪だ。圧あつ倒とう的てきに恥ずかしい。ほかの死神から失笑を買うなくし方だ。

「とにかくケイくんはグェンの部屋に行って、彼と鉢はち合あわせになって、そこで返り討ちにあって逃げられたと。まったくもって残念だったね」

　値の張りそうなソファに座るジンノの口調は少しも残念そうには聞こえなかった。

「グェンが今どこにいるか教えてもらえると有り難いんだけどな」

「残念ながら、いくら僕だってなんでもかんでもは知らないよ。少なくともグェンが今どこにいるのかは知らない。役に立てなくて申し訳ないね」

　ジンノはソファの上で体を大の字に開いた。やはり申し訳なさそうには見えない。

「そもそもキミがグェンを取り逃がしたことが問題なんだよ。千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスをもっと有効活用して、狙ねらいを定めてズバッと計画的に狩るべきだったのさ、やれやれ。まぁ今さら何を言っても仕方ないけど。しかしあれだね、カマを盗とられている上に獲え物ものに逃げられるなんて、僕だったら死ぬよ、恥ずかしくて。間違いなく。たぶん普ふ通つうに一発でバビッと死ぬ。だって生きてる意味ないもの。死んで詫わびる。詫びる相手は、もうこの際、象でも猫でも何でも良い。ああ、気にしないでくれたまえ、別にキミの傷口に塩を塗りたいわけじゃないよ」

「十分塗ってる」ケイは吐はき捨てた。「塗りまくってる。莫ば迦かにしてるとしか思えないな」

「とんでもない！　僕なら恥ずかしくてその場で絶命するってだけだよ。恥死っていうのかね。そういう死に方した人っている？　キミならいろんな死に目に出くわしてるでしょ？」

　いちいちしゃくに障さわる男だ──ケイは舌打ちをして席を立った。

「冗じよう談だんだよ、気を悪くしないでくれたまえ、ケイくん」

　まだジンノに聞くべきことが残っているのを思い出して、ケイは不本意ながらも席についた。グェン・モーは何者なのか──それを知っておく必要がある。考えてみると、あの男については名前と住所と顔以外何も知らないのだ。

　ジンノは言う。「僕も詳くわしいことは知らないんだけど、犯罪集団『チーム・カモーイ』って聞いたことあるかい？」

　ケイは首を横に振った。『チーム・カモーイ』──聞いたことがなかった。

「しかし犯罪集団が泥棒カモーイとはこれまた随ずい分ぶんと安直だな」

「そう言いなさんな、わかりやすい方が有り難いよ。この『チーム・カモーイ』は、構成員五名くらいのコンパクトな犯罪集団。メンバーは定期的に入れ替わるみたいだけどね。グェンはそこの構成員らしいんだな。担当は情報収集、いわゆるスパイさん。で、ここからが本題なんだけど、この『チーム・カモーイ』について一つ情報があるんだよ」

　ケイはジンノの言葉を待った。ジンノはにやついた顔を見せて焦じらしに焦らす。二人は視線を合わせたまま、たっぷり三十秒ほど黙だまり込んだ状態で見み詰つめ合った。痺しびれを切らしたのはケイだった。ケイは頭を振って天を仰あおぐ。

「──わかった。降参だよ。何が望みだ？」

「別に望んじゃいないよ。まぁ貸し一つ、ってことで今度ちょっとした依い頼らいをするかもしれないけどね。話を戻すと、金曜日の夜、ある場所で『チーム・カモーイ』がひと仕事しようとしているらしいんだ」

「ひと仕事？」

「イカサマ博打ばくちの悪わる巧だくみだよ。場所はカジノ『ジャックポット』。このチェンライ王国ケラジヤンで二番目に大きいカジノだね。金曜日の晩、『チーム・カモーイ』はこのカジノのディーラーを抱だき込んで、八百長を仕込んでる──そんな情報が僕のところに舞い込んできたんだな。作戦開始時刻は──そうだね、夜の十時くらいかな」

「くらい？」

「あ、何でもないよ、こっちの話」

　ジンノは堪こらえるようにタッハッハと顔を背けて笑っている。

　十時くらい──気になる言い方ではあったが、ケイにとっては些さ細さいなことだった。金曜日の夜十時、カジノ『ジャックポット』に行けば、『チーム・カモーイ』がいる。その中にグェンもいるかもしれない。これはリベンジのチャンスだ。

　大当たりジヤツクポツト──カジノの名前も随分と縁えん起ぎが良い。

　それにしても、とケイは思う。

「……なんでそんなことを調べたんだ？」

「そうそう、そこなんだけど、実は僕、『チーム・カモーイ』がカジノからふんだくった上がりをそっくりそのまま貰もらおうかなって思ってるんだよね。東の国の諺ことわざだと……『とんびが油あぶら揚あげを』……何だっけ、とにかく横取りしちゃおうって話。そうだケイくん。なんならキミも手伝うかい？　もちろん分け前は渡すよ」

「遠えん慮りよしておく」ケイは即そく座ざに断った。「あんたと一いつ緒しよに動くなんてまっぴらゴメンだ」

「ねえケイくん。そう言うのってもう少しオブラートに包むもんじゃないの？　僕の心は痛まってるよ。ま、気が向いたらいつでも声をかけてくれたまえ。金曜日の夜十時、『ジャックポット』ね。それから、『チーム・カモーイ』のメンバーには結構凶きよう暴ぼうな人もいるみたい。普ふ通つうに人を殺しちゃうような暴あばれん坊もいるから、もし気まぐれに『ジャックポット』に顔を出そうって考えてるなら、気をつけた方が良いよ、オーケー？」

　穏おだやかではない話だ。参考までにと、その危険人物についてジンノに聞いてみた。

「ジェリコ・ギャロップ。『チーム・カモーイ』のリーダーだよ。筋肉質の三十歳くらいの白帽子を被かぶった男で、全身を貴金属で悪趣味ギラギラに飾り付けてる。モミアゲが頰ほおに被かぶさってて、あご髭ひげを生やしてて、しかもモミアゲとあご髭は繫つながってるから、そこはチャームポイント。ちなみに顔と胸毛が濃い。胸毛はたぶんシャツから突きやぶって出てる」

「あご髭と胸毛は繫がってるのか？」

「キミのジョークはわかりづらいな」

「ジョークじゃない」ケイは言う。「本気も本気、超本気だ」

「タッハッハ！　そいつはいい！」

「それで、その胸毛はみだし系野郎の専門は？　まさか人殺しなのか？」

「ノンノン。凶暴だけど、別にめったやたらに人を殺すなんてことはないよ。勢い余って殺しちゃうことはあってもね」

「じゃあ何が専門なんだ？」

「ジェリコは博打ばくち打ちだよ」




　　　　◆◆◆




「ロイヤルストレートフラッシュ──ハッ、またかよ畜ちく生しよう」

　モレッティ区の繁はん華か街がい、ノチェ・ブエナの外れにある廃ビルの三階。ジェリコ・ギャロップは手の中のトランプをフロアの床ゆかにまき散らして、胸元からはみ出す胸毛を指でねじった。

　見事なまでの廃ビルだ。床には木材やガラスや紙やコンクリートのかけらが散在している。数ヶ月前までクラブだったこのフロアは、何年も前から廃はい墟きよであったかのように荒あれ果はてていた。フロア隅すみのキッチン脇わきにはバーカウンターとストゥールが粗そ略りやくに積みあげられている。怪かい力りきの持ち主がフロア中の机と椅い子すをそこに向かって放り投げたかのような積み上がり方だ。

　キッチンと机の山以外にあるものと言えば、部屋の中央にジェリコが腰を下ろしているベロアのソファがあるくらいで、それ以外は恐おそろしいほどに何もない。そのせいでソファの異質さが際立って見えた。先日までキッチン脇わきにアクセサリのように置かれていたドクロの鍋なべも、菓子売りの少年の頭に被かぶせて処分した。そのせいか、室内の殺風景さはいや増しに増している。

　だが、異質さで言えば辺り一面に張はり巡めぐらされた鏡の方が目立っているだろうか。東側の壁かべ以外は、床ゆかも天てん井じようも鏡で埋め尽くされている。その鏡だけが、全盛期の様子を思い起こさせる──クラブ『ミラード鏡張り』の全盛期を。

「連続十二回の完敗。確かになかなかの腕前だ、認めるぜ」

　イカサマの腕はそれなりのものだと自負していた自分が完全にやり込められている。しかもその手法を見破る事ができないほどの巧たくみさで。ジェリコは目の前にいる男、イアンに賞賛の視線を送る。イアンの目の前に並べられた手札はロイヤルストレートフラッシュ。「どうと言うことはないさ」と言った様子で、イアンは肩を軽くあげた。「僕を信じなよ」

　イアン・キッチナー。瘦やせた体に眼鏡。短めの髪は空に向かって立っている。灰色のスラックスに白いワイシャツをタックインしている姿が、上品な雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。むさ苦しいジェリコに対して、イアンは随ずい分ぶんと涼しげな印象を与える男だ。壁にもたれかかって座りながら、器用な手つきでカードをシャッフルしている。リフルシャッフルとヒンズーシャッフルを交互にくり返して、丁てい寧ねいにカードを混ぜ合わせていた。こんな鏡張りの廃はい墟きよを根城にしているとは思えないような品の良さが滲にじみ出でている。

「僕の腕を信用してもらえたなら、仕事の話に戻そうか。ターゲットはカジノ『ジャックポット』。キミは僕のシュートするルーレットのテーブルにつく。僕はキミに適度に勝たせる。勝ち、勝ち、負け、勝ち、勝ち……目立たないように適度に負けを挟はさむ。もう十分だと思ったらテーブルをあとにしてくれ。タイミングは任せる。上がりは五分五分、ここまでで何かあるか？」

　ジェリコはすかさず「八分二分にしろ」と言ったが、イアンは苦笑いをしながら首を横に振った。「こっちだってリスクを負うんだ。まけるわけにはいかないな」

　金曜日の夜九時、リオのカジノ『ジャックポット』で行うイカサマ賭と博ばく。作戦の大筋は、カジノのディーラー、イアンにイカサマをさせて、賭徒のジェリコが儲もうける──それですべてだ。成功のポイントは、いかに目立たず勝ち、いかに目立たず去るか、である。

「そしてここからが重要なんだが──」イアンはジェリコに一枚の写真を投げる。写真には鋭するどい目と彫ほりの深い顔の四十代半ばの男が写っていた。青みがかった眼鏡が洒落しやれている、やや中年太り気味の体型の男だ。「──その男に出くわしたら絶対に関わるな」

「こいつは？」

「『ジャックポット』のオーナー、チェスタ・Ｆフイツツジエラルド・タマだ」

「タマだぁ？」ジェリコは眉まゆをひそめる。「こいつはとんだおタマだな」

「祖先が違法移民らしくてね。チェスタのひいじいさんは『タマ』が女性の名前だということも、ファーストネームだということも知らずに偽ぎ名めいとして使っていた。それがそのまま残っているってわけさ。念のため言っておくがチェスタのファーストネームは『タマ』じゃなくて『チェスタ』だ」

　ヘッ、とジェリコは笑い飛ばす。胡う散さん臭くさい男の名前としてはうってつけだろう。

「よく見りゃギャグセンスありそうな顔してやがるぜ。こいつがどうしたって？」

「出くわしても絶対に近づくな、って話さ。チェスタの二つ名は『イカサマキラー』──それだけ聞けば十分だろう」

「イカサマ師を喰くう手だれのイカサマ師、ってわけかよ」

　イアンは首を横に振る。「チェスタ自体はイカサマなんてできやしない。それどころかカジノ経営をしているくせに、いまだにクラップスのルールが憶おぼえられない。だから『ジャックポット』にはクラップスのテーブルがない」

「極めて合理的だな」

　好意的に見ればね、とイアンは苦笑いをした。

「しっかし、そんな調子で二つ名が『イカサマキラー』ってのはどういう冗じよう談だんだ？　早速こいつのギャグについていけねえぞ」

「言っただろう。チェスタは『ジャックポット』のオーナーなのさ。そいつは『ジャックポット』では神に等しい。従業員も、ディーラーも、黒服セキュリティも、すべて彼の忠犬だ」

　カジノ『ジャックポット』のディーラーは全部で四十名。イアンはそのうちの一人である。その『ジャックポット』のオーナー、『イカサマキラー』のあだ名されるチェスタは、自分のカジノを狩りにくるイカサマ師を返り討ちにするため、ディーラーを使ってカジノぐるみで対策を練っているらしい。

　イアンによると、チェスタはカモになる詐さ欺ぎ師しを見つけたらそのテーブルにつき、タイマンでの運試しをしようと詐欺師に持ちかける。厳いかつい黒服を従え、場合によっては強制的にゲームに参加させることもあるらしい。しばらくの間は詐欺師にわざと勝たせ、適当なタイミングで「一発逆転の大勝負をさせてくれ」と持ちかける。気を良くしている詐欺師はまんまと勝負に乗る。あとはディーラーがチェスタを勝たせて、詐欺師は全財産を搾しぼり取とられて終わりだ。

　ディーラーを使ってのイカサマ返し──逆に言えば、ディーラーが寝返ればカジノは敗北を喫きつし、チェスタは『イカサマキラー』の二つ名の返上を迫られることになる。

「別にキミを勝たせるのは構わない。ただ、キミがカジノから出られなくなる。もちろん僕もね。正直それは願い下げだ」

　イアンは手元でシャッフルしているトランプを表にした。表になったカードは、マークごとにエースからキングまで順番に並んでいる。先にジェリコが握にぎりつぶしたカードも補ほ充じゆうされていた。「おみごと」とジェリコは手を叩たたく。「ディーラーを廃業したらマジシャンになればいい」

　考えておくよ、とイアンは呟つぶやいた。実に淡たん々たんとした様子だ。

「そんなわけでチェスタを見かけたらすぐにテーブルから離れろ。怪け我がをしたくなければね」

　イアンはカードをジェリコに向けて飛ばした。カードは鋭するどくジェリコの首元へと向かってくる。ジェリコは平然とした態度で懐からナイフを取り出し、飛んでくるカードを薙なぎ払はらった。

「前言撤てつ回かい。マジシャンじゃなくてカード使いの殺し屋にでもなれ」

　ジェリコはナイフを指先でまわし、イアンに向かって投げつけた。ナイフはイアンを目がけて一直線に飛ぶ。だが、イアンに避ける様子はない。瞬まばたき一つ、身動き一つしない。ナイフはイアンの頰ほおをかすめて、後ろの鏡の隙すき間まに突き刺さった。

「さすがはディーラー、ポーカーフェイスってわけだ。ぴくりともしねえ。気に入ったよ」

　イアンは少しだけ笑い、それはどうもと小さく言った。「──しかし、今のナイフさばきを見る限り、キミもちょっとは腕に覚えがあるってわけか」

「お前は最近この街に来たから知らねえだろうが」ジェリコは立ち上がってイアンを見下ろした。「『チーム・カモーイ』のジェリコって言やあ、その筋じゃちっとは名前が知れてんだよ。三年前にチェンライ王国ケラジヤンで起きた大強盗事件、よそ者だろうと話くらいは知ってるだろ？」

　イアンが首を横に振る。ジェリコは大きく舌打ちをした。

「とにかく、空前絶後の派手な強盗だよ。その主犯格がこの俺おれ様、ジェリコ・ギャロップだ。レーザービーム付きポリスメンが世界最速スーパーカーに乗って四方八方、空から海から俺たちを捕ほ獲かくしようと血ち眼まなこになって襲おそってきた──そんくらいの包囲網をくぐり抜けたってわけさ。十人そこいらの黒服が散さん弾だん銃じゆうを構えてやって来たところで、屁へみたいなもんだな」

「それは結構。その大強盗事件で儲もうけた金は？」

「そいつは聞くな」ジェリコは背中を見せた。「あん時は運が悪かった」

「何があったんだ？」

「裏切りだよ。チッ、思い出しただけで腹が立ってきやがる」

　そいつは御ご愁しゆう傷しよう様さま、とイアンは苦笑いをし、それ以上は深入りしてこなかった。

「とにかく、今回はチェンライ王国カムバックのリベンジ第一弾ってわけか。だけど──」イアンは立ち上がり、ジェリコの後ろに回り込んだ。「──そんなに肩の力を入れていたんじゃ、成功するものも成功しない。リラックスをしろよ。なにより僕は強盗なんて野や蛮ばんでアンインテリジェンスな真ま似ねは好きになれない。仕事はスマートに行うべきだ。たとえば──」

　イアンはひとしきりジェリコの肩をもんで、先に座っていた場所に戻った。ジェリコの方を向いて掌てのひらを見せると、その手の中にはジェリコが先ほどまではめていた指輪が収まっていた。

「──たとえば僕のようにね」

　ジェリコははっとして自分の指を見る。いつの間にか指輪を根こそぎ奪うばわれていたらしい。イアンは指輪の一つを眺ながめている。ハート型の赤い石がついた指輪だ。

「ん……これは、宝石はまともみたいだけど、指輪はオモチャだね。どうして──」

　その光景を見てジェリコはすかさず反応した。

「俺おれのお宝に触さわるんじゃねえ!!」

　一いつ瞬しゆんにしてイアンの懐ふところに入り込んでその胸ぐらを摑つかみ、力一杯放り投げた。イアンは部屋の隅すみのキッチン脇にあるテーブルとストゥールの山に突っ込み、埋うもれた。ジェリコはイアンを机と椅い子すの山から引っ張り上げ、顔を近づけて凄すごむ。

「俺のお宝を勝手に触る奴やつは容よう赦しやしねえ！　たとえそれが誰だれであろうとだ!!」

　イアンは口の周りの血をぬぐう。あまり堪こたえている様子は無い。「そのハートの指輪がそれほど大事なものとはね。思い出の品なのか？」

「ヘッ、思い出なんかに価値はねえさ。価値があるもんってのは、金になるもんだ」

「……随ずい分ぶん金にご執しゆう心しんだな。一体何を手に入れようって言うんだ？」

「ヘッ、お前の知ったことじゃない」

　ジェリコはイアンを振り返り、肌はだが見えなくなるほどに指輪をはめた両手を見せつけた。

「いいかイアン。俺が好きなもんを教えてやる。宝石と金だ。宝石は小さくて持ち運びが簡単で、しかも売ればかなりの金になる。金はそのままで既すでに金だ。これほど価値のあるもんはねえ。そして俺は金を手に入れるためなら危ない橋どころか橋がなかろうと渡る」

　ジェリコは言いながら腰をくねらせてステップを踏ふんだ。

「そして俺は金を手に入れる!!」

　Ｙｉイｐｐピｅｅイ─ｋｉカイ─ｙａｙエエア!!　と窓の外に向かって吠ほえるジェリコ。叫び声が、自身の気分を激しく高こう揚ようさせていく。堪たえきれないほどに興奮したジェリコは、その場で激しくステップを踏む。

　ひとしきり叫び終えると、冷ややかな視線を送っているイアンがそこにいた。外から響ひびいてくるモートァーサイの音が二人の間の沈ちん黙もくをより深いものにしている。

「──さてジェリコ、気を取り直して話を戻そうか。とにかく、チェスタには手を出すな。キミだけでなく僕の身も危険になる。それは避さけたい。もっとも、作戦決行日はチェスタもカジノを見回るなんてことはないだろう。毎週金曜はどこぞのキャバクラで女の子とよろしくやるというのがチェスタのお決まりパターンだからね。だけど、何が起こるかはわからない。もし万が一、奴を見かけても──」

「こいつから近づいて来たらその限りじゃねえ──ま、頭の片かた隅すみには入れておいてやるさ。イアン、てめえはそのどこぞのキャバ嬢じようがカジノ好きじゃないことでも祈いのってろや」

　ジェリコはイアンから受け取ったチェスタの写真を丸めて地面に投げ捨てた。青い眼鏡のイカサマキラーにして、チェンライシティのカジノ王。彫ほりの深い四十男。悪くない面構えだ。

「さあて、週末は祭りだ」

　僕たちの血祭りじゃないことを祈るよ、とイアンは苦笑いをした。




　　　　◆◆◆




「そう、ジェリコっていうのよ」

　リ・リ・メイは甘い声でそう言って、チェスタ・Ｆ・タマの肩に寄より添そった。

　チェンライ王国ケラジヤンの南部、ミソス区の上流階級ハイソな歓かん楽らく街がい。オレンジ色にライトアップされているキャバクラ『マーメイド』のＶＩＰルームでは、白いソファと大理石のテーブルが柔やわらかい光の色に染まっている。水族館にあるクジラ用のアクリル水すい槽そうのような巨大な窓の外に広がるのは、地上二十階から見えるパノラマの夜景だ。夜の街はまだ明るい。

　この辺りの通りに面したデパートはどこも高級ブランドショップをその一階に設けていて、路地に入れば老舗しにせ料亭にぶつかる。街の至る所には、成金に金を落とさせる罠わなが張ってあり、その金の吸い上げキャストであるキャバ嬢じようたちの巣も、街のあちこちに散在している。ここでは金を絞しぼり取られる事が最大の娯ご楽らくだ。

　そんなミソス区の歓楽街の一等地に鎮ちん座ざする『マーメイド』。店には総勢三十名のキャストが名を連ねていて、リ・リ・メイはそのナンバーワンキャストである。この店での彼女の名前は『人魚』。きれ長の目と紅い唇くちびるは、東洋の美女という概がい念ねんをそのまま形にしたかのような魅み力りよくを備えていた。左目元の泣きぼくろとアップにした赤茶髪が、深いブルーのチャイナドレスによく映えている。スリットのたっぷりと入った、挑ちよう発はつ的てきなドレスだ。

　白いソファに座っているのはリ・リ・メイの客、チェスタ・Ｆ・タマ。鋭するどい目と彫ほりの深い顔。いつも青みがかった洒落しやれた眼鏡をかけている、ロマンスグレーのミドルエイジだ。チェスタはカジノ『ジャックポット』のオーナーで、リ・リ・メイにとっては週に一度『マーメイド』のＶＩＰルームで自分を指名してくる上客である。

「わたし、ジェリコがチェスタさんのお店を荒あらすのを黙だまって見てられないの」

　リ・リ・メイは甘い吐と息いきをチェスタの耳元に吹きかけて、グラスにブランデーを注ぐ。リ・リ・メイに体を寄せられたチェスタは、これ以上ないほどに鼻の下を伸ばしていた。

「なるほどな。じゃあ人魚ちゃん。そのジェリコについて知っていることを教えてくれ。どんなやつなんだ？」

「わたしが前に働いていたお店のお客さんだったんだけどね、ちょっとエッチなことをしてくる人だったの。よく『俺おれはカジノで負け越したことはない！』って豪ごう語ごしてたんだけど、友達から聞いた話だと、どうやらジェリコってイカサマしてお金を儲もうけてたらしいのよ。この街の大たい抵ていのカジノはジェリコの餌え食じきになっちゃってるらしくて、それで潰つぶされちゃったお店もあるくらいなんだって。そのジェリコが今回はチェスタさんのお店を荒らそうとしてるって聞いちゃって。だからどうしてもチェスタさんに伝えなきゃって思ったの」

　リ・リ・メイは体をチェスタに寄せる。チェスタが前のめり気味に熱い視線を送ってきた。

「よく教えてくれたね人魚ちゃん。よし、そいつを狩るとしよう。特とく徴ちようを教えてくれ」

　リ・リ・メイはチェスタの手をやんわりと握にぎって笑顔を見せた。

「ジェリコはね、いつも白い帽ぼう子しを被ってて、胸毛がシャツからはみ出しているやつなの。しかも今週末の金曜日、チェスタさんのお店に行くらしいわ」

　チェスタは大笑いをした。「ハッ、週末か。週末は予定があるが──」

　リ・リ・メイはチェスタの腕に乳を押しつけて、こねるように上下に動いた。

「チェスタさんとカジノデート、したいな[image: 黒ハート]」

　悪あく魔まのような天使の微笑ほほえみ。リ・リ・メイはチェスタの耳元で囁ささやいて、太ふと腿ももをいじりながら首筋に息を吹きかける。甘い吐と息いきを浴びたチェスタは生暖かい目をリ・リ・メイに向けた。

「──いいだろう。金曜は二人でカジノに足を運んで、俺おれの仕事を見せてやろう。その胸毛野郎を搾しぼりきったグレープフルーツみたいにカラカラにして、その搾り汁で乾かん杯ぱいだ」

「ステキ！」

　チェスタを抱だきしめるリ・リ・メイ。舌を出す彼女の口元は、チェスタからは見えない。

[image: ]
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「やっほーリ・リ・メイ。ちょっとドライブに行かないかい？」

　部屋に帰ってくつろいでいると、キャバクラ『マーメイド』のオーナー、ジンノから電話があった。携帯を手に、リ・リ・メイはため息をつく。

「あら、オーナーさん、奇き遇ぐうね。わたしもちょうど欲しいマンションがあるのよ」

　電話の向こうのジンノが大声で笑った。

「タッハッハ！　いいね。オーケー。さすがは人魚ちゃんだ。転んでもタダでは起きない。そこがまたたまらないよ」

　マンションの外には、ナンバープレートに『ＣｈｉａＲＥｘチエレツクス』と記された白いセダンが停まっている。運転席にはうすら笑いを浮かべているジンノがいた。

　リ・リ・メイが後部席に乗り込むのを合図にするように、ジンノは車を走らせた。

「オーナーさん。今夜の依い頼らいはどんなものなのかしら」

「おやおや、今夜のキミは随ずい分ぶんズバッと単刀直入じゃないか──ま、いつも通りだけどさ。ところでチェスタはうまいこと尻尾しつぽを振ってるみたいだね。キミの魅み力りよくの前ではイカサマキラーさえもひざまずくってわけだ。うん、素晴らしいよ。さすがは王国ケラジヤン随ずい一いちのビューティースイーツ。男殺しの泣きぼくろに僕でさえ陥かん落らくしそうだよ」

「莫ば迦かにしてるの？」

「まさか。事実を言ったまでさ」

　タッハッハとジンノは笑い、後部席のスーツケースを指差した。

「開けてみなよ。気に入るかどうかはわからないけど」

　ケースの中に入っていたのは、水色のドレスと巨大な帽ぼう子しだった。

「まったく」リ・リ・メイはため息をついた。「腹立たしい事に、素敵なドレスじゃないの」

「気に入ってもらえて恐きよう悦えつ至極」

　思いのほかドレスが見事だったので思わず笑顔を見せてしまった。籠ろう絡らくされまい、とリ・リ・メイは真顔に戻り、冷たく言い放つ。

「──そんなことより、この仕事を終えたらちゃんと返してくれるんでしょうね」

「もちろんさ。僕が約束を破ったことがあるかい？　でも、くれぐれもジェリコとドンパチやっちゃダメだからね。間違っても殺しちゃダメだし、キミが死んじゃうってのもなしね」

「大だい丈じよう夫ぶよ、無茶はしないつもりだから」

　どうだか、とジンノは含み笑いをした。「しかしキミって本当にジェリコと仲が悪いね。昔は仲良く泥どろ棒ぼうさんしてたのに。最近は『チーム・カモーイ』の面々とは繫つながり無いの？」

「ないに決まってるでしょ」

　三年前の強ごう盗とう事件以来、『チーム・カモーイ』と表立って接せつ触しよくを図っていない。チームの頭かしら、ジェリコは裏切り者の自分を許していないし、自分もまたジェリコを許すつもりはない。

　殺し合う事はあっても、和解をすることは永遠にないだろう。

「キミってそもそも無茶苦茶だから、僕は心配だよ。ただただ神に祈いのるね、ホント」

「フン、随ずい分ぶん信用がないのね」

「とんでもない！」ジンノはバックミラー越しに視線を送って来た。「信用してるよ、ポンコツの車くらいにはね」

　リ・リ・メイはジンノから視線を逸そらして窓の外を眺ながめる。空に浮かぶは十三夜月。二日後には見事な真円に光るだろう。




　　　　◆◆◆




　雲に隠かくれた太陽がうっすらと照らしつける昼の刻、シウは行きつけのフォトスタジオへと向かっていた。目の下には塗りつぶしたようなクマが見受けられる。菲フエイの血を吸った時の興奮が消えなかったせいで、昨日は一いつ睡すいもできなかったのだ。

　菲の血が忘れられない。彼女の血の味を知ったあの後、シウはどうしようもない衝しよう動どうに駆かられて熱にうなされたように街にくりだし、通りすがりの若い女に声をかけては路地裏に連れ込み、その弾はじけるような首元に牙きばを立て、想いの丈たけをぶつけるように血を吸った。何人もの女に牙を向けた。だが、一向に乾きは満たされなかった。後に残ったのは、血を吸った後の女たちの脅おびえきった視線だけだ。あるいは、変質者を蔑さげすむような目。

　吸きゆう血けつ鬼きとして不具者であるシウにいくら血を吸われても、吸われた女たちが眷けん属ぞくになることはない。ただ血を失うだけで、それ以上の変化は起きない。死ぬこともなければ、かゆくすらならない。同族の連中からは蚊かにも劣おとると冷笑を浴びていた。光にも強いし、川を越えることもできるし、十じゆう字じ架かさえ大だい丈じよう夫ぶだ。だが血は吸う。

　どうしようもなく菲の血が吸いたい。菲の血は特別だ。菲の血は格別だ。




　シウがいつもどおりフォトスタジオの屋上にいくと、そこには先客がいた。銀の長い髪、白い肌はだ、赤い目。長身瘦そう軀くの美女──菲だ。空を眺める彼女の姿は、今にもこのビルの屋上から身を投げ出してしまいそうな危うい印象を与えた。

　菲はシウに気付くと、手を振った。

「ハロー、わたしのキャメラマン」

「ハロー、僕のモデル」

　菲とシウのいつもどおりの挨あい拶さつである。昨日の夜のことなどなかったかのような態度だ。彼女の横顔を見る。いつもと変わらない顔だった。驚おどろくほどに整った、美しい顔だ。その下には白くやわらかい首。

　シウに背中を向けて空を見ている菲。その白く弱々しく無防備な首元に、シウの手がゆっくりと伸びる。菲の首にはリボンが巻かれている。貴石、猫目石クリソベリル・キヤツツアイのくくりつけられた、菲のお気に入りのリボン──だが、そんなものはシウには何の価値もない。その下に控ひかえる、やわらかく暖かい首に比べれば、どうというものでもない。

　──今なら──

　シウは彼女の首元に唇くちびるを寄せる。

　彼女の血を吸えば、自分はかつてない恍こう惚こつを手にすることができる。そして、この身にまとわりついている呪のろいを解き、不具者としてのレッテルをはがす事ができる。

　しかし、それは同時に彼女の死を意味していた。

　一度牙きばを彼女の首元に突きつけたが最後、自分は彼女が絶命をするまでその血を飲み尽くしてしまうだろう。それがシウの一族、シャイロック一家の呪いだ。愛するものを絶命させずにいられない宿命を背負った、哀あわれな一族。愛いとしい相手の血を飲み尽くした末に呪いは解かれ、眷けん属ぞくを生み出す力を得る。

　だとしても、彼女の血を飲むことなどできそうにない。彼女を失うことなどできるわけがない。頭を振って手を下ろした。カメラを構え、ファインダー越しに彼女を見る。

　シウの葛かつ藤とうを背中で眺ながめていたかのように、シウが手を下ろした後、おもむろに菲フエイが振り向いた。彼女の笑顔がファインダーに飛び込んでくる。屈くつ託たくなく笑う笑顔を死の色で染めることなど、自分には到とう底ていできそうにない。

「いい天気です」

　菲の視線に誘さそわれるようにシウは空を見上げる。空は雲で灰色に染まっていた。

「普ふ通つうの人間はこの空を見てそんなことは言わないよ」

「あなたにとって、です」菲は笑う。「太陽は苦手──でしょう？」

　不具の吸きゆう血けつ鬼きは太陽を苦手としないが、彼女の言葉を正したところで何にもならない。

「……いつから気付いていたんだ？」

「さあ。たぶん最初に会った時からですかね。目が違いました」

「どう違った？」

「何もかも。似ていたんですよ。知り合いに」

「吸血鬼の？」

「違います。でもその人は──人じゃない人」

　そうか、とシウは言う。

「キミの目には、僕の目はどんな風に映っているんだ？」

　菲はシウの質問には応えない。その代わりに笑顔を返して、両手を一杯に広げて伸びをした。

「キミはどうやって吸血鬼になったんですか？」

　シウが吸血鬼になった理由──家系だ。

「だけど、今は何の力もない。ただの吸いたがりだ」

「じゃあ、キミはただ女の子の血を吸う変質者ですね」

「その通りだね。返す言葉もないよ」

「わたしの血を吸いたいですか？」

「さあね」

　シウはできるだけ平然とした態度をとっていたが、彼女の言葉に震ふるえあがるほど気分が高ぶっていた。昨日の夜に味わったあの恍こう惚こつが体中に蘇よみがえった。ミゾオチが痙けい攣れんをし始めた。

　菲フエイはシウの正面に立ち、「ふふ」と菲は笑った。意識を失いそうになるほど素敵な笑顔だ。

「吸わせてあげます。思いっきり。わたしの体に流れる血を、全部キミにあげます」

　ピクリ、とシウは反応する。血──シウの中に渇かつ望ぼうがわき上がってくる。悲しいほどに足が震えているのがわかる。

「その代わり、手伝ってもらいたいことがあります。手伝ってくれますか？」

　菲は剃刀かみそりを取り出して指先をわずかに裂さいた。血の滲にじむ指先をシウの唇くちびるに運ぶ。

　シウは恥も外聞もないほどに、菲の指を情けなくしゃぶった。

　ああ──シウは声を漏もらす。

　とてつもない恍惚と絶頂感が全身を襲おそう。立っているのがやっとだった。気を抜けば彼女に牙きばをむきそうだった。自分の中にあるブレーキが、快楽の中で壊れゆくのを感じた。吸きゆう血けつ鬼きである自分を呪のろった。菲を愛した自分を呪った。

　今にも飛びそうな意識を辛かろうじて保ちながら、シウは言う。

「……手伝ってもらいたいことって……言ってみなよ」

　菲の表情は一いつ瞬しゆんにして真しん剣けんなものに変わった。今まで見たこともないほどに鬼き気き迫る顔だ。カメラのフラッシュさえ弾はじき返すような、何者も寄せ付けない強い顔だった。恐きよう怖ふさえ感じさせる顔だった。

「──明日、ある人物を殺します。手伝ってください」




　　　　◆◆◆




　回るミラーボール。七色に輝かがやくライト。

　ケイは『メトロ』のブースに立ち、盛り上がるフロアを前にソウルのリズムをミックスする。百二十ＢＰＭ──全速力で走りきった人間の、心音の脈打ちと同じリズム。興奮と同じリズムで刻まれる魂ソウルの音楽をきれ目なく切り刻み、繫つなぎ合わせる。

　ロングミックスにもかかわらず、ケイが使う技と言えばカットイン・カットアウトのみ。フェードイン・フェードアウトは使わない。スクラッチからのカットインなど、もってのほかだ。

　鋭えい利りなナイフで鮮あざやかに皮をはぎ、別の体にそれと気付かせず貼はり付けるように、ソウルとソウルの断面を接合する。魂ソウルの切断、魂ソウルの繫ぎ合わせ──あるいはそれは死神の性さがなのだろう、そんなことをケイは思った。死神のカマを失っていた今、ブースでのプレイだけが、自分の業を辛うじて思い出させる。

　──金曜日の夜十時、カジノ『ジャックポット』──

　ケイはジンノの言葉を思い出す。明日の晩、『ジャックポット』に犯罪集団がやって来る。カマを持っている男、グェンの属する犯罪集団、『チーム・カモーイ』の連中が。

　フロアに響ひびくリズムがミゾオチに伝わる。魂たましいを切り刻む時の快感を思い出す。

　迷う必要はなかった。明日の夜十時、そこに行けば良い。そこに行けば、何かがある。

　明日は、満月だ。
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「じゃあわたしたちはもう行くから、ちゃんと留守番お願いね、マナちゃん」

　金曜日、トウアとのデートの日。学校が終わった後、デートの準備をするためにまっしぐらに屋や敷しきに戻ると、マジョリーナ一家は既すでにサバトに出発する準備を終えていた。迎えの車でいち早く学校から屋敷に戻ったベアトリの準備も万ばん端たんの様子だ。

　マジョリーナ夫人はマナに大量の鍵かぎを渡した。一家は今夜から屋敷を空け、帰ってくるのは明後あさつて日の夜。それまではひとりで留守番だ。

「わたしたちが帰ってくるまでにお掃そう除じよろしくね。一階の大広間とリビングと書しよ斎さいは特に念入りにお願いよ。カーテンの洗せん濯たくもしっかりやって。明日の朝には庭のお手入れ。もちろん黒猫ちゃんたちにもちゃんとお食事を食べさせてちょうだい。でも、くれぐれも──」

　マジョリーナ夫人はマナに睨にらみをきかせた。

「──くれぐれも、地下倉庫の奥の扉は開けちゃダメよ。良いわね？　マナちゃん」

　マナは夫人の威い圧あつ感かんに圧倒されて、何度も首を縦に振った。

「は、は、はい、マジョリーナ夫人」

　夫人は重ねて威圧してくる。

「──地下室の奥に入ったが最後、大変なことになるわよ。あそこには……」

「こら、あんまりマナを脅おどかすなよ」

　ベアトリの父、ジョルジオ・マジョリーナの言葉に、夫人はフウと肩の力を抜いた。

「……とにかく、よろしくね、マナちゃん」

　夫人が引くと、選手交代と言わんばかりにベアトリが一歩前に出て、尖とがった氷柱つららのような視線をマナに突き刺した。その青い瞳ひとみは、凍こおりつきそうなほどに冷ややかである。

「あんた、わたしたちがいない間に何かあったらただじゃおかないわよ？」

「こら、ベアトリ、やめないか。じゃあよろしくな、マナ」

　ジョルジオの言葉を合図にするように、マジョリーナ一家は屋敷の玄げん関かんをあとにした。

　数ヶ月に一度、マジョリーナ一家はサバトのために二泊三日の外出をする。

　サバト──金曜日の晩に行われる魔ま女じよたちの集会だ。そこでは魔ま術じゆつを使った盛大なパーティが催もよおされるという話だが、魔術が使えない使用人の身分のマナには無関係なイベントである。

　マジョリーナ家では、サバトのたびに屋敷中の大掃除をするのが恒こう例れいだ。屋敷の中にある部屋の数は二十以上。二つの別館も合わせると三十にも届く。そんな大きな屋敷だが、使用人はマナ一人。先月までは先せん輩ぱい使用人のマニエラがいたが、結婚を機に辞めてしまった。だからサバトの大掃除をきり盛りするのは今回が初めてだ。二人でも大おお騒さわぎだったのに、今回は一人。早速取りかからないと明後日の晩までに片づかないだろう。

　掃除、洗濯、猫の食事、庭の手入れ。やることは山積みだが、何よりも先にやること──

　トウアとの待ち合わせの時間まであと一時間。待ち合わせ場所は、中環公園セントラルパークから少し離れた電波塔とう。塔の近くにトウアに見せたいものがある。

　マナは屋や敷しきで一番大きな鏡の前に立って、湿しめりきった手で髪を整えながら強く唇くちびるを嚙かみしめた。六時まで幾いく分ぶん時間はあるが屋敷にいると落ち着かないので、一足先に電波塔とう前で待っているとしよう。

「よし」

　ケイから借りた袋ふくろに紛まぎれ込んでいた緑の球をお守り代わりにポケットの中に入れて、マナは部屋をあとにした。




　　　　◆◆◆




「いやあ、やっぱり部屋に女の子がいると空気がさわやかになるね。実にいい」

　チェンライ王国ケラジヤンの心臓部、中環区セントラル。その中心街であるリオにそそり立つエンパイアタワーの九十四階は、地上よりずっと太陽に近い場所に存在しているせいか、窓からさし込む日ざしが強かった。

　リ・リ・メイはジンノに呼び出されて、この部屋を訪れている。今の彼女はキャバクラ『マーメイド』で見せる姿とはうってかわって地味な服装だ。ブルージーンズに白いシャツ、薄うす化げ粧しようといういでたち。対するジンノはベロアのソファにたっぷりと腰をおろした姿勢で、向かいのソファに座るリ・リ・メイと向き合っていた。

「チェスタは尻しつ尾ぽを千切れんばかりに振っているし、ジェリコも予定通り九時にカジノに足を運んでくれそうだし、あとは死神のケイくんがカマを求めてカジノに来てくれれば完かん璧ぺきだね。しかしチェスタは傑けつ作さくだったよ。キミの甘い魅み力りよくにかかれば、どんな猛もう獣じゆうもイチコロだ」

「楽勝よ。男なんて所しよ詮せんだらしなく涎よだれをたらしてるチンチンだもの」

「またまたそう言うことを言うもんじゃないよ。きっとチンチンじゃない男もいるんだから」

「そんな男はいないわよ」

「でも、世の恋する乙女おとめはきっと自分の想い人がチンチンだとは思わないでしょ、ねえ？」

「あら、あなたも意外に脳内回路が乙女回路なのね、驚おどろきだわ」

「手厳しいね。一応僕のプロフィールでは純情青年ってことになってるんだけど。自覚がないって恐おそろしいね。それにしても、リアル人魚の源げん氏じ名なが『人魚ちゃん』ってどうなの？　人間が『人類ちゃん』って言ってるようなものでしょ。変だよねぇ。ひょっとして僕と同じで自覚なし？」

　放っておけば延々と無む駄だ話ばなしを続けるだろう。リ・リ・メイはジンノを鋭するどく睨にらみつけて、「黙だまりなさい」と言い放った。

「おっと、こわこわ。ともかくチンチンイカサマキラーには仕込み完了、準備万ばん端たん──と言いたいところなんだけど、実は一つお願いされてもらいたいことがあるんだよね」

　ジンノは笑いながらテーブルの上にスーツケースを勢いよく置いた。ケースの中に入っていたのは、黒いマントと紫むらさきの帽ぼう子しと水すい晶しよう玉だまだ。完全にベタな占うらない師しのコスチュームだった。嫌いやな予感がする。

「今夜は迷える子羊が街に大量発生する予定だから、昨今まれに見る占い日和びよりだよ」

「だから？」

「だ、か、ら。占い師のコスプレをしてもらいたいんだよね」

「嫌よ」リ・リ・メイは一いつ瞬しゆんの間も置かずにきり返す。「お断りよ。なんでわたしがそんなことしなきゃいけないのよ」

「おやまあ！」ジンノはわざとらしい仕草で驚いてみせた。「こいつはビックリだ！　僕の切なるお願いをぶっちぎりで拒否するとは。でも良いのかい？　これを返してもらわなくても。ねえリ・リ・メイ」

　長い髪の間から、ニヤリと笑うジンノの口元が覗のぞいている。彼の手には一枚の書類。

　リ・リ・メイは聞こえよがしに舌打ちをし、その長い赤茶髪をサラリと揺らした。

「……占いなんてできないんですけど」

「そのことなら心配ないさ。準備はパーフェクト。この近くに小さなお店も用意したし、その水晶玉に念じれば何やら色々見えてくるから、それをそっくりそのまま伝えてあげれば良いよ」

　リ・リ・メイは紫の台座に乗せられている水晶玉を手にする。台座の脇わきには小さなボタンがいくつかついていた。どこかで見たことがある玉だった。

「──これ、泥どろ棒ぼう市場に売ってるオモチャじゃない？」

　タッハッハとジンノは笑い、一枚の小さな地図を渡した。「ちゃんと子羊ちゃんたちを導いてあげてくれたまえ。どこに導いちゃうのかわからないけどね。ああ、チェスタとの約束は夜九時だったっけ？　その前とその後はずーっと今渡した地図のお店にスタンバイしててちょうだい──おやおや、そう頰ほおを膨ふくらませなさんな。男殺しのビューティースイーツが台無しだよ。ところで少し昔話をしようと思うんだ」

　随ずい分ぶん突とつ然ぜんな話だ。断っても話し始めるに決まっている。仕方なくリ・リ・メイは黙だまった。ジンノはとつとつと話を始める。

「──昔々、あるところに可愛かわいらしい女の子がいました。ある日、女の子は素敵な男性に出会い、二人はあっという間に結ばれました。まるで運命のように。でも、その幸せは長くは続きませんでした。なぜでしょう」

「なぜかしらね」リ・リ・メイは言った。「たぶん、男と女だったからじゃないかしら」

　キミらしいね、とジンノは手を叩たたいた。大たい抵ていの男と女が別れるのは自然の摂せつ理りだ。

「確かに男と女だったから、なんだけどさ。ともあれちょっとした理由があった。彼氏には人には言えない秘密があったのです。その秘密を彼女に知られた彼氏は涙ながらに彼女の元から去りました。そしてもう二度と姿を見せまいと誓ちかいましたとさ。ねえ、悲しい話じゃないかい？」

　そうね、とリ・リ・メイは言った。「でも、よくある話よ」

「経験者は語る、ってやつ？」

「さあどうでしょう」

「相変わらず謎なぞが多いね、キミは」

「女なんてそんなものよ」

「そうかい。まあいいや」ジンノは夕日に染まる街を背に言った。「さあ、ゲームの始まりだ」




　　　　◆◆◆




　白い帽ぼう子しにエナメルブルーのタンクトップ、毒々しいショッキングピンクのライダージャケット。ジェリコは全身を映し出す鏡の前に立ち、ライダージャケットの襟えりを正す。ビッと決めた後、自身の姿を眺ながめて悦えつに入っていた。

「おっし、完かん璧ぺきだな。完璧過ぎるぜ、俺おれ」

　決戦の当日、ジェリコは決まってエナメルブルーのタンクトップを新たにおろす。タイトなシルエットだ。今日のオペレーションの最終意識合わせのためにイアンの隠かくれ家がである『ミラード鏡張り』に到とう着ちやくするや否や、ジェリコはステップを踏みながらボディラインの最終チェックを始めた。全面鏡張りの部屋は、全身のチェックにすこぶる役立った。

　ジェリコはターンを決めて体の隅すみ々ずみまでをチェックし、タンクトップからはみ出している褐かつ色しよくの胸毛を執しつ拗ようにねじる。

「ジェリコ、随ずい分ぶんとご機き嫌げんだな」イアンが声をかけてきた。

「おうよ、やっぱこうテンションが大事だろ？　自分で自分をアゲてかねぇとな」

　ジェリコは鏡の前で帽子を押さえてポーズをキメる。

「そんなことよりイアンよぉ、約束は忘れんなよ」

「僕を信じなよ──忘れないさ、きっちり渡す」

　ジェリコは鏡越しに見えるイアンの姿に視線を送る。

　イアン・キッチナー。ジェリコがこの男と初めて会ったのは今から一ヶ月ほど前のことだ。リオのカジノでイカサマをして適当に稼かせいだ後、カジノを出たところで声をかけてきたのだった。「『ジャックポット』で荒あら稼かせぎをしないか、オーナーにひと泡あわ噴ふかせたいんだ」と。

　情報屋のグェンから仕入れた話では、イアンは多くのカジノを渡り歩いては潰つぶしているイカサマディーラーらしい。だとすれば腕は確かだろう。信しん頼らいできるかは疑問だが、カジノ潰しの常習犯とくれば、少なくともカジノ側の罠わなである可能性はかなり低い。それでもプレッシャーをかけておくに越した事はない。ジェリコは景気付けに一つ脅おどしを吹いておくことにした。

「おい、イアン。ボイコットしたらぶっ殺すぞ」

「二度と生き返らないくらいに頼たのむよ」

　イアンの苦笑いに、ジェリコは「そいつは威い勢せいのいい返事だな」と大笑いを返した。自分の気分がアガっていくのが手に取るようにわかった。悪くない。

「さァて今日はガッツリ稼かせぐぜ」

「……なあジェリコ」イアンの声は曇くもっていた。「うなるほどの金なんて不幸しかもたらさない。一体何を手に入れようって言うんだ？」

「だからてめえには関係ないだろ。金はあるだけ良いに決まってんだよ。俺おれルールだ。それにお前だってこのイカサマ勝負で金を手にしようってんだろ」

　確かにその通りだな、とシニカルな微笑ほほえみを見せ、イアンは遠い目で窓の外を眺ながめた。

「なんか見えんのか？」

　窓の外は夕日で紫むらさきに染まっている。そろそろ日にち没ぼつだ。日が沈しずめば月がきらめく。今夜が満月であることも、ジェリコの気分が良い理由の一つだった。

「今夜は満月か……この街でもちゃんと月は出るのか？」

「当たり前だろ。月くらいどこだって出る、ここだって例外じゃねえ」

　そうだな、と言うイアンは、何かを思い出したような顔をしていた。

「──東の国では月の模様がウサギに見えるんだ──そう言えば、こんな昔話を知ってるか。その東の国の昔話さ」

　そんな前置きをして、イアンは話を始めた。

　──あるところに行き倒れている老人がいた。その現場に居合わせたサルと狐きつねとウサギは、老人を助けようとした。サルは木の実を集めた。狐は魚を取りに行った。それを老人に与えた。でもウサギは食料を取って帰ることができなかった。自分の無力さを嘆なげいたウサギは、サルと狐に頼たのんで火を焚たいてもらい、その火の中に飛び込んだ。『ご老人、わたしを食べてください』。ウサギのその姿と行為を哀あわれんだ老人は、ウサギを月に昇らせた──

「──老人は神様だったんだな。だから月にはウサギが住んでいる。そんな話さ」

「それがどうした？」

　ジェリコはいかにも『興味なし』な調子で言い、鏡の前でポーズをキメた。

「別に」イアンは少しだけ鼻を鳴らして笑った。「──ただ、思い出しただけさ」

「へっ、今夜もしょっちゅう思い出すようなメモリアルな夜にしてやるよ、ほかの思い出が全部吹き飛んじまうくらいのな」

　期待しているよ、とイアンは呟つぶやいた。ジェリコは軽やかにステップを踏ふんだ。

　夕日が辺りを紫一色に仕立て上げている。あと数時間もすれば、満月が空に輝かがやくだろう。




　　　　◆◆◆




　電波塔とうまでの道で、マナはがっくりと肩を落としていた。ついさっきまで浮かれていた気分はすっかり沈み切っている。

　意気消しよう沈ちんの理由は洋服店のショーケースだ。裏路地を抜けた大通りで出くわしたデパートのマネキンが着ているきらびやかなドレスと、そのガラスに映る見み窄すぼらしい自分の姿を見て、しゃがみ込んで膝ひざを抱かかえたくなるような気分になったのだった。

　薄手の生地を人型に切って縫い合わせただけのような黒の魔ま女じよ服ふく。学校で見せる姿と何一つ変わらない、くたびれた衣装だ。デートに行くための恰かつ好こうとはお世辞にも言えない。

　急に恥ずかしくなり、トウアに会う自信がなくなった。トウアもひょっとしたら自分のことを見窄らしいと思っていると思うと、怖こわくて待ち合わせの場所に向かうことができなかった。

　マナは自分でも呆あきれるくらいに頻ひん繁ぱんにため息をつきながら、それでも電波塔とうへと向かった。だが、ふと気付いてみると、どうやらもうとっくに待ち合わせ場所を通り過ぎてしまっているようだった。雰ふん囲い気きからすると、ここは中環区セントラル。驚くほど遠くまで進んでしまっている。

　そんな時、声をかけられた。

「ちょっとお嬢じようちゃん、あなた悩んでるわね。だいぶ参ってるみたいだけど」

　振り返ると、一人の女性がいた。艶つややかな赤茶髪を長く伸ばした、スタイルの良い女性だ。きれ長の目と吸い込まれるような紅い唇くちびるが印象的だった。左目の下の泣きぼくろが目元に華はなを添そえている。目を見張るほどに美人だが、一目で変な女性だとわかった。紫むらさき色いろの帽ぼう子しと黒のマント、手には水すい晶しよう玉だま。いかがわしいにもほどがある姿だったが、そんな彼女の異様ささえ気にならないくらい、マナは気が沈しずんでいた。彼女の姿には一切の突っ込みを入れず、返事をした。

「……わかりますか」

「『くぱぁ[image: 黒ハート]』って開いたみたいにまるっと丸見えよ？　ちょっと話を聞かせなさいな」




　──占うらないの館やかた『アルブマサル』──

　紫帽子の女占い師に連れられてやって来たのは、リオの片かた隅すみにある占いの館だった。薄暗い室内の光源はテーブルに置かれた一本のロウソクのみ。壁かべにはドクロが並べてあり、重厚な額縁に収まっている絵画は悪あく魔まや死神をモチーフとしている。座っている椅い子すは腰の位置を動かすたびにきしきしと鳴った。

　占い師はテーブルに置いた水晶玉に手をかざし、真っ直ぐにそれを見み詰つめている。

「あなたは今、悩んでる。だいぶ曇くもった悩みね。どうかしら」

「たぶん、そうだと思います」マナは言う。「悩んでいると言うか、なんていうか……」

　マナは辺りの異様な雰囲気に気け圧おされて、完全に占い師のペースにハマっていた。『あなたは悩んでいる』と言われて『悩んでいない』と言い返す人間の方が少ない。

「そうね。あなたは悩んでいる。いろんなことが上う手まくいかない。心当たりは？」

「あります。昨日も、今日も、それよりもずっと前から、上手くいかないんです……」

「わかるわ。わかるわよ、モヤモヤとしたその気持ち。そして見えるわ。お嬢ちゃんの身に起きた、同時多発テロ的な悩みの数々が。そのうちの一つは──恋の悩みね」

　マナは力なく首しゆ肯こうする。落とした首を持ち上げる気力さえ湧わかなかった。

「ああなんて可哀かわい想そうなお嬢じようちゃん。さあ、わたしに聞かせてみて」

「……今日、これから男の子と待ち合わせをしているんです。でも……その……なんていうか、自信がなくて」

「あらあらそれは悲しいわね。なら、わたしが教えてあげるわ。そのダーリンのハートをズッキュンする方法を」

　マナは首を上げ、目を見開く。曇くもる気持ちに光が差したような気がした。

「ほ、本当ですか……」

「本当よ。でも、その前にテストをします。わたしの出す試練を乗り越えられるか否か。乗り越えられたらタダで占うらなってあげる」

「な、何ですか……試練って」

「そうね、まずあなたに教えておくことがあるわ。男はね、チンチンなのよ」

「ち、ち、チン……」

　マナは口をつぐんだ。耳が熱い。

「そう。男なんてしょせんチンチン。体とか頭とかチンチン以外の部分は、チンチンを動かすためにとりあえず申し訳程度に引っついてるのよ。ずばりチンチンが敵の本体。だからチンチンを制するものは男を制す。コネってじらして転がして、キュンキュンさせればこっちのもんよ。さあ言ってご覧なさい。リピートアフターミー、『男はチンチン』」

「ま、まさか」マナは言う。「それを言うのが試練……なんですか」

「そうよ、その通り。まずは現実を見み詰つめるところから始めるの。さあ、カモン」

「お、男は……チ、チン……」

「ほら、大きな声で！　『男はチンチン』！」

「男は……男は……」

「『チンチン』！　さあ！」

「男はッ……言えません！」

「ほう」占い師は眉まゆをあげた。「何な故ぜ？」

「……トウアくんはッ……トウアくんはチンチンじゃありません……」

「チンチンよ」占い師は早口で言いきった。「トウアくんとやらも、しょせんはチンチンプラスおまけ肉、これ決定事項。絶対事項。宿命事項。異論反論は認めないわ」

　占い師はものすごい形相で睨にらんでくる。マナは一いつ瞬しゆん怯ひるんだが、恐きよう怖ふを押し返した。

「……ト、トウアくんを悪く言わないでください……！　彼はわたしのことを気にかけてくれたんです。優しくしてくれたんです。命がけで助けてくれたんです。もちろん、チンチンな部分もあるかもしれないけど……でもチンチンじゃありません！」

　せっかくただで占うらなってくれると言うのに、逆らってしまった。しかし、トウアを侮ぶ辱じよくするような発言をする気にはなれなかった。従うくらいなら、占ってもらえない方がマシだ。

　占い師は──にっこりと笑った。

「よし、合格よ」

「え、ご、合格……？」

「そ、合格。あなたは彼の良いところを見ようとしてる。やっぱ乙女おとめの恋はピュアピュアじゃないと応おう援えんする気になれないのよねぇ。なんていうか、打算的だったりやり込めてやる感満まん載さいだったり、恋にもいろいろあるのよ。でもあなたはピュアなハートでわたしに打ち勝った。だから合格。というわけで、占いを始めます」

「え？　あ、あ、あ……ありがとうございます、お願いします……」

　占ってもらえるらしい。かなり張りつめた気分だったが、とたんに拍ひよう子しが抜けた。

　よろしい、と紫むらさき帽ぼう子しの占い師は頷うなずき、水すい晶しよう玉だまに手をかざした。

「ハンニャホーレ、ハンニャホーレ──」

　それは何──マナは固まった。

　──変な……魔ま法ほう？　でも効かなそう……じゃなくて変な効き方しちゃいそう……ひょっとしてすごい魔法使いさんなのかも。でも、なぜだかあまり関わっちゃいけない気がする──

　マナは思わず顔を逸そらした。

「──見えたわ──」

「……なにが見え……ちゃったんですか……」

「──満月の夜、『悪あく魔まの扉とびら』の先にあるもの──それで殿との方がたのハートはイチコロよ」

「悪魔の扉？」

「あ、詳くわしい事は聞かないで。わたしはそれを見ただけだから。『どこにあるの？』とか『何それ？』とか、そういうのなしね」

「──わかりました。ありがとうございます」

　聞きたいことは山ほどあったが、無む駄だだろう。マナは深々とお辞じ儀ぎをして席を立った。

「ちょっと待ちなさいな。カボチャの馬車は用意できないけど──」

　占い師は洋服ダンスから一枚のドレスを引っ張りだした。見事に背中の開いた、淡あわいピンクのドレスだった。

「──おめかししましょう」




「すごい……」
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　魔ま女じよ服ふくをドレスに着替えた後、椅い子すに座らされて化け粧しようをしてもらった。鏡の前に立ってみると、そこには見違えるような自分の姿があった。自分でも目を見張るきらびやかさだ。

「まあ可愛かわいい！　キラキラお目々にプリプリお肌はだ。奇き麗れいな髪に素敵なドレス。どこをとってもバッチリ完かん璧ぺき。これで敵はズッキュンメロメロ音をたてること間違いなし。キマったも当然よ」

　さっきまでの沈しずんだ気分はどこかに吹き飛び、自然と笑顔がこぼれた。『パァァ[image: 黒ハート]』と周りに花が咲いてきそうな笑顔だ。鏡の前で思わずくるくると回り、その姿に見とれた。自信のなさが一いつ瞬しゆんにして消え去り、勇気が湧わいてきた。今すぐトウアの元に駆かけつけたい気分だ。

「それにしてもこれだけ見事に化けるとは、呆あきれるくらいに女は魔ま物ものね。これだけピカピカならデートのお相手が王様でも見み劣おとりしないわよ。がんばって殿との方がたのハートをガッツリ根こそぎもって帰りなさいな」

「あッ、ありがとうございます！」

「フフフ、気に入ったみたいね」

　マナは再び鏡の前でくるくると体を回す。少し背中が開き過ぎていて気恥ずかしいが、それも含めて素敵だと思った。

「しめて五千ユノになります」

「お金取るんですかッ！」

　ここにきてまさかの有料。はしゃいでいたマナは一瞬にして固まった。そんな金はなかった。

「何？　お金がない？　これは驚きよう愕がくね。いい？　お嬢じようちゃん、労働には対価が必要なのよ。これは絶対事項。それにデートに行くならちょっとくらいは持ってるでしょうに」

　一ユノも持っていない。そもそもマナは召めし使つかいの身分。蓄たくわえなどほとんどなかった。デートをすると言っても金がないので、会って話をするくらいしかできないし、それ以外考えていなかった。マナは恐おそる恐おそる口を開く。

「……だって、その、タダって……」

「占うらないはタダよ。でもドレスと化け粧しようまでタダとは言ってないわ。やれやれ、こいつはポリスに通報ね」

　占い師は携帯電話を取り出し手早くボタンを押す。詐さ欺ぎ常習犯のような手際の良さだ。

「ま、待ってください！」マナはあわてて魔ま女じよ服ふくのポケットから緑色の球を取り出した。「これで……これでどうですかッ……」

　お守り代わりに持ってきていた緑の球──洋服を入れるためにケイから借りた袋ふくろに紛まぎれ込んでいたものだ。ひょっとしたらケイの持ち物かもしれないその球を、思わず差し出してしまった。自分が今さし出せるものはこれしかない。トウアとのデートを中止にしたくはない。

　だが、この緑の球がドレスアップと引き換えになるかは別問題だ。自分にとっては奇き麗れいな球でも、この占い師にとっては子供騙だましの品だろう。差し出した後で自分の行為の愚おろかしさに耳が熱くなった。

　手の上に球を乗せて差し出したまま、まんじりと動かないマナ。占い師はそれを手に取った。

「あら、これって──」占い師は言う。「『神の目』じゃないの。あなた、こんなものどこで手に入れたの？」

　マナは占い師の意外な反応に驚おどろきと戸と惑まどいを隠かくせず、口を小さく開けて啞あ然ぜんとした。言葉が上う手まく出ない。有名な石なのだろうか。

　占い師は考え込むように唸うなって、独り言のように呟つぶやいた。

「どうして人間のあなたが──」

「えっ、人間？　実はわたし──」

「ん？　なに？」

「あっ、いえ、なんでもないです」

　占い師はマナの返答には注意を払わず、球を手にして席を立ち、壁かべ際ぎわの棚たなに並べた。

「まあいいわ。あの球がお代ってことで良いわね？」

「は、はい……」

　占い師の強い口調にマナは頷うなずいた。もし緑石がケイの持ち物で、その上、石が貴重なものだとしたら──そう考えると罪悪感が襲おそってきたが、どうにも引っ込みがつかない。

　よろしい、と占い師は椅い子すに座った。マナにも椅子に座るように促す。マナは警けい戒かいの色をあらわにしながら椅子に座った。

「せっかくだから、一つ恋のアドバイスをしてあげるわ──ああ、大だい丈じよう夫ぶ。ここから先はタダ、サービスよ。ハンニャホーレ、ハンニャホーレ──」

　タダと言われても警戒を解くわけにはいかない。注意深く気を張りつめさせるマナ。

　水すい晶しよう玉だまの周りの空気を捏こねるようにしている占うらない師しが目を開けて、マナを見み詰つめた。

「見えたわ。あなたに足りないのは……えーと、なになに──あなたに足りないのは『逆転の発想』……わかるかしら？」

「逆転の発想……ですか」

　まったくわからない。何をどう逆転すれば良いのだろうか。

「そんなものわたしも知らないわよ。わたしはただこの水晶に見えたものを伝えてるだけだからね。とにかく『逆転の発想』。それを肝きもに銘めいじて、戦いに挑いどみなさい。きっと良いことがあるに違いないわ」占い師はウインクをした。「恋はガチバトルよ」

　約束の時間が迫っている。

　マナは占いの館を出て、トウアの待つ電波塔とうへと小走りで向かった。




　　　　◆◆◆




　トウアが電波塔の前でマナを待っていると、一人の少女がトウアに向かって小走りにやってきた。淡あわいピンク色のドレスを着た少女だ。少女がトウアに声をかける。

「トウアくん！」

　よく見るとマナだった。「やあマナ、今日はいつもと違う服を着ているね。顔にも色を塗っている。誰だれだかわからなかったよ」

「ど、どう？」

　マナはドレスの裾すそを揺ゆらすようにくるりとその場で一回りしてみせた。背中が大きく開いたドレスだ。

「そうだね」トウアは言う。「すごくふつう」

「そんな……」

　マナの様子を見る限りでは、少し落ち込んでいるようだが、トウアはそれ以上何も言わなかった。噓うそをつくのは良くないことだと思ったし、何を言えば良いのかもわからなかった。

　トウアはマナに「行こうか」と一声かけて、公園の敷しき地ち内へと向かった。

　電波塔下の広場にあるベンチに座ると、マナがマジマジと見詰めてきた。

「トウアくん、腕、どうしたの？　怪我してるよ。ほっぺたにも擦すり傷きずができてる」

「放課後、みんなに蹴けられたんだよ。その時の傷かな」

「痛くないの？」

　トウアは首を横に振った。「痛くはないよ」

　マナはハンカチを取り出してトウアの傷を拭ふき、血が滲にじんでいる腕にまいた。血など一向に気にならなかったのでハンカチをまく必要はなかったのだが、トウアはマナの好きにさせることにした。

　ハンカチをまき終えたマナは、しばらくの沈ちん黙もくの後、意を決したかのように立ちあがった。

「トウアくん、行きたいところがあるんだけど、一いつ緒しよに来て」




　マナが向かったのは塔とうから歩いて五分、ステラ大通りと国営鉄道の線路が交差する踏ふみ切きりだった。線路はラバット駅を南なん端たんとして、このチェンライ王国ケラジヤンを南北に貫つらぬくように走っている。ここから北に三十キロ進めば、国境を越えた向こう側の街、ブラーマに辿たどり着く。

　一体ここがどうしたというのか──トウアは考えてみるが、何も思いつかなかった。

　マナは線路の脇わきに立ち、トウアの方を向き直った。

「トウアくん、三年前この先のブラーマで事故があったのを憶おぼえてる？」

「憶えてはいないよ。でも、知ってはいる」

　タントラ博士からは、自分もその列車に乗っていたと聞かされていた。もちろん憶えてはいない。事故があったことも、自分が家族と一緒にその列車に乗っていたことも。

　トウアの両親は事故のせいで命を落とし、トウア自身も全身がずたずたになる大けがをしたらしい。まさに虫の息といった様子で、それを治したのはトウアの祖父、タントラ博士だった。真意のほどはともかく、タントラ博士からはそう聞かされている。

「僕はあの列車の事故で多くのものを失ったらしいよ。そう博士が言ってた」

　両親、記き憶おく、感情。失ったものは多い──だが、元からそんなものはなかったのかもしれない。あるいは、親など最初からいないのかもしれない。だとしても何が変わるわけでもない。トウアはそう思っている。

「わたしもあの列車に乗ってたの。事故の時に列車から落ちそうになって、でもトウアくんが助けてくれたんだよ」

「そうなんだ」

「トウアくん……憶えていない？」

　トウアは首を横に振った。

「そう……やっぱり憶えてないんだ……」

　マナはそれきり黙だまり込んだ。さっきよりもさらに落ち込んでいる様子だった。マナに合わせてトウアも黙っていることにした。




　中環公園セントラルパーク敷地隅にある水族館への入館は有料だが、水族館脇のジュゴン用プールは無料で見ることができる。二人はそこへ向かう事にした。

　二人が水族館につく頃ころには、既すでに閉館していた。門は閉じられ、プールに行くことはできない。時計を見るともう夜の八時過ぎ、閉館時間を少し回ったところだった。

「そ、そんな、そんなぁッ……」

　マナはがっくりと肩を落とし、その場でしゃがみこんで涙をこぼし始めた。小さく丸まり、すすり泣いている。

　トウアは立ったままマナに声をかけた。

「泣いているね。一体何が悲しいのかな」

「だって、だって……」

　泣き止む様子がないマナに、トウアは言った。

「また来れば良いんじゃないかな」

「一いつ緒しよに来てくれる……？」

「別に良いよ」

「あ、あの……その時、お弁当も作ってきていい……？」

　トウアは頷うなずいた。「じゃあ、僕はそろそろ行くよ、仕事の時間だからね」

　それだけ言うと、トウアは歩きだした。

　二人は静まり返った水族館をあとにする。マナは泣いていたが、果たして楽しんだのだろうか──そんな事を考えながら、トウアの初めてのデートは終わりを迎えた。




　　　　◆◆◆




「さあ、人魚ちゃん。楽しいデートの始まりだ」

　時刻は夜九時。リ・リ・メイが待ち合わせ場所である『マーメイド』エントランスに行くと、チェスタは既すでにそこにいた。紫むらさきのポロシャツに白いチノパン、それから洒落しやれたブルーのサングラス。外見だけはナイスミドルの紳士と言っても良いかもしれない。

　リ・リ・メイは昨日ジンノからもらい受けたドレスと帽ぼう子しを身につけている。悪くない淑しゆく女じよぶりだ。お気に入りの服が、リ・リ・メイの気分をいくらか軽やかにしていた。

　チェスタのエスコートを受けて、黄色のロードスターに乗り込んだ。向かう先はカジノ『ジャックポット』。チェスタの経営するカジノだ。

　雪花シユエホア通りに出ると、チェスタは車の速度をあげた。

「人魚ちゃん。そのジェリコという男は、白い帽子にエナメルブルーのタンクトップとピンクのライダージャケットを着ていて、モミアゲと髭ひげが合体していて、胸毛をよくいじる、でいいんだったかね？」

「その通りよ、チェスタさん」

「カジノを荒あらして回るイカサマ師──敵に不足なしか。まあ、この俺おれの手にかかればどんなイカサマ師でも一発だけどな！」

　チェスタ・Ｆ・タマ。カジノ『ジャックポット』のオーナーであり、その二つ名はイカサマキラー。手口は単純。最初はイカサマ師が勝つようにディーラーにイカサマをさせ、しばらくしてからチェスタが『挽ばん回かいのチャンスをくれ。賭かけ金きんをつりあげよう』と泣きついて、そこからチェスタが一気に巻き返す。気付けばイカサマ師は大負け。

　今夜のチェスタの追加シナリオは、その後リ・リ・メイを連れて夜のドライブにでも行く──といったところだろう。




　通りを真っ直ぐに進めば『ジャックポット』に辿たどり着くが、チェスタの車は西に向かった。チェンライ川にかかる橋を越えて対岸に渡り、しばらく走った後にまた別の橋でチェンライ王国ケラジヤンの中心街へと向かう。遠回りの理由は単純。ドライブデートの定番コースをなぞるためだ。フロントグラスの向こうにはきらびやかな摩ま天てん楼ろうが見える。

　チェスタはリ・リ・メイに生なま温ぬるい視線を送った。

「なあ、人魚ちゃん。一つ賭かけをしよう。俺おれが勝ったら、このあと俺の家に来る」

「負けたら？」

「ハッハ！　俺は負けないさ。だけどそうだな……俺が負けたら、このあとキミの家に行く」

　素敵ね、とリ・リ・メイはチェスタの肩を叩いた。

「ところで、今日は何をしていたんだ？　人魚ちゃん。どうせなら同どう伴はんで出勤しても良かったんだけどな。そっちの方がキミの売り上げにも繫つながるだろう？」

「今日はちょっと用事があったのよ」

「ほう、まさかこの俺を差し置いてどこぞの馬の骨とデートでもしていたのかな？」

「違うわよ」フフ、とリ・リ・メイは笑って水すい晶しよう玉だまをチェスタに差し出した。「恋のキューピッドをしていた、ってところかしら」

「アッハッハ！　こんな美人のキューピッドなら、キューピッドに恋に落ちないように気をつけないとな！」

　リ・リ・メイは「今夜は大層なパーティになりそうだ」と人知れずため息をついた。

　車はカジノの前に到とう着ちやくする。カジノの背後には満月が高らかに昇っていた。空に浮かぶ月には、ウサギの模様をした影が見える。

「さて、猟りよう場ばに到着だ」




　　　　◆◆◆




「さーて、獲え物ものちゃんを狩かっちゃうよ」

　ゲーム開始は予定通り午後九時。場所はカジノ『ジャックポット』。ジェリコは目立ち過ぎるほどピンクに染まったライダージャケットを身にまとい、カジノの前に立つ。

　ジャケットの下にはエナメルブルーのタンクトップ。さらにその下には、襟えり元もとからはみ出すほどの胸毛。黒のレザーパンツと白の帽ぼう子しもキマっていて、見るからに堅かた気ぎではない雰ふん囲い気きを演出している。回り出しそうなバックルのベルトは、ヒーローものの変身ベルトを思わせた。ジェリコの勝負服は、色々な意味で勝負服だ。

　イアンはもう既すでにカジノのフロアでルーレットをまわしていることだろう。ジェリコは気合いを入れるように顔をはたき、単身カジノの扉とびらを開けた。ＩＤを提示してボディチェックを受け、現金をチップに替えてフロアに入る。

　フロアは大勢の客で賑にぎわっていた。場内は薄く流れるクラシックのＢＧＭが聞こえなくなるほどの活気で溢あふれていて、どのテーブルもプレイヤーとギャラリーがアツい熱気を放っている。王宮の大広間のような赤い絨じゆう毯たんと大理石の壁かべも形なしというほどの騒そう々ぞうしさだ。ジェリコはほくそ笑み、コンドルのような胸毛をいじりながらフロアを見渡す。幸か不幸か、チェスタの姿は見あたらない。

　ジェリコはイアンがルーレットのシューターを務めるテーブルへと向かった。部屋の奥にある重要顧客ハイローラー用のテーブルにイアンの姿が見える。一般用のテーブルよりも上品な雰ふん囲い気きだ。賭かける金が大きいせいか、場の庶しよ民みん度がぐっと低い。

　イアンがルーレットをまわそうとする直前、ジェリコはチップを場に投げ込んだ。景気付けの一発だ。適当に投げたチップは四におさまった。数字決めうちで賭けるストレートアップ。いわゆる一目賭けだ。当たれば三十六倍の配当。さて、イアンのお手並み拝見としよう。

　ルーレットの球はガラガラと音を立ててまわる。やがて球は溝みぞを跳はねまわるようにして移動し、ポケットにおさまった。

「黒ノワール、四」

　イアンは勝者ジェリコに視線を送った。驚おどろくほどのポーカーフェイスだ。

「ビンゴォー！　もっと賭けておくんだったな！」

　ジェリコは大おお袈げ裟さに手を叩たたく。ジャラジャラとチップが手元に転がり込んでくる。よろしい。確かにイアンの腕は完かん璧ぺきのようだ。なかなかにキザな挨あい拶さつだった。

　それからしばらくイアンのテーブルでベットをしていたが、要所要所で勝ちを運んでくる。そのたびにジェリコは派手に叫びあげた。

　手元のチップが順調に増えていく。




　テーブルについて十五分。調子良く勝ちを積み重ねていたジェリコの目の前にひとりの男が座った。恰がつ幅ぷくのいい、葉巻が似合うオールバックのロマンスグレー中年男。薄いブルーのサングラスに紫むらさきのポロシャツは、ラフな恰好ながらも上品さを醸かもしている。ある種独特なオーラを発しているその男の出現に、辺りがにわかにざわめく。

　席に着いたのは、本来ここにいるはずのない男。『ジャックポット』のオーナー、チェスタ・Ｆ・タマだ。二つ名は『イカサマキラー』。写真で見た通りの顔の、まさかの登場だ。

　絶対に関わるな──ジェリコの脳裏にイアンの言葉が浮かぶ。ジェリコは人知れず息をのむ。

　さてどうする？　目立つ前に一時撤てつ退たいか──

　だが、チェスタはジェリコに視線を向けていた。どうやら手遅れ──こちらに目をつけているらしい。

「へっ、こいつは面白くなってきやがったぜ」

　ジェリコは相手に聞こえないように呟つぶやいて、一人苦笑いをする。イカサマキラーのカジノ王。相手にとって不足はない。イアンには悪いが、嚙かみついてくるなら、波に乗ってこのまま押しきってやるとしよう。

　チェスタが口の端はしを上げ、ゆったりとした口調で声をかけて来る。

「随ずい分ぶん派手な声を出しているな。ギャンブルってのはもっと冷静に熱くなるものだぞ」

　早速吹っかけてきた。ジェリコはチェスタを睨にらみつけ、人さし指と中指を向ける。

「あんたも楽しめよ。莫ば迦かになるべき時に莫迦になれないやつなんて、それこそ莫迦だぜ？」

「ハッハッハ！　そいつは愉ゆ快かいな話だな。なら、その莫迦を見物するとしよう！　連れの女性が化け粧しよう室しつに行っていて、ちょうど暇ひまを持て余していたところだからな」

　ゲームが再開する。しばらくはジェリコの賭かけを淡たん々たんと見ていただけのチェスタだったが、徐々にチップを場に出すようになった。チェスタはまるで勝ち負けになど興味がないといわんばかりに、場にチップを放り投げるようにして賭ける。ジェリコは再びチェスタに指を向けた。

「おいおい、あんたの神様は『ギャンブルは運を天に任せるべし』とでも教えてるのか？」

「その逆だよ。『ギャンブルに運は関係ない。ただ実力だけが存在する』」

「まったくだ」

　ジェリコは帽ぼう子しに手をかけた。

「……ところで、お前はこの辺りのカジノを食い散らかしているらしいな」

「そいつは褒ほめ言葉か？」

　まさか、とチェスタは笑う。

「おまけに女にも節操がない。なあ、ジェリコ・ギャロップ」

「へえ、俺おれも有名になったもんだ」

「場を食い散らかすのはともかく、女を食い散らかすのは感心しない」

「だとしたら？」

「ひとつ、さしで勝負をしようじゃないか。まさか逃げ出すわけはないだろう？」

　場の空気が固まり、次の瞬しゆん間かんにざわめきが辺りを包んだ。カジノ王チェスタに目をつけられた哀あわれなイカサマギャンブラー──ギャラリーは、さながら腹をすかせた虎とらの檻おりにむき身で放り込まれた凶きよう悪あく犯罪者を見るような視線をジェリコに送っている。

　ジェリコはチェスタの言葉を鼻で笑い飛ばし、白帽子を脱ぎ捨てた。

「もちろん受けて立つさ。あいにく売られた喧けん嘩かはことごとく買うたちでね」

　ギャラリーのざわめきの中、ジェリコはシューターのイアンを一いち瞥べつする。さすがと言うべきか、その表情はいたってポーカーフェイス。顔色一つ変えずに背筋を伸ばして前を見ていた。だが、あれだけ『チェスタと対たい峙じするな』と釘くぎを刺していたのだから、その心中は穏おだやかではないだろう。

　よろしい、とチェスタは頷うなずき、賭かけ金きんの上限額の十倍に相当するチップをディーラーのイアンに渡した。このテーブルの上限額は十万ユノ。ちょっとした額だ。

「ディーラーくん、そういうことだ。よろしく頼たのむよ。テーブルの諸君。申し訳ないが、今からここはこの男と俺おれの独どく壇だん場じようになる。ほかのテーブルでゲームを楽しんでいただこう」

　テーブルについていたプレイヤーが散る。『テーブル借り』──『ジャックポット』ではテーブルの上限額の十倍のチップを差し出すと、そのテーブルを三十分貸しきりにすることができる。チェスタがイカサマ殺しをするためのローカルルールだ。プレイヤーたちは席を立ったが、テーブルの周りに陣じん取どっていた。初めてお目にかかる『テーブル借り』のゲームと、狩かられたカモがどんな末路を辿たどるのかに興きよう味み津しん々しん、といった様子だ。

「おいおい、俺に恥をかかせるつもりかよ。半額出させろ」

「勝負を挑いどんだのは俺だ。構わない」

　まあいいさ、とジェリコは顎あごをしゃくった。

「ゲームは今から三十分間。賭け金はそのつど決定する。それでいいな」

「何も問題ないさ」ジェリコは言う。「どのみち勝つのは俺だからな」

　結構、とチェスタは不敵に笑い、葉巻に火を点つけておもむろに口を開いた。

「ゲームを始める前に一つ担保を預かっておきたいんだが、構わないか？　ミスタージェリコ・ギャロップ」

「担保だぁ？」

　チェスタは頷く。「つまり、キミが万が一大負けをして──その可能性は高いのだが──金が払えなかったと見るや、この場を逃げ出すとしよう。そうなると俺は非常に困る。一ユノの得にもならない。となれば、キミが万が一逃げ出しても良いように、手持ちのキャッシュをこちらで一時的に預かりたい。もちろん、キミがオーケーと言えばだが。まあ、博打ばくち打ちらしく真っ向勝負をしようというなら、断る理由もないだろう」

　チェスタは手を広げて笑む。値ね踏ぶみするような口調だった。ジェリコは指につけた宝石をすべて外した。ダイヤ、ルビー、スターサファイア、アレキサンドライトキャッツアイ、ピジョン・ブラッド……その他多くの貴石たち。

　チェスタはジェリコが石をテーブルに置いていくさまを見て「さすがは本物の博打打ちだ」と茶化すように拍はく手しゆをした。カジノのスタッフがやってきて、ジェリコの外した宝石を『Ｃａｓｉｎｏカジノ　Ｊａｃｋｐｏｔジヤツクポツト』と刻印の入ったアルミ製のアタッシュケースに丁てい寧ねいにしまう。

　チェスタはジェリコの外した指輪を一つずつ手に取り、じっくりと眺ながめた。

「キミの宝石たちはどれも素晴らしいが──」チェスタはハート型の石がついた指輪をジェリコに向ける。「この石座だけはどう見ても子供のオモチャだな。チャーミングであり、ラブリー。そして底知れぬほどにチープ。泥どろ棒ぼう市場に売っているようなまがい物だ。ガラクタを身にまとうなど、品位が問われるぞ？　あるいはその程度の男だということか！」

「ヘッ、チープな石座だから宝石までチープだってか？　こいつはとんだ宝石評論家だな。エセ野郎は黙だまってろ。それから俺おれのお宝を汚ねえ手で触さわるな。ぶっ殺すぞ」

「こいつは失礼」チェスタは真しん紅くの宝石をアタッシュケースに入れ、手を叩たたいた。

「さて、ゲームを始めよう」




　　　　＊




　ゲーム開始から二十分。序じよ盤ばんはジェリコの勝ちで安定した。たまにチェスタが大きく当てて巻き返しはするものの、トータルではジェリコが勝っている。相手がチェスタである事を除けば、すべてはジェリコとイアンのシナリオ通り。

　ジェリコは金色の腕時計を見て、チェスタの顔を覗のぞく。イアンの話によれば、そろそろチェスタが仕掛けて来ても良い時間帯だ。イアンはチェスタとの対たい峙じを避さけたがっていたが、この局面で『イカサマキラー』を打うち砕くだかないとあっては、博打ばくち打ちとしての名折れだ。ジェリコは一人頷うなずき、チェスタを揺さぶった。

「もう時間がないな。もっとガッツリ勝ちたいもんだ」

「そうだな。こちらとしても一いつ矢しを報いたい。負けっ放しでは面白くないからな」

「だとすると──どうする？」

「賭かけ金きんの上限額をつりあげよう。今の十倍。ゲームが面白くなるだろう。どうだジェリコ・ギャロップ。まさか十万二十万の小銭で満足するような小さい男じゃ……ないだろう？」

　チェスタはけしかけるように言う。ジェリコがイアンから聞いていた通りの展開だ。そのあまりの王道パターンぶりに、ジェリコは笑いだしそうになった。同時に、ギャンブラーとしての性さががここにきて抑おさえられなくなった。

「オーケー。賭け金をつりあげよう。ただし──」

　ジェリコはたっぷりと間をおいてじっくりとチェスタの瞳ひとみを覗き込み、そして言う。

「ただし、十倍なんてセコい額じゃあ、このジェリコ様は納得しない」

「ほう、そいつは随ずい分ぶんな話だな」

「五十倍。まさか百万二百万の小銭で満足するような小さい男じゃ……ないだろう？」

　ジェリコはそう言ってニヤリと笑い、チェスタの顔色をうかがう。チェスタは余よ裕ゆうある態度で大笑いを返してきた。

「アッハッハ！　こいつはいい！　どうやらキミを見くびっていたようだな。失礼を詫わびよう。よろしい。上限額五十倍、つまり五百万ユノだ。それでいいか？　ディーラーくん」

　承知いたしました、とイアンは言った。相変わらずのポーカーフェイスだ。

　それにしても、とジェリコは思う。このチェスタという男、五十倍を吹っかけてもびくともしなかった。それどころか笑い飛ばして乗ってきた。薄気味悪い男だ。天性のハッタリ師か、それとも勝つ自信があるだけか。いずれにしてもこの男、なかなか食えないやつのようだ。どのみち勝つのは俺おれだけどな──ジェリコはほくそ笑えんだ。

「さて、ベットは下が五十万。上が五百万、だな」

　チェスタがチップを場に差し出す。十三に五百万。最高額でのベットだ。テーブルのギャラリーがざわめく。当然だろう。これだけの額が一回で動くゲームなど、ＶＩＰ御用達のディーラーでさえ頻ひん繁ぱんには出くわさない。その上、賭かけた目は数字決めうちのストレートアップ。大した度胸だ。

「いいねえ。良過ぎるよおっさん。あまりに良過ぎて、俺も手が滑すべって五百万ベットしちまうよ」ジェリコは七にチップをかけた。

「ラッキー七と不ふ吉きつな十三か。ハッ、悪くない組み合わせだな」

　二人とも外れたら、場の賭け金はプレイヤーに返却される。零ゼロが出れば賭け金は次のゲームに持ち越し。ジェリコの心臓の音は太たい鼓こを叩たたいているかのような爆ばく音おんを鳴らしている。悪くない緊きん張ちよう感かんだ。久々に血が沸わいている。

「さあディーラーくん、始めてくれ」

　チェスタの声を合図に、イアンはルーレットを回す。イアンの顔に緊張感はない。

　球は跳はねる。

　球の行く末を見み詰つめる。

　球が勢いを失う。

　ルーレットが止まった。




　　　　◆◆◆




　トウアとのデートの後。肩を落としながらもどうにかマジョリーナ家の屋や敷しきまで戻って来たマナは、部屋に戻るなりドレスを脱いで魔ま女じよ服ふくに着替えた。次にいつ着る機会があるかもわからないけれど、それまでは大切にしておこうとタンスの中に丁てい寧ねいにしまい込む。

　屋敷はめっぽう静まり返っていた。家主がサバトに行っているせいだ。マナは着替え終わってすぐに、主人から与えられた仕事に手をつけることにした。庭の掃そう除じ、洋服とカーテンの洗せん濯たく、猫の餌えさとお風ふ呂ろ……やることが多いので、今から手をつけないと間に合わなそうである。落ち込んでいる暇ひまはなかった。

　マナは「よし」と気合いを入れ、魔女服の腕まくりをし、雑ぞう巾きんとバケツの用意を始めた。




　書しよ斎さいの掃除を終えて時計を見ると、もう夜の九時を十五分ほど回っていた。少し遅くなったけれど、お次は黒猫たちの食事の準備だ。

　黒猫たちは普ふ段だんは一階のどこかの部屋か庭で遊んでいるが、食事の時間になると示し合わせたように猫部屋に集合する。猫部屋は使用人部屋の隣となり、屋や敷しき本館の隅すみにある。魔ま女じよの使い魔としてご主人といつも一いつ緒しよにいる黒猫たちだが、マジョリーナ一家の参加しているサバトは使い魔の参加を認めていないので、この二日間は留守番だ。

　キッチンで猫の食事を用意していると、使用人部屋の隣にある猫部屋から叫びともとれる猫の鳴き声が響ひびいてきた。

「……もう、そんなにせかさないで」

　マナが食事を持っていくと、黒猫たちは襲おそいかかるように飛びかかる。

「こ、こら、みんな落ちついて」

　猫たちは一いつ斉せいにマナの魔女服の裾すそにしがみつき、われ先にと彼女の体をよじ上っていく。食事を待ちこがれていたようだ。猫たちはマナが持ってきた食事をアッサリと平らげる。

　食事を終えた猫は『この部屋にはもう用はない』と言わんばかりに部屋を出ていった。

　と、一匹の猫がマナに飛びかかってくる。緑色の瞳ひとみをした、今まで見かけた記き憶おくがない猫だった。猫はマナの腰につけてあった鍵かぎをくわえて奪うばい、部屋を飛び出した。

「あ、待ちなさい」

　猫は部屋を出て廊ろう下かをまっしぐらに走り、鮮あざやかなアウト・イン・アウトのコーナリングをきめる。マナは猫の後を走って追いかけた。

「こら、鍵を返しなさいってば」

　猫は地下に潜もぐる階段をものすごいスピードで降りた。まるで転げ落ちるような勢いだ。何かに吸い寄せられているとしか思えないような、迷いのない階段の降り方である。

　マナは猫の後を追って階段の手前まで行く。

「だから、地下室は入っちゃダメなんだよ……早く出て来なさい、猫ちゃん」

　階段の上から見える地下室は真っ暗だった。光源は一切ない。明かりをつけるスイッチを探したが見あたらない。

「猫ちゃん、猫ちゃん」

　マナは何度となく声をかけたが、猫が戻ってくる気配はない。仕方なくマナは物置から懐かい中ちゆう電灯を取ってきて、地下へと向かう階段を降りた。

　入るなと言われた禁断の領域。そこに自分は足を踏み入れようとしている──そう考えると、マナの心臓は高鳴った。心音が辺り一面に鳴なり響ひびいているような気がした。

　入るな──心の中で警笛が鳴る。足が震ふるえている。それにも関わらず、足は止まらなかった。高ぶる気持ちが体を突き動かしていた。大だい丈じよう夫ぶ、今は誰だれもいない。バレはしない──悪あく魔まの声が頭の中でこだまする。逆らうことができなかった。

　地下には懐中電灯の光さえも喰くい尽くすほどの闇やみが広がっている。真夏にも関わらず、冷たく湿しめった空気だ。カビの香かおりがする。石でできた壁かべは、幾いく分ぶんぬめり気を帯びていた。

　──ニャー──

　奥おくから声が聞こえる。マナは地下室の壁を伝い、猫の声のする方へと歩いていく。

「猫ちゃん」

　──ニャー──

　猫の声が近づいている。マナは奥へと進む。辺りを包む闇やみが不気味さを演出しているせいで、足が重い。一歩一歩ゆっくりと奥に向かって行った。

　足元を照らすと、猫がいた。

「もう、何をやってるのよ。早く行こうよ──」

　猫は壁に体をすり寄せている。その壁のむこう側に何かがあるとでも言いたげな雰ふん囲い気きだ。

「──この向こうがどうしたの？」

　マナは懐かい中ちゆう電灯で壁を照らした。それは壁ではなく、禍まが々まがしいレリーフが施されている鉄の扉とびらだった。

「これは……」

　足が震ふるえて、立っているのがやっとだった。背筋に冷たいものを感じる。体中の血液が一気に引けるのが手に取るようにわかった。

　マナは占うらない師しの言葉を思い出す。




　──満月の夜、『悪あく魔まの扉とびら』の先にあるもの──それで殿との方がたのハートはイチコロよ──




　懐中電灯の光に照らされたその扉には、一匹の悪魔が彫ほられていた。




　　　　◆◆◆




　──ある人物を殺します。手伝ってください──

　きらびやかなカジノのネオンの下、シウは菲フエイの言葉を、彼女の血の味とともに思い出す。あまりにも甘かん美びな血の味を。

　あの美味を再び味わうための条件は、人を殺すこと。殺すべきターゲットの名前はイアン・キッチナー。カジノ『ジャックポット』でディーラーをしている男だ。

　菲はその男を殺したいと言った。なんのために？　シウは少しだけそのことを考えたが、答えは出なかった。わかっている事は、彼女の血を飲むためには、その男を殺す必要があること。そして──菲の血を一度飲み始めたが最後、彼女は息絶えるだろうということ。血を得るためには二重の罪を背負わなければならない。

　シウは菲から渡されたイアンの写真を眺ながめる。眼鏡をかけた、さっぱりとした男だ。年は二十五くらいだろう。どちらかと言えば線の細いタイプで、ディーラーというよりも大企業の新人事務職員と言った方がいい顔つきと体つきだった。

　カジノ『ジャックポット』の前。シウは重厚な扉とびらを開ける。扉は重苦しい音を立てて開く。隣となりにいる菲フエイは、どこか上の空だった。扉をくぐる前、菲が口を開いた。

「聞かないんですね。わたしがなんでイアンを殺したいのか」

　シウは応えない。頭の中は迷いに満ちていた。菲が人を殺す──どんな理由があれ、まず止めるべきだ。間違っても手伝うべきでもない。頭ではそう思う。だが、体はこうして『ジャックポット』に向かっている。

　シャイロック一家の呪のろい。それが自分を突き動かす。愛する者の血を飲み尽くさずにはいられない、絶望的な性さが。血を飲み尽くすことでのみ、吸きゆう血けつ鬼き本来の力を取り戻すことができるという忌いまわしき縛しばりが、シウを悩ませる。

「──わたしはどうしてもイアンを殺さなくてはならないのです」

　隣でたたずんでいる菲は、自分に暗示をかけているかのように、そう呟つぶやいた。鬼き気き迫る口調だった。うつむいた彼女の瞳ひとみは、見たことがないほどに真しん剣けんだ。

　昨日もそうだった。彼女がイアンを殺すと言った時も、今と同じく真っ直ぐな強い表情をしていた。手品をして笑っている時の彼女の笑顔は見る影かげもない。恐おそろしくさえある。

　そして、どうしようもなく美しい。

　まるで命を賭としているかのような気負いが伝わってくる。

　何が彼女をここまで追いつめるのか。

　そして、自分は一体どうするべきなのか──答えも出ないまま、シウは奥おくへと進んだ。




『ジャックポット』のフロアは盛せい況きようだった。

　菲の白いドレスとシウの黒いスーツは、いささか気取り過ぎの感もあったが、それでも会場に違和感なく溶とけ込んでいる。

「思ったよりも騒さわがしいんだな」

　シウは呟いた。今日はイアン・キッチナーの顔を確認して閉店後にあとをつけ、イアンの根城をつきとめる、というところまでだろう──シウはおぼろげにそんなことを考えていた。決定的に息の根を止めることを想定しなかったのは、多分、迷いのせいだ。

　しかし残念ながら、ことは思い通りには運ばなかった。




　シウが目にしたイアンの印象は、写真のそれとはだいぶ違っていた。写真のイアンは背筋の伸びた清潔感のある男だったが、目の前でルーレットを回している彼の姿はどこか生気がない顔をしている。人違いだろうか。菲に確認してみる。

「菲、あれで間違いないな？」

　隣となりの菲は、さっきからずっと唇くちびるを強く嚙かんでうつむいて、拳こぶしを強く握にぎっている。

　シウの言葉に、菲は声を出さずに小さく頷うなずいた。人違いではなさそうだ。

　ともあれ、とりあえずイアンの顔は覚えた。迷い交じりにここまで来たが、これから営業が終わるまでの間、シウと菲は暇ひまを持て余すことになる。計画性のない行動だった。これからどうするべきか、三分後の未来さえ想像できないでいた。目の前は迷いで曇くもりきっている。

「なあ、菲。少し遊んでいかないか？」

　菲は再び小さく頷いた。菲はさっきからすっかり落ちつきをなくしている。何を聞いても反応が鈍にぶい。

「とりあえず飲み物を持ってくるよ。少しは緊きん張ちようして喉のども渇かわいているだろう。何を飲む？」

「──なんでもいいです」

　シウは近くのドリンクブースに走った。カジノのフロアには所々にドリンクを振る舞っているブースがある。ドリンクはビール、ウィスキー、ワイン、オレンジジュース、ウーロン茶。バーテンダーに頼たのめばカクテルも作ってもらえるようだ。




　ジントニックとオレンジジュースを手に戻ってみると──

　菲の姿がなかった。

「菲？」

　目を離はなしていた時間は二分もないはずだ。彼女はどこに行ったのだろうか。辺りを見回す。

　だが、菲の姿はどこにも見当たらない。

　まさか一人でイアンの元に──シウがにわかに焦あせりを感じたその瞬しゆん間かん。

　辺りに銃じゆう声せいが響ひびいた。




　　　　◆◆◆




『悪あく魔まの扉とびら』の向こう側には、小さな部屋があった。

　マナは恐おそる恐おそる部屋に足を踏ふみ入れる。うぐいす張りのように床ゆかが音を立ててきしむ。光源がない地下の部屋は、すべてを吸い込んでしまうように暗かった。マナは手元の懐かい中ちゆう電灯一本で辺りを照らす。棚たなには見たこともない魔導書グリモワールが並んでいた。

　──満月の夜、『悪魔の扉』の先にあるもの──それで殿との方がたのハートはイチコロよ──

『悪魔の扉』の向こう側。占うらない師しが言っていた『悪魔の扉』の向こうとは、この小部屋のことだろう。この部屋のどこかに何かがある。

　マナの心臓は鳴なり響いていた。入るなと言われた部屋に入り込んでいる罪悪感と薄気味悪い部屋の雰ふん囲い気きに足が震ふるえている。しかし、それでも散策をやめることはできなかった。禁断の果実を見つけ出すまでは、この部屋を出ることができそうにない。

　マナは棚たなから一冊の本を取る。初めて目にする装丁の魔導書グリモワールだった。重厚な表紙を開け、目次を確認する。目的のページはない。別の一冊を手に取る。その本にも目的の魔ま術じゆつのページはなかった。マナは片っ端から目次を確認していく。

　最後の一冊。その魔導書の目次に、目的の魔術があった。

　──異性の心を奪うスープのレシピ　……一一八──

「あった……」

　異性の心を奪うスープのレシピ。そこに記されているレシピ自体はマナが参照しているポケット魔導書となんら変わりはないが、スープを作り終えたあとに唱える術式が格段に違う。三ページにも渡る呪じゆ文もんを唱える必要があると、その魔導書には記されていた。

　マナは魔導書を手に、キッチンへと向かった。

　自分の魔ま術じゆつ鍋なべはベアトリが壊こわしてしまったので、マナはキッチンの食器戸棚を漁あさって代用できそうなものはないか探した。だが、どれも普ふ通つうの鍋だ。いつもマジョリーナ夫人やベアトリが使っている魔術鍋はサバトに持っていってしまったらしい。

　テーブルに目をやると、昨日トウアが置いていった鍋が目に入った。中に入っていたルークチュップは既すでにない。夫人がサバトの手土産に持っていったようだ。どう見ても魔術鍋ではないが、ドクロのレリーフが雰ふん囲い気きを出している。それに、これならトウアに『鍋を返しにきた』と言いわけをつけるのに丁度良い。マナはドクロ鍋を借りることにした。

　冥めい土どトカゲの尻しつ尾ぽ、ヒキワライガエルの足の干物、贖しよく罪ざい羊ひつじの睾こう丸がん、術者自身の髪の毛──

　材料は完かん璧ぺき。術式も頭に入れた。鍋を別にすれば抜かりは一切ない。ドクロ鍋を火にかけて、マナは術式の最終確認をする。ぐつぐつと音をたてる鍋からは、人魚の歌声を思わせるような魅み惑わくの香かおりがする。自分自身さえ術にかかってしまうような気がした。今のところ完璧だ。あとは術式を唱えるだけである。

　ただ一つ気になることがあった。占うらない師しが言っていた『逆転の発想』だ。あの意味が分からない。何をどう逆にすれば良いのだろうか。マナは頭をひねる。『悪あく魔まの扉とびら』が実在した以上、『逆転の発想』にも意味があるはずだ。

　トウアに飲ませるのではなく自分で飲む？　それで効くとも思えない。

　むしろスープを作らない？　それでは元も子もない。

　頭を悩ませているうちに、鍋が煮に立たった。マナは火を止めて鍋を魔ま法ほう陣じんの上に置き、長い術式を唱える。慎しん重ちように、冷静に。魔ま女じよの力が最もみなぎる満月の夜。その夜に奇跡を起こそう。マナは唇くちびるを嚙かみしめる。

　スープはぐらぐらと音を立てながら妖よう艶えんな臭においを放っている。マナはスープの表面を眺ながめながら、再び『逆転の発想』に思いを馳はせる。今まではスープを作ったあと、それを料理に練ねり込んでいた。だとすれば──

「よし」

　術式を唱え終えたマナは鍋なべの中身に味付けをして、そのままスープとして飲ませることに決めた。今まではスープがサブメニューだった。今度はスープをメインにしよう。『逆転の発想』というには心もとないが、時間もない。もたもたしていたら満月の夜は終わってしまう。

　こんな時間にいきなり押し掛けて行ったら変に思われるだろう。しかし、それでもマナは動かずにはいられなかった。

　マナはドクロ鍋を手に街へと向かった。どうしようもない衝しよう動どう。トウアにスープを飲ませ、彼の心を奪うばいたいという衝動。たぶん満月のせいだ──マナはそう思うことにした。

　向かう先はクラブ『メトロ』──その上に建っているマンションに、トウアは住んでいる。

　マナは夜の街に飛び出した。




　　　　◆◆◆




　ルーレットが止まった。

　ジェリコは七にベット。

　チェスタは十三にベット。

　出た目は──

「黒ノワール、十三」

　イアンが勝者のチェスタに視線を送った。

　負けた？　負けただと？　何が起きたかわからない──ジェリコの頭の中は一いつ瞬しゆん真っ白になったが、すぐに事態に気付いて勢いよくテーブルを叩いた。「──ふざけんじゃねえ！」

　見事に裏切られた。すべては罠わなだった。

　まさかここでイアンの謀む反ほんが起きるとは──ジェリコは手元のグラスを握にぎり締しめて割った。

　イアンがチェスタと共きよう謀ぼうしてジェリコをおとしめた。最初からそのつもりだったのだ。

　平然とするイアンの視線がそれを物語っている。

「ハッハ、どうした！　まるで狐きつねにつまみあげられたような顔をしてるじゃないか！　しめて一億八千万ユノ！　担保の宝石ではまかないきれんぞ。さあてどうしてくれようか！」

「イアン、てめぇ……やってくれるじゃんかよ」

　ジェリコは歯ぎしりをしてイアンに刺すような視線を送った。

「何だね？　まさかこのディーラーくんと共同戦線でも張っていたのかね？　残念だったな。このカジノでは俺おれは神だ。俺の店のディーラーが俺を裏切るはずはない」

　五人ほどの黒服がゆっくりと歩いてきて、ジェリコを取り囲んだ。ものものしい雰ふん囲い気きだ。まるでジェリコが金を払うことなど想定していないようだ。それも当然だろう、一億八千万の金など、普ふ通つうの人間には支払うことはできない。最初から借金を理由にジェリコを捌さばいて駆く逐ちくすることが目的だったに違いない。故にイカサマキラー。文字通り、捌いて殺す殺さつ人じん鬼き。

　黒服が徐じよ々じよにジェリコににじり寄っていく。逃げ場はなさそうだ。

　しかし──ジェリコは笑ってみせた。

「ヘッ！　美学ってのは厄やつ介かいなもんだな。そう思わねえか？　なあチェスタ・Ｆ・タマ」

「アッハッハ！　お前にどんな美学があるって？　さあ聞かせてみろ！」

「俺おれの美学はなぁ、『カジノに一歩足を踏み入れたら、金をふんだくるまでは帰らない』ってもんだ。悪いけど暴力的に金をもらっていくぜ！」

　言うと同時にジェリコは椅い子すを立つ。

　すかさず黒服が一いつ斉せいに襲おそいかかった。

「いきり立ってやってくるのはいいんだけどよぉ！」

　五人の黒服がジェリコに覆おおい被かぶさるように襲いかかり、問答無用にライフルを放つ。本気で殺しにかかっているかのようだ。

　フロアに男の悲鳴が響ひびく。だが、それはジェリコの悲鳴ではない。黒服が五人、映画のワイヤーアクションのように壁かべに向かって立て続けに吹き飛んだ。壁まで吹き飛ばされた黒服たちは、完全に意識を失っている。

　吹き飛ばしたのはジェリコだ。彼の右腕は何倍にも巨大化していた。深い毛に覆われていて、その指先には悪あく魔まのように尖とがった爪つめがついている。地面に届くほど長い、獣けものの腕だった。

「ば、化け物だ！」

「おうよ、俺おれは狼おおかみ男おとこよ！　こいつはボディチェックにも引っかからないから便利だぜ!?」

　ジェリコは天てん井じように向かって叫ぶ。

　──Ｙｉイｐｐピｅｅイ─ｋｉカイ─ｙａｙエエア!!　──

　ジェリコの左腕が、顔が、足が、見る見るうちに体毛に覆われた。獣の──狼の形ぎよう相そうだ。再びフロアに悲鳴が響ひびく。異い形ぎようの姿を曝さらしたジェリコを見て、ギャラリーは散り散りに逃げる。

　バックオフィスから続々と黒服がやってきた。数は十人以上。手にはライフルを構えている。

「相手は化け物だ！　殺しても殺人にはならん！　やれ！」

　チェスタの叫び声を皮切りに、黒服たちはライフルを放つ。辺りに銃じゆう弾だんの嵐あらしが吹いた。ジェリコは弾たまを放つ黒服を、人間離れした跳ちよう躍やくで飛び越える。

　後ろを取られて動揺する黒服たち。とっさに銃をジェリコに向けるが、弾が出るよりも先に狼の腕が黒服をひとりずつ薙なぎ払はらっていった。軽快なリズムで壁に激げき突とつしていく黒服。

　と──なぎ倒した黒服の向こう側に、青いドレスの女が立っていた。莫ば迦かに大きな帽ぼう子しを被っているので顔はハッキリとは見えないが、ジェリコにはそれが誰だれだかわかった。

　ジェリコは息を詰つまらせる。

　あれは間違いなくリ・リ・メイだ。帽子の下から覗のぞいている泣きぼくろから目を離はなすことができないでいた。

『チーム・カモーイ』の裏切り者、リ・リ・メイ──三年前を思い出して、ジェリコは奥おく歯ばをギリリと鳴らす。このチェスタとの鉢はち合あわせは、リ・リ・メイが手配をしたに違いない。

「チッ、てめえの仕込みかよ……！」

　リ・リ・メイは銃じゆう口こうをジェリコに向けている。

「なんのことだかわからないわね。それ以上ムサい体で詰め寄ってきたらぶっ放すわよ」

　ジェリコは怯ひるむ。自分の弱点を知り尽くしているリ・リ・メイが、ただの銃じゆうを構えているわけはない。あの銃の弾たまは──

　リ・リ・メイの銃が音を鳴らした。

「クッ！　いきなり発砲かよ！」

　ジェリコは後ろに大きく飛ぶ。その着地点に人ひと影かげが見えた。幼い子供だ。ジェリコの跳ちよう躍やくに脅おびえて、床ゆかに伏して頭を抱かかえて震ふるえている。

　ジェリコは空中で体を反転させ、少年を避よけるように着地した。

「チッ！　くそガキ！　邪じや魔まくせえぞ！」

　その隙すきをついて、黒服たちが態勢を立て直し、発砲を再開する。

「これだからガキは嫌きらいなんだよ！」ジェリコは舌打ちをしながらもう一度跳躍をし、銃じゆう弾だんのラッシュをかわす。着地点は、チェスタの背後だ。

「なんだと!?」

　声を裏返らせて咆ほう哮こうするチェスタ。ジェリコはチェスタの腕を取り、ねじりあげた。

「あああああ!!」

　チェスタは後ろ手を取られ、叫び声をあげる。黒服は発砲をやめた。

「お、忠実な部下たちだねぇ。さすがにボスに銃は向けられない、ってわけかよ！」

　黒服たちはただ立ち尽くしていた。

　ここは目的を果たして一刻も早く退散をすべきだ。リ・リ・メイに構っている余よ裕ゆうはない。ジェリコは辺りを見回す。もう既すでにあの女の姿はなかった。丁度良い。

「おい、おっさん。金目の物を出せ。俺おれとしちゃ手ぶらで帰るわけにはいかねえからな。俺の美学にかけてよぉ。歯向かうならお前をぶっ殺してもらっていってもいいぜ？」

「な！　何を……」

　チェスタの顔色が一いつ瞬しゆんで恐きよう怖ふに染まる。

「あーん？　『イエス』の声が聞こえませんけどぉ？」

　ジェリコはチェスタの腕をいっそう強くねじりあげた。

「ああああああああ!!」

「このまま『グリッ[image: 黒ハート]』って言わしちゃうよ？」

「ま、待て！　わかった！　金は出す！　出すから俺を殺すな！」

　チェスタの態度が豹ひよう変へんした。形勢逆転だ。どうやら直接的な暴力の前では無力らしい。

　金を持って来いとチェスタに命ぜられた黒服は、すぐにボストンバッグを持ってきた。

「さて、開けてもらおうかチェスタちゃん」

　チェスタは恐おそる恐おそるボストンバッグを開ける。バッグには札束がびっしりとつまっていた。ジェリコはバッグをチェスタに持たせ、チェスタとバッグを獣けものの右腕で抱かかえた。

「オーケー、上出来じゃないの。あとは車だな。ほら、俺おれ逃げる必要があるからさ。あ、運転手はお前な。ってなわけで、金と運転手はもらっていくぜ！　じゃあな！」

　ジェリコはチェスタを抱えたまま場内を飛とび跳はねていった。

「裏口から逃げていくぞ！」

　黒服は背を向けたジェリコに発はつ砲ぽうをくり返すが、弾を避よけるようにして跳ねるジェリコには当たらなかった。ジェリコは裏口の扉とびらを蹴けり壊こわして外へと逃げ去る。

　人外ジェリコが去った後も、場内のパニックはおさまらない。

　悲鳴、逃にげ惑まどう人、倒れたテーブル、割れたグラス、散らばったカード、壁かべ際ぎわで意識を失う黒服、流ながれ弾だまの被害を受けたものたち。

　混乱だけが、その場に残った。




　　　　◆◆◆




　混乱し切ったカジノのフロア。バーカウンターにドリンクを取りに行っていたシウは、手にしたグラスを近くのテーブルに放った。

　何が起きた？　状じよう況きようがまったく理解できていない。だが、逃にげ惑まどう人々の顔を見れば、恐おそろしい何かが起きたことは容易に想像がついた。菲フエイの身に何か起きているかもしれない。シウは辺りを見回す。菲の姿はない。

「菲！」

　シウは声を出して呼んでみるが、辺りの騒そう々ぞうしさにかき消されて声が遠くに届かない。

　再び銃じゆう声せいが響ひびいた。絶え間なく散さん弾だん銃じゆうが放たれる音だ。人の叫び声が聞こえる。

　振り返ると同時に──衝しよう撃げきを感じた。肩が徐じよ々じよに熱くなった。

　見ると、肩から血がしたたっている。自分の血を見て、シウは膝ひざを折った。

　──　撃うたれた？　──

　突とつ然ぜんの出来事に、何が起きたかまったくわからないまま、シウは床ゆかに伏す。体が脈打っているのを感じる。喉のどが渇かわいた。どうしようもなく血を飲みたい。

　失いつつある意識の中で「狼おおかみの人外だ！」という声を聞いた。

　人外か……自分とアンデッド以外にもこのカジノに人外がいるなんて、数すう奇きな巡めぐり合わせだな……そんなことを考えながらシウは目を閉じた。

　そして、意識を失った。




　　　　◆◆◆




　菲フエイは走る。発はつ砲ぽう事件と人外の登場で混乱しきっている『ジャックポット』のフロアから逃げ出すイアンを追いかけて、走る。菲の目はイアン・キッチナーを捕とらえている。見失うわけにはいかない。イアンは人混みをかきわけて店の外へと向かっていた。目をそらすな。何度も自分に言い聞かせる。

「待ちなさい！」

『ジャックポット』のエントランスは逃にげ惑まどう人で溢あふれ返っている。菲はなりふり構わず人混みを押しのけて前に進んだ。遥はるか前にイアンの背中が見える。

　見逃してなるものか。思い出せないほどの苦労を越えて、ここまでやって来た。思い出せないほどの数の街を越えて、ここまでやって来た。やっとのことで辿たどり着いたのだ。

　まさかこのタイミングでこんな混乱が訪れるなんて計算外だ。しかし、こうなってしまった以上、がむしゃらに追いかけるほかに方法はない。イアンはこれを機にこの街に見切りをつけるだろう。そうなるとまた一から探しなおしだ。今ここで彼を逃のがすわけにはいかない。

　彼から目を離はなすな。瞬まばたきをするな。彼から離れるな。

「イアン・キッチナー！」

　この混乱の中、声は届かない。だが、その瞬しゆん間かん、イアンは菲の方を偶ぐう然ぜんちらりと見やった。ほんの一いつ瞬しゆんだけ目が合ったような気がしたが、すぐにイアンは人混みをかきわけて前に進んだ。

　人混みを越えたイアンは大通りを全力で走る。

「待って！」

　──ここで逃のがしたらまた──

　菲は溢れ返る人の山を乗り越え、イアンの走り去った方角に向かって走り出す。大通りから路地に入るが、イアンの姿はもうない。菲は路地を走り抜けて隣となりの大通りへと向かった。左右を見渡す。走る男の後ろ姿が右手に見えた。イアンだ。

「イアン・キッチナー！」

　菲は叫ぶ。しかしイアンは止まらない。その背中がみるみる遠くになっていく。

「イアン・キッチナー!!」

　泣き叫ぶような声で、もう一度菲は声をあげた。生まれてこのかた、これほどまでに大きな声で叫んだことはない。これほどまでに切実に叫んだことはない。祈いのりにも似た叫びだった。だが、その祈りはどこにも届かない。

　黄緑色の三輪タクシートウクトウクが菲の脇わきをものすごいスピードで走り抜け、イアンの隣で急ブレーキをかけた。イアンはそのトゥクトゥクに乗り込み、瞬またたく間まに街の闇やみに溶とけて消える。菲はその場に崩くずれ落ちた。叫び声さえ出なかった。

　──見失った──

　菲フエイは裸足はだしだった。自分がいつどこで靴くつを脱ぎ捨てたのか、気付かなかった。ハンドバッグがなくなっていることさえ気にならなかった。携帯をなくそうが、財布をなくそうが、どうでも良い。膝ひざと手を地面について、肩を落とした。立ち上がる気力さえ湧わかない。走り去るトゥクトゥクの後ろ姿を眺ながめるしかできなかった。




　　　　◆◆◆




「いやー、イアンくん。お手て柄がらだったよ、タッハッハ」

　隣となりに座るジンノがイアンへとニヤついた視線を送ってきた。

　カジノの混乱を抜け出したイアンは、予定通りのタイミングでやってきた黄緑色のトゥクトゥクに乗り込み、その場を脱だつした。目印は『ＣｈｉａＲＥｘチエレツクス』のプレートナンバー──この国唯ゆい一いつの国営鉄道の特急列車『チェンライ・エクスプレス』の俗ぞく称しようと同じ綴つづりだ。

　イアンは窓の外を流れる風景を眺めている。ジンノと視線を合わせる気になれなかった。トゥクトゥクは人気がまばらな市街地をひた走る。派手なエンジン音だけが響ひびいていた。

　イアンは思い出す。さっき、カジノ『ジャックポット』の入り口で一人の女と目が合った。あの混乱の中なのでハッキリと見たわけではない。見たのはほんの一いつ瞬しゆんだった。勘かん違ちがいかもしれない。雰ふん囲い気きも違った。そもそも彼女がこの国にいるはずはない。だが──心のわだかまりは取れなかった。

　イアンの思考の靄もやを吹き飛ばすように、ジンノがきりだした。

「まんまとジェリコをはめたねぇ。その時のジェリコの顔が見たかったよ。絶望的って感じ？　それとも怒いかり狂くるってるって感じ？　っていうか思わずムチムチ変身しちゃった？　ねえ、教えてよイアンくん」

「怒り狂って変身したよ。思わず変身ってわけじゃないけど、だいぶ興奮していたな」

「だろうね。彼って血の気が多いから。いやあ、見たかったなあ」

　イアンはジンノに『Ｃａｓｉｎｏカジノ　Ｊａｃｋｐｏｔジヤツクポツト』と記されたアタッシュケースを手渡した。カジノで起きた混乱の中から持ちだした、ジェリコの宝石が入ったケースだ。ジンノはケースを開けて中身をチラリと確認して、イアンに笑顔を見せる。

「……これで良かったのか」

「良かった良かった。完かん璧ぺきだよ。実に完璧パーフェクト」

　ジンノに言われた通りに、ジェリコを貶おとしめてチェスタを勝たせた。今、こうしてまんまとチェスタの上がりをせしめている。それと引き換えに、ジンノはイアンの願いを叶かなえる──そういう約束を交わしている。

「──なあ、ジンノさん。これからどうするんだ？」

「そうだねぇ、あとはキミのお願いを聞いてあげるって仕事が残ってるんだよね」

「本当に僕の願いなんて──」

　叶かなうのか、と言いかけたところで、ジンノが口を開いた。

「ねえ、どんな気分だった？　人を裏切るのってさ」

「……嫌いやな気分だ」

「でもジェリコとは親しくないよね？　出会って一ヶ月、今回のオペレーションで初共演だし」

「程度の問題だよ。ろくに知らない相手でも、裏切りなんて良い気はしないさ」

「結構結構。なかなかいい返事が聞けたみたいだ。ところでジェリコに何か言っておきたいことはあるかい？　僕、後で彼に会う予定だから伝えておくよ」

「そうだな──」もうジェリコと会う事もないだろう。「──あなたが僕との約束を果たした後、彼に言っておいてほしいんだ──」

　イアンはそれに相応ふさわしい言葉を選び、ジェリコへのメッセージとしてジンノに伝えた。

　その内容を聞いたジンノは「さも愉ゆ快かい！」と爆ばく笑しようをしながら手を叩たたく。「タッハッハ！　結構結構。うん、ちゃーんと伝えておいてあげるよ。確かに裏切りは良くないからね。うん、すごく良くない。裏切りとかもうホントあり得ない」

　トゥクトゥクは路地裏を突き進んで入り組んだ道を走り、うらぶれたバーの前で停まった。

「さあ到とう着ちやくだ。来なよ」

　ジンノはトゥクトゥクを降りて路地に入っていった。イアンはジンノのあとに続く。

　路地を曲がったところで異変に気付いた。角を曲がると、そこは袋ふくろ小こう路じだった。その袋小路には、鉄パイプを持った男が五人ほど立っている。

　後ろを振り向く。後ろからも鉄パイプを持った男たちがやってきていた。不ふ穏おんな空気が辺りを包んでいる。イアンを袋だたきにする準備は整っている──鉄パイプの男たちは、そう言いたげな顔をしていた。

「これは……」

「そうそう、言い忘れちゃって悪いんだけど、実はちょっと当初の予定から変へん更こうになったんだよねぇ。タッハッハ」

　してやったり、と言わんばかりの顔でジンノは笑う。それに合わせるように黒服たちもヘラヘラと笑いながら鉄パイプを引きずり、ジリジリと歩み寄ってきた。

「なるほどね、そういう寸法か──」イアンは諦あきらめたようにため息をついて肩を落とした。「──やはり、僕の願いなんて……」

　ジンノはイアンを壁かべ際ぎわに追い込む。ジンノの後ろを鉄パイプの男たちが固めている。鉄パイプの男たちがイアンの両腕と首を押さえつけた。

「あーイアンくん。ちょっと手て荒あらな真ま似ねをするよ」

　押さえつけられたイアンは抵てい抗こうさえしない。ジンノはイアンの眼鏡を外して地面に投げ捨て、左目に指を突っ込み──

　イアンの眼球を引き抜いた。

　目の奥おくでブツリ、と視神経の切れる鈍にぶい感覚がする。

　目の縁ふちにズルリ、と眼球の抜けるヌメった感覚がする。

　ゴムボールのような弾力のある白い肉の塊かたまり。その先からは、視神経が粘ねん性せいの強い涎よだれのように垂れている。

　イアンの顔面は、目元から流れ出る血に塗ぬりつぶされていた。地面に膝ひざを着いた姿勢で顔を上げ、残された右の目でジンノを見み詰つめる。祈いのるような目をしていると自分でもわかった。

「そんな顔しなさんな、すぐ楽にしてあげるよ。黒服くん、僕はカジノから逃げちゃった狼おおかみ男おとこくんからもお宝をひったくらなきゃいけないんで、あとはよろしくね」

　こちらから宝石を奪うばうに飽あき足たらず、ジェリコからも金を奪うらしい。見上げた根性だ。

「あ、そうそうイアンくん。キミと会うのもこれで最後だろうから──そうだね、さっきの言葉、ジェリコに遺言として伝えておくよ。大だい丈じよう夫ぶ、ちゃーんと伝えるから[image: 黒ハート]」

　ジンノがイアンから離はなれると、男たちはイアンの体を起こして、その頭部目がけて鉄パイプを振ふりかざす。鉄パイプを受けたイアンは頭から血を流し、壁かべに激げき突とつした。

「景気よくやっといてねキミたち。そうだな、見た人が腰抜かしちゃうくらいに派手に弾はじけさしちゃってちょうだいな」

　ジンノはそう言い捨ててイアンから受け取ったアタッシュケースを担ぎ、路地に停めてあった黄緑色のトゥクトゥクに乗り込んで去っていった。

　壁かべにもたれかかるように倒れているイアンの周りを、黒服の男たちが取り囲む。イアンは小さくうめく。

　巨体の黒服は、とどめと言わんばかりに目一杯鉄パイプを振りあげた──
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　と、辺り一帯のアスファルトの色が、瞬またたく間まに深い色に染まっていった。




　スコールが、降り出した。







[image: ４．スコールが降る]







「また面めん倒どうごとを背負い込みおって」

　タントラ博士は濡ぬれた優やさ男おとこを実験室のベッドに放り込んで一息ついた。長身の男一人を担ぎあげるのは、七十を越えた老人には大仕事だ。ベッド脇わきの椅い子すに座って息をきらせている。

　マナと別れた後、トウアはいつも通りモートァーサイにまたがってルークチュップを売り歩いていたら、中環区セントラルリオのカジノ前でパニックに出くわした。銃じゆう撃げき戦せんがあったと聞いて店の中に入ってみると、荒あれ果はてたフロアの床ゆかに倒れている、カメラを首から下げた長身瘦そう軀くの優男に出くわした。そんなわけで、トウアはその青年を研究所まで運び入れたのだった。

「でも、怪け我がをしている人は放っておいちゃいけないはず、じゃないかな」

　博士は鼻を鳴らして優男のずぶ濡れのシャツを脱がせる。銃じゆう弾だんは幸いなことに体を貫かん通つうしていたので、体から弾たまを摘てき出しゆつする手間は省けた。

　消毒液を湿しめらせた脱だつ脂し綿めんで傷口を拭めぐい、包帯をまいた。意識は失っているが致ち命めい傷しようではない。

　トウアは博士に聞いてみた。「その人が死んだら、博士は生き返らせることができるのかな」

「そいつは無理だな。肉体は作れるかもしれないが、魂たましいがなければ単なる木で偶く人形だ」

「──僕には魂はあるのかな」

「あるさ。もちろんある」

「なら、博士はどうやって僕の魂を作ったの」

「わしは作っとらん。お前には元々魂がある」

「でも心はないよ」

「お前の魂は、ちょいと肉体との相性がいまいちなだけだ。ネジがハマれば心も動き出すさ──っと、これでもう大だい丈じよう夫ぶだ。おいトウア、もう下がって良いぞ。あとはわしが面倒をみておく。こいつを洗せん濯たく機きに放り込んでおいてくれ──」博士は優男のシャツをトウアに投げながら、しまった、と呟つぶやいた。「──洗濯物を干したままだったな。トウア、取り込んでおけ」

　研究所の外に干してあったシーツはたっぷりと水を吸っている。

　トウアが重くなった洗濯物を取り込んでいると、遠くで地じ響ひびきがした。研究所のビルの屋上に昇って音のする方を見ると、西の方──中環区リオ辺りで一棟のビルが倒とう壊かいしかかっている。

　トウアは洗濯物を籠かごに入れ、小走りで研究所に戻った。

「博士、今、あっちの方でビルが倒れそうになってるよ。逃げ遅れてる人がいるかもしれないから、見てくる」

「フン──行って来い」

　博士はそれ以上何も言わなかった。

　トウアはスコールの中、倒壊しつつあるビルへとモートァーサイを飛ばした。




　　　　◆◆◆




「お、俺おれをどうするつもりなんだ！」

　チェスタはジェリコを助手席に乗せてステラ大通りをひた走る。ロードスターのシートはずぶ濡ぬれ、シャツもズボンもずぶ濡れだった。額と手にかいていた冷や汗も、雨に溶とけてしまっている。何より問題なのは、サングラスに張りついた水すい滴てきが視界を阻そ害がいしていることだった。前が見えない恐きよう怖ふと戦いながらの運転。速度を落としたいが、そうすると助手席のジェリコが爪つめの伸びきった毛むくじゃらの腕で頭部を締しめにかかってくる。くわえて、度が入っているグラスなので外すに外せない。

　これから自分はどうなってしまうのか。チェスタは四方八方から襲おそってくる恐怖の中、ひたすら神に祈いのっていた。

「まあそいつはお前次第だな。気に入らない態度を取りゃそりゃ俺だって考えるさ、どうやってお前をなぶってやろうかってな、なあタマちゃん」

「か、金ならやる。だから命だけは勘かん弁べんしてくれ」

「金ならもうもらってるさ。とりあえず、お前は黙だまって運転してろや。それからお前の店に忘れて来た俺のジュエリーだけどな、ほとぼりが冷めたらちゃんと取りに行くから大切に保管しとけよ？　盗まれてたら普ふ通つうにぶっ殺すから」

　カッハッハ、とボストンバッグを手に、ジェリコは笑った。

　なんで自分がこんな目に遭あうのだ──チェスタはハンドルを強く握にぎり締しめる。本来であればドラマチックにジェリコを打ち負かしてロマンチックにリ・リ・メイとドライブを楽しんでいるはずだった。だが、実際にはいつ殺されるともわからない恐怖に脅おびえながら、狼おおかみの人外と一いつ緒しよに地じ獄ごくの一丁目を突き進んでいる。

　目的地は郊こう外がい。ジェリコはこの街を逃げ出すつもりらしい。

「しっかし、アツいな。おいチェスタのオッサン、暑苦しいぞ」

「ひ、人のことを言えた義理か……」

　全身体毛で覆おおわれている狼男のジェリコは、スコールをたっぷりと吸い込んで濡れている。筋肉の熱が体にまとわりつく水分を絶えず蒸発させているせいか、辺りは蒸むし風ぶ呂ろのような湿しつ度どと熱に包まれていた。間違っても隣となりにいてほしくない存在だ。

　常とこ夏なつのマッチョの狼男。暑苦しくないわけがない。

「ああん？　おっさん、俺に意見するたぁふてえ野郎だな。二、三度死んどくか？」

　ジェリコは毛むくじゃらの腕に力を入れ、チェスタの顔面を鷲わし摑づかみにした。チェスタのハンドルさばきがおぼつかなくなり、車の右サイドがガードレールをこする。雨で濡れたアスファルトだ。ただでさえ滑すべりやすいのに、これ以上プレッシャーをかけられたらクラッシュは必至だろう。だが、ジェリコはタイヤの向き先などまったく意に介かいしていない様子だった。

「あ！　あ！　やめてくれ！」

「やめてくれ？　やめてくれってなに？　やめてくださいって意味？　俺おれ、敬語じゃないと意味わかんない。全然わかんないんだけど」

「やめてください！」

「やめてくださいお願いします、だろ？」

　爪つめが肉に食い込む。チェスタの頭ず蓋がい骨こつがぎりぎりと音を立てた。

「や！　やめてくださいお願いします！」

「じゃあ、パンツ一枚になりな。今夜は蒸むすからな。ささ、早く脱げや、今」

「なんだと!?　今、運転中──」

「ああん？　頭悪いねぇ。『運転しながら器用に脱げ』ってご命令なんだよ、オッサン」

　その時、後ろから銃じゆう声せいが聞こえた。

　音と同時に、ロードスターの足元から巨大な破は裂れつ音おんが鳴なり響ひびく。車は横よこ滑すべりをし、ガードレールが火花を散らす。水に足元を取られた車は、もはや完全に制せい御ぎよを失っていた。踏ふみつけたブレーキがまったく働かない。タイヤがスリップしているのが手に取るようにわかった。

「な、なんだなんだ!?」

　チェスタはバックミラーを覗のぞく。後ろから黄緑色のトゥクトゥクが迫ってきている。プレートに記されている『ＣｈｉａＲＥｘチエレツクス』のナンバーを気にするほどの精神的余よ裕ゆうは、チェスタにはなかった。

「ハッハァ！　いい感じにカジノの追っ手の奴やつが来たってわけか！」

　制御不可能になった車は、水の膜まくを張った大通りを奇き麗れいに滑すべり、勢いよく壁かべに激げき突とつする。ジェリコは激突直前に車から飛び降りた。

　追っ手のトゥクトゥクがジェリコたちの前で止まり、中から三人の男が降りて来る。

　一人は髪の長い黒ずくめの瘦そう軀くの男。髪と服の黒さとは相まって、肌は白い。アルビノの蛇へびを思わせるような風ふう貌ぼうだ。髪の間からにやついた口元を覗かせている。この男がリーダー格らしい。

　残りの二人は背の高い屈くつ強きような男だ。手にはライフルを構えている。自分を助けに来たのだろうが、それにしては荒あらっぽいやり方だ、とチェスタは思う。運転席から追っ手の三人を見やるが、三人とも知らない顔だった。

　ジェリコは黒服たちを睨にらみつける。

「おい、いきなり発はつ砲ぽうなんて気が利いた挨あい拶さつじゃねえか」

「あー、ゴメンゴメン。僕って基本的にフレンドリーだからさ、遠えん慮りよとか人見知りとかあんまりしないんだよねぇ、顔見知りじゃない人に対しても。だからキミたちにもドッキュンドッキュン撃うち込んじゃうよ？」

　リーダー格の長髪男がジェリコに近づいていく。人外を目の前に、随ずい分ぶんと余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度だ。恐おそれている様子はない。旧友に話しかけているように落ちつき払った雰ふん囲い気きだった。

「おっと、それ以上動くなよ。ボスのタマちゃんがどうなっても良いか？」

　ジェリコはチェスタを車から引きずりだし、首根っこを摑つかんで盾たてにした。黒服たちは歩みを止めなかった。それどころか、嵐あらしのように弾だん丸がんを浴びせてきた。

「タッハッハ！　違う違う、そんなオジサンに興味も用事もないさ。僕が興味あるのはキミだよ、ジェリコ・ギャロップ──正確には、興味があるのはキミが持ってるお金だね」

「へえ──今夜の俺おれは有名人だな！」

　人質として使えないと判断するや、ジェリコはチェスタをゴミ捨て場に投げ捨てた。「キョメェェッッッ！」チェスタは地じ獄ごくの空を舞まう鳥のように叫びながらポリバケツに頭を突っ込む。

　黒服たちはジェリコに向かって発はつ砲ぽうを繰くり返す。だが、ジェリコの肉体は銃だん弾がんを通さない。

「俺に銃なんて効かないぜ！」

「そうみたいだね、じゃあ、こいつはどうだい？」

　黒ずくめの男は胸元からリボルバーを取り出して、ジェリコに向けて構えた。

　ひときわ響ひびく銃じゆう声せいが辺りに広がる。黒ずくめの放った銃弾は、ジェリコの右腕を捉とらえた。

　ジェリコは地面に膝ひざをついた。

「くっ！　まさか……」

「そう、お察しの通りだよ」男は笑って銃を構える。「『銀の弾たま』。嫌きらいだろう？　狼おおかみ男おとこのジェリコ・ギャロップ」

　ジェリコの右腕の毛が血で赤く染まっていく。

「畜ちく生しようがぁ！」

　ジェリコは黒服たちの頭上を飛び越えて、路地裏へと逃げ込んだ。

　銃を構えた二人の黒服はジェリコを追って路地裏に入ろうとする──

　その時、路地の奥おくから奇き妙みような叫び声が飛んできた。

　──Ｙｉイｐｐピｅｅイ─ｋｉカイ─ｙａｙエエア!!　──

　奇声と同時に、路地角のビルが隣となりのビルに倒れかかってくる。ビルの根元には削けずり取とられたような跡あと。狼に変体したジェリコの仕業だ。

　黒服たちは狼となったジェリコを追って路地裏へと向かう。

　人外と黒服の攻防をゴミ捨て場から観察していたチェスタは、胸をなで下ろした。これで恐きよう怖ふの元げん凶きようは去っていった。もう安心だろう。

　しかし──その安あん堵どは無む駄だに終わった。黒服たちはすぐに引き返してきて、チェスタの元へとやってきた。

　長髪男が愉ゆ快かいそうに口を開く。

「ねえ、オジサンをさらった狼男くんは逃げちゃったみたいだけど、彼の行き先を知ってる？」

「な、な、な、何も知らないんだ……！」

「あ、そうなんだ。使えないなぁ。使えない人は嫌きらわれちゃうよ？　何にしてもこれで暴あばれん坊ぼうはいなくなっちゃったわけだけど、彼を取り逃がしたうっぷんは晴らすべきだよね」

　男はスーツのポケットからパルメザンチーズを取り出し、それを一気に飲み干して口を拭ぬぐった。パルメザンチーズをしまうと、男は銃じゆうをチェスタに向けた。

「た、助けてくれ……！」

　チェスタは今にも泣きだしそうな震ふるえ声だ。完全にホールドアップをしている。

「助ける？　どうだろう。僕、暑苦しいひと嫌いだからなぁ。だからまず──」

　銃をチェスタに向ける男の顔は、『ニヤリ』と音がしそうな笑い顔だった。

「とりあえず、パンツ一枚になってもらえるかい？　今夜は蒸むすからね」




　　　　◆◆◆




「やれやれ、なかなか派手にやってるみたいだな」

　午後十時のカジノ『ジャックポット』。死神のカマを手にした連中と遭そう遇ぐうすることができるかもしれない──そんなジンノの言葉を受けて、ケイはここに足を運んだ。

　待ち構えていたのは、惨さん憺たんたる状じよう況きようだった。カジノの入り口からは人が逃にげ惑まどうように溢あふれ出している。スコールが地面を打ちつける音と、カジノから響ひびく悲鳴以外、何も聞こえない。

　外からでは一体何が起きたのかわからない。逃げ惑う女をつかまえて声をかけてみたが、女は人外でも見てきたような眼をケイに向けて叫ぶだけで、人間らしい言葉を発しなかった。この調子だと事情を聞けそうにないが、よほどのことが中で起きたということだけは確かだ。たぶん『チーム・カモーイ』の連中が何かをしたのだろう。

　人が全部出尽くすのを待っているときりがなさそうだったので、ケイは裏口へとまわった。

　裏口のドアは見事に破は壊かいされていた。これも『チーム・カモーイ』の仕業に違いない。ぶちぬかれたドアはゴミのように地面で二つに割れている。ドアのなくなった裏口をくぐり、ケイは店内に入る。

　階段を降りた先にカジノのフロアが広がっていた。赤い絨じゆう毯たんが敷しきつめられた上品な雰ふん囲い気きのフロアだったはずだが、今となっては荒あれすさんで見る影もない。ルーレットのテーブルは足が折られ、グラスが散乱し、背せ広びろやカーディガンが散らばっている。逃げ惑う連中が手に持っていたものを全部放り投げて出ていったせいだ。

　カマに繫つながりそうなめぼしいものが見付からなかったので、ケイは一度フロアをあとにした。エントランス辺りで騒さわいでいる連中に再度事情を聞いてみたが、結局「銃じゆう撃げき戦せんが行われた」以上のことはわからなかった。

「一足遅かったか」

　ケイはカジノを出る。手がかりは何もつかめずじまいだ。




　カジノの外は相変わらず騒さわがしかった。スコールの雨音が騒そう音おんに輪をかけている。不快指数が音を立てて高まっていった。さっきから舌打ちが止まらない。せっかくカマを取り戻すヒントが手に入ると思っていたのに、時既すでに遅しだ。また振り出しに戻った。一体カマはどこにあるというのか。騒そう々ぞうしい街の喧けん噪そうとネオンがいまいましくさえ感じる。

　頭を打ち濡ぬらす雨が自分をせせら笑っているようだ。いよいよ耐たえられなくなったケイは、中環公園セントラルパークから少し離れた道の途と中ちゆうで、雨宿りのために道路脇わきの軒のきに入った。

　と、後ろからギリリ、とドアが鈍にぶい音をたてる。

「ハロー、お兄さん。何か探し物をしているね？」

　背後の店から出てきた女が声をかけてきた。見るからに怪あやしい女だった。紫むらさきの帽ぼう子しに黒のマント。水すい晶しよう玉だまを手に持っている。左目の下の泣きぼくろが印象的である。美人には違いないが、いかんせんこのナリだ。男がよってくるような雰ふん囲い気きでもなければ、男おとこ漁あさりをしている人間の恰かつ好こうでもない。妙みような女に絡からまれたものだ──ケイは思わずため息を吐はきだした。

「誰だれにだって探しているものの一つや二つはあるだろ」

　ケイは女に対して背中でそう言い、その場を去ろうとした。関わり合いになるのはゴメンだ。

「そうよね、どんな人でも探しているカマの一つや二つ──あるわよね？」

　ケイの目つきが変わった。




『アルブマサル』という名の占うらないの館やかたに連れてこられたケイは、女に言われるがままに椅い子すに座って占いを受けていた。館の中には、雰囲気を出すためか、ロウソク、しゃれこうべ、黒のカーテン、木製のテーブル、お香こうの香かおり──いかにもなアイテムたちが顔を揃そろえている。

「ハンニャホーレ、ハンニャホーレ──」

　それは何だ──ケイは固まった。

　──おいおい……突っ込み待ちとか勘かん弁べんしてよ。大だい分ぶ強くしみるんだけど──

　ケイは帽子のつばを押さえて顔を逸らした。

「……見えるわ──丸見えよ──」

　女は水晶玉を眺ながめながら、説教でもするような口調でケイに言う。

「──モレッティ区、ノチェ・ブエナの路地」

　今週の頭、カマを求めて向かったグェンのマンションもそこに存在していた。またしてもモレッティ区のノチェ・ブエナである。縁えん起ぎが悪い。

「そこに俺おれのカマがあるのか？」

「さあね、わたしにはそれが見えただけ。あなたがなんでカマを探してるのかもわからないし、それがどこにあるのかもわからない。ノチェ・ブエナに行けばそれが手に入るのかも不明。全然わからないわ」

　ケイはため息をついた。しかしこの女が自分の探し物であるカマを言い当てたのもまた事実。莫ば迦かにはできない。

「──ノチェ・ブエナの路地──男……手て錠じよう……赤い……んー、これは何かしら」女は目を凝こらして水すい晶しよう玉だまをねめつける。「──とにかく、赤い何か。見えるのはこれで全部」

「まったくわからないぞ」

「大だい丈じよう夫ぶ、わたしにもまったくわからないわ」

　女が笑いながら手を出して『金をよこせ』のジェスチュアをしたので、ケイはポケットから札を一枚引っ張り出して渡した。

「毎度あり～」

　ケイは占うらないの館やかたをあとにする。雨宿りはしそびれたが、次に行く先は決まった。どのみち途と方ほうに暮れていたのだ。道を示す者がいるのであれば、それに乗るのも悪くはないだろう。いや、どんなに荒こう唐とう無む稽けいなものであろうと、元より耳を貸すほかに選せん択たく肢しはない。

　スコールのせいで、街はだいぶ人気がなくなっていた。いつもなら辺りを賑にぎわしているはずの酔っぱらいや、ストリートミュージシャンや、にわかストリートダンサー連中は、すっかり鳴りをひそめている。

　向かう先はノチェ・ブエナ。ケイはネオンの輝かがやくリオの摩ま天てん楼ろうを背に、ノチェ・ブエナへと足を向けた。




　　　　＊




　夜のモレッティ区は、ストリート脇わきで雨宿りをする酔よっぱらいの姿がちらほらと見受けられた。いつもの騒さわがしさは息をひそめ、不ふ吉きつさだけが辺りに満ちている。モレッティ区の犯罪発生件数はチェンライ王国ケラジヤン全土でナンバーワン。その六割以上がこのノチェ・ブエナで起きている。雨天を傘かさに、柱の陰かげに隠かくれた強ごう盗とうがいつ襲おそってくるともわからない。ケイは警けい戒かいを強める。

「ノチェ・ブエナの路地、男、手錠、赤──か」

　口にしないと忘れそうなので、ケイはここに来るまでに何度となく占い師の言葉を呟つぶやいていた。館を出てから、もう二十回は口にしている。口を開くたびに雨水が口に入り込んでくる。全身くまなく莫迦にされているような気分だ。

「ノチェ・ブエナの路地、男、手錠、赤、男、手錠、赤……」

　今さらながらにしてあの占い師の胡う散さんくささが気になった。紫むらさきの帽ぼう子しに黒いマント。水晶玉で占う仕草。あまりにもいかにもな姿。すべてはあの女の罠わなかもしれないが、たとえ罠だったとしても何かにはぶつかるだろう。

「──突っきるしかない、か」

　ケイは頰ほおを叩たたいて気を引ひき締しめたが、その張りつめた気持ちはアッサリと吹き飛んだ。

　ノチェ・ブエナの路地裏で見たのは、パンツ一枚にむかれているずぶ濡ぬれの中年男だった。男の手首は手て錠じようをされ、柱にくくりつけられている。中年男が履はいているのは、ビビッドな赤の女性ものの勝負下着である。雨に濡れているせいで、その股こ間かん周りのシルエットは、よりリアルに、よりタイトに、肌はだにフィットしていた。やはりこの街はひと味違う。

「た、助けてくれッ！」

　中年はケイを見るなり叫び出す。

「やれやれ」ケイは中年を見下ろしてため息をついた。「こっちがいろいろ助けてほしいよ。裸はだか手錠の赤パンティーとはキマりすぎだ。これはよほどの好き者だな、オッサン」

「うるさい！　とにかく助けてくれ！」

「人のハッピーナイトの邪じや魔まをするほど野や暮ぼじゃない。お楽しみ中、ホント悪かった」

「お楽しみ中なわけがあるかッ！」

「そうか。そいつは難なん儀ぎだな」

　まごうことなき変質者である。だが、ノチェ・ブエナの路地で、男で、手錠で、赤。狙ねらったかのように占うらない師しの話と完かん璧ぺきに合がつ致ちしている。ケイは念のためにカマについて何か知っているか、男に尋たずねてみた。

「カマだと？　カマなど知るか！　そんなことより早くどうにかしてくれ！」

「どうにかしてくれ？」ケイは痛々しい生傷を見る目で男を見下ろした。「悲しいことに、お前の性根は神ですらどうにもならない」

「そ、そんな目で俺おれを見るなッ！」

　中年男が唾つばを飛ばして吠ほえる。

　吠える変態か──これ以上深く関わるまい。ケイは男に背を向けた。

「ま、待て！　俺は『ジャックポット』のオーナーだ！　金ならある！　助けたら礼くらいはしてやるぞ！」

「ほう」男の言葉にケイは足を止め、振り返った。「なら、お前の変態プレイはカジノ荒あらし野郎の仕業か？」

「ち、ちょっと違うが、カジノ荒らしのことなら知ってるぞ！」

　ケイは男の前にしゃがみ込み、じっくりとその目を覗のぞき込こんだ。必死さから察するに、噓うそはついていないようだ。

「なら、そのカジノ荒らしについて知ってることを言ってみろ」

「う、た、助けたら教えてやる！」

「随ずい分ぶん生意気なオッサンだな。パンティーを脱いで完全体になるか？」ケイは中年の濡れたパンツに手をかける。

「ま、ま、待ってくれ！　わかった！　言う！　言います！　答えますッ！　俺をここまで連れ去った人外だ……！　毛むくじゃらの獣けものに変身したんだ。俺おれをさらって、ここまで連れてきやがった……そいつがカジノ荒あらしだ！」

「その人外、何者だ？」

「……イカサマ師だ。この界かい隈わいのカジノを荒らして回っている。エナメルブルーのタンクトップにショッキングピンクのライダージャケット、真っ白な帽ぼう子し。四六時中胸毛をねじってる。それから……狼おおかみに変身するんだ！」

「やれやれ」ケイは再びため息をつく。「そんなピースなモンスターがいてたまるか」

「いるんだよ！　いるんだから仕方ないだろうが！」

　中年裸ら族ぞくの口の周りは泡あわだらけになっていた。

「まあ良いだろう。そのハッピーモンスターはどっちに行った？」

「そ、その前にこの手て錠じようを外してくれッ！」

「立場をわかっていないようだな。パンティーからモンスターをはみださせるか？」

　ケイの手は男のパンツに伸びる。

「ま、待て！　東だ！　東に向かいましたッ！」

「東？　漠ばく然ぜんとし過ぎだ。もう少し絞しぼれ」

「それ以上はわからないんだ……！」

　結局わかったことは『東に向かえ』ということだけのようだ。

「──まあ良いだろう。ここから東と言えばリオタウンに相場は決まってるだろうからな……よし、じゃあなオッサン」

　東に行けばカジノ荒らしと出会えるかもしれない。そいつがカマについて何かを知っているはずだ。カマを手にしている張本人の可能性さえある。

　ケイはそれだけ聞くとその場を後にした。

「ま、待ってくれ！　助けるって約束だろうが！」

「全部片づいたらまたここに来て助けてやるよ。それまでお留守番だ」

「こんな恰かつ好こうで放置されてたまるかッ！」

「裸はだか一いつ貫かんでもはみ出しててもキリッとしてろ。それでこそ男ってもんだ」




　　　　◆◆◆




「ハァ……ハァ……」

　スープの入った魔ま術じゆつ鍋なべを胸に抱かかえながら、マナは息を殺してビルの陰かげに隠かくれる。

　見付かったら終わりだ。やつらの足音が遠くに響ひびいている。

「ちょっとお嬢じようちゃんどこ行ったんだぁい!?　今日こそお兄さんと遊ぼうよ、な!?」

　魔ま女じよが夜道を一人歩きするなど、『ヤーコプ団』の恰好の餌え食じきだ。連中はそんな隙すきだらけの相手を見み逃のがさない。食らいついて離はなさない。狩かれるだけ狩る。加えて昨日ケイに伸された恨うらみもあるだろう。リベンジを果たそうと息巻いているのが、連中の声からひしひしと伝わってきた。

　一人で夜の街に飛び出して、連中に見付かる可能性を考えなかった自分に腹が立つ。

　屋や敷しきを出てモレッティ区に入るとすぐに、マナは『ヤーコプ団』と遭そう遇ぐうした。入り組んだ路地で出くわしたのは不幸中の幸いだった。おまけに遠目だったので、ビルの陰かげに隠かくれてとりあえずは巻くことができた。どうにか中環区セントラルのリオまで辿たどり着ついたが、次に見付かったら一巻の終わりだろう。この重い鍋なべを持って逃げきる自信はない。

　マナの心臓は鳴っていた。『ヤーコプ団』の連中に聞こえてしまうのではないかというほどに大きな音を立てている。体全体が心音で揺れているような気がした。

　ほとぼりが冷めるまでここにいるべきか、それとも早めに逃げきるべきか。どちらも危険に感じた。じっとしていればいずれ発見されてしまうかもしれない。飛び出せばそれだけ見付かる確率が高くなる。

「どうすればいいの……？」

　マナは泣きそうな声で呟つぶやく。助けを呼びたかった。トウアがここに来てくれれば──そう思った。魔ま術じゆつが使えればそれもできたかもしれないが、マナには何の力もない。携帯電話だって持っていない。そんなものを持つ金銭的余よ裕ゆうはない。なす術すべはなかった。せめて手元の鍋がなければもう少し機き敏びんに逃げ回ることはできるだろうが、鍋を置いて逃げることも、鍋の中身を破は棄きして逃げることもできなかった。それは譲ゆずれない。今夜の戦いはマナにとって聖戦だ。文字通り、命をかけた聖戦だった。占うらない師しも言っていた。『恋はガチバトル』。その通りだとマナは思った。ここで終わるわけにはいかない。

　さっきから降り出したスコールが、鍋のスープの味を悲しく薄めていく。

「見付かる前に、逃げよう」

　マナは唇くちびるを強く嚙かみ、意を決する。見付かる前にこの場から逃げ去れ。

　しかし、それは叶かなわなかった。

「みぃーつけた[image: 黒ハート]」

　後ろから声がする。振り向くと、『ヤーコプ団』の連中がいた。

「いやぁぁぁぁ！」

　マナは路地を走り抜けて一度大通りに出て、また隣となりの路地に走る。スープがこぼれる。

「待ちなよお嬢じようちゃぁぁぁぁん！　プリプリにむいてコンガリ焼いちゃいますぅぅぅ!!」

　低く響ひびく声が後ろからする。

　マナの体が、恐きよう怖ふで震ふるえた。

　もうダメだ──




　　　　◆◆◆




　街中の排はい水すい溝こうに栓せんがされたように、ストリートは一面水みず浸びたしになっている。

　トウアは雨の中、モートァーサイを飛ばす。ステラ大通りを走り、モレッティ区方面へ。

　ビルの倒とう壊かい現場はこの辺りだったはずだが、はっきりとした場所はわからない。トウアは大通りから一本内側に入って散策をしてみることにした。

　入り組んだ、坂の多いリオの路地へと入ってしばらくしたところ──

　突とつ然ぜん、ビルの陰かげから何かが飛び出して来た。もの凄すごいスピードでトウアの前を横切る。

　人間か──いや、人間ではない。飛び込んできたそれは、全身を体毛に包んだ、狼おおかみのような獣けものだ。だが、狼よりもずっと大きい。

　トウアはモートァーサイのブレーキを踏ふむ。

　しかし、スコールで濡ぬれた地面のせいでタイヤがうまく停止しない。ハンドルも言うことを聞かなかった。

　けたたましい音が鳴なり響ひびく。

　サイドカーの連結部分がガタピシと音を立てている。今にも切きり離はなされそうだ。その揺れに共きよう振しんする本体のモートァーサイは、さらに激しく上下左右にブレている。振り落とされないようにハンドルをガッチリと握にぎり締しめた。

「危ねえぞ、クソガキが!!」

　二足歩行型巨大狼はトウアの背中に向けて喝かつを飛ばす。喝と同時にモートァーサイは壁かべに激げき突とつし、トウアは地面に投げ出された。

　坂道が災いして、モートァーサイはそのまま勢いに乗って坂を一直線に下って行った。サイドカーはルークチュップを辺りにバラまき散らしている。

　豪ごう快かいな横よこ滑すべりをして猛もうスピードで転げ落ちていくトウアのモートァーサイ。ああなってしまってはもう行き止まりに衝しよう突とつするまで誰だれも止める事はできないだろう。トウアは地面に倒れたままで、その暴れ馬を思わせるダウンヒルのさまを見ていた。エンジン音が徐じよ々じよに遠くなっていく。

　やがて、終着点まで辿たどり着ついたらしいモートァーサイは、派手な音を立てた。それとともに、エンジン音も止やんだ。

「──あとで取りに行こう」

　トウアは立ち上がり、何喰くわぬ顔でビルの倒壊現場へと向かった。




　　　　◆◆◆




「さァてお嬢じようちゃん、やっとこんがり焼きの時間だねぇ!!」

『ヤーコプ団』の連中に、ジリジリと壁かべに追いつめられる。マナは恐きよう怖ふで身動きが取れずにいた。捕つかまったが最後、骨まで火ひ炙あぶりになり、処分されてしまう。

　もうダメだ──そう思った瞬しゆん間かん──

　目の前の空気が破は裂れつしたかのような衝しよう撃げきがマナの全身を刺激した。

「ピギャス!!」

　潰つぶれるような声が聞こえたかと思うと、目の前で涎よだれをたらしていた『ヤーコプ団』の三人は、赤や黄色の球を振りまいて吠ほえるように坂を下って来たモートァーサイに見事に跳はね飛とばされた。そのはずみで、サイドカーに積まれていた色鮮あざやかな球体が辺りに舞う──ルークチュップだ。

　モートァーサイのサイドカーにさらわれた三人は、坂の終わりの壁に激げき突とつして宙を舞う。

　三人の男たちはドサリと地面に叩たたき付つけられて、目を回していた。

「な、何……？」

　マナはあっけにとられながらその光景をただ眺ながめていた。自分が助かったとわかるまでに少し時間がかかった。何がどうなったのかよくわからないが、とにかく危機を脱したらしい。ホウと胸をなで下ろし、路地へと視線を向けてその先へ進もうとするマナ。

　と、ふと思う。サイドカーにルークチュップ──さっきのモートァーサイはトウアのものだったのではないか。彼がどこかで自分の危機を見かけて助けてくれたような気がした。近くにトウアがいるかもしれない。辺りを探してみよう。

　だが、そこで再び恐怖に襲おそわれた。マナの視線の先には、『ヤーコプ団』と同じほど、あるいはそれ以上の恐怖が口を開いていた。

　目の前に広がっている光景を見て、マナは凍こおりついた。

　マナがそこで見たものは、おぞましい光景だった。

　動けなかった。




　　　　◆◆◆




　中環区セントラルの中心街、リオ。菲フエイはスコールの降りしきる夜の街を裸足はだしで彷徨さまよっていた。

　イアンを見失ってもうだいぶ経つ。どこを探しても見あたらないし、どこを探せば見付かるのかも見当がつかない。

「やっとここまで来たのに──」

　通りの途と中ちゆうにしゃがみ込み、頭を壁かべにもたげた。ずぶ濡ぬれだった。濡れた髪が重い。

　道行く男たちが菲フエイに傘かさを差し出しながら声をかけてきた。

　──ハァイ[image: 黒ハート]　こんなとこで何やってんの？　──

　──遊びにいこうぜ──

　──飲みにいかないか──

　あるいはもっと直接的で下げ種すな言葉たち。言葉は菲の耳に届かない。目の前が完全に闇やみで包まれていた。

「もう、終わりです──」

　菲は後頭部で壁を小こ突づくように頭を前後に揺らす。陸の見えない大洋のど真ん中で木片にしがみついて何日も彷徨さまよっている遭そう難なん者しやのような失望感。雨に濡れた自分がどうしようもなく惨みじめな存在に思えた。

　何人の男が声をかけて来ただろう。それさえもわからない。何人かは女性だった。自分を心配してくれていたようだ。大だい丈じよう夫ぶですの一言さえ返すことができなかった。どうでも良かった。何人かは自分がモデルの未菲ミイ・フエイであると気付いて写真を撮とった。どうでも良かった。あっちへ行けと手を振ると、怪け訝げんな顔をして去っていった。

　スコールは容よう赦しやなく降り注いでいる。誰だれかに救ってもらいたい気分になったが、それと同じくらい一人にしてほしいと思った。菲はゆっくりと立ち上がり、ストリートを歩いた。

　雨に濡れながらリオの街をあても無く徘はい徊かいする自分の姿は、さながらこの街に住み着く亡ぼう霊れいのように違いない──自じ虐ぎやく的てきなことを考えていると、誰かの足が視界に入り込んできた。顔を上げて相手を確認する気さえ起きなかった。

　菲が力なく立ち止まっていると、目の前の人物がタオルを差し出してきた。

「水も滴したたりまくる良い女──でも程々にしないと、お化け粧しようが台無しよ」

　そこにいたのは、紫むらさきの帽ぼう子しを被かぶった女だった。




　菲は誘さそわれるがままに占うらないの館やかたに入った。普ふ段だんであれば占いなど信じはしないが、今は神にすがりたい気分だった。

　水すい晶しよう玉だまにロウソク、マントで雰ふん囲い気きを出している。いかにもな空気だ。飾りつけられたドクロと、部屋を包む甘いアロマの香かおりが怪あやしげな様相を盛りあげていた。

　菲の目は占い師を見ていない。視線はテーブルの上に置かれた水晶玉に向けられていた。水晶玉は今日の空のように曇くもりきっている。濁にごった、深い灰色だ。『お前の未来は真っ暗だ』と言われているような気がした。

「ずぶ濡れも気にならないほどとは、随ずい分ぶんとお悩みの様子ね」

　占い師は頰ほお杖づえをついた姿勢で菲を見み詰つめていた。美人の占い師だ。泣きぼくろが怪しい色気を際立たせている。口紅の色が少しアダルトに過ぎるかとも思ったが、重々しい雰囲気を演出するためだと言えば、確かにその真紅は神秘さを醸かもすことに成功していた。

　菲フエイは長い沈ちん黙もくの後、水晶玉を見詰めたまま、独ひとり言ごとを呟つぶやくようにして言った。

「……人を探してくれますか」

「何のために？」

「殺すために」

　物ぶつ騒そうな話もあったものね、と占うらない師しは菲の目を見て机に頰ほお杖づえをついた。

「恨うらみでもあるの？」

　菲はそれには応えなかった。目をそらすように壁かべ際きわを眺ながめ、棚たなに置いてある緑色の球で視線を止めた。美しく輝かがやく緑色。さっきまでの曇くもった気分が少し晴れたような気がした。

「──あの球、奇き麗れいですね」

「ああ、あれね」占い師は緑色の球を一いち瞥べつした。「あれは『神の目』よ。何千里も先を見ることができる──そんな言い伝えがある神様の目」

　とても奇麗、と菲は呟いた。椅い子すから立ち、緑の球を手にする。ずっしりと重い。唇くちびるをつけると、ひやりとした冷たさを感じた。菲は思う、この『神の目』であの男を見つけ出すことができるのであれば。言い伝えでもまがい物でも、すがるものが欲しい。

「……占い師さん、これをわたしに譲ゆずってください」

「随ずい分ぶんいきなりね。さすがにはいどうぞってわけにはいかないわ」

　そうですよね、と菲は肩を落とした。いきなり宝石をよこせなど、確かにむしの良い話だろう。だが、そんな世迷い言を言ってしまうほどに、頭の中は曇っていた。

　石はどうしようもなく美しく光っている。

　気を落としている菲に、占い師はにやけた顔で声をかけた。「──まあ、この『神の目』ってちょっといわくつきな代物だから、そんなおいそれとは渡せないけど、それなりのものと引き換えなら考えないでもないわ。そう、たとえば──」

　占い師は菲の首元を指差した。首のリボンには猫目石クリソベリル・キヤツツアイがくくりつけられている。猫目石──一級のダイヤにも引けを取らないほどの貴石。緑色の球がいかなるものであろうと、さすがにこの猫目石と同じだけの金銭的価値はないだろう。だが、今の菲にはあの緑色の石が必要だった。自分の気を落ちつかせるために──そして、この心の闇やみを振り払うために。自じ暴ぼう自じ棄きかも知れないが、それでも構わなかった。

　お易やすいご用です、と菲は首のリボンを占い師に差し出した。

　まさか本当によこすとは思わなかったらしい。占い師は猫目石を受け取ると、随分と驚おどろいたような顔をした。無理はないだろう。リボンの猫目石は、これ以上ないほどに見事なキャッツアイの光を放っている代物だ。

「安物ドレスが『神の目』に、『神の目』がキャッツアイに──随分なわらしべ長者ね」

　占い師は菲に『神の目』を渡した。ありがとう、と菲は少しだけ笑顔を見せた。

「そこに座りなさいな。お釣つりは出ないけど占いはサービスできるわよ」

　菲フエイが席につくと、占うらない師しは水すい晶しよう玉だまに念を込めた。

「ハンニャホーレ、ハンニャホーレ──」

　それは何──と思う体力さえ今の菲には残っていなかった。

　──変なおまじない……わたしを元気づけようとしてくれているんですね、わかります……でも……ごめんなさい……──

　菲は顔を落としたまま、視線を横に逸そらした。

「……見えるわ──丸見えよ──ノチェ・ブエナの隅すみにある廃ビル……鏡張りの部屋──これは、『ミラード鏡張り』の跡あと地ちかしら──うん、そこにあなたの探している男がいるわよ」

　水晶玉にはその廃ビルが映し出されていた。鏡張りの冷ややかなビルだ。建物の中はあれ荒すさんでいる。『ミラード』にはシウの目を盗んで何度か行ったことがあった。ビルの三階がメインフロアの、比較的大きいクラブだ。今はもう潰つぶれてしまったクラブ。

　菲は礼を言って立ち上がり、占いの館やかたを後にした。

『ミラード』。そこにイアンはいる──インチキ占いだろうが何だろうが構わない。どうせ失うものは何一つない。行くあてもない。あの男を探す以外にやることなどないのだ。

　雨の降りしきる夜の街の片隅、菲は緑色の石──『神の目』を握にぎり締しめた。

　目的地はモレッティ区のノチェ・ブエナ。かつて『ミラード』が存在していた廃ビル。

　ターゲットはイアン・キッチナー。

　どうやって殺せば良いのかさえわからない、アンデッド。




　　　　◆◆◆




「なんで死なねえんダ！」

　鉄パイプを持った黒服は半ばパニックに陥おちいった様子でイアンの頭を殴おう打だする。

　地面に倒れるイアンの頭部から薬や缶かんをひっくり返したように血が流れだした。頭ず蓋がい骨こつも陥かん没ぼうしている。脳みそも崩くずれ出していた。しかし──数秒を待たずしてイアンの傷は元に戻っていく。血が、脳のう漿しようが、肉片が、戻っていく。

　イアン・キッチナー──どれだけ肉体を損そん傷しようしようと、どれだけ時が経とうと、決して死なないアンデッド。黒服たちの目の前にいるのは、この街に不ふ穏おんな噂うわさをちらつかせている張本人──対たい峙じするものに恐きよう怖ふと死を与える不死の肉体。

　男たちはもうかれこれ五分は同じことを繰くり返している。イアンの頭をへこませてもすぐにくぼみは復元し、腹をナイフで突き刺しても血は体に吸い込まれていき、銃じゆうを撃うち込こんでもみるみる穴が塞ふさがっていく。

　殴なぐられては立ち上がるイアンに、男たちの攻こう撃げきの手が徐じよ々じよに鈍にぶくなっていった。

　男たちは勢い良く首を左に二回傾かしげて、声を震ふるわせる。

「……こいつ、人外ダ……」

「やれやれ、人外とはヒドいな。アンデッドと呼んでくれ」

　別の男がサブマシンガンを撃うち放はなつ。イアンの体は銃じゆう弾だんで蜂はちの巣すになったが、それも一いつ瞬しゆんだった。弾はじけとんだ肉片と血しぶきは、磁石同士が吸いつくようにすぐにイアンの肉体におさまり、傷口を塞ふさいでいった。

　イアンはゆっくりと立ち上がり、男の首を摑つかむ。恐きよう怖ふで歪ゆがむ男たちの耳元に、吐と息いきを吹きかけるようにイアンは囁ささやく。

「キミたちじゃ僕を殺せないよ。残念ながらね」

　イアンはそのまま力を入れて男の首の肉に指をねじ込み、男を壁かべに叩たたきつけた。一見華きや奢しやな体だが、その肉体には想像以上の力が秘められている。

　自分の手の中で震えている男の首元を握にぎり締しめながら、イアンは肩を落としてぼんやりと思った。ジンノも単なるペテン師だった。人を騙だますことが仕事の詐さ欺ぎ師しだ。

　手に入れた金は七割をジンノに、残りをジェリコにくれてやるつもりだった。だが、ジンノはそのすべてを手に入れようとしている。単なる金の亡もう者じやだ。今まで何度となく見て来た、その他大勢の連中と何ら変わりはしない。この男は信しん頼らいできるかもしれない──そう思った自分が莫ば迦かだった。

　壁に叩きつけられた男は、頭から血を流して泡あわを吹いた。首に開けられた五つの指穴からは、血が噴ふき出だしている。

　周りに控える黒服たちは、恐おそれのせいか機械じみた様子で小刻みに震え上がっている。イアンの冷めた視線を浴びている男たちは、完全に動きを止めていた。

　イアン・キッチナー。またの名は、ノチェ・ブエナの悪あく魔ま。




　　　　◆◆◆




　アンデッド──

　マナは、目の前で繰くり広ひろげられている光景が理解できなかった。一人の青年が五人の黒服に袋だたきにされている。袋ふくろだたきどころの話ではない。撲ぼく殺さつ、銃じゆう殺さつ、絞こう殺さつ、刺殺。黒服は、あらゆる殺し方を試すように青年を打ちのめしている。言葉が出なかった。

　だが、驚おどろくべきはその先だった。青年の首から、腹から、頭から吹き出した血が、その体に吸い込まれるように戻っていく。路地の壁に吹きつけられた血が、みるみるはがれていく様は、あまりにも不気味だった。吹き出した血を飲み込むように、傷口がゴクリと音を立て続けている。吹き出した血や千ち切ぎれた腕が、みるみる青年の体に戻っていった。

「い、い、いやぁぁぁぁ!!」

　マナは鮮あざやかな赤に、思わず両手で頰ほおを押さえて叫び上げた。

　命がけで守り抜こうとしたスープ──マナはそのスープが入った鍋なべを、足元に落とした。

　鍋が転げる音が路地裏に響ひびく。

　やられ続けていた青年が反はん撃げきに出た。青年は黒服たちを順番に壁かべに叩たたきつけていき、一人ずつ駆く逐ちくしていく。

　青年が反撃ののろしをあげてから五人の男が完全に床ゆかに伏ふすまでには、それほどの時間はかからなかった。男たちは小刻みに痙けい攣れんして、やがて魂たましいが体から抜け出たかのように動きを止める。起き上がる気配はまったくない。

　先の叫びで気付かれたのだろう、青年は後ろを振り返り、マナに視線を送った。目が合った瞬しゆん間かん、死の恐きよう怖ふを感じた。

　青年がつめ寄ってくる。マナは後ずさる。思うように足が動かない。走って逃げだしたいけれど、逃げられない。自分の腰が抜けていることに、今さらながらに気付いた。腰を引きずってあとずさっていた。

　男はマナの目の前に立つ。男の左目からは血が流れ出している。眼球を引き抜かれているようだ。そのくぼんだ目元のわずかな隙すき間まの奥おくから睨にらみつけられているような気がした。瞳ひとみで睨みつけられるよりも、ずっと恐怖を感じる視線だ。

「──見たね」

「い、いえ……み、み、見てませんし、み、見ませんし、い、い、い、言いませんし……」

　男は少女に笑顔を向け、肩に手を乗せて言った。

「残念だけど、僕の正体を知った人は、基本的に殺すことにしているんだ」

　青年はマナを手早く縄なわで縛しばり、床に転がる鍋をマナの頭に被かぶせた。鍋の残り汁が頰を伝う。

「最近は少し派手にやらかしているから、ノチェ・ブエナの悪あく魔まなんて不ふ名めい誉よなあだ名を貰もらっててさ。これ以上ニュースになるのも避さけたいから、少し人気のないところに行こう。どこに行くのかは教えられない。悪いけどしばらく目め隠かくしをさせてもらうよ。幸い、黒服たちの車もあることだしね」

　マナは抱きかかえられ、車のシートに放り投げられた。

　恐怖のあまり、マナは抵てい抗こうしようという気には、まったくならなかった。首一つ動かすことができなかった。腰が抜けて立てなかった。




　　　　◆◆◆




「畜ちく生しよう……！」

　ジェリコはリオの路地裏へと逃げ込んだ。街はすっかり黒服だらけだ。どこへ行っても銃じゆうを構えた男たちに出くわしてしまう。

　腕の出血はまだ止まらない。体の痺しびれも残っている。

　ジェリコは息をひそめる。足音は聞こえない。追っ手は来ていないようだ。変体を解き、人の姿に戻った。無む駄だに狼おおかみの姿になっていても体力を削けずられるだけだ。スコールが体力の消しよう耗もうに拍はく車しやをかけていた。銀の弾だん丸がんが貫つらぬいた腕が痛む。

　銀の弾丸──狼男の弱点だ。ジェリコに対する嫌いやがらせとしては特上だった。

　と──

「マジでショッキンピンクにエナメルブルーか。驚おどろきだな。度ど肝ぎもをごっそり抜かれた気分だ」

　声が響ひびいた。スコールのせいか、かけらの気配すら感じなかった。ジェリコはとっさに振り向いて身構える。

　後ろにいたのは、髭ひげを生やした男だった。背せ丈たけは人の姿をしている時のジェリコよりも少し小さいくらいだろうか。スリムだが華きや奢しやではない。よく筋肉のついた体だ。

「へえ、大したもんだな。気配をまったく感じなかったぜ。何もんだ？　てめえ」

「ケチな死神だよ。おい、俺おれのカマを返してもらおうか。お前が持っていても仕方ないだろう」

「カマだぁ？」

　ジェリコは眉まゆを上げる。カマなど知りもしなかった。何の話か見当もつかない。

　死神を名乗る髭ひげ男おとこ──また新手の敵が現れたようだ。仮に敵ではなくとも、こんなところで足止めを食らっているわけにはいかない。

　ついてねえな──ジェリコは鼻で笑う。

「カマねぇ。ああ、それなら──」ジェリコは手元の瓦が礫れきを摑つかみ、それを死神に投げつけた。「そんなもん知るかっての！」

　自じ称しよう死神は飛んでくる瓦礫をかわした。ジェリコはその隙すきをついて路地裏から飛び出す。

「待て！」

　言うよりも早く、死神は走り出してジェリコを追いかける。

　ジェリコは耳を澄すます。雨音が邪じや魔まをする。だが殺気立った気配は感じた。すぐ後ろをつけているようだ。振り返る。死神との距離は約五メートル。

　ジェリコは路地を曲がる。行き止まりだ。

「……本当についてねえな」

　ジェリコは苦笑いをしながら振り返った。死神がゆっくりと近づいてくる。

「確かについてないな。今度この街を逃げ回る機会があるなら、その時はもっと地理に詳しくなっておくことだ」

「ああ、ついてねえ。お前がな!!」

　ジェリコはスコールの降りしきる空に向かって大きく吠ほえ、獣じゆう化かした。獣の腕、獣の足、獣の体、獣の顔。体長五メートルを越える、二足歩行型巨大狼。

　巨大な狼を前に、死神は苦笑いを見せた。「勘かん弁べんしてよ」

　次の瞬しゆん間かん、ジェリコの蹴けりは死神のミゾオチを捉とらえていた。

「グッ！」

　ジェリコの蹴りを受けた死神は路地を引き返すように吹き飛び、十メートル先のビルの壁に激げき突とつして身動きをしなくなった。

　勢いづいたジェリコの脚あしは、そのまま小さなビルの二階部分を根こそぎ吹き飛ばす。バランスを失ったビルは、音を立ててそのままゆっくりと瓦が解かいする。

「悪く思うなよ！」

　崩くずれゆくビルを背に、ジェリコは立ち去った。死神はゴミに埋うもれて白目をむいていた。




　　　　◆◆◆




　占うらないの館やかたを出ても相変わらずのスコールだった。止めどなく泣いている空が菲フエイの全身を濡ぬらす。下着までずぶ濡ぬれだ。

　チェンライ王国ケラジヤンを東西に走るステラ大通り。菲は一人廃ビルへと向かって歩いていた。この雨の中、辺りを歩く者はほとんどいない。時折大通りを駆かけ抜ぬける車両の速度は、いつにも増して速かった。タイヤが跳はね飛とばす水が歩道の奥おくまで跳ねてきては菲の体を打つ。

　これ以上水に濡れたくはない。菲は少しでも水を避よけるため、大通りから路地に入り込んだ。この夜分、どんな物ぶつ騒そうな連中がたむろしているかわからないが、雨に濡れて薄汚れるよりマシに思えた。

　モレッティ区、ノチェ・ブエナの『ミラード鏡張り』。そこにイアンはいる。

　行って何ができるだろう。自分の手元には彼を殺す武器などない。それどころか相手はアンデッドだ。殺す方法さえわからない。しかし、そこに行かなくてはならない。イアンに会うために。行けば、あるいは道が開けるかもしれない。

　路地に入ると、向かいから黄緑色の三輪タクシートウクトウクが飛ばしてきた。

　──あれで目的地に──

　菲は手を上げてトゥクトゥクを呼び止めた。

　トゥクトゥクは菲の脇わきを通り過ぎた辺りでブレーキを踏ふむ。タイヤが激しい音を立ててスリップをし、狙ねらいすましたようにスカッと電柱に激突した。吹き飛んだフェンダーが乾かわいた音を立てて路地に転がる。後部のナンバープレートは、片側の留め金が吹き飛んだらしく、ぐらぐらと宙をふらついていた。プレートに記されているナンバーは『ＣｈｉａＲＥｘチエレツクス』──そんな風にも読めた。

　トゥクトゥクの後部席から男が降りて、菲に向かって歩いてきた。長髪黒髪の男だ。黒いスーツをきっちりと身にまとい、ネクタイまでしめている。妙に青白く、瘦やせた男である。

　男は菲の頭の上に傘かさを差し出した。
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「やあお嬢じようさん。美女が深夜に下着透すけ透すけプレイとは、こりゃまた結構なご趣しゆ味みですな！」




「いやあしかしビックリした。このスコールの中で路地裏を歩いてるなんて。目ん玉飛び出るかと思ったよ。僕が眼鏡めがねかけてるマンガのキャラだったら眼鏡ぶち抜いてたね、いやホント。実際、コントみたいに柱にぶつかっちゃったし、っていうかぶつけたの僕じゃないけど」

　菲フエイを乗せたトゥクトゥクはステラ大通りをひた走る。隣となりに座る長髪男がへらへらとした口調で声を飛ばしてくるが、菲は相手をする気になれなかった。目的地だけを告げて、それきり口を閉ざした。

　運転席でトゥクトゥクを操縦する黒服が一人。二人乗り用の後部座席には長髪男のほかに部下と思おぼしき黒服が一人。真ん中に座らされているせいで、すこぶる窮きゆう屈くつだった。逃げることもできそうにない。だが、逃げる気などさらさらなかった。逃げる気力さえなかった。

「それにしてもこんな夜よ更ふけにノチェ・ブエナなんかで何をしようていうんだい？　おまけに随ずい分ぶんなずぶ濡ぬれ姿だし。いや、人のプライバシーに入り込むつもりなんてないけどね。おや、こりゃまた随分とおっかない顔をしてるじゃないの。いけないねぇ、ささ笑って笑って。別に手を叩たたいてアヒッと爆ばく笑しようしなくても良いけど。そうそう、キミの名前を教えてくれない？　なんかどこかで見たことがあるような……ねえお嬢さん？」

　菲は黙だまり続けた。今はとても関わる気にはなれない。

「キミみたいなクールビューティに『あんた莫ば迦か？』とか言われてみたいんだけど。『だいっきらい』とかもたまんないよね。『生きて帰ってこなかったら許さないんだからね』とか言われちゃったらその瞬しゆん間かん一発で死ぬと思うな」

　菲フエイは反応しなかった。しばらくの沈ちん黙もくが続く。男はため息をついた。

「おやおやだんまりなんてつまんないじゃないの。ほら窓の外をご覧よ、ノチェ・ブエナみたいな場所でも、ここから見えるのはきらびやかな風景、ギンギラの摩ま天てん楼ろう。なんでも遠くから見ればよく見えるもんだね。まさに『遠目山越し笠のうち』ってやつさ。ところでマテンロウといえば昨日の新聞見た？　王立警察のトップ、マーティン・ロウ局長が公的資金を横領していたとかで失しつ脚きやくしちゃったらしいじゃない。しかも噂うわさじゃ対立する副局長の罠わなだったとも言われてるみたいだし。ああ嫌いやだねえ役人の覇は権けん抗こう争そう。なによりスキャンダルを起こすならもっとキラッとしなきゃ。どこかの王女と愛の逃とう避ひ行こうとかそんな映画みたいなやつ。ねえどう思う？　っていうかお嬢じようさん、僕とかどうです？　なんちゃって[image: 黒ハート]」

　菲は何も言わなかった。ただ窓の外の明かりをぼんやりと眺ながめていた。またしても無反応な菲を見て、長髪男は呟つぶやく。

「おやおや、ロマンチック過ぎて死んじゃったのかい？　そうそう、死んじゃったと言えば──」男はそこで言葉を区切り、菲をちらりと見やる。「──昨今はこの街をアンデッドがうろついているとかいないとか。そんな噂、聞いたことない？」

　アンデッド。その言葉に一いつ瞬しゆん反応しそうになるが、やはりこの男の与よ太た話ばなしに付き合う気にはなれなかった。菲は口を閉ざし続けた。

「いやぁ、おっかないよねぇ。死なない体のアンデッド。死なないってどんな気分なんだろうね。まあ僕からしたら死なないアンデッドより今のキミの気分の方が気になるけどさ。だってずっと怖こわい顔してるんだもの。『笑う門には福来る』っていうでしょ。そんな顔してると幸福も逃げちゃうよ？　ささ、スマイルスマイル。ところでこの街で噂のアンデッドだけど──」

　菲は相変わらず黙り込んでいた。

　だが、長髪男の次の言葉に、菲は身を乗り出さずにはいられなかった。

「──アンデッドを殺す方法があるらしいんだよね。知ってるかい？」

　菲の顔がこわばった。手に取るように、そのこわばりがわかった。それこそまさに自分が知るべきことだった。思わず体が反応した。

　アンデッドを殺す方法。本当だろうか、本当に殺すことができるのだろうか。

　男はおもむろに口を開いた──その方法を。

「──と、まあそんなわけだけど、どう思う？　非科学的で非現実的で爆ばく笑しよう的な方法だよね、タッハッハ、いやはや。そもそもアンデッドなんてものが非科学的なんだけどさ」

　長髪男が高らかに笑う中、遠くで轟ごう音おんが鳴なり響ひびいた。少し先、ノチェ・ブエナにあるビルが倒とう壊かいしようとしている。

「おっと、僕は別件でちょっとあっちの方まで行かなきゃいけないんだよね。何しろハードナイトだからさ。さてお嬢じようさん。お別れの時間だ」

　男はトゥクトゥクを停めた。モレッティ区の繁はん華か街がい、ノチェ・ブエナ。メインストリートから少し奥おくまったところにある廃ビルの前。かつてこの辺りの夜を盛り上げたクラブ『ミラード鏡張り』の看板が目に入る。

　長髪男は後部席から降りて、菲フエイに手を差し出した。

「さあ、王子様のお城にご到とう着ちやくだよ、お姫ひめ様」




　　　　◆◆◆




　派手に暴れ回り過ぎた。

　ジェリコは荒あれる呼吸を整え、怪け我がをした腕を押さえた。

　通りには黒服が銃じゆうを持って往来している。うかつに飛び出せば狙ねらい撃うちをされるだろう。応戦はまぬがれない。結果、ビルを破は壊かいすれば、敵に自分の居場所を教えることになる。悪あく循じゆん環かんだ。もう少し大人しく移動しよう。ほとぼりが冷めるまでここにいるか──そんなことを考えながら路地裏で息を殺していると、後ろからトゥクトゥクのエンジン音が微かすかに聞こえてきた。ちょうど良い、トゥクトゥクを奪うばって逃げ出そう──ジェリコは振り返る。

　だが、後ろからやってくるそれを見て、固まった。

　黄緑色のトゥクトゥク──『ＣｈｉａＲＥｘチエレツクス』のナンバーだ。

「やあ、また会ったね。っていうかキミを追いかけてきたんだけどさ」

　身み震ぶるいを覚えるような冷ややかな声──長髪の黒スーツだ。さっき自分に銃を向けて銀の弾たまを放ってきた、得体の知れない男。両りよう脇わきに部下の黒服を従えている。サングラスをかけた黒服たちだ。脇を固めるサングラスたちは、リボルバーの銃じゆう口こうをジェリコに向けていた。

「死神くんをバッチリ伸してくれたみたいだね。あっちの大通りで完全に白目むきあげちゃってたけど、まさか死んじゃってる？　しかし死神が殺されちゃうってのも因果なもんだね、タッハッハ」

　ジェリコはふざけやがってと舌打ちをし、全力で走りだした。いくら体力を削そがられているとはいえ人間の足で追いつける速度ではない。飛び道具にさえ気をつけていれば逃げきることはできる。

　ジェリコは路地を曲がりビルに姿を隠かくす。

　曲がった路地の先に、さっきの長髪とサングラスたちが立ちはだかっていた。

　全力で駆かけだしたのに追いつかれた。人間業とは思えない。ジェリコの胸元で「ぞくり」と莫ば迦かでかい音がする。その音と同時に、サングラスたちは素早く首を左に傾かしげるような仕草を二回見せ、リボルバーの引き金を引いた。

「畜ちく生しよう！」

　ジェリコは来た道を引き返す。後ろから放たれた銃じゆう弾だんが肩をかすめた。

「あああッ！」

　悲鳴をあげて地面を転げるジェリコに、長髪がゆっくりと近づいて来た。見下ろすように銃じゆうを構えている。長髪はパルメザンチーズを懐ふところから取り出し、それを美う味まそうに飲んだ。

「てめえ……一体何モンだ？」

「ああ、まだ自己紹介をしていなかったね。初めましてミスタージェリコ。僕の名前はジンノ・リョウイチ。以後お見知りおきを。さて、おしゃべりはこれくらいで終わりにしよう。あんまり長くしゃべるのは柄がらじゃないんでね──いやどうだろう。とりあえず仕事は早いタチなんで、ちゃっちゃと片付けさせてもらうよ。悪く思わないでくれたまえ」

　嫌いやみな笑い顔と銃口を向けてくる長髪。ジェリコは腰を地面についた姿勢でじりじりとあとずさる。体をかすめた銀の弾たま、それが作った銃じゆう創そうがひどくしみる。絶え間なく血が流れてきて、止まる気配はない。もう一発撃うち込こまれたら、それがどこに当たろうが確実に逝いくだろう。

　だが、もちろんこんなところで終わる気はさらさらない。

「悪いけどよぉ……俺おれは諦あきらめが悪いんだよ！」

　ジェリコは最後の力を振ふり絞しぼるように空に向かって叫ぶ。全身が金色の毛に覆おおわれ、体は五メートルを超す巨体へと変体した。力任せに腕を振り、手元のビルの一階部分を吹き飛ばす。ビルは倒とう壊かいし、長髪に覆おおい被かぶさるようにして倒れてくる。すかさずジェリコは立ち上がり、倒れ来るビルから身を離はなした。

　ビルは今まさに長髪の上に被さろうとしている。長髪は笑いながら呟つぶやいた。

「ワーオ」




　　　　◆◆◆




　──怖こわい──

　マナは震ふるえていた。車に乗せられていた時間はそれほど長くはなかったような気がするが、永遠のように長く感じた。

　ここはどこだろうか──頭に被せられた鍋なべのせいで場所はわからない。

　自分の身に起きている事が信じられない。車から引きずり出され、人殺しのアンデッドの肩の上に担がれている。まるで食材の気分だ。このままいけば殺されるだろう。じっとしているわけにはいかない。だが、逃げ出そうにもマナの足は恐きよう怖ふですくんで動けなかった。

　アンデッドはマナを肩に担いだままどこかのビルに入り、階段を上る。三階ほどの高さまで上った後、そっとソファにおろされ、視界を遮さえぎっていた鍋が取り除かれた。

　目の前に広がるのは、廃ビルのフロアだった。広いフロア一面に瓦が礫れきが散乱している。到とう底てい使われているとは思えない。部屋の隅すみには机と椅い子すが積みあげられていた。特筆すべきは、よほどのナルシストが居を構えていたのか、壁かべは一面鏡張りだった。

　男は手にした鍋なべを床ゆかに放り投げた。鍋は鈍い音を立てて床を転がる。

「手て荒あらなことをするつもりはないよ。大だい丈じよう夫ぶ、一いつ瞬しゆんで殺してあげるから」

　アンデッドの口調は穏おだやかだった。彼の穏やかな態度が、より一層の恐きよう怖ふ感かんを与える。

　体中の筋肉がこわばっていた。膝ひざが小刻みに震えている。両手両足を縛しばられているが、縛るまでもなかった。触しよつ覚かくまでなくなっている。目と耳だけが、この状じよう況きようを辛かろうじて捉とらえていた。

「な……何が目的なんですか」

　マナの声は震えていた。麻ま酔すいでも撃うたれたように、唇くちびるがだらしなく開いている。

　得体のしれないアンデッドに見下ろされ、強い恐怖を感じた。

「さっきのことなら……わたし、黙だまっています……」

「そうしてもらえると助かるよ。ただ、キミは誰だれかと会う前に死んでしまうけれどね──さて、死に方を選ばせてあげる。何がいい？　首から血を吹き出して死ぬのがいいか、それとも三階から頭を下にして落とされるのがいいか、絞こう殺さつがいいか、首つりという手もあるね。ほかにも撲ぼく殺さつ、洗面器で窒ちつ息そく死し。手元に銃じゆうやら毒物やらがないので、バリエーションには欠けるな」

　アンデッドは眼鏡のブリッジをあげる。近づいてくるその姿には、これから殺人をしようという気配は見られない。まるでウサギでも抱だこうとしているような表情だ。だが──それが恐おそろしい。あまりに穏やかなその表情が、どうしようもなく恐ろしい。

「……殺さないでください」

　マナは震えた。死をリアルに感じた。男の死んだような右目の裏側に、男の失われた左目の裏側に、自分の死を感じた。自分は確実に殺される。この男はハッタリを言っているわけではない。間違いなく自分を殺す。ためらわず、一瞬で、簡単に、確実に殺す。手に取るようにわかった。男の放つ暗い空気から、それが伝わってきた。殺気で圧死しそうだ。

　眼球が抜き取られたような左目──男はわずかに開いたその深い穴でマナを真っ直ぐに見み詰つめた。吸い込まれるような恐怖が全身を包んでいる。

「そうだな──ナイフにしよう」男はポケットからナイフを取り出した。

「お願い……殺さないで……わたし、まだ……やり残したこととか……やらなきゃいけないこととか……洗せん濯たくもしてないし、お鍋だって勝手に外に持って来ちゃったし、お庭のお手入れもしないといけないし……明日になったら猫ちゃんたちがお腹をすかせるだろうし……」

「キミのやらなきゃいけないことは、どれもつまらない──そう思わないかい？」

「そ、そんなこと──」

　マナは下を向いて黙った。アンデッドの言う通りだった。

「キミの人生はつまらない──今まで良いことなど何一つなかった──そうじゃないかい？」

　確かにずっと虐しいたげられて来た。蔑さげすまれて来た。友達はいない。女子は自分を避さけている。男子は自分をからかう。生きていていいことなどなかった。

　しかし、とマナは思う。しかし、それでも『生きていても良いことなんてない』という言葉に逆らわずにはいられなかった。トウアに命がけで助けてもらったこの身を、くだらないものだとは思いたくなかった。

　それに、今の自分には一つ、どうしても果たしたいことがある。

「──トウアくんにスープを飲んでもらうんです……！　それから、お弁当を『美お味いしい』って言ってもらうんです……！　だから、だから……」

　自分の気持ちを言葉にした途と端たん、涙が溢あふれてきた。生きたいと心から思った。死を目前にして、強くそう感じた。

「だからまだ死にたくない……！　殺さないでください！」

　マナは叫んだ。どうしようもなく強く叫んだ。己の無力さを吹き飛ばすほどの全力を、嗚お咽えつ交じりに叫んだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、死はすべてを終わらせてくれる救いだ──」アンデッドは笑った。「僕を信じなよ」

　突きつけられたナイフの冷たさが、マナの首元を刺激する。

「いや……いや……！」

　殺される。感情がピークに達した。頭の中がパニックに陥おちいっている。死にたくない、死にたくない、まだ死にたくない。何度も叫ぼうとした。だが言葉にならなかった。

　階段から物音がした。

　アンデッドは物音のする方に目をやり、振り返る。

「──誰だれかいるみたいだ」

　一命を取り留めた。緊きん張ちようの糸が一いつ瞬しゆんゆるみ、唇くちびるがわなわなと震ふるえた。

　男は柱の陰かげに歩み寄る。

「出てきなよ」

「──やれやれ、バレてしまいました」

　柱の陰から出てきたのは、一人の女性だった。

　長い銀髪、赤い瞳ひとみ、白い肌はだ、抜ばつ群ぐんのスタイル。あれは──モデルの未菲ミイ・フエイのようだ。なぜこんな不ふ穏おんな場所にいるのだろうか──そんな疑問さえ湧わかなかった。助かったという安あん堵どで胸が一杯だった。

「久しぶり」菲は言う。「すごく探しました」

　アンデッドは言葉を返さなかった。ただ真っ直ぐに彼女を見み詰つめていた。

　菲はハンカチを取り出し、種も仕掛けもない事を示してから、素そ朴ぼくな一輪のナズナを出す──鮮あざやかな手品だった。

「わたしを忘れちゃったのですか？　ショックです」

「──忘れるわけないだろ、菲」

「ハハ、覚えていてくれて嬉うれしいです」

　菲フエイはアンデッドに手を振った。彼女の顔は、泣いているような、笑っているような、怒おこっているような、悲しんでいるような──

「ハロー、わたしのご主人」

　あらゆる感情をいっぺんにつめ込んだような笑顔だった。




　　　　◆◆◆




「ハロー、わたしのご主人」

　菲はイアンに笑いかけた。モデルの仕事で表情を作るのは慣れているはずだったけれど、今、自分がうまく笑えているか自信がなかった。泣いているような顔になってしまっているかもしれない。最高の笑顔を見せたかったが、上う手まくいかないみたいだ。感情が抑おさえられない。

　ようやくイアンに辿たどり着ついた。あまたの感情が胸を襲おそった。嬉しくて、悲しくて、懐なつかしくて、切なくて、悔くやしくて、腹立たしくて、そして、いとおしい。

　鏡に映った自分の姿を見る。ずぶ濡ぬれで化け粧しようは落ちていた。惨みじめな姿だ。

「こんな見み窄すぼらしい恰かつ好こうでご主人と会いたくはなかったです」

「見窄らしくなんかないさ。前は可愛かわいらしかったが、今は美人になった」

　イアンの言葉に、ありがとうと菲は笑った。

「いつぶりだろうね。最後に会ったのは……」

「一年前です」

「たった一年か」

「一年も、ですよ」

「手品もうまくなったな。なかなかのものだ」

「すごく練習しました。ご主人がいなくなってから」

　イアンが菲の元を去って一年。その日から、一日だってイアンのことを忘れた日はない。探しまわった。いくつもの街を越えて、ようやくここまで辿り着いた。

「左目、どうしたんですか」

　イアンは少し首をかしげた。「路地裏に忘れて来たらしい。たぶん今頃は犬の残飯漁あさりでも眺ながめているだろうよ」

「目がないと困ります。ご主人に見み詰つめてもらえないですからね」

　菲はイアンに近づいた。手品で出したナズナを彼の胸ポケットに刺し込み、その頰ほおに触ふれてイアンの眼鏡めがねをそっと外した。左目の奥おくは深い闇やみだった。握にぎり締しめていた緑色の石をイアンの顔の前に運び、ゆっくりと石を眼がん窩かにはめ込んだ。

「──その石、街の占うらない師しさんに譲ゆずってもらったんです。何千里も先を見渡せる『神の目』。ご主人を見つけるために貰もらったんですけど、せっかくだからご主人が持っていてください。わたしを見失ったら、その目でわたしを見つけてくれると嬉うれしいです」菲フエイは微笑ほほえみ、イアンの前で両の掌てのひらを合わせる。「ご主人に、神のご加護があらんことを」

　イアンは菲から離はなれて鏡の前に立った。

「悪くない」イアンは小さく笑った。「ご加護どころか、神になった気分だよ」

　黒い瞳と、緑色の瞳ひとみ──イアンの顔は、ちぐはぐな印象を与えた。だが、菲はそれでもイアンの視線を浴びることができて、胸が熱くなった。

「わたし、モデルのお仕事をしているんです。知っていましたか？」

　イアンは首を横に振った。

「やれやれ。ご主人の目につくように──それだけを考えていたのに」

「身に余る光栄だな」

「気付いてもらえなかったみたいですけどね」

「どうして僕がここにいるのがわかったんだ？」

「すごく探しました。すごく一生懸命ね」

　そうか、とイアンは言った。

「お茶でもだしたいところだけれど、見ての通りこんな場所だ。何もお構いできない」

「何もいらないです、ご主人。ただ、わたしはご主人の側にいられればそれでいい」

「どうして僕のところに戻ってきたんだ？」

「ウサギはね、寂さみしいと死んでしまうんですよ、ご主人」

「寂しいと、か」イアンは呟つぶやく。「キミには、僕以外に寂しさを紛らわす相手が沢たく山さんいる」

「いませんよ」菲は言う。「わたしにはご主人しかいない。あなたにもう一度飼われたいです」

　自分でも悔くやしくなるほどの、すがるような声だ。再びイアンと暮らすことだけを夢見てこの一年を生きてきた。イアンが自分の元を去ったあの日のことを思い出して、イアンが自分を捨てたあの日のことを思い出して、泣きだしそうになる。涙をこらえるのに必死だった。少しでも気を抜いたら、溢あふれ出してしまうだろう。

「ご主人、なぜいなくなったのですか」

　イアンは少しだけうつむいて首を横に振った。彼が何を言わんとしているのかは、聞かなくてもわかる。彼の気持ちはわかっている。それでも菲は聞かずにいられなかった。

「──僕はいなくならないさ。みんなが僕を置いていなくなってしまうんだ。誰だれもが僕を置いて逝いってしまう。なあ、もう大切な人に置いて逝かれるのは耐たえられない」

「わたしをそばに置いてください、ご主人」

　菲の懇こん願がんに、イアンは首を横に振った。もう何度、彼の拒きよ否ひのサインを見ただろう。そして、これからあと何回見るだろう。菲は何かを諦あきらめるように肩を落とした。

「──せめて、彼女は逃がしてあげてほしいです」

　菲フエイは手足を縛しばられたマナを指差した。

「そうはいかないよ。彼女は僕の正体を知った」

「わたしだって知っています。ご主人の正体を」

「だから僕が逃げた」

「なら──わたしも殺してください」

　イアンは再び首を横に振った。菲の顔には悲しい笑顔が滲にじんでいた。

「でしょうね。あなたはわたしを殺さない。だからわたしが殺すことにしたんです、ご主人」

　イアンは菲に諦あきらめにも似た表情を向ける。

「菲、わかっているだろう。キミに僕を殺すことはできない。誰だれにも僕を殺せない。この体が朽くち果はてることなんてないんだ。誰もが僕を残して、やがて死んでしまう──ハハ、さっきもペテン師に騙だまされて金だけ持っていかれたよ。僕を殺してやると約束を交わして、お決まりみたいに鉄パイプと銃じゆうを向けてきた。でもこの通りだ。死んでなんかいない。そんなので死ねるわけがないんだ。なあ、僕を殺すだなんて、キミまでそんなペテンを言わないでくれ」

　菲は目を閉じてイアンの頰ほおに振れ、首を横に振った。

「大だい丈じよう夫ぶ──ちゃんと殺してあげます、ご主人」




　　　　◆◆◆




　現場に辿たどり着ついたトウアを襲おそったのは、凄すさまじいほどの突とつ風ぷうだった。目の前で小さなビルが倒とう壊かいする。ニュース映像で見かける廃ビルの爆ばく破はシーンのように簡単に崩くずれた。砂さ塵じんの混じった突風がトウアの体を吹き飛ばす。

　もうこれで何棟むねのビルが倒壊しただろう。一棟や二棟では済まない。間違いなく何かが起きている。風にあおられて壁かべに激げき突とつしたトウアは、瓦が礫れきの上で耳を澄すます。雨音の中、声が聞こえたような気がした。助けを求める声だ。逃げ遅れた人がいるのだろうか。

　トウアは声のする方に向かって歩きだした。

「誰かいますか」

　どこにいるともしれない相手に向かって声をだした。「誰かいますか」

「……い、います。こっちこっち」

　どこからか声が届いた。

「どこですか」

「……こっちです、こっちです」

　力ない声だ。トウアは声のする方へと向かう。そこには瓦礫に埋うもれている一人の男がいた。男の手を摑つかんで引っ張りあげる。幸いにして怪け我がは軽いようだ。

「ウェホッ、ウェホッ……フウ……」

　泥どろと礫のせいで男の黒いスーツは灰色に染まっていた。トウアは男を安全なところまで移動させる。

　倒とう壊かいしたビルから少し離れた路地に辿たどり着つき、男は地面にしゃがみ込む。男は禁断症しよう状じようでも現れたかのように目をカッと見開いて、トウアの両肩を押さえた。長い髪の間から見える右の三さん白ぱく眼がんがトウアを捉とらえている。

「ハァ、ハァ……少年くん……パ、パルメザンチーズを買ってきて……い、急いで……」

　男はトウアに抱だきつくようにして倒れ込んだ。手には金が握にぎり締しめられていた。フルフルと震ふるえる手でトウアに金を渡す。

　トウアは大通りに出て、店がないかを探す。少し離れた場所に二十四時間のスーパーが見えた。トウアは小走りに店へと向かい、パルメザンチーズを三本買ってきた。

　男はトウアから三本のパルメザンチーズを奪うばうように取りあげ、一気に飲み干す。

「──ふう[image: 黒ハート]　生き返った。いやはやありがとう。僕、時々パルメザンチーズを飲まないとダメになっちゃうんだよ。なんていうか、命の水がきれちゃうみたいな感じ？　頭の皿湿しめってないとダメ、みたいな。あの妖よう怪かいにはシンパシーを感じるね。本当に助かったよ。いろいろマジヤバかった。感謝する。あ、ちょっと待っててちょうだい」

　男は近くに停めてあったトゥクトゥクの座席から『Ｃａｓｉｎｏカジノ　Ｊａｃｋｐｏｔジヤツクポツト』と文字が打たれているアタッシュケースを持ってきた。ケースの中には宝石が詰つまっている。

「どれでも一つ選んで良いよ。好きなのを持っていってくれたまえ」

　トウアは首を横に振った。「知らない人からものをもらうのは良くないこと、違うかな」

「まあそう言わずに。人の好意は素直に受けるのが吉きちだよ」

　ずらりと並ぶ指輪たち。あまりにもしきりに勧すすめる男に押されて、トウアは青く輝かがやく宝石のついた指輪に手を伸ばす。と、男は「あっ」と小さく漏もらして、トウアの肩に手を置いた。

「そのブルーダイヤモンドに目をつけるとはお目が高い！　でもそいつはいただけない！　なぜなら──」男は青ダイヤを手に取り、トウアの鼻先に近づける。「──こいつは不幸を呼ぶダイヤなんだよ。これを手に入れた人は奇き病びようにかかっちゃったり、列車事故に遭あっちゃったり、象に食べられちゃったり、パラシュートの紐ひもが切れちゃったり、そりゃもう大変なんだ。だからこいつは止めておいた方がいい。うん、やめようやめよう」

　そそくさと青ダイヤをポケットに仕舞う男を横目に、トウアは別の指輪に手を伸ばす。一番大きな宝石の付いた指輪だ。

　再び男が声を出す。「アアッ！　それもいただけない！　こいつは──」またも指輪をトウアの鼻先に近づけ、真しん剣けんな顔で講こう釈しやくを垂れる男。「こいつは未成年が所有していると、その所有者を狂きよう気きに走らせるいけない宝石なんだ。いわばＲ指定モノの指輪。この指輪を手にすると、ストリートでいきなりむき身になりたくなっちゃったり、スチュワーデスさんにイタズラをしたくなっちゃったり、誰だれもいないオフィスに女の子を連れ込みたくなっちゃったり、プールに飛び込むみたいにベッドに飛び込んで、しかも空中で柄がらパン一枚に脱衣しちゃったり、そりゃもう大変！　少年くん、キミはどう見てもまだ少年くんだ。つまり、良くないことが起きる。うん、これもやめよう。危険過ぎる」

　言って、男はポケットに巨大ダイヤを仕舞う。

　指輪を渡す気があるのだろうか──そんなことを考えながらケースに三たび手を伸ばそうとすると、ひときわ目を引く石がトウアの視界に飛び込んできた。

　ハート型の石。石自体は重厚で貴石然としているように見えるが、指輪部分はまるで子供のオモチャのように安っぽい。プラスチックに銀メッキをしているようだ。

　トウアはそのオモチャ指輪を手に取った。

「いやあ、お目が高い！」男はニヤリと笑い、声を裏返らせた。「さすがは少年くん！　またしても高価な指輪を狙ねらい撃うちとは、これまた恐れ入った。それはね、一つだけ願いを叶かなえてくれるすごい石なんだよ」

「願いを？」

「そう、一つだけ願いを叶えてくれる、超絶ミラクルワンダーストーンなわけ。歴史上の偉大な人物、なんやら大王とか、なんやら皇こう帝ていとか、なんやらハーンとか、なんやらカーメンとか、みーんなこの石の力を使ってるからね。最近のヒーローもそう。コウモリとかクモとかバッタとかウルトラとかに変身する正義の味方は、大体みんなこれ使ってる。いやホント、かなりすごい石だよ。こいつを──」男はトウアの手にした指輪を取り、指輪越しにスコールが降り注ぐ空を見た。「──満月の晩、零れい時じにその石を月にかざして、願いを強く念じるんだ。すると、バッチシズバッと願いが叶う。すごくないかい？　いや、超すごいんだけどさ」

「もしかして──」トウアは石を覗のぞき込こむ。「心も手に入るのかな」

「ああ、手に入るよ、入りまくりだよ。矢でも鉄てつ砲ぽうでも恋人百人でも。でもちゃんと零時まで待たないとダメだよ？　だから今この場で願っても手に入らない──おや、もうこんな時間だ。零時まではあと少し。ちゃーんともう少し待ってからお願いするんだよ？」

　男は立ち上がり、「ああ忙しい忙しい」と言いながら、そそくさと荷物をまとめた。

「それからもう一つ──」男は言う。「その石は、キミが正しいと思うことに使ってね」

「──僕には正しいことなんてわからないよ」

「良いの良いの全然平気。ホントに正しい必要なんてないさ。キミが正しいと思うのであればそれで良いんだよ。じっくり考えてお願いするように、オーケー？」

　じゃあ僕はこれでおいとまするよ──男はそれだけ言い残すと、まるで何事もなかったかのように黄緑色のトゥクトゥクに乗り込み、そそくさと逃げるように去っていった。トウアはハート型に光る指輪を手に、途と方ほうに暮れていた。




　トウアは男から受け取った石を眺ながめる。石は街の光を受けて赤く光っていた。

「満月の夜零れい時じ。月にかざして願いを強く念じる──」

　願うべきは、心だ。それ以外、手に入れたいものなどなかった。だがトウアにはそれが正しいと思える願いかどうか判断できなかった。

「正しい願い──やっぱりわからないな」

　トウアはぼんやりと考えながら、当てもなくリオを彷徨さまよう。

　夜の十一時半過ぎ。雨の中の街はいつもよりも人気が少ない。

　トウアは中環公園セントラルパーク付近のランドマークである巨大モニタ、通称『ラジオビスタ』を横目に近くの路地に入る。路地のゴミ捨て場に人が埋うまっていた。

　見ると、ケイだった。

「ケイくん、何をしているのかな」

　トウアはケイの頰ほおを叩たたく。ペチペチと湿しめった音がした。ケイはトウアに気付いて、ゴミ捨て場から体を起こそうとしたが、うまく立ち上がることができないようだった。

「痛てて……トウアか。起こしてくれ」

「全身ズタボロの満身創そう痍い、ってやつだね」




　二人は中環公園の濡ぬれたベンチに腰を下ろした。ケイはトウアからハンカチを受け取り、体中の擦すり傷きずを拭ふく。ケイの話によると、狼おおかみ男おとこに蹴けり飛とばされて壁かべに激げき突とつし、ゴミ捨て場に突っ込んだらしい。

　かなりこっぴどくやられているようだった。シャツに魚の骨が刺さっている。マンガ顔負けのズタボロ具合である。

「──それで、その狼男さんを探しているんだね」

「ああ」ケイはベンチ脇わきの水道で口をゆすいだ。「雪せつ辱じよく戦せんだ。男として引けない」

「なんだっけ、そう言う時に使う『決きめ台詞ぜりふ』って」

「『表に出ろ』だ。ちゃんと覚えとけよ」

「『覚えとけよ』って、『負け犬』の『決め台詞』だっけ」

「言うな」

「でも、恨うらみに恨みで対抗するのは良くないこと、だよね」

「まあ確かにその通りだ。だけどそれだけじゃない。あの狼野郎、俺のカマに一枚嚙かんでる。間違いなく黒だ。俺の直感がそう叫んでるんだよ。だから探して聞き出す」

「その狼男さんには、どこに行けば会えるのかな」

「そいつについては俺にもアイデアがない、何一つ」

「やれやれだね」

　トウアは心のこもっていない声とともに、空を見上げた。雨雲の下には街の巨大モニタ『ラジオビスタ』が光っている。

　モニタにはトウアの知った顔が映っていた。

「──マナだ」

『ラジオビスタ』には、縄なわでしばられているマナの姿が映っていた。その隣となりには、ナイフを持った男が立っている。鏡張りの部屋──どうやらもうひとり女性がいるようだ。

　トウアはモニタに視線を送ったまま、立ちあがった。

「ケイくん、あの場所わかるかな。マナが危険な目に遭あっているみたいなんだ。僕は彼女を助けにいく」

「そいつは結構。で、あの場所っていうのは、どの場所だ？」

「今『ラジオビスタ』に映っているあの場所だよ」

　トウアは『ラジオビスタ』のモニタを指差す。ケイはそこに映し出されている映像を見て、腰をあげた。

「モレッティ区の外れだな──ノチェ・ブエナの『ミラード鏡張り』があった場所だぜ、あれは」

『ミラード』は、以前ケイが時々ゲストＤＪとして顔を出していたクラブだ。ノチェ・ブエナという土と地ち柄がらもさることながら、床ゆかまで鏡張りだったために『スカートの中身が見えすぎる』と女性客が遠のき、挙げ句アッサリと経営難に陥おちいって今はもう潰つぶれてしまっている。トウアもケイの手伝いのために何度か訪れたことがあった。確かに、あの鏡張りのフロアは『ミラード』のそれだ。

「一体、あんなあばらフロアを『ラジオビスタ』に映してどうしようって──なんだと！」

　モニタを見るケイは啞あ然ぜんとした顔をし、やがて拳こぶしを握にぎりながらフツフツと笑い出した。尻しり餅もちをつくように再び濡ぬれたベンチに腰を降ろし、堪たえきれないと言った様子で目元と腹を抱かかえてはばかりなく大笑いを始めた。

「アッハッハ！　アッハッハ！　こいつは良い！　実に良い！」

「何かおかしいのかな、ケイくん」

　トウアの問いに応えようとするが、どうにも笑いでうまく応えられないケイ。ひとしきり笑い転げた後、フウと一息ついて立ち上がった。トウアに向けられたケイの目は、喜びとギラつきがないまぜになっていた。

「トウア、行くぞ」ケイが力強く言った。「俺おれもたった今、あの場所に用事ができた」

　トウアは頷うなずいて再び『ラジオビスタ』を見る。

　さっきまで街を覆おおい尽つくしていた雨雲は噓うそのように消えてなくなっている。

　空に輝かがやく満月が目に飛び込んできた。




　スコールが、止やんだ。
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　シウは夢の中にいた。血の臭においがする夢だ。菲フエイの血の臭いだろうか──いや、違う。これは自分の血の臭いだ。

　夢の中で菲が泣いている。自分が血を流しているからではない。夢の中の自分は、無傷の姿だ。真っ白なシャツを着て、菲の隣となりにいる。

　──悲しい話です──

　菲が言う。

　シウの手元には一冊の本。それを菲に読んで聞かせていた。

　これはかつての記き憶おくを辿たどる夢だ。夢の中でシウは思う。

　──おとぎ話だよ──

　シウの言葉に、菲は首を横に振った。

　主人の見送りと出迎えをする犬が、主人が急死した後も毎日駅で主人の帰りを待っている、そんな話だ。

　──実際にあった話です。可哀かわい想そうな犬さん。帰ってこない主人をそれでも待ち続けて──

　菲は泣いていた。思えば菲の涙を見たのは初めてだった。後にも先にもその一度だけだ。

　カメラを向けている時とは違う顔だった。悲しみに濡ぬれた瞳ひとみは、それでも暖かく優しかった。その顔を見て、彼女の色々な顔を見たいと思うようになった。

　思い出した。それが始まりだった。その瞬しゆん間かんから、自分は菲に惹ひかれていったのだ──




　シウは目を覚ます。天てん井じようから挿さす光が目を強く刺激した。

「目が覚めたみたいだな」

　声がする。起きあがろうとしたが体が思うように動かない。仕方なく顔だけを声のする方へと向けると、視線の先には七十歳ほどの白衣の老人がいた。

「──ここは……」

「病院──といいたいところだが、ここはわしの研究所だ」

　研究所という割には驚おどろくほどに何もなかった。ベッドがあって、老人がいて、部屋の隅すみに業務用冷蔵庫がある──それだけの部屋だった。

　体が痛んだ。肩を撃うたれているようだ。がっちりと包帯がまかれている。

「傷の調子はどうだ」

「──最悪です」

「減らず口が叩たたけるうちは大だい丈じよう夫ぶだ」

　確かにどうしようもない痛みはあるが、命に関わるほどのものではない。

　それにしても、と思う。どうやって自分はここまでやって来たのか。自分で来たのか、それとも誰だれかに運ばれてやってきたのか。老人が何のために自分を介かい抱ほうしたのか──わからない事だらけだったが、いずれにしてもこの老人が自分を救ってくれたことは確かのようだ。シウは肩にまかれた包帯をなでる。

「──ありがとうございます。助かりました」

「礼ならうちの莫ば迦か孫に言え」

「そうですか──」

　銃じゆうで撃うたれて、意識を失った。そのことは覚えているが、その前後のことがうまく思い出せない。何な故ぜ銃で撃たれたのか。どこで撃たれたのか。そして、誰だれに？　まったく覚えてない──思い出せるところから思い出せ──

　シウは自分の頭の中にある記き憶おくの糸を辿たどる。菲フエイと一いつ緒しよにカジノへ行った──男を殺すためだ。名前は確か──イアン。カジノのディーラー、イアン・キッチナー。イアンがカードを配っている姿を思い出す。それから──フロアが混乱した。逃にげ惑まどう人々──銃じゆう声せい──そして自分は撃たれた。菲は──

「そうだ！　菲だ！」

　菲はあの場から姿を消した。どこに行ったのかわからない。あの混乱の中で、彼女も負傷しているかもしれない。ポケットの中にあるはずの携帯がない。シウは舌打ちをする。ひょっとしたら何かのトラブルにまき込まれているのかもしれない。とっさにベッドから飛び起きた。撃たれた場所が激しくうずいたが、構っている余よ裕ゆうはなかった。

「ありがとうございます。今度ちゃんとお礼に来ます！」

「おい、まだ動いちゃ──」

　シウは老人の言葉をかき消すように、ものすごい速さで部屋を飛び出した。向かうべき目的地さえわからなかったが、走り出さずにはいられなかった。

　空気の澄すみ切った夜の空に、巨大な月が姿を現している。




　　　　◆◆◆




「ここが目的地の『ミラード鏡張り』跡あと地ちだ」

　ケイとトウアの目に、ターゲットの廃ビルが目に入る。モレッティ区の盛り場、ノチェ・ブエナ。その路地裏にある、うらぶれたビルだ。辺りにはゴミが散乱していて、人気はない。

　ケイはわき目も振らずにその廃ビルの三階まで駆かけ上のぼがった。トウアもそれに続いている。ケイは自分の鼓こ動どうを感じる。えも言われぬ興奮を感じていた。獲え物ものを狩かる前の、あの興奮だ。

　三階のフロアに辿り着くと、そこには一人の男と二人の女がいた。

　一人は両手を縛しばられている。もう一人の女は入口の脇わきに立っている。

　手足を縛られているのはトウアのクラスメイト、マナだ。

　立っている女はどこかで見たことがある。あれは──モデルの未菲ミイ・フエイのようだ。その隣となりには眼鏡めがねをかけた男がいる。

　ここまで走って来たせいで、ケイの呼吸は乱れている。ケイは呼吸を整えながら眼鏡めがねの男を睨にらみつけた。トウアは顔色一つ変えてはいない。呼吸は少しも乱れていなかった。

　トウアの姿を見たマナが叫んだ。

「トウアくん！」

「マナ、助けに来たよ」

　マナは縛しばられた体でもがいた。「トウアくん！　助けて！」

　トウアとマナのやり取りをよそに、ケイは眼鏡の男に向かって歩み寄る。心臓が高鳴っている。強い興奮がケイを突き動かしていた。周りの雑音は聞こえていない。周りのやり取りは目に入っていない。眼鏡男しか目に入っていなかった。

　ケイの顔からは、堪こらえきれない笑みがこぼれていた。眼鏡男の前に立ち、対たい峙じする。

「──取り込み中悪いんだけど、割り込ませてもらうぜ。お前に言いたいことは二つだ。一つ、そっちの女の子を放せ。もう一つ、俺おれの探し物を返してもらおうか」

　菲フエイと向き合っていた眼鏡男はケイに穏やかならぬ視線を送った。だがケイに興味を示している様子はない。道みち端ばたの野の良ら犬いぬに向けるような視線だ。

「探し物？　何のことかわからないな」

「この期ごにおよんですっとぼけるとは、こいつはなかなかの眼鏡野郎だぜ」

　睨み合うケイと眼鏡男をよそに、菲は床ゆかに転がっているそれを手にして「待ってください」とケイに近づいた。

「あなたが──」菲がケイの目の前に立つ。その瞳ひとみは涙で潤うるんでいた。彼女の笑顔は、まるで長年探していた人物に出会えたかのような顔だ。白目を赤くして、鼻をすすった。

「──あなたが、死神さんですね」

　死神。

　なぜそれを未菲ミイ・フエイが知っているのか──会ったことさえない彼女が。

　ケイは顔を硬こう直ちよくさせ、警けい戒かいをする。「──お前、どうしてそれを……」

　菲はケイの問いには応えない。応える代わりに、手元のそれを両手でケイに優しく手渡した。

「──探し物とは、これですよね」

　ケイはそれを受け取る。体中の毛がそばだつのがわかった。

　鉄製のヘルメットのような形状のそれが、ケイの手に馴な染じむ。何かがみなぎってくる感覚を覚える。自分が死神だということを、ケイは確かに思い出した。それが手元に戻った喜びを感じる。

「菲、そのドクロ鍋なべがどうかしたのか……？」

　眼鏡男がいぶかしげな視線をケイに向けていた。ケイは小さく笑う。「こいつは鍋じゃないさ」

「どう見ても……鍋だろう？」

「鍋じゃない──こいつは俺のカマだ」

「カマ？」

「そう。死神の釜カマさ」

　菲フエイから渡されたそれは、まぎれもなくケイのカマだった。間違いようもないほどに死神のカマだった。

　菲はケイに向き直った。彼女の瞳ひとみは真っ直ぐにケイに向けられている。

「そのカマで、わたしのご主人を殺してくれますか──死神さん」




　　　　◆◆◆




　シウは菲を探し求めて夜の街を闇やみ雲くもに走る。

　街に飛び出したはいいものの、一体どこを探せば菲が見付かるのか見当がつかなかった。さしあたりあの現場に戻るしかないだろう。暴動のあった、あのカジノだ。あそこに行けば何かがわかるかもしれない。

　シウは街を走る。さっきの研究所から街の中心まではそれほど遠くない。カジノ『ジャックポット』までは五分も走れば到とう着ちやくするだろう。時刻は午後十一時半を回っていた。

　息をきらせながら、中環区セントラルの繁はん華か街がい、リオに辿たどり着ついた。スコールが去った後のリオは酔よっぱらいとにわかダンサーで賑にぎわっている。人混みをかきわけて、シウは目的地のカジノへと向かった。何人と肩をぶつけただろう。肩をぶつけるたびに舌打ちが聞こえてくる。

　中環公園セントラルパークでシウは足を止めた。疲れたからでも人混みが邪じや魔まだったからでもない。シウの足を止めたのは、中環公園から見える巨大モニタ『ラジオビスタ』だった。水すい晶しよう玉だま越しに見たような歪ゆがんだ風景を映し出しているモニタの映像の中に、見慣れた顔が映っていた。

　菲だ。場所はどこかの廃ビルの鏡張りの部屋。菲はそこにいる。

『ラジオビスタ』に映っている映像は、まるで誰だれかの目にカメラが仕込まれているようなブレ方をしている。画面全体が緑がかっていた。だが、そんなことはどうでも良かった。なぜそこに菲がいるのか──そんな疑問すら湧わかなかった。彼女があそこにいる理由など、どうでも良かった。この画面の場所はどこなのだ──その疑問だけがシウの頭を占せん有ゆうしていた。それ以外は何一つ考えられなかった。

　モニタに映された廃ビルは、この街のどこかにあるに違いない。

「おい、あの場所を知っているか!?」シウは近くにいた男の襟えりを摑つかんだ。「あの画面に映っている場所だよ！」

　シウは巨大モニタを指す。

「……知るわけネェだろ！」

　男は咳せき込こんで舌打ちをしてシウの腕を払って去った。

「誰か！　あの場所を知らないか!?」

　シウは雑ざつ踏とうの中で叫ぶ。辺りの人間はシウを一いち瞥べつして通り過ぎていく。

「誰だれか！」

　誰もその言葉には反応しない。奇き人じんを見る目を一いつ瞬しゆんシウに向け、それきり目を合わそうとしなかった。

　焦あせっている。焦りが自分でも手に取るようにわかる。目の前に菲フエイの姿が見えるのに、そこに辿たどり着つくことができない。再びモニタに目をやる。モニタには菲以外の人ひと影かげが映っている。あれは──カジノのディーラー、イアン・キッチナーだ。菲はどこかわからない場所でイアンと対たい峙じしている。彼女は単独でイアンに向かってしまうかもしれない。返り討ちにあう可能性がある。彼女の血が無む駄だに流れてしまうことに、どうしようもない焦しよう燥そうを感じていた。それに気付いて、シウは青ざめた。

「何を考えているんだ、僕は！」

　何度となく頰ほおを叩たたく。

「違うだろう!?　彼女の身の危険だ。そのことを心配しろ！」

　深呼吸をする。菲の身の危険よりも、彼女の血が無駄に流れ出すことを恐おそれている自分に叱しつ咤たする。落ちつきを取り戻せ──自分に言い聞かせる。しかし、シウの心臓の高鳴りはおさまらない。菲の血が吹き出すその様を想像すると、気が気ではなかった。

　──そうじゃない！　菲の心配をするべきだろう!?　──

　全部かき消すんだ、シウは自身にそう念じる。ただ一心に、心を落ちつけようとする。

　シウの集中を遮さえぎる邪じや魔まが入った。

「待てコラァ！」

　男の声が響ひびく。声に誘さそわれるように振り返ると、街をかける男の姿が目に飛び込んできた。ピンクのライダージャケットにブルーのタンクトップがひときわ目立っている。どこかで見た姿だ──そう思うと同時に、シウは思い出す。あの時カジノでゲームをやっていた男だ。彼はイアンのテーブルでゲームをやっていた。

　男は帽ぼう子しを押さえながら、人混みをかきわけるようにして走っている。十人くらいの黒服に追われていた。

　あのピンクジャケット男がカジノでの暴動と絡からんでいることは間違いない。シウは再び人混みをかきわけ、ピンクジャケットの後を追いかけた。

「待て！」

　言うが、その声は届いてはいない。届いていたとしても、立ち止まるはずもない。

　シウは男たちの後を追う。どこへ向かっているのか、そのことに考えがいたらない。どこでもいい。とにかくあのピンクを捕つかまえて話を聞く必要がある。今、最も有力な情報源だ。




　男たちはノチェ・ブエナの路地までノンストップで走った。走るのは得意ではない。どんどん離はなされていった。

　シウは息を荒あらげ、道みち端ばたにしゃがみ込んで息を整える。顔をあげると、連中の姿が見えない。あわてて十字路まで走って辺りを見回すが、黒服もピンクも見あたらなかった。シウの前には薄汚れた街の景色が広がっていた。裏路地の行き止まりにはゴミが溜たまっていて、瘦やせた犬が残飯を漁あさっている。空気までも腐っているような場所だ。

　連中を完全に見失った。菲フエイの元に辿り着くための唯ゆい一いつのヒントを失ってしまった。

「畜生！　どこに行ったんだ！」

　シウはゴミ箱を蹴けりあげた。

　その時、銃じゆう声せいがした。まぎれもなく銃声だ。少し離れたビルから、その音は響ひびいてくる。二ブロック先の廃ビルから銃声が断続的に鳴っている。

　シウは銃声のする方へと走りだした。




　　　　◆◆◆




「何なんだよ、一体！」

　ジェリコはモレッティ区の一角を曲がりながら吠ほえた。後を追う黒服の数はどんどん増えてきている。どこへ行っても黒服がいて、銃を向けてきた。ビルを倒とう壊かいさせる騒さわぎを起こしたせいで、黒服連中に居場所が知れてしまったらしい。気に入らねえ──ジェリコは呟つぶやく。長いこと街をかけずりまわっていたせいで、だいぶ息が上がってきていた。

　向かいの角を曲がってやって来る黒服たちと遭そう遇ぐうをする。ジェリコを目にした男たちは首を二度左に傾かたむけて叫んだ。

「イタゾ！　コッチダ！」

　ジェリコは舌打ちをして左手の角を曲がり、走った。振り返って敵を見る。追ってくる敵の数はおよそ八人。相手ができない数ではないが、手負いの体では分が悪い。相手の手元に銀の弾たまがあるのであれば、なおさらだ。どうやら袋ふくろ小こう路じに追いつめられている。

「アソコダ！」右手から声がする。左手に曲がろうとすると、左にも黒服の姿が見えた。三方向を塞ふさがれた。

「おいおいちょっと待ってくれよ！」

　うらぶれた路地へと入り込む。目の前に廃ビルが見えた。鏡張りのクラブ『ミラード』がある廃ビル──イアンの根城だ。

　ジェリコは『ミラード』の中に突とつ入にゆうし、階段を一気に駆かけあがった。屋上への入り口の前で一人ずつ片づけていくイメージをする。できるか？　息がきれぎれだ。体力的に厳しい。だが、この状じよう況きようで他に手はない。

　三階に辿り着いたところでジェリコは立ち止まった。四階に上がる階段の踊おどり場ばには、武装した黒服が待ち構えていた。

「畜ちく生しよう！」

　ジェリコは三階のフロアに入り込む。

　人がいた。一人は知った顔だった。イアンだ。裏切り者、イアン・キッチナー。この男のせいで黒服に追われるはめになった。

　ジェリコが一いつ瞬しゆん動きを止めた。牙きばをむいてイアンを睨にらみつける。

「やあ、ジェリコ」

「イアン、てめえよくも……」

　銃じゆうを手に構えた黒服がフロアに押し寄せる。揃そろいも揃って首を左に傾かしげる仕草を繰くり返かえしていた。次の瞬しゆん間かん、絶え間ない銃声がフロアを満たす。

　ビルのフロアに、叫び声が響ひびいた。




　　　　◆◆◆




　銃声──辺り一面を埋うめ尽つくすサブマシンガンの絶え間ない銃声。

　黒服の放つ銃弾を受けた鏡が、壮そう絶ぜつな音を立てて割れていく。

「伏ふせろ！」

　ケイはとっさに声をだし、トウアをしゃがませた。

　狼おおかみ男おとこが、銃を向けてくる黒服たちを右腕一本で蹴け散ちらしている。

　──狼男か、それとも黒服か──

　一瞬、ケイはどちらに付くべきか考える。結論はすぐに出た。

「あいつに死なれちゃリベンジも果たせないからな！」

　ケイは狼男に加勢するように部屋の入り口へと走っていき、狼男に殴なぐりつけられて意識を失っている黒服から銃を取りあげて、それを別の黒服めがけて放った。

　銃弾を肩に受けた黒服はわめき散らしてひとしきり悶もだえたあと、もの凄すごい早さで首を左に傾げる動作を何度となく繰り返し、機械のように動きを止めた。

　ケイはほかの黒服にサブマシンガンを向ける。ケイの放つ銃弾が小気味よい音をたてた。

「カッハッハ！　こんな廃はい墟きよでパーティかよ！」

　狼男は銃を撃うちまくるケイを見て、豪ごう快かいに笑った。

　黒服は狼男になぶられながら、銃を放って抵てい抗こうする。辺りはまるで祭りのような騒さわがしさだ。黒服がやぶれかぶれといった様子でフロアに向けて銃を放つ。

「菲フエイ！」

　眼鏡めがねの男がとっさに菲を守るように盾たてになった。黒服の銃弾を受けて眼鏡の男の体は蜂はちの巣すになる。地面に叩たたきつけたドラゴンフルーツのように、眼鏡男の体が赤く弾はじけた。

「ハッハァ！　イアンよぉ、気持ち良く撃うたれてんなァ！」

　狼おおかみ男おとこが高笑いをしている隙すきに、別の黒服が狼男のボストンバッグを奪うばう。

「てめえ！　返しやがれ！」

　ボストンバッグを盗まれた狼男は、怒いかり狂くるって月に向かって吠ほえた。

　──Ｙｉイｐｐピｅｅイ─ｋｉカイ─ｙａｙエエア!!　──

　その遠とお吠ぼえとともに、男の全身は獣けものに様変わりしていく。体長五メートルの人外だ。
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　狼男の体はビルの天てん井じようを突き破った。腰から上は四階に突き刺さっている。三階の天井を破は壊かいしながら、黒服目がけて腕を振りかざす狼男。拳こぶしは三階の床ゆかを破壊していく。

「お前ら、逃げろ！」

　ケイがフロアにいる全員に向かって叫んだ。このままここにいると危険だ。ビルが大破して生いき埋うめになる危険性がある。

　ボストンバッグを手にした黒服が三階の窓から飛び降りた。

「待てコラァ！」

　狼男は三階のフロアを破壊しながら黒服の後を追う。

　三階のフロアの床の半分が瓦が解かいした。床は二階へと崩くずれ落おちていく。フロアの崩ほう壊かいに巻き込まれるトウアの姿がケイの目に入った。トウアは瓦が礫れきとなった床と共に二階へと落ちる。

「トウア！」

　ケイは崩れ落ちた床の縁ふちから下のフロアに向かって叫んだ。

　トウアは瓦礫の上に尻しり餅もちをついている。どうやら無事のようだ。

「トウア！　そこでじっとしていろ！」

　あまり動くと危険だ。

　だが、トウアは首を横に振った。

「ダメだよ。マナを助けるんだ。ケイくん、『表に出ろ』」

　これほどまでにあちこちが崩れ去っているビルの中をうろつくのは危険極まりないが、今は間違いなく『引けない時』だ。自分にとっても、トウアにとっても。ケイは少しだけ悩んだ末、口を開いた。

「よく言ったトウア。早く上がって来い。だけどな──」ケイは言わずにはいられなかった。「お前、『表に出ろ』の使い方を派手に間違ってるぞ」

　振り返ると、黒服も狼男も姿を消していた。




　フロアは静せい寂じやくを取り戻していた。狼男はボストンバッグを奪うばって逃げた黒服を追いかけ、残りの黒服も狼男を追って、もう既すでに立ち去っている。

　狼男の追つい跡せきはひとまず保留だ。今は眼鏡の男とケリをつけるのが先決だろう──否、カマを取り戻した今、狼男を追う理由など何もない。ケイはフロアに向き直った。

　目の前に広がっているのは大破したフロアだった。まるでさっき起きたことは幻まぼろしだったかのような、そんな錯さつ覚かくさえ起こさせる静寂が広がっている。しかし間違いなく銃じゆう撃げき戦せんはこの場で行われた。破は壊かいされたフロアと、目の前の血まみれの眼鏡男の姿が、その惨劇を物語っている。

　眼鏡めがね男は腕を、顔を、足を、心臓を、腹を、首を、いたる所を救いがたいほどに撃ち抜かれていた。傷口から絶え間なく血が噴ふき出だしているが──

　男の体から流れ出た血液は、すぐに男の体に戻っていった。血が体に戻り、傷口が塞ふさがる。赤く染められた床ゆかを歩く男の足取りはゾンビのようだ。アンデッドを殺すことなどできはしない。死なない体、死ねない体。不死の肉体に、死の付け入る隙すきはない。

　しかし──

「なあ、本当に僕を……」男はケイに視線を向けて言う。「僕を、殺す事ができるのか」

　ケイは頷うなずいた。「うまくいけばな」




　　　　◆◆◆




　自分がいつから年を取らなくなったのか、イアンは憶えていない。いつから死ななくなったのか、それも憶えていない。人が赤ん坊の頃ころの記き憶おくを持っていないのと同じだ。四百歳を越えた頃から年を数えるのをやめた。イアンは今、自分が何歳なのかもわからない。

　生まれ、育ち、恋をして、結けつ婚こんをし、子供を産み、老いて、そして死んでいく──人間が何万年も繰くり返かえして来た循じゆん環かんから外れた存在である自分が、どうしようもなく孤こ独どくだった。人と関わるのが怖こわかった。今でも怖い。自分は常に置いていかれるだけの存在だ。不死の自分を残して、みんな死んでしまう。親しくしたもの、愛したものが自分を置いて死にゆくのを見るのは耐たえられなかった。友と、恋人と、妻と、仲間と、共に年を取り、やがて死ぬ──そんな当たり前のことができない自分の身を呪のろった。呪っていた。だが──

「死にたがりのアンデッド──ってわけか」

　吐はき捨すてるように言う死神の顔からは、いかなる感情も見いだせなかった。

「アンデッドは安らかな死を求める──世の常だろう？　僕だって、そのステレオタイプさ」

　イアンは鼻で笑った。死にたがりのアンデッドなど、確かに滑こつ稽けいなほどにベタな話だろう。不老不死の肉体には、それ相応の屈くつ強きような魂たましいが必要になる。孤独を恐れない魂。そんなものを何百年も何千年も持ち続けることができる人間はいない。

　死神になら、この命を奪うばい去ることができるのだろうか。可能性がわずかでもあるのなら、それに賭かけてみたい。永遠を終わらせることができるというのであれば、悪あく魔まに魂を売り、この肉体を供物として捧ささげよう。

　興奮すべき状態にも関わらず、イアンの心は実に穏おだやかだった。不思議なくらいに穏やかな心音が響ひびいている。不安も恐きよう怖ふも安あん堵ども疑問さえも、彼の心の中にはなかった。イアンは死神に一歩近づいた。

　対する死神の顔も平静そのものだった。自信があるのかさえわからない。

「──もし失敗したら僕はどうなる？」

「最悪、お前はまともに死ぬこともまともに生きることもできなくなる。それでもやるか？」

　死ぬことも生きることもできなくなる──どんな状態になるのだろう。だが、何一つ臆おくすることはなかった。昔せき年ねんの思いを遂とげる機会がこうして訪れた。考える必要はない。イアンは頷うなずいた。その首しゆ肯こうを合図にするように、菲フエイがイアンにそっと抱だきついた。

「無事に死ねると良いですね」

「菲──キミが彼を連れてきてくれたのか」

「神のお導きです」

「──ありがとう」

　イアンは死神に指示されるままに床ゆかに横になった。死神はイアンの心臓に手を当て、ナイフを手にする。どこにでもある、ごく普ふ通つうのナイフだ。

　ナイフの先をドクロのレリーフが付いたカマの中に入れると、ナイフは黒い煙に覆おおわれた。ドクロカマからは、もくもくと黒い煙が吹き出している。

「いくぞ」

　死神が横になったイアンの体に触ふれると、白い煙が全身からにじみだした。死神は煙とイアンの肉体の間にナイフをさし込む。トランプタワーを建てるような慎しん重ちような手つきで、煙を体からこそぎとっていく。イアンは自分の心音に耳を澄すました。

　イアンは目を閉じる。安らかな気分だった。どうしようもなく落ち着いた気分だ。ようやくすべてが終わる。どうしようもなく満ち足りた気分だ。

　今まで出会った恋人や友たちの顔を思い出そうとしたが、うまく思い出せなかった。長らく記き憶おくから消し去ろうとしていたせいだろう。こんな時に都合良く思い浮かべる事などできるはずもない。死ぬ時も一人だ──いや、死ぬ時はきっと誰だれだって一人だ。

　かたわらには菲がいてくれている。それだけで十分だった。これ以上望むのは分不相応だ。

　菲は横たわるイアンの様子を、ただ見み詰つめている。菲の視線に気付いたイアンは、そっと口を開いた。

「菲……」

　しゃべるなという死神の言葉に、一言だけだとイアンは言った。

「菲、キミに神の慈じ悲ひがあらんことを。この肉体が朽くち果はてた後も、僕はいつでもキミを見守っている」

「ご主人に神のご加護があらんことを」

　菲は両手を合わせて祈いのりを捧ささげた。

　思い人の願いを叶かなえるために、思い人を殺す──思えば、菲には辛つらいことをさせてしまった。今度出会うことがあれば、その時は──

　イアンは心の中で菲フエイに祈いのりを捧ささげた。




　　　　◆◆◆




　魂たましいを狩かるのは一ヶ月ぶりだ。手が錆さびびついているのではないか──ケイは少し不安を覚える。掌てのひらが湿しめっているのがよくわかる。チャンスは一度だけだ。失敗は許されない。

　アンデッド──死なない体、死ねない体──だが、敵が死なない体ならば、付け入る隙すきはある。死なないのはあくまでも体であって、魂ではない。肉体から奇き麗れいに魂をこそぎ落とせば、いくらアンデッドでも逝いくだろう。

　三年前のあの日、一度だけ似たようなことをやった。忘れようもない。

　あの日、あの時、自分は成功したのだろうか。それはわからない。失敗したとは思いたくなかった。あれは成功だった。そう強く思った。大だい丈じよう夫ぶだ、自信を持て。お前にはそれをやるだけの技術がある──心の中で唱える。

　アンデッドを殺すためには、完全なる死が必要だ。一いつ滴てきの生命も逃さない、ひと鼓こ動どうも逃さない、完かん璧ぺきな引きはがしをする必要がある。失敗したらアンデッドの魂は永遠に滅ほろびることなく、不完全な形で漂ただよい続けるだろう。

　ケイは唾つばを飲む。喉のどが大きな音を立てた。悪くない緊きん張ちよう感かんだ。余計なことは考えるな──ケイは唱えた。失敗は許されない。死神のプライドをかけて成功させろ。




　ナイフを入れるたびに、男の生命の息い吹ぶきと鼓動が伝わってくる。快楽を伴うリズムだ。ケイは恍こう惚こつで飛びそうな意識を自分の中に押し込めるのに必死だった。

　人を殺すのに快感を得るとは、考えてみれば猟りよう奇き的てきな話だ──ケイは自じ虐ぎやく的てきに笑いながら、ナイフを握にぎる手に力を入れた。菲は掌を合わせて祈りを捧げている。ナイフはアンデッドの胸元を過ぎ、腹の煙を切り取っていた。ケイは額の汗を腕で拭う。

　横たわるアンデッドはじっと目を閉じて動かない。その表情はいたってポーカーフェイスだ。何事もないような表情──しかし、ほんのわずかだけ、ようやく命を終わらせることができる安あん堵ど感かんが見えるような気がした。孤こ独どくからの解放への期待の念が、ナイフの先を通じて少しだけケイに伝わってきたような気がした。

　ケイがナイフを振るう間中、アンデッドの顔は徹てつ底ていして波一つない大海のように落ち着き払っていた──悪くない面構えだった。

　穏やかな顔。しかし、そのハートビートは確かに伝わってくる。まごうことなきリアルソウルミュージック。アンデッドの悠ゆう久きゆうの魂のリズムを、バスドラから根こそぎカットイン。
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　魂ソウルのＤＪとして、鮮あざやかに切り離せ。




　　　　＊




　全身の煙を体から引きはがすまで、それほどの時間はかからなかった。五分ほどで完全に切り離しが終わると、煙はひとまとまりに凝ぎよう縮しゆくをはじめ、ケイの足元に転がった。ケイはそれをポケットに押し込み、額から吹き出す大量の汗あせを拭ぬぐう。

「完了だ。やつは完全に死んだよ」

　アンデッドの死体は穏おだやかな顔をしていた。それは誰だれがどう見ても完全に死体だった。普ふ段だんから青白い顔をしていたが、今の男の顔はそれとは比べ物にならないくらい白い。

　菲フエイがそっと頰ほおに手を触ふれてみる。彼女が感じたアンデッドの肉体の冷たさが、見ている者にまで伝わってくるほどの、完かん璧ぺきな死体だった。

「ありがとう、死神さん。ご主人は無事に死ねたんですね」

　ケイが頷うなずくと、菲は肩の力を抜いて穏やかな笑顔を向けた。

「なら、お代を受け取ってください」

　そう言って──菲は地面に転がる銃じゆうを手にしたと同時に、一いつ瞬しゆんのためらいもなくその銃を自らの左胸に当てて──

「おい！」

　──放った。

　彼女の胸から血が吹き出し、白い服が一いつ瞬しゆんで赤に染まる。

　菲フエイは恍こう惚こつの顔をケイに見せ、アンデッドに覆おおい被かぶさるように倒れた。

「……良いんですよ。これでようやくご主人とずっと一いつ緒しよにいられるのだから」

　ケイは、その場を動くことができなかった。菲の体から流れゆく血を、ただ見み詰つめていた。階段から足音が響ひびいていたが、ケイがその足音に気付くことはなかった。

　誰だれ一人として、その足音に気付くことはなかった。




　　　　◆◆◆




　廃ビルを駆かけ上あがったシウがそこで目にしたのは、おぞましい光景だった。

　階段には見える限り四人の男が血を流して倒れている。どう見ても絶命している雰ふん囲い気きだ。

　銃じゆうで撃うたれた死体のほかに、杭くいで腹を貫かれたような死体がある。一体何をすればこんな死体になるのかシウには想像もつかなかった。黒服たちの首は完全に左に折れ曲がっている。死体を避よけて廃ビルの階段を上っていく。

　上の階にはさらに四体の死体があった。既すでに銃声は静まっている。決着がついているらしい。

　この先に誰がいるのだろうか。わからないが、菲がいることだけはわかった。彼女の甘い血の香かおりを感じていた。

　──血の香り──

　あるいは、菲は無事ではないのだろう。そう考えると心臓が大きく鳴り響いた。巨人に心臓を直接握にぎり締しめられたような痛みを感じた。




　三階の鏡張りのフロアには一人の男が立っていた。男の足元には血にまみれた二つの体が転がっている。男の体と女の体だ。

　シウは硬こう直ちよくしていた。男の足元に転がっていたのは菲だった。菲の白いドレスは真っ赤に染まっていて、彼女の顔は病的なほどに血の気を失っている。床ゆかに広がる血は、今もなおその広がりを見せていた。

　菲のかたわらにはカジノのディーラー、イアンの姿があった。シウはその光景を見て、滑すべり込むように菲の足元に向かい、彼女を抱だきあげた。

「菲！　しっかりしてくれ！」

「無む駄だだよ」声を発したのは髭ひげの男だった。「彼女の命はあと一分二秒。もう死ぬ」

「畜ちく生しよう！　誰がこんな……」

　髭の男は菲の右手を指差した。彼女の右手にはリボルバーが力なく握られている。

「彼女が望んだことだ」

「何な故ぜだ！」

　シウの叫び声に反応するように、菲フエイがゆっくりと目を開けた。その眼は、ほとんど生気を失っている。かつての彼女の輝かがやきは感じられない。

「……ハロー、わたしのキャメラマン。無事だったんですね……良かった……」

「菲……」

「……そんな顔しないでください……」菲の声は消え入りそうだった。「……わたしは今、幸せなんですよ、キミ」

　シウは涙を流して、菲の名を呼ぶ。祈いのるような声だった。

「……キミには悪いことをしたと思います。ワガママを言って、振りまわして……キミの大好きな血を無む駄だにして……でも約束通り、血は全部キミにあげます」

　菲は笑おうとしたが、うまく笑えないようだった。シウは菲を抱だきかかえる。

「もうしゃべらないでくれ……」

「……見えるでしょう？　わたしの隣となりにいる人……わたしのご主人なんです」

「ああ」

「……残念ながらわたし、ご主人と一いつ緒しよに写ってる写真がないんです。ご主人は……思い出を形にして残すのが嫌きらいだから……」

「菲……」

「記念写真、撮とってください。わたしとご主人の、最初で最後の一枚……」

　写真集のラスト一枚のオチとしては上出来ですよね、と菲が力なく笑った。シウは涙を拭ぬぐって笑い返した。二人の足元に立ち、カメラを構えてシャッターを押す。乾かわいたシャッター音が、すべてを閉じ込めるように、静まり返った部屋に鳴なり響ひびいた。

「……いい出来だよ。上出来だ、菲。きっといい写真になる」

「……ありがとう」

「どういたしまして」

「……死神さんも、ありがとう」

　菲はそれきり黙だまった。髭ひげ男おとこは帽ぼう子しを深く被かぶった。その仕草が菲の目に入ることはなかった。

「彼女は今、死んだよ」

「菲……！　菲……！」

　シウは声をあげて叫んだ。銃じゆう声せいよりも遠くまで響く声だった。

　それでも──どれほどの悲しみを感じたとしても──シウは彼女から流れ出る血の雫しずくに口をつけずにはいられなかった。どうしようもない渇かつ望ぼうがシウを襲っていた。自分の性さがを嘆なげいた。そして再び、遠くまで届く声で叫んだ。

　嘆き叫びながら、シウは菲の血をすすっていた。情けないほどに、みっともないほどに、床ゆかにたれ流された菲の血をすすっていた。

　零れい時じを知らせる鐘かねがチェンライ王国ケラジヤンに響ひびき渡わたる。

　それは、二つの死体の永遠を祝福するチャペルの鐘のようだった。




　　　　◆◆◆




　チェンライ王国を一望するエンパイアタワーの九十四階。外からは微かすかに午前零時を知らせる鐘の音が聞こえてくる。ベロアのソファに足を組んで座っているリ・リ・メイは、Ｔシャツとジーンズというラフな恰かつ好こうに着替えていた。暑苦しいマントも、無む駄だに派手な紫むらさきの帽ぼう子しも、今は身につけていない。化け粧しようもすっかり落としている。

　リ・リ・メイの視線の先には、ガウン姿で小型の望遠鏡を片手に窓の外の街を眺ながめているジンノがいる。ビルの下した敷じきになって埃ほこりまみれになった体をシャワーで洗い流したらしく、長い髪は烏からすの濡ぬれ羽ば色に輝かがやいていた。

「ごらんよリ・リ・メイ。アンデッドくんはバビッと死ねたみたいだよ──あ、モデルの菲フエイも追っかけ逝いっちゃって、あらまあ。『ラジオビスタ』にでかでかと映っちゃってるじゃないの。今夜は随ずい分ぶんなパーティだねぇ。これからどうなることやら」

　子供のようにはしゃいでいるジンノの後ろ姿を見て、リ・リ・メイは軽く呆あきれた。

「人の営みを覗のぞき見るなんて、随分悪あく趣しゆ味みなんじゃない？」

「趣しゆ味みじゃなくてお仕事だよ。それにしても随分ご機き嫌げん斜ななめじゃないの。『狙ねらっている男の子に声をかけられたけど、メイクの具合も髪形も下着も何もかも気に入らないから、しぶしぶ彼のお誘さそいを断った女の子』の演技でもしているのかい？　しかしリ・リ・メイ、ノーメイクだと本当にバッチリミドルティーンだね。ロリィな感じがたまらないよ。キミの勤めてる『マーメイド』って『ロリータデイ』とかあるの？　ほら、よくあるよね、キャバクラって。『チャイナ服デイ』とか『浴衣ゆかたデイ』とか『クリスマスデイ』とか」

　リ・リ・メイは大おお袈げ裟さにため息をついてみせた。

「冗じよう談だんだよ。冗談冗談。そうカリカリしなさんなって。人生、無む駄だ話ばなしをしてナンボだよ？　まあキミは人じゃないけどね。おっと、キミも──というべきだったか。この街には人外が多いからね。ひょっとしたら人外の方が多いんじゃないか、ってくらいにさ。この街の神様はきっとよっぽど人外が好きなんだろうね」

「変な神様もいたものね」

「おっと、神様の悪口は言うもんじゃないよ。ともあれこれで死神くんがアンデッドくんを都合良く殺してくれたわけだから、ひとまずは万ばん々ばん歳ざい。それはいいとして、キミに一つお仕事をお願いしたいんだけど」

「なによ、わたしにこれ以上の小間使いをさせようっての？　やれやれ良い根性してるわ」

「そう言いなさんな。あのビルでのごたごたが終わったら、回収してもらいたいものがあるんだよね」

　ジェリコを黒服に任せているなら、ついでにその回収物も黒服に任せたらどうなのだとリ・リ・メイはごねてみるが、ジンノは取り合う必要もないと言った様子でニヤついた。「彼らはジェリコに追いかけ回されててんてこ舞まいの首カックンだからね。キミもわかってるでしょ？　僕には逆らえないって」

　リ・リ・メイは諦あきらめてため息をついた。まったく、弱みを握にぎられている我が身が恨うらめしい。

「──それにしても、あの少年くんに渡したハート型のジュエリーだけど、本当に願い事なんて叶かなうの？」

「おやおや！　キミは僕の言うことを信用できないというのかい？　これは驚おどろきだ。二人の信しん頼らい関係がズタボロだよ」

「安心なさいな。ポンコツの車くらいには信用してるわよ」

「こりゃヒドい」

「とにかく、あのハートの石は何でも願いが叶うってわけね。それなら──」

「何でも願いが叶う？　これはまたまた驚きだ！」

　ジンノはリ・リ・メイの言葉を遮さえぎり、大おお袈げ裟さに驚いてみせた。

「そんな都合がいいことなんてないよ。あるわけないじゃない」




　　　　◆◆◆




　瓦が礫れきの山の中、願いの叶うハート石の指輪をなくさないよう、トウアはそれを指にはめた。

　崩くずれ落おちた木片とブロックをどけて通路をつくり、何とか三階のフロアまで辿たどり着つく頃ころには、三階はさっきとはうってかわって静まり返っていた。ただ一つ、男の泣き叫ぶ声だけが響ひびいている。

「あの人は──」

　泣き叫んでいたのはカジノで傷を負っていた男だった。どうやら無事だったらしい。彼がここにいる理由はわからなかったが、泣き叫んでいる理由はトウアにもわかった。彼の抱だきかかえている白いドレスの女性──彼女が死んでしまったのだろう。だから嘆なげき悲しんでいる。それはわかる。だが、『嘆き悲しむ』とはどんな気分なのか、トウアにはそれがわからない。

　泣き叫ぶ青年──その手の中で永遠の眠りにつく女──その隣となりで死に絶えている眼鏡めがねの男──そしてそれを眺ながめるケイ──血に染まったソファと、救いがたいほどに崩ほう壊かいしたフロア。

　トウアはフロアを見渡して、マナを探した。マナの姿が見あたらない。トウアはフロアに入り、ケイの方へと向かう。

　ケイの背後に隠かくれるように、マナはいた。横寝の姿勢で丸まっている。

「マナ、大だい丈じよう夫ぶかな、立てるかい」

　トウアはマナの元まで向かい、しゃがみ込んだ。

　彼女の顔にかかる髪をよける。マナの目は遠くに向けられていた。

　だが、何かを見ている様子はなかった。

　トウアは呟つぶやく。「マナ」

　反応はない。トウアの言葉は夜の空気に溶とけて消えた。

　マナの頭からは血が流れ出ている。しかし、その血の流れは、もう既すでに勢いを失っていた。彼女の長い髪が血ち溜だまりに浸ひたっている。

「マナ」

　もう一度呼びかける。それが当たり前であるかのように、返事は返ってこなかった。小さく開いた彼女の口は、動かない。

　生気を失った瞳ひとみと力ない両の手足。トウアの目の前にあるそれは、冷えきった肉の塊かたまりだ。

　そこにあったのは、マナの死体だった。




　　　　◆◆◆




「マナ、マナ」

　菲フエイの後追い死──そして吸きゆう血けつ鬼きの咆ほう哮こう──痛々しい光景から目をそらしたケイが見たのは、またしても痛々しい現実だった。

　視線の先にあったのは、血を流して動かなくなっているマナと、彼女を起こそうと声をかけているトウアの姿。マナの胸は赤く染まっていて、顔は白く染まっていた。見るからに絶命している。まるで何時間も前から死んでいたかのような、冷たい顔だった。目と口はほんのりと開いている。その瞳と唇くちびるからは命が感じられない。

　完全なる絶命だ。マナは完全に死んでいる。彼女の魂たましいは、ここにはない。死神のケイにはそれが手に取るようにわかった。

　ケイは舌打ちをした。無関係な人間に被ひ害がいが出てしまった。目の前の惨さん劇げきに拳こぶしを握にぎり締しめた。命を失った相手に対して、死神にできることはない。

「マナ、マナ」

　トウアはマナの体を揺ゆする。優しく起こすように。

　しかし、少女の体は目覚めない。もう二度と起き上がることはない。

　揺すっては様子を見て、様子を見ては揺する。トウアは何度も何度も繰くり返かえした。

　だが、何も起きなかった。彼女は冷たくやわらかい鉛なまりのように、ただそこに存在していた。

　トウアはマナの頰ほおに触ふれる。触らずともわかる。冷ややかな頰だ。

　頰をなでるその手を、マナの手に伸ばした。

　マナの手を握にぎるトウア。

　彼女が握り返してくることはない。

「マナ、水族館に行く約束をしていたよね。目を覚まさないと水族館に行けない。約束を破るのは良くないこと──違うかな」

　マナの手をゆっくりと離はなしながら、トウアは呟つぶやいた。

「お弁当も作る約束をしていたよね。目を覚まさないと料理を作れない。約束を破るのは──」

　ケイはトウアの肩に手を乗せる。

「トウア、彼女の冥めい福ふくを祈いのってやれ」

　トウアはマナを揺ゆする手を止めた。

「マナが起きないんだ」

「……彼女は、もう起きない」ケイは言う。「もう、二度と起きない」

「──彼女は死んでしまったのかな。死神ならわかるよね、ケイくん」

　ケイは頷うなずいた。「彼女は、もう逝いっちまった」

　トウアは口をつぐみ、ただひたすらにマナを見み詰つめていた。

「トウア、悲しいか？」

「何も感じないよ」トウアは冷めた視線をマナの死体に向けた。「何も感じないんだ」

　ケイはトウアに何と声をかけるべきかわからなかった。悲しんでいる相手には慰なぐさめる言葉くらいはかけてやれるが、悲しむことができない相手にかける言葉は何一つ思い浮かばなかった。

「──僕は何も感じない。でも、それは間違ってることだと思う。僕は何かを感じるべきなんだ。だって彼女は僕のことを気にかけてくれた、たった一人のクラスメイトだから」

「トウア──」

　しかし、そのたった一人のクラスメイトの死にさえ、悲しむことができない。ただ無感情に死体を眺ながめることしかできない。

　トウアはマナの死体を黙だまって眺めていた。彼女の口から吐き出された血は赤く、撃うちぬかれた胸からは、もう血は流れていなかった。髪を濡ぬらす血ち溜だまりは、それ以上の広がりを見せない。あらかたの血が、彼女の体から流れきっていた。

　マナの肌はだは白く濁にごっている。見ていて寒くなるほどの、冷たい白だ。

　トウアは立ち上がり、ケイの方に向き直った。

「ケイくん、人を生き返らせることは、良いことかな」

「人は死んだら生き返らないんだ」

　トウアは指にはめた赤く光るハート型の石を外して、ケイに見せた。

「──この石は、願いが叶かなう石なんだって」

　石はトウアの手の中で赤く光っている。チープな石座の、安っぽい指輪だ。

「街で会ったオジサンがくれたんだ。願いが叶かなう石──僕の心も手に入るって言ってたよ。これをくれたオジサンは『正しいことに使え』って言ってた。僕にはこれでマナを生き返らせるのが正しいことかどうかわからない。でも──」トウアはマナに視線を送った。「マナはやり残したことがあるはずなんだ。彼女がそう言ってた。それが何かはわからないけど、マナはまだ死んじゃいけないと思う。だから、この石でマナを生き返らせる。そうするのが良いと思う」

　願いが叶う石──そんなものは存在しない。どこかの誰だれかにからかわれているのを、トウアはそっくりそのまま鵜う吞のみにしている。愚おろかしいほどに信じている。

　だが、ケイにはそれをただすことができなかった。そんなオモチャの石が願いを叶えてくれるはずなどない──そんな風に笑い飛ばすことができなかった。

「──いいのか？」

「良いんだよ。今、彼女を犠ぎ牲せいにして手に入れた心なんて、間違ってる。わからないけど──そう思うんだ」

　心を手に入れる機会を棒に振ってでも、マナを助けようとしているトウアに、自分は何を言えるのか。

　ケイの口から出て来た言葉は、心からの言葉だった。

「──上出来だよ、トウア。上出来だ」

　ケイはトウアの肩に手を置いた。トウアは頷うなずいた。

　穴の空いた天てん井じようから、月明かりがさし込んでいる。

「マナ、さあ、目を覚まそう」

　トウアは満月に向かって石をかざした──
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　中環区セントラルのハルビンタウン、夜のネオンがきらびやかに光る午後十一時。

　ケイは『メトロ』のブースでレコードを回していた。あの出来事から一週間、穏おだやかな日々が続いている。まるでなにごともなかったかのような静けさだ。長く生きていれば、たまには事件らしきことも起きる。それだけのことだ──ケイはそんな風に考えていた。

　あの日、久しぶりに魂たましいを狩かった。たしかな手応えを感じた。魂は両手の中で弾はじけるようにビクビクと脈打っていた。リズムが手を伝わって、快感に満たされた──今、このミゾオチを刺激するソウルのリズムが与える恍こう惚こつと同じだ。

　カマは手元に戻った。そのせいか、ケイは自分のプレイにノリと手て応ごたえを感じている。ちょっとしたことはあったが、結局はカマが自分の手元に戻ったのだからよしとしよう──そう思ってケイは再びプレイに集中した。四ビートのリズムがヘッドホンを通じて体を刺激する。魂を狩る時の快楽と似た、この感覚。ケイはリズムに身を委ゆだね、フロアのうねりと一体になる。




「ケイさん、お客さんですよ」

　ブースから降りてスタッフルームに入ったところで、『メトロ』の新人従業員がケイに声をかけてきた。新人従業員の隣となりには、背の高い男が立っている。あの日、廃ビルで会った吸きゆう血けつ鬼きだ。

「よお、あんたは確か──」

「改めて自己紹介が必要だね。シウ・シャイロックだ」

「シウ。久しぶりだな。その後どうだ？」

　ぼちぼちだよ、とシウは苦笑いをした。シウの顔色は青白かったが、衰すい弱じやくのせいではなさそうだ。吸血鬼とは本来こんな顔色をしているのかもしれない。ケイが新人にサンキューと声をかけると、新人は会え釈しやくをしてスタッフルームから出て行った。

「写真ができたんだ。渡そうと思ってね」

　シウは一枚の写真を差し出した。シウから手渡されたその写真はケイの目を惹ひいた。あの時、菲フエイが自らの心臓を撃うち抜ぬいた後にシウが撮とった写真だ。

「渡す相手が違うだろ？　あの二人の墓の前にでも飾ってやれよ」

　ケイはそう言いながらシウに写真をつき返したが、シウは受け取らなかった。

「幸せな写真は人に見せてナンボなんだよ。できるだけ多くの人にね」

「新聞の広告欄らんにでも使えば良い」

「良いアイデアだ」シウは笑う。「人の亡なき骸がらを広告に使おうなんて奇き特とくな会社があればね」

　ケイは渋しぶ々しぶ写真を手にする。

「この前は世話になったね」

「なんの世話もしてない。殺しただけさ」

「救ったんだよ」

　どうだか、とケイは自じ嘲ちよう気味に笑った。ただ殺しただけだ。礼を言われる筋合いはなかったが、自分の仕事が誰だれかの救いになったとしたら、それはそれで一興だ──そう思うことにした。照てれ隠かくしをするようにケイは言った。

「写真、いい出来だな」

「モデルがいいせいさ」吸きゆう血けつ鬼きらしい牙きばを見せて、シウは笑った。「いたずら好きの、しつけのなってない子だけどね」

　確かにその写真は、いい出来だった。写真には一人の男と一匹のウサギが写っていた。

　写真の中の二人は、目を背けたくなるほどの美しい紅に染まっていた。




　　　　◆◆◆




「いやあ、お使いご苦労さん。ちゃんとあった？　僕の頼たのんだやつ」

　チェンライ王国ケラジヤンの心臓部、中環区セントラルの中心地にそびえるエンパイアタワーの九十四階。ブラインドもカーテンもしていない窓からは強い日ざしが入り込んでいる。

　ジンノはベロアのソファにたっぷりと腰をおろした姿勢で、部屋に入ってきたリ・リ・メイに笑顔を向けた。リ・リ・メイはテーブルの上に緑色の球を置く。

「そうそう、これこれ。バッチリだよ。何しろ大切な『神の目』──神様の眼球だからね。なくしたりしたら大変だ。うん、助かったよ」ジンノはニヤリと笑った。「でもキミもヒドいよね」

「なにがよ」

「だって、この『神の目』、魔ま女じよッ子少女からドレスと引き換えに受け取ったわけでしょ。それはいいんだけど、そのあと占うらないの館やかたにやってきた菲フエイの猫目石クリソベリル・キヤツツアイとサクッと交換しちゃうんだもの。いくら菲がこの『神の目』を欲しがったからって、あんまりなんじゃない？　自分はしめしめと猫目石を手に入れちゃってさ。あれには度ど肝ぎもを抜かれたよ。口から胃い袋ぶくろが出そうになったね。冗じよう談だん抜きで『出ちゃうッ[image: 黒ハート]』って思った、いやホント」

「そもそも『神の目』をグェンの部屋に置いてたのが悪いのよ」

　ジンノグループに深く入り込んでいる企業スパイ、その実行犯であるグェン・モーの行動を監かん視しするために、ジンノは『神の目』をグェンの部屋に忍しのばせていたのだった。が、なかなか尻しつ尾ぽを出さないグェンに痺しびれを切らしたジンノは、『グェン・モーの部屋に死神のカマがある』と言うデマ情報を死神のケイに流した。それを聞いた死神は、カマを取り戻すために尻尾を振ってグェンの部屋に侵しん入にゆうしていった──と、そこで死神ケイは何を思ったか『神の目』を部屋から持ち出してしまった。ケイのカマが『ミラード』にあったのは、酔よいつぶれて道みち端ばたに眠っていたケイの手からカマを盗んだジンノの仕業だ。悪戯いたずらのつもりでカマを盗んだのも出来心なら、適当にノチェ・ブエナの廃ビルに放り込んでおいたのも出来心。

「ケイくんのお陰かげでようやっとグェンが動きだした──のは良いんだけど、まさかこんなことになるとはね。いやあ参った参った、タッハッハ」

　死神の手に渡った『神の目』は、小さな魔ま女じよ娘を経由してリ・リ・メイの手元に届き、モデルのウサギからアンデッドへと持ち主を変え、そして今、こうしてジンノの元に戻ってきた。

「グェンの動向には引き続き注目なんだけど──ねえリ・リ・メイ。キミって本当にグェンと繫つながり切れちゃってるの？　できればキミがグェンの懐ふところに入り込んでくれると僕としてはそれが一番手っ取り早くて有り難いんだよね」

「嫌いやよ」リ・リ・メイは強い口調で言う。「『チーム・カモーイ』との復ふく縁えんなんて」

「おやおや膨ふくれた顔もまた堪たまらないね。ま、色々ごたごたしちゃったけど──」ジンノは言う。「ともあれミッションはコンプリート。目的だったハートの指輪はうまいことジェリコから回収したし、お金もガッツリせしめたし、言うことないね。感無量だよ。おまけに死神のケイくんは自分のカマを取り戻したし、ウサギのモデルさんはアンデッドのイアンくんと景気よく死ねたし、吸きゆう血けつ鬼きくんは血を吸ってみなぎったし、キミはキャッツアイを手に入れたし──あらら、これはまたまた随ずい分ぶん結果オーライになったね、タッハッハ」

「──ひょっとして、全部あなたの計算ずくだったんじゃないの」

　どうだかね、と笑うジンノに、呆あきれながらもリ・リ・メイは少しだけ笑顔を見せた。

「そうだ、キミに用意してもらった例のものだけど、余ったから狼おおかみ男おとこのジェリコに渡そうと思うんだけど、別に良いよね？　イアンくんの遺言も伝えないといけないから、そのついでに」

　ジンノは部屋の隅すみにある木箱の山を指差した。見る限り、リ・リ・メイが用意したそれを半分も利用していないようだった。リ・リ・メイは腕を組んで大きく息を吐はいてみせた。

「計画性がない人ね。準備したこっちの身にもなってみてよ──でも、あの男への嫌がらせとしてはうってつけかしら。ついでに木箱の蓋ふたを空けたら爆ばく弾だんが爆ばく発はつするギミックでも仕掛けておいてもらえるとなお良しなんですけど。あの男、どうせそのくらいじゃ死なないだろうし」

　相変わらず仲が悪いね、とジンノは笑った。

「ところで、こんなものがあるんだけど」

　ジンノは一枚の写真をリ・リ・メイに手渡す。そこには血に染まった一人の男と一匹のウサギが写っていた。先日、ジンノグループの新聞広告に使われていた写真だ。

「──奇き麗れいな写真ね」

　タッハッハと笑いながらジンノは席に戻った。「妬やけるかい？　死ぬほど彼を愛した彼女に」

「少しね」

「お、意外に素直だね。ここで一つ昔話をしようか──とある島国の伝説では、『人魚の肉を食べた人間は不老不死になる』って話があるよね。知ってる？」

　リ・リ・メイはスンと鼻を鳴らした。ジンノは少しだけ微笑ほほえみ、言葉を続けた。

「ねえ、リ・リ・メイ。ひょっとしてイアンくんって、キミの肉体を食べて不老不死になっちゃった昔の恋人なんじゃない？　今回キミがなんだかんだとひと肌はだ脱ぬいだのは、死にたがりのイアンくんをあの世に送り届けるためでもあったり──違うかい？」

「勘かんぐりすぎよ」

「キミは相変わらず謎なぞが多いね」

「女なんてそんなものよ。それに、あなたほどじゃないわ」

　どうだか、とジンノは笑った。「ねえ、今度の土曜日、デートにでも行かない？　やっぱりもう少しお互いのことを知るべきなんだよ、僕たちは」

「今度の土曜日ね。絶対嫌いやよ。断固お断りするわ」

「ああ、本気で断ったね今。しかし良い女ってのはデートの断り方がもうちょっとスマートであるべきだと思うんだ。どう思う？」

　どうも思わないわ、とリ・リ・メイは言った。「それより、早く返してちょうだい」

「せっかちだねえ。しかし一応約束は約束だし、返してあげるよ。はいどうぞ」ジンノが一枚の書類を渡す。「──これでもう、それに関する一切の権利はキミのものだよ」

　フン、と鼻を鳴らしながら書類を受け取るリ・リ・メイ。

　ようやく取り返した。

　ホウ、と安あん堵どの息をついていると、聞こえよがしにジンノが言った。

「おや、もう午後四時じゃないか。さぁテレビをつけなきゃ」

　ジンノはそそくさとリモコンを手に取り、テレビをつける。ポップでファンシーな曲がテレビのスピーカーから響ひびいてきた。

『もっと美少女人魚プリティーメロウ[image: 黒ハート]』

「なっ……！」リ・リ・メイはそのテーマに反応して振り返る。

「いやーこれこれ。僕この番組好きなんだよね。っていうか企画製作がうちのグループだし。自画自賛だけどホントよくできてるんだよ、『プリメロ』。知ってる？」

　ジンノは笑いながらリ・リ・メイを見やった。

　知らないわけはない。なにしろ画面の中で笑顔を振りまいて踊おどっている人魚姿の女は、他ならぬ自分自身なのだ。リ・リ・メイは自分の耳が熱くなるのを感じた。怒いかりのせいではなく、今まさにモニタに映っている自分の姿の恥ずかしさのせいだ。封ふう印いんすべき黒歴史。それがまさに今、目の前にある。

「ちょっと、約束が違うじゃない！」

「なんで？　僕は『美少女人魚プリティーメロウ』の権利書をキミにあげたんだよ？」

「だったらなんでそれが流れているのよ！　再放送権も複製権も一切合切こっちにあるはずでしょうッ!?」

　リ・リ・メイは画面を指差す。われながら珍めずらしく、強く興奮していた。リ・リ・メイは鼻水が出るのを感じた。

「だって、キミに渡したのは初代の『美少女人魚プリティーメロウ』の権利だよ。今再放送で流れているのは、『もっと美少女人魚プリティーメロウ』。別物、別物」

「何ですって！」リ・リ・メイは目をむいた。「まさかシリーズ全部ばら売りするつもりなの!?」

「とーぜん[image: 黒ハート]　『初代』と『もっと』の次は──『続』、『ネオ』と続いて、最後に『プリティメロウエターナル』だったかな。劇場版は『劇場版美少女人魚プリティーメロウ～愛は海を越えて～』と、『～竜りゆう宮ぐう城じようは大わらわ～』と、『～南の海の大だい冒ぼう険けん～』。まだまだ沢たく山さんあるねえ。というわけでキミにはこれからも頑がん張ばってもらうよ。大だい丈じよう夫ぶ。ちゃーんと仕事をすれば、ちゃーんと返してあげるから、ね？　あ、ごらんよリ・リ・メイ」

　画面の美少女は「あーんもう大変、急いでみんなを助けに行かなきゃ！　『ハンニャラ、ホニャラカ、ハンニャホレーッ[image: 黒ハート]』」と貝かい殻がら型のコンパスを空にかざしている。美少女は光り輝かがきながら貝殻のブラジャーとエラくローライズな足ひれ──人魚の姿に変体を遂とげた。

「わお、サービスショット。貝のブラジャーが似合ってるなぁ。タッハッハ」

　耳が沸ふつ騰とうして顔が爆ばく発はつしそうになった。リ・リ・メイはハンドバッグに忍しのばせていた銃じゆうを取り出し、思わず発はつ砲ぼうをする。立て続けに放たれた六発の弾はジンノの顔のすぐ横を通過し、モニタをズタズタに破は壊かいした。薄いテレビは煙を上げて沈ちん黙もくする。

「ひゃあ！　ちょっとちょっと、危ないじゃないのリ・リ・メイ……まったくぅ、再放送じゃなくて録画映像だよ。狙ねらったようにこのタイミングで再放送やってるわけないでしょ？　茶目っ気、茶目っ気。そう怒おこりなさんなってば」

「──フン、手が滑すべったわ。ごめん遊ばせ」

「滑りまくりだよ」

　まだ耳が熱い。らしくないほどに取り乱してしまった。やはりあの黒歴史は自分をかき乱す。早くすべてを取り返さなければ。そうしないとこの街で落ち着いて生活できない。

　ジンノ・リョウイチ。まったくもって喰くえない男である。先が思いやられる話だ。

　リ・リ・メイはつとめて冷静さを取り戻そうと深呼吸をした。

「とりあえず──」ジンノは『神の目』を手に取り、窓の前に立ってリ・リ・メイに背中を向けた。その姿は窓ガラスに映っている。

　ジンノは長い髪をサラリと小指でかき分けた。髪の下に隠かくされていたのは、空くう洞どうとなっていた左目だ。ジンノはそこに緑の球をはめ込んだ。

　その本来の所有者であるジンノの目元に収まった『神の目』は、まるで独立した生き物のように上下左右へと瞳ひとみを向ける。

『神の目』を体に馴な染じませたジンノは、「ふう」と一息ついてリ・リ・メイを振り返った。髪は左目の『神の目』を覆おおい隠かくしている。

「──とりあえずこれで一件落着だね」




　　　　◆◆◆




　ミソス区の一角にあるマンション。ジェリコはリビングでモーニングコーヒーをすすりながら朝刊を読んでいた。

　カジノでの一件から一週間。派手に暴れ回った割には、まったくと言って良いほどニュースになっていない。翌日の朝刊でも、「『ジャックポット』で火災発生」としか掲けい載さいされていなかった。多くの人間が自分の狼おおかみ姿を見た上に、大だい分ぶビルも破は壊かいしたのだからもう少し騒さわぎになっても良いものだが、これだけ話題に上がらないとなると誰だれかがもみ消したのだろう。何のためかはわからないが、ジェリコにとっては有り難いことだった。

　朝刊の隅すみに小さく『ジャックポット』絡がらみの別の記事が載のっていた。

　──ジンノグループからカジノ『ジャックポット』に巨額出資──

　あの事件から何日かした後、新聞に巨大な広告が乗った。ジンノグループの企業広告だった。広告には、一人の男が血ち溜だまりの中でウサギを優しく抱だいた写真が使われていた。その男は、まぎれもなくイアンだった。

　イアンの裏切り行為には腹が立っていたが、血に染まったイアンとウサギの幸せそうな写真を見ると怒いかりも消え失せた。写真から察するに、どうやらイアンは念願の冥めい土ど行きを達成したらしい。イアンが実物より三割増で良い男なのは、カメラマンの腕が良いせいだろう──ジェリコはそう思った。

「──ま、めでたしめでたしってわけだ。俺おれにしてみりゃ一銭の得にもならなかったけどな」

　あの日、黒服に奪うばい取られたボストンバッグは、結局奪い返せなかったのだった。だが奇き妙みようなことに、部屋に戻ってみると、指輪の入った『Ｃａｓｉｎｏカジノ　Ｊａｃｋｐｏｔジヤツクポツト』のアタッシュケースがベッドの上に置いてあった。ケースから無くなっていたのは一ヶ月前にある研究所から盗ぬすんだ赤い石の指輪一つ──誰の仕業かはわからないが、ともあれそれ以外の指輪は無事だった。終わってみると、結局のところ失ったのはその赤石指輪一つ、というわけだ。

　二杯目のコーヒーを用意しようと席を立つと、部屋のベルがなった。

　部屋を出てみると、エントランスには巨大な木箱が四箱ほど積みあげられていた。木箱側面には『ＣｈｉａＲＥｘチエレツクス』のプリント文字。最近どこかで目にした綴つづりのような気がするが、どうにも思い出せない。

　宛あて先さき欄らんには「ジェリコ・ギャロップ様」と張り紙が貼はられていた。

「おい、一体何なんだよこれは」

　莫ば迦かに重い箱だ。ジェリコは舌打ちをしながら木箱を部屋に運び込んだ。四箱の木箱を部屋に入れると、リビングは立っている場所もなくなった。

　運び込んで一息ついてから、ジェリコは木箱の一つを開ける。そこには──

　そこに入っているものを見て、ジェリコは大笑いをした。





　──拝はい啓けい、ミスタージェリコ・ギャロップ。ミスターイアンからの伝言をお伝えします。

　　　なお、ミスターイアンから承っている『金』については、弊へい社しやの都合により現物で支払わせていただきます──







　あなたの街の特急便、みんなの幸せデリバリー




　Ｃｈｉａｎｇ─Ｒａｉチエンライ　Ｅｘｐｒｅｓｓエクスプレス






　木箱の中に入っていたのは、大量の『銀の弾』と、一枚の手紙だった。

「ヘッ！　なんて粋いきな嫌いやがらせだよ」

　ジェリコの大笑いは止まらなかった。

「──冥めい福ふくを祈いのるぜ、アンデッド」

　箱の中の手紙。

　イアンからのメッセージは、ひと言。




『ジェリコ、僕は裏切らない。金はちゃんと払ったぞ』




　　　　◆◆◆




　ルアンピー・ジュニアハイスクールの昼。トウアは校舎裏のゴミ捨て場に捨てられていた教科書を手に教室へと戻った。ゴミ箱を漁あさっていたせいで、制服は泥どろだらけだ。手も傷だらけになっている。痛みは感じない。いつもの事だ。

「おートウア、お前泥だらけじゃんかよ。汚ねえなぁ、おい」

　教室に入るなり、アッハと笑うイーの声が聞こえた。誘さそわれるように教室中に笑いが起こる。

「何？　ゴミ捨て場に教科書捨てられてたの？　ヒドいことするやつがいるなぁ！」

　普ふ段だんと同じ、イー、アル、カン、フーの冷やかしの声。トウアは声に耳を傾かたむけずに自分の机へと向かう。机には花か瓶びんが置かれていた。約束事のようにマナの机の上にも同じものが添そえられている。瓶に挿さしてあるのは、素そ朴ぼくな一輪の白蘭らんだ。

　鏡張りの部屋での一件以来、トウアはずっと考えていた──自分は一体何のために生まれてきたのかと。あの日、抜ぬけ殻がらとなったマナの顔を見て、そしてこの手で触ふれた。だが、それでも命というものの意味などわからなかった。暖かさも冷たさも感じなかった。何一つわかっていないし、何一つ変わっていない。

　ぼんやりと思いながら歩いていると、カンが伸ばした足につまずき、トウアは転んだ。机に突っ込んだせいで花か瓶びんが地面に落ちてしまった。水が床ゆかを濡ぬらしている。

「おいおい学校の花瓶を落として割ったらどうするつもりなんだよトウア。ちょっと許せないよな、なあみんな？」

　フーはうずくまったトウアの髪を摑つかみ、「おい、早く片付けろよ」と凄んだ。「そうだ、早く片付けろよ」とイー、アル、カンもはやし立てている。

　クラス中に笑いが響ひびく。トウアをかばおうとするものや、四人を止めようとするものはいない。見慣れたいつもの光景だ。「なあ、こいつにこの床の水を飲ませるってのも良いよな」

「アッハ、それ良いね！　やっぱ水とか大切だし、こぼした罪は重いしね」

「飲ーめ！」「飲ーめ！」「飲ーめ！」

　四人の少年は手を叩たたいて拍ひよう子しを取る。辺りにいる傍ぼう観かん者じやたちもそれに乗って徐じよ々じよに手を叩き始めた。やがてクラス中が声を揃そろえる。

「飲ーめ！」「飲ーめ！」「飲ーめ！」

　せせら笑うクラスメイトたち。いつも通りの光景。トウアをかばう者や味方をする者はいない。別に水を飲むことくらいわけは無い。どうと言うことはない話だ。いじめられて痛める心など持ち合わせていない。ただ、水を飲む──それだけの行為。何が変わるわけでもない。

　少しはやり返して良いんだぞ──そんなケイの言葉が頭をよぎった。だが、やり返す理由もないし、やり返さなければならない状況でもない。第一、暴力は良くないこと、そのはずだ。だから、きっと自分がこの水を飲めば良い。別に悪いことではない。いじめっ子に屈したところで、それが自分の何かを傷つけるわけでもない。それで何かを失うわけでもない。そして、それで何かが変わるわけでもない。早く飲め、とクラス中がさげすむような視線を向けている。

　ギャラリーが盛り下がっているのを見て取るや、フーが頭を強く床に押しつけた。

　トウアは床にこぼれている水に口をつけようとする──

　だが、トウアの唇くちびるが水に触ふれようとしていたその時。

「や、やめなさいよ!!」

　トウアは声のする方を見る。視線の先にいたのは、黒い魔ま女じよ服ふくの、小こ柄がらな少女──

　マナだった。

　唇くちびるを嚙かみ締しめて、フーたちを睨にらみつけている。

「花瓶を落としたのはトウアくんのせいじゃない。だからあなたたちが片付けてッ！」

　イー、アル、カン、フーは一いつ瞬しゆんぽかんとした顔を見せたが、すぐに腹を抱かかえて笑い出した。

「アッハ！　俺おれたちのせいかよ！　さすが人を超ちよう越えつした存在、人類ごときには理解できねえ！」

　マナは笑い転げているフーを睨みつけたままトウアの元へと歩いて行き、トウアのワイシャツを引っ張った。相手にする必要はないよ──そんな合図だ。

「トウアくん、お弁当作って来たんだよ。裏庭で一いつ緒しよに食べよう」

　マナは手元の弁当箱を、胸を張ってトウアに差し出した。

　そのやり取りを見て、クラス中から冷やかしの口笛が鳴る。アルが大笑いをしながら二人の元にやってきて、マナから弁当を取りあげて開けた。マナが小さな悲鳴をあげる。

「キャッ……！」

「はーいキモ弁当ご開帳ー……見ろよ！　紅方ホンフアンでハート描いちゃってるよ！　キモッ！」

　アルは弁当を掲かかげて大笑いをしながら教室中を走り回った。

「か、返してよ……！」

「キモいことしてんじゃねえっつうの、マナナンガルちゃんよぉ！」

　笑い声が痛々しく教室内に響ひびいている。

　マナは目に涙を浮かべて、これ以上ない声で叫んだ。

「わたしは……わたしはマナナンガルじゃない！」

「あーっとそんな騒さわいだら、キモいキモラブ弁当、手が滑って投げちゃうー……よッ[image: 黒ハート]」

　言葉と同時に、アルはマナの弁当を窓の外に放り投げた。弁当は中庭の地面に直撃して四方に弾ける。中身を失った弁当箱が、カラリと音を立てて転がった。

「……ひどい……ひどすぎるよ」マナはその場でしゃがみ、背中を揺ゆらして泣いている。

　そのマナの姿を見て──トウアはアルの胸ぐらを摑つかんだ。

「あぁ？　おいトウア。お友達に向かって何だよ、この手は」

　アルの鋭するどい視線が刺さる。だが、トウアは怯ひるまない。

　トウアは睨にらみつけてくるアルを真っ直ぐに睨み返して、言った。

「表に出ろ」




　　　　◆◆◆




「やっほータントラ博士。ご機き嫌げんうるわしゅう。お元気そうだね」

　研究所の入り口から響いてくる声に、タントラ博士は振り向いた。そこにいたのは、キザなポーズで、開け放しのドアをノックしている男。実業家にして万よろず屋や──ジンノ・リョウイチだ。

「お前さんか、中に入れ」タントラ博士は険しい目をジンノに向けた。「──例の物は手に入ったのか？」

「ご心配なく。指輪はちゃーんと狼おおかみ男おとこくんから取り戻したよ。さて、精算を済ませちゃおうか」

　ベッドに座ったジンノは、胸元から手帳を取り出した。

「黒服四十体にカジノのギャラリー、合わせて全部で二百体の木で偶く人形。こちらからは『賢けん者じやの石いし』。さし引くと──」ジンノは懐ふところから封ふう筒とうを取り出した。「──それが博士の報ほう酬しゆう額がくだよ」

　封筒の中に入っていたのは、水族館のペアチケットだった。

「実は知り合いのビューティースイーツを誘さそったんだけど断られちゃってね、持て余してたんだよ。そのチケット代がちょうど博士の報ほう酬しゆう額がくと一いつ致ちしたから、それで良いよね？」

「フン、どうせはした金だ、構わんさ。石さえ戻ってくればそれで良い」

　今から一ヶ月前、博士の研究所から『賢けん者じやの石いし』が盗ぬすまれた。ハート形の真しん紅くの指輪だ。

『賢者の石』は死者の魂たましいを蘇よみがえらせることができる。その力を求めて億単位の金が動くほどの貴石。博士はその石を使ってトウアの心を元に戻すための研究を進めていた。あとは実じつ践せんするのみ──そんな段階での強ごう盗とう事件だった。

　万が一空き巣が入っても盗まれないようにと、泥棒市場で仕入れたオモチャの指輪にくくりつけてチープさを演出していたが、狼おおかみのような男が石を盗んでいってしまった。

　そんなわけでタントラ博士はその『賢者の石』を取り返すようにジンノに依い頼らいをし、その代だい償しようとして木で偶く人形を作る仕事を引き受けたのだった。

「しかし、急な依頼によくもまあ応えてくれたよね。感謝だよ。これだけ準備するのは、なかなか大変だったんじゃない？　いくら手だれの錬れん金きん術じゆつ師しでもさ」

「お陰かげで寝不足の疲ひ労ろう困こん憊ぱいだ。老人に鞭むち打うつもんじゃない」

　不ふ機き嫌げんそうな博士の顔の曇くもりを取り払うように、ジンノはカン高い声を出した。

「そう言えばトウアくんとその他大勢の木偶人形さんたちって、何が違うわけ？　教えてくれない？　ドクタータントラ」

「──全然違うさ。木偶人形は所しよ詮せん有機物の塊かたまりだ。意思を持って動いているように見せかけることはできるが、それだけに過ぎん。もっとも、そう見せかけるのも長くは持たんがな。だが──トウアは違う。魂がある。あいつの肉体は繫つなぎ合あわせの有り合わせだが、魂は生きた人間のものだ」

「確かに黒服くんたちはすぐに機械チックな動きをし始めちゃったね。こう、首を左にカクカクってさ。あれじゃ人間には見えないよ」ジンノは言う。「そしてトウアくんはそれとは違って魂がある──で、どうやって魂を手に入れたの？」

「フン、忘れたよ」

　またまた、とジンノは笑った。

「まあでも想像に難くはない、って感じかね。死にかけの子供の魂を引きはがして、別の肉体に入れた。魂の乗せ変えってやつだね。僕の知り合いに一人、それができそうな人がいるよ。ああ、人じゃなかった。死神なんだけどさ」

　その通りだった。三年前、タントラ博士の娘一家はブラーマで列車事故に遭あった。トウアの父親は即そく死し。母親とトウアは虫の息だった。特にトウアの体は酷ひどかった。目も当てられないほどに肉体が損傷していた。

　事故の当日、駅で出迎えをしていたタントラ博士は、娘一家の惨さん劇げきを目の当たりにした。全身ズタズタとなったトウアの体を前に、なす術すべもなかった。目の前で死に逝いく孫を、ただ見ているほかなかった。

　トウアの母親──タントラ博士の娘──は、自身も瀕ひん死しの重体であるにも関わらず、タントラ博士にトウアを助けるようにと涙ながらに懇こん願がんしていた。しかし、どうしようもなかった。

　辺りに散らばっている、事故で命を落とした人たちの肉体を使えば何とかなるかもしれない──そんな考えが頭をよぎったが、自分の孫を助けるために火事場泥どろ棒ぼうのような真ま似ねをすることが、どうしてもできなかった。仮にその気になったとしても、辺りに散らばる死体を引きずって持って来ている間に、トウアの命は終わっていただろう。諦あきらめるほかない事態だった。タントラ博士はただひたすらにうつむいて首を横に振るばかりだった。

　諦めなかったのはトウアの母親だった。自分の喉のど元もとにガラス片を突き立て、自らその命を絶った。トウアの母親は、その命が終わる前に、搾しぼり出だすような声で言った。

　──わたしの体をトウアの為ために使って──

　忘れたくても忘れることのできない、どうしようもなく切実な、鬼き気き迫る声だった。

　娘の死と、孫の瀕死。絶望的な状じよう況きようだったが、嘆なげいている暇ひまなどなかった。一刻を争う事態だった。トウアの魂たましいを死に逝いくその肉体から切り離して事故現場で意識を失っている一人の少女の体に一時的に入れ、魂の安全を確保した。その後、トウアの母親の体を使って無我夢中でトウアの体を治ち療りようし、少女の体に移していたトウアの魂を再びトウアの体に戻した。

　魂を切り離したのはジンノの言う通り一人の死神だ。トウアの命は、母親と死神の手によって救われたのだった。

　トウアは無事に息を吹き返したが、それでも昔と同じではなかった。トウアからは記き憶おくと感情と感覚が抜け落ちていた。娘の肉体と孫の魂を使って人外を作り出してしまったのではないか──そう考えると自分がどうしようもなく罪深い存在に思えた。

　石を使ってトウアの心を元に戻す──あるいはそれも、トウアをもてあそぶことになるのかもしれない。しかし、それ以外に自分にできることは思い浮かばなかった。できるだけのことはしてやりたかった。

　ジンノが見み透すかしたような目を向けて笑った。

「まあ、孫はどうしようもなく可愛かわいいって言うからね。気持ちはわかるよ。あるいは──母は強しだね」

　博士はうつむいた。「──わしは、あいつに悪いことをしたんだろうな。心のない体を与えられて、幸せじゃなかったのかもしれん」

「それは直接トウアくんに聞いた方が良いかもね。さて、約束の石を渡しておくよ」

　ジンノはベッドから立ち上がってポケットから何かを取り出し、タントラ博士に渡した。

　それは、石のなくなったオモチャの指輪だった。

　博士は抜ぬけ殻がらと化した指輪を手に、ジンノをねめつける。

「……おい、一体どういうことだ？」

「いやあ、実は例の石なんだけど、トウアくんにあげちゃったんだよね」

「フン、それならそうと先に言え。まあ、トウアが持っているならあいつからもらい受けておくとしよう。お疲れだったな」

「ところがどっこい、トウアくんはトウアくんで石を使っちゃったんだよ。『願いが叶かなう石だよ』って大噓うそ言って彼にプレゼントしたら、『心も手に入るかな』──ってな具合にね」

「……そうか、使ったか」

　使われているとは思わなかったが、どのみちトウアに使わせるものだった。結果オーライだろう。何より、トウアが心を取り戻したいと願うのであれば良しとするほかない。

　博士の口から諦あきらめと納得の混じったため息が漏もれた。

「……それにしても、どうして『願いが叶う石』だなんて法ほ螺らを言ったんだ？　あの石は死者の魂たましいを蘇よみがえらせることは出来ても、願いなんて叶わん。あんたも承知しているはずだろうに」

「ちょっと反応を見てみたかったんだよ。彼、あんな大人しそうな顔して『実は世界制服したいんです！』とか真しん剣けんな顔で言い出したら面白いかなー、なんて思ったり。タッハッハ」

　じゃあそろそろ行くよ、とジンノはベッドを離れた。去り際に、思い出したように博士に向かって言った。

「──ああ、そうそう。トウアくんは石を使ったけど、心が欲しいなんて願っちゃいないよ。自分のためには使ってないさ」

「な、何だと!?」博士は慌あわててジンノを振り返った。「おい、なら一体何に使ったって言うんだ」

「実は彼、ガールフレンドが死んじゃってね。それを生き返らせるために使っちゃったんだよ」

「な……あの莫ば迦かは、まったく……」

　博士は天を仰あおいで絶句をした。せっかく苦労をしてトウアの為ために作っていた『賢けん者じやの石いし』が、よりによってトウアの手によってフイになってしまうとは。すべては水みずの泡あわだ。

　だが──博士は思う。トウアが自分のことよりも他人のことを思ったのだとしたら、石で手に入る作り物の心などよりずっと立派なものを手に入れたのではないか。

「まったく、莫迦みたいな話だよねぇ。せっかく念願を叶えられるチャンスだったのに」

「ホントに莫迦だ。何日徹てつ夜やして木で偶く人形作ったと思ってるんだ。無む駄だ働きも良いとこだぞ」

　博士はそう言って笑った。満足そうな笑顔だった。

　鼻を鳴らしながら背を向ける──その瞳ひとみには、ひと滴しずくの涙。




　　　　◆◆◆




　土曜日の午前十時。これ以上ないほどの晴天。中環公園セントラルパークはアクセサリー売りや似に顔がお絵え描きやストリートパフォーマーや、それを冷やかすカップルで賑にぎわっている。トウアは公園入り口付近の時計塔とうでマナの到着を待っていた。

　トウアの左目下には大きな絆ばん創そう膏こう。昨日、クラスメイトに袋ふくろだたきにされた後、マナに手当をしてもらった時のものだ。

　喧けん嘩かとさえ呼べないような代物だった。イー、アル、カン、フーにただひたすら殴なぐられるだけのサンドバック状態。完かん膚ぷなきまでのワンサイドゲーム。浴びせた拳こぶしは一発か二発……その程度だ。拳には今もその時に付いた傷が残っている。

　そう、一発か二発。それだけだとしても、自分は人を殴った。人を殴るのは良くない事だが、それでもあれで良かったのだ──どうしてかはわからないが、そう思っていた。

　しばらくするとマナが大きく手を振りながらやってきた。

「トウアくん！」

　淡あわいピンクのドレス。この前水族館に行った時と同じドレスだ。前に見た時には気付かなかったが、ドレスを身にまとうマナの雰ふん囲い気きはいつもよりやわらかい。トウアは小走りにマナの元へと向かった。

「マナ、今日は雰囲気が違うね」

「そ、そう……？　変じゃない？」

「変じゃないよ」

「む、むしろ……可愛かわいい？」

「それはわからない。少なくとも何も思わない」

　トウアのきっぱりとした言葉に、マナはがっくりと肩を落とした。

「──相変わらずだね」

「気を悪くしたなら謝るよ。でも、噓うそはつきたくないからね」

「いいよ。行こう」

　トウアは頷うなずいてマナに視線を送る。彼女の腕に巻かれている包帯が目に入った。

　あの事件から一週間。事件直後、衰すい弱じやくしきっていたマナは病院に運び込まれて、入院をした。とは言っても体にはそれほど大きな怪け我がをしてはいなかった。外傷といえば腕の傷くらいで、命に別状はないと医者に診しん断だんされたのだった。

「マナ、もう体調はいいのかな」

「もう大だい丈じよう夫ぶ、バッチリだよ。屋や敷しきの人たちには怒おこられちゃったけどね」

　マジョリーナ一家には大目玉を食らったらしい。洗せん濯たくと庭の掃そう除じをほったらかし、おまけに入院までしているのだから、怒られて当然だよね──そう言ってマナは笑った。

「病院のベッドでも夫人とベアトリお嬢じよう様に散々怒ど鳴なられちゃった。ご主人様がなだめてくれなかったらお屋敷を追い出されちゃってたかも」

「そうなんだ」

　うん、とマナは小さく頷いてから少し黙だまって、それから口を開いた。

「トウアくん、ありがとう。トウアくんが助けてくれたんだよね」

「──多分、僕は何もしてないよ」

「ううん。あの時トウアくんが来てくれて、すごく安心したんだよ。嬉うれしかった」

　トウアは自分がマナに何をしてやれたのか考えた。何かをしてあげられたとは思えなかったが、ひょっとしたら少しくらいは正しい事ができたのかもしれない。

「ところで、こんなものがあるんだ」

　トウアが取り出したのは、水族館の入館チケットだった。

　マナの顔に笑顔が広がった。




　中環公園セントラルパークの敷しき地ち内にある水族館は巨大だった。マナはヒトデを触さわってははしゃぎ、ナマコを突いては笑い、イルカを見ては目を輝かがやかせた。

　水族館の中でもひときわ目立って巨大なアクリル水すい槽そうの中では、親子のジュゴンが優ゆう雅がに泳いでいた。ジュゴンの水槽は入館しなくても見ることはできるが、それだと背中しか眺ながめることができない。

　アクリル板越しに見る水の中は、別世界だった。

「ねえトウアくん。昔の人ってジュゴンを人魚と見間違えたんだってね」

「そうなんだ。誰だれが見間違えたのかな」

「確か西から来た探検家の人たちだったと思うけど、忘れちゃった。でね、西の国だと人魚って歌を歌って船を遭そう難なんさせたりするらしいよ。東の国だと『人魚の肉を食べたら不老不死になる』って話があるんだって」

「チェンライ王国ケラジヤンだと、人魚は神様の使い魔ま──だっけ」

　この街の人魚は、恋人の命を救うために自分の肉を与えて一人の男を不老不死にし、その罪を咎とがめられて神の使い魔になった。そんな伝説がある。

「でも神様からお使いを頼たのまれると、文句を言いながら引き受けるんだって。おかしいよね」

「おかしいのかな」

　おかしいよ、だって神様に文句を言うんだよ、とマナは笑った。

「──ねえトウアくん。神様っていると思う？」

「わからない。でも、神様はどこかにいて、僕たちを見守っているって博士は言っていたよ。だからいるんだと思う」

　そうだね、とマナは言った。水槽の中で泳ぐジュゴンの姿は、平和そのものだった。




　水族館を出る頃ころには、時計は昼の十二時半を少し回っていた。トウアとマナは公園のベンチに座って昼食を取ることにした。マナの作って来た弁当の中には紅方ホンフアンでハート型に染まる白飯とオムレツオイヤツサイ、それから青パパイヤのサラダソムタムが入っている。鮮あざやかな色合いの弁当だ。

「魔ま術じゆつ鍋なべも材料も無いから、いつもよりずっと普通のお弁当だよ」

「魔ま術じゆつ鍋なべ？」

　マナは首を横に振って言った。「なんでもない。でも、普ふ通つうのお弁当だけど、自信作なの」

「いただきます」トウアは白飯を箸はしでつまみあげ、食べた。

「どう……？」

　マナの声が耳元で聞こえる。ゆっくりと白飯を嚙かみしめた。

　固かた唾ずを飲んで見守っているマナの呼吸が聞こえる。彼女の視線を強く感じた。

　三回目の弁当──トウアは今までのことを思い出す。

　最初に作ってもらった弁当は何も感じなかった。

　二回目の弁当はクラスメイトが投げ捨ててしまった。

　そして今回で三回目。

　嚙かみ締しめた白飯は──やはり、何も味がしなかった。何一つ感じない。

　マナが不安げに見み詰つめている。トウアは博士の言葉を思い出す。

　──弁当を作ってくれたんだ。『美お味いしい』って言ってやれ。それが一番喜ぶ──

　博士はそう言った。しかし、やはり噓うそをつくことはどうしてもできなかった。たとえマナを悲しませるとしても、噓をつかれるよりは絶対に良いはずだ。

　正直に言おう、そうトウアが思っていると──

　その時、トウアは自分の体に何かを感じた。白米の甘さが、舌を通じて体中にしみ込んだ。戸と惑まどいながらカイヤッサイを口に入れた。柔やわらかな歯は応ごたえが、甘あま酸ずっぱい味が、体の芯しんまで届いた。

　にわかには信じられなかった。だが、感じる。間違いなく感じている。

　自分が感じているその感覚が、ほかの人間と同じものか──それはトウアにはわからない。しかし、彼の舌は確かにそれを感じていた。彼が感じているその感覚だけは、間違いなく彼の体に、彼の心に存在していた。

　ネジがはまって電気が通いだしたように、何かが動きだした。




　その瞬しゆん間かん──すべてが変わった。

　広大な空の、真っ直ぐな青さを感じた。木々から溢あふれる命の臭においを感じた。暖かい風の心地よさを感じた。鳥たちの美しい鳴き声を感じた。人々の楽しげな笑い声を感じた。それらすべてが、とても素敵なものだと感じた。

　トウアは思わずマナの手を握にぎり締しめる。彼女の体から、やわらかい温ぬくもりを感じた。

「ねえマナ。美味しいって──どういうことか解ったよ」

　確証はない。だが今自分が感じているのが『美味しい』というものだと信じることができた。

「美味しい？　ホント!?」

「うん、とても美味しいよ……」

　言ったすぐ後、トウアの目から涙がこぼれた。涙が溢あふれて溢れて、前が見えなくなった。

「ど、どうしたの？　トウアくん」

「……ウッ……解らない……解らないけど……解ったんだ」

　声を出すと、支えがなくなったように涙が吹き出した。情けないほどにヒクヒクと泣いた。声を出して泣いた。止まらなくて、しゃくりあげて泣いた。

「ウッ……ウッ……」

　涙を流すトウアを見て、わけがわからないまま、マナも一いつ緒しよになって泣いた。

「ヒック……ヒック……」

「……どうしてマナも泣くんだよ」

「ヒック……解らないけど……嬉うれしいの」

「嬉しい……そうか……そうだね」トウアは自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。「嬉しいと、涙が出るんだね」
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　心を『奪うばう』のではなく、心を『込める』──そんな逆転の発想の弁当。

　少年の涙は、小さな魔ま女じよがかけた、とびきりの魔ま法ほうだ。

　少年と少女は、二人して莫ば迦かみたいに顔をぐしゃぐしゃにして泣いて、笑いあった。

　瞳ひとみからこぼれ落ちる涙が、どうしようもなく暖かかった。


（了）









あとがき




　僕が生まれて二十年近く過ごした町は、東京から鈍行列車でしばらく行った海沿いの場所にある。隣となり町まちとは川で隔へだてられていて、高校の時には毎日その川を電車で越えた。海も、川も、川を越える線路も、今も変わらずそこに存在している。

　高校は山の上にあり、百段以上ある階段を上って登校していた。今思うとかなりキツい坂だったような気もするけれど、当時は何も感じなかった。下校の時には、その坂の頂上から海が見えた。それもやはり当時は何も感じなかったが、今考えると素敵な風景だったと思う──少なくとも記き憶おくの中では。その風景も、きっと今でもそこに存在しているに違いない。

　坂を下った先には駅があり、高校が終わると僕たちはその駅周辺の繁はん華か街がいへと繰り出した。集まって何をしていたかは思い出せないが、楽しかった当時の雰ふん囲い気きの記憶だけが残っている。

　ところでその駅には天気予報を伝えるアナクロな電光掲示板があり、雨の日には雨のマークを、曇くもりの日には曇りのマークを光らせていた。僕たちの待ち合わせ場所は大たい抵ていこの天気予報掲示板の下で、それは僕たち仲間内だけではなく、多分当時その町に住んでいた誰だれもがそうしていた事だった。その電光掲示板は、もう存在しない。

　数年前、久しぶりにその駅に降り立ってみると、駅は随ずい分ぶんと大規模に改築されていた。その改築の一環として、電光掲示板は撤てつ去きよされたようだ。

　別にその電光掲示板に思い入れがあったわけではないけれど、その不在を知った時、何かに一区切りがついたような気がした。今になって思えば、きっとそれは青春と呼ばれるようなものだったのだと思う。僕の青春の象徴イコンは、かくも思わぬ姿をしていたわけだ。

　この物語を書いている時、頭の片隅にあったのはその瞬しゆん間かんの事だった。何かが一いつ瞬しゆんにして解るような、そんなスナップショット──これはそんな話のつもりだ。

　拙つたない部分だらけだけれど、ともあれ、楽しんでいただければ、と切に思う。




　沢山のアイデアと助言を下さった担当編集の徳とく田だ様、吉よし岡おか様。本当にありがとうございます。初めての打ち合わせの時、ボロボロになるまで読み返していただいていた原稿を見て、嬉うれしかったことをここに告白します。

　もったいないほど素晴らしいイラストでキャラクターに魂たましいを吹き込んでくださった桶おけ谷や様。ありがとうございます。直接お礼は言えていませんが、感謝しています。

　この物語の選考に関わっていただいた方々、本を出させていただくに当たってお力添えをいただいた方々に感謝。

　そして、本書をお手にとっていただいた読者様に、とびきりの感謝を。

　皆様に神のご加護があらんことを。


２０１２年３月５日　百ひやつ波ぱ秋あき丸まる
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百ひゃっ波ぱ秋あき丸まる

二月生まれ水瓶座Ａ型東京在住。趣味は引越と旅行。でも最近旅行には行ってません。青春と言えばフリッパーズギターとか岡崎京子とか恋する惑星とかアメリカングラフィティとかカートヴォネガットとか。。。ビールはやめました。
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桶おけ谷や 完かん

皆さまはじめまして。名古屋ではない愛知県で絵描きをしています。日曜日の朝８：30頃が心の支え。趣味は資料と称してのモデルガン収集。短機関銃が好みです。
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